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　 この報 告書 は,日 本 自転車 振興会 か ら競 輪収 益の一部 であ

る機械工業振 興 資金の補助 を受 けて昭和55年 度に実施 した

「海外 におけ る情報処理お よび情報 処理産 業の実態調 査 」の

一環 としてと りまとめた ものです。
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t 　 当 財 団 は,わ が 国 に お け る情 報 処 理 産 業 の発 展 に 資す るた め,昭 和43年 以 来,

毎 年 海 外 に調 査 団 を派 遣 し,ア メ リカ お よび ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る情 報 処 理 関

係 の 諸 問題 の 実 態 を 明 らか に して ま い りま した 。 本 年 度 調査(ア メ リカ班)は,

一昨 年 に ひ き続 きオ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの展 開 な らび に 回線 開 放 と新 しい

通 信 サ ー ビス を調 査 す る こ と と し,関 連 の 国 際 会議 へ の 参加 を あ わせ,先 進 的 な

大手 ユ ーザ ー,メ ー カ ーな ど9ヵ 所 を訪 問 し,そ の動 向 を調 査 い た し ま した。

　 こ こに そ の結 果 を と り ま とめ,海 外 の 情報 処 理 に関 心 を もたれ る方 々の ご参考

に供 したい と思 い ます。

　 なお,本 調 査 実 施 に 当 って,ご 支援,ご 協 力 を た まわ った調 査 訪 問 先 等 関係 各

位 に対 し心 よ り感 謝 の 意 を 表 しま す。

昭和56年3月

財団法人　日本情報処理開発協会

　　会長　 上　 野 　幸 　 七
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調　査　の　概　要

1.　目　　 的

　海 外諸国 にお ける情報 処理 お よび情報処理産業につ き,そ の実態 を調査す ると

と もに各 国での発展 の背 景 と今 後の動向 を把握 し,わ が国 におけ る情報処理 お よ

び情報 処理産 業の発展 に 資す る ことを目的 とす る。

2.調 査 事 項

　 ア メ リカに お け る オ フィス オ ー ト メ ー シ ョ ン の 進展,回 線 開 放 と新 しい通 信

サ ー ビス。

3.調 査 時 期

　 　昭 和55年10月 　 4日(土)出 発

　 　昭 和55年10月18日(土)帰 国

4.調 査 機 関

　 　 ・IBM　 World　 Trade　 Americas/Far　 East　 Corp.(コ ン ピ ュ ー タ ・ メ

　 　 　 ー カ)

　 　 ・International　 Data　 Corp.(調 査 会 社)

　 　 ・Quantum　 Science　 Corp.(調 査 会 社)

　 　 ・Fe　 de　ral　 Communications　 Commission(米 国 連 邦 通 信 委 員 会)

　 　 ・GTE　 Telenet　 Communications　 Corp.(付 加 価 値 網 業 者)

　 　 ・Gnostic　 Concepts　 Inc.(調 査 会 社)

　 　 ・Lockheed　 Information　 Services(デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 業 者)

　 　 ・Del　 Monte　 Corp.(食 品 工 業)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -1一



　 ・Standard　 Oil　 of　 California(石 油 会 社)

　 な お,企 業 訪 問 に 先 だ ち,ニ ュ ー ヨ ー ク で 開 か れ て い たINFO'80(情 報 管

理 展 示/会 議)に 参 加 し た 。

5.調 査 員

　 山　村 　賛 　平

　 伊 　藤　哲 　史

当 財団常務理 事

　同　開発部開発第 一課長 代理

ψ
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1.は じ め に

(1)情 報 処 理 産 業 の躍 進

　 過 去4半 世紀 の 間 に,極 め て重 要 な技 術開 発 が数 多 く行 わ れ て きた。 この う ら,

コ ン ピ ュー タ関 係 の 主 な技 術 開 発 と しては,次 の よ うな もの が あ げ られ る。

　 ・コ ン ピュ ータの コ ス トは 毎年25%,通 信の コ ス トは 毎年11%,メ モ リの コ

　 　 ス トは毎 年40%と,そ れ ぞれ 大幅 に 削 減 され た。

　 ・シ リ コ ンICチ ップ上 の コ ンポ ー ネ ン トの 数 は1年 お きに2倍 に な った。

　 ・1950年 に100万 ドル した ハ ー ドウ ェアの コス トは今El　 20ド ルに な った 。

　 ・シ ステ ムの 処理 能 力 は1950年 代 に比 べ て10万 倍 も速 くな った 。

　 ・今 日 の ソ リッ ド ・ス テ ー トの サ ー キ ッ トは1950年 代の 真 空 管 よ り1,000倍

　 　 も信 頼 度 が 向上 した。

　 ・コ ス ト/パ フ ォ ーマ ンス比 は1950年 代 以来,10年 毎 に お よそ100倍 ず つ

　 　 改 善 され た。

　 この よ うな め ざ ま しい コ ン ピ ュ ー タ技 術 の開 発 を,更 に 強 力,有 効 な もの に し

て いQの が テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術 の 開発 であ る。 この2つ の 技 術 開発 は,

最 近 ま す ます 融 合の 度 を 加 えつ つ あ り,い わ ゆ る情 報 処 理産 業 と し て,活 気 に 満

らた産 業 とし て躍 進 を続 け て い る。

　 情 報 処理 産 業 は数 百 万 の 新 しい仕 事 を 創造 した と言 わ れ て い る が,世 界 中 に ば

らま か れ た コン ピ ュー タ製 品 を相 互 に結 び つ け て,世 界 中 の 人 々に有用 な 情報 を

提 供 す る役 割 を果 た そ う とし て い る。

　 現 在 ・ アメ リカの労 働 者 の30%が ・な ん らかの形 で 情報 処 理 産 業 に 関与 して

お り,1985年 ま で に その 数 は70%に ふ くれ 上 る と予 測 して い る専 門 家 さ えい

る。

　 今 日,ア メ リカ経 済 は,生 産 設 備 の 老 朽 化,生 産 性の 低減,GNPの 下 落 とい
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った 暗 い話 題 に 取 り巻 か れ てい るが,そ の 中 に あ っ て ひ と り情 報 処 理産 業 の み は,

着 実 な成 長 を続 け て お り,ア メ リカに お け る"技 術 革 新 の 宝 石"あ る い は,恨 生

産 性 向 上 の 原動 力"と 呼 ば れ て い る。

:

(2)情 報 処 理 産 業 の 課 題

　 80年 代 の 世界 は ます ます不 確 実 性 の 風 潮 が 強 ま る こ とが 予想 され る。 勿 論,

情報 処 理技 術 の み で,世 界 の 抱 え る数 多 くの 難 問 を解 決 す る ことは で きな い。 し

か し,増 大 す る情 報 を で きるだ け 多 くの 人 に 伝 え る こ とに よ って,問 題 解決 の 有

力 な手 段 とな り得 る こ とは 可能 で あ る。 そ の た め に も,よ り新 し く,よ り速 く,

よ り コス ト/パ フ ォ ーマ ンス の高 い シ ステ ムを 開 発 す るこ とが 情 報産 業 に 与 え ら

れ た課 題 で あ る。

　 従 来,音 声 や 文 書 に よ って流 通 し てい た 情 報 は情 報 処 理 技 術 の 進展 に伴 い,ビ

ッ トと い う公 分 母 に 変形 され,そ れ を創 造 し,伝 送 し,蓄 積 し,利 用 す る こ とが

相 互 に 緊密 な 連携 を保 つ よ う にな る。 そ して,そ の 連携 に よ って,あ らゆ る地 点

の情報が収 集 され,一 部 はその場 所で処理 され,残 りは中央 に伝送 され て大規模

な デ ータ ベ ース に蓄 積 され,必 要 に 応 じて検 索 さ れ,利 用 され る よ うに な る 。

　 これ が い わ ゆ る"総 合 シス テ ム"の 概 念 で あ って,ア メ リカの 情報 処理 産 業 は

この 青 写 真 の 実現 に 向 け て,現 在,あ らゆ る努 力 を傾 け よ うと し てい る。

(3)総 合 シ ス テ ム

　 総 合 シ ス テ ム は,最 高 に し て 最 善 の 技 術 を 結 集 し て 構 築 さ れ る こ と と な る が,.

こ れ ら の 基 本 的 な 要 素 と し て 考 え ら れ る も の に は 次 の よ う な も の が あ る 。

　 ・ マ ル チ の セ ン ト ラ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ

　 ・ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

　 ・ デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ 通 信 プ ロ グ ラ ミン グ

　 ・ ア ク セ ス ・メ ソ ッ ド

　 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 プ ロ グ ラ ミ ン グ
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　 ・分 散 型 プ ロセ ッサ ー

　 ・マ ル チ ・フ ァン ク シ ョン端 末 機

　 ・企 業 内通 信 リン ク

　 ・ネ ッ トワー クの 相 互 接 続

　 ・オ フ ィ ス機 能 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .・

　 こ れ らの 各機 能 は い ず れ も総 合 シ ス テ ムの中 に 不 可欠 な要 素 と し て採 り入れ ら

れ る よ うに なる が,と りわけ 大 事 な こ とは総 合 シ ステ ムに 一 貫 性 を与 える た めの

シ ス テ ム ・ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ャを構 築 す る こ とであ る。

　 1980年 代に は,間 違 い な く総 合 シ ス テムが 完 成 す る と思 わ れ るが,こ の シ ス

テ ムの 特 徴 と しては 次 の よ うな もの が あげ られ る。

　 ・す べ ての ユ ーザ が容 易 に ア クセ ス で き るこ と。

　 ・端 末 機 や その 他 の デ バ イ ス が相 互 に接 続 され,し か も取 り付 け や 取 り外 しや

　 　移 動 が 簡 単 に 行 え るこ と。

　 ・ネ'ッ トワ ークを 制 御 した り,管 理 す る機 能 が完 備 され る こ と。

　 そ し て,総 合 シ ステ ムは 次 の こ とを 目指 して い る。

　 ・第1に ペ ーパ ーの洪 水 を せ き止 め る こと。

　 ・第2に 一 度 で デ ー タを 集 め,こ れ を何 回 も繰 り返 し利 用 す る こ と。

　 ・第3に 最 も重 要 な こ とだ が,社 長 を 始 め とす るすべ て の管 理 者や 従 業 員 の生

　 　産 性 を向 上 さ せ る こ と。
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2.　 オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン

(1)生 産 性 の 向 上

　 現 在,オ フ ィ スの労 働 者 は全 労 働 者 の25%を 占 め て い るが,1985年 までにそ

の 数 字 は40%に な る と予想 され て い る。現 在 脚 光 を浴 び てい る オ フ ィス ・オ ー

トメ ー シ ョ ンは,上 述 の総 合 シ ステ ムを 完 成 させ る こ とに よ って,こ の よ うな 人

々の生 産 性 を 向 上 させ る こ とに他 な らな い。

　 従 来,オ フィ ス ・シ ス テ ムの 目的 と した と ころ は,主 に秘 書 の 仕 事 を軽 減 し,

合理 化 す る こ とにあ った。 それ は 文 書 を速 や かに 作 成 し,配 布 す る こ とに努 力 が

集 中 され て きた。 その 結 果,種 々雑 多 な オ フィス用 機 器 が 開 発 され た が,そ れ ら

は互 換 性 が な く,相 互 接 続 もで きな い た めに,そ れ ぞ れ が独 自の機 能 を持 ち,バ

ラバ ラに運 用 され て いた。

　 したが?て,オ フィ スの生 産 性 は10年 前 と比 べ て,殆 ん ど向 上 して い な い と

い って も過 言 で は な い。 大 半 の企 業 が依 然 と して郵 便 や電 話 を利用 してお り,遅

配 や誤 送 に悩 ま され てい る。 文書 の60%は それ が 作 られ た 所 に 止 め られ てお り,

85%は 課 内 を 回覧 され て い るだ け で あ る。皆 が同 じよ うに 大量 の フ ァ イル を持 っ

てい るた めに,オ フィ スの中 に は ペ ーパ ー が 山積 みに な って職 員 は それ に埋 もれ

て仕 事 を し てい る。

　 とこ ろが 最 近,コ ン ピュ ータの 端 末 機 が銀 行 や ス ーパ ー ・マ ーケ ッ トで利 用 さ

れ る よ うに な り,預 金 や 販売 や在 庫 に 関 す る豊 富 な情 報 を管 理 者 に提 供 し始 め て

い る。 一部 の 企 業 で は 役 員 が これ らの シ ス テ ムを オ ンライ ンで結 ん で,直 接 デ ー

タを引 き出 して い る。 こ の よ うな傾 向 を更 に助 長 し,普 及 させ る こ とが オ フィ ス

の 生 産 性 を 向上 させ るた め に は 不可 欠 の こ とで あ る。

　 これ か らは,ま す ます 多 くの 人 々に,ま す ます 多 くの端 末機 を持 っ て も ら うた

めに は次 の よ うな点 を改 善 す る必 要 が あ る。
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　 ・あ らゆ る管 理 職 や 専 門 職 の 人 に利 用 で き るよ うな フ レキ シ ビ リテ ィを 端 末 機

　 　 に 持 た せ る こ と。

　 ・彼 らが シ ステ ム を意 識 しな い で簡 単 に端 末 機 を操 作 して,そ れ ぞ れ の 仕 事 に

　 　 専 念 で きる よ うにす る こと。

　 ・彼 らが さ ま ざ ま な端 末 機 を使 っ て,自 由 に通 信 が で き る よ うに す る こ と。

　 　 管 理 職 や 専 門 職 の 人 々は,現 在 と全 く同 じ要 領 で 仕事 を や りな が ら,し か も

は るか に 効 率 的 で,オ フ ィスに 限 らず,企 業 全 体 の生 産 性 を飛 躍 的 に 向 上 させ る

こ とを 望 ん で い る 。

　 この よ うな生 産 性 の 向上 を約 束 す る機 能 と して,次 の よ うな もの が考 え られ る。

　 ・ドキ ュメ ン トの 処理

　 ・ ドキ ュ メ ン トの 交 換

　 ・情報 バ ン クへ の ア ク セス

　 ・グ ラ フ ィ ック表 示

　 ・グ ル ープ との 同 時 通 信

　 尚,今 後10年 間 に 現 わ れ る と思 わ れ る も うひ とつ の 傾 向 に つ い て も,対 応 で き

る よ うに し てお く必要 が あ る。 その傾 向 と い うの は,多 くの 人 々が オ フ ィ スの 外

で 仕 事 を す る よ うに な る こ とで あ る。

　 例 え ば,役 員 が 旅 行 中 に も仕 事 を した い と望 む な ら,携 帯用 の 端 末 機 を ブ リ ー

フ ・ケ ース に収 納 す る。 そ の端 末 機 は ど こか らで も音 響 カプ ラ ーを 通 し て,必 要

とす る シ ステ ムに ア クセ スが で きる よ うに す る。

　 また,エ ネ ル ギ ーの 不足,通 勤 に よ る疲 労 と ロス タ イム,生 活 様 式の 変 化等 に

よ って,多 く の人 が家 庭 で働 く こ とを 希 望 す る よ うに な る。A.ト フ ラ ーのttエ

レク トニ ッ ク ・コテ ー ジ"に 辿 りつ くまで に は,ま だ 長 い道 の りを要 す るか も し

れ な い が,こ の よ うな ニ ー ズに 応 えて,未 来 の オ フ ィ スに 切 り替 え る準 備 が 進 め

られ て い る。
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(2)技 術 的 問 題 点

　 社会 の ニ ーズに 合 わ せ て 総 合 シス テ ム を完 成 して い く うえで,今 後 更 に 研 究 開

発 を要 す る技 術 的 な 問 題 点 が 残 され て い る。 そ れ らの 問 題 点 を列 挙 す れ ば次 の と

お りで あ る。

　 ・各 種 デバ イス間 の 相互 接 続

　 ・ネ ッ トワー ク ・アー キテ ク チ ャ

　 ・ゲ ー トウ ェイの機 能

　 ・企 業 内 通 信 リン ク

　 現 在,情 報 処 理 の た め に各 種 各 様 の デバ イ スが次 々と開 発 され て い る○ ユ ーザ

は これ らの デ バ イ ス を使 って,企 業 の ど こか らで も必要 な 情報 を検 索 で きる こ と

を強 く望 ん で い る。 この よ うな 要 望 に応 え るた めに,各 デ バ イ スが相 互 に 接 続 さ

れ て,自 由 に情報 の 交換 がで きる よ う な シス テ ムが 必須 の もの と なる。

　 そ し て,各 種 の デ バ イ スが そ の機 能 を十 分 に発 揮 す るた めに は,極 めて高 度 の

ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ャが 開 発 され ね ば な らな い。 この ア ーキ テ クチ ャは

1970年 代 の 最 大の 課 題 で あ った 。 そ し て今 後 と もよ りオ ープ ン な ネ ッ トワ ーク

とす るた めの研 究 開発 が 必 要 と され る分 野 で あ る。

　 最 近,開 発 が 急 がれ て い る ものの ひ とつ に ゲ ー トウ ェイ機 能 があ る。 こ れ は伝

送 サ ー ビ スの 効 用 性 を最 大限 に発 揮 させ るた め に,音 声,デ ー タ,文 書,フ ァ ッ

ク ス,画 像 と い った あ らゆ る タ イ プ の 情報 を総 合す る機能 を 持 つ もの で あ る。 こ

の た め,マ ルチ ・プ レ クサ ー,PBX,分 散 型 プ ロセ ッサに 付 加 され る アダプ ター

とい った ハー ドウ ェ アの 持 つ 機 能 を す べ て 備 えて い なけ れ ば な らな い。 この機 能

に は 情 報 交 換 は勿 論,モ ジ ュ レ ー シ ョ ン/デ モ ジ ュ レー シ ョン,プ ロ トコ ー ル ・

コ ンバ ー ジ ョン,エ ン ク リ プ シ ョン と い った 通 信機 能 が 含 まれ る。

　 企 業 内通 信 リン クを整 備 した い とい う要 望 も高 ま っ てい る。 この リン クに 対 し

ては,多 種 多 様 な デ バ イスを 経 済 的 に接 続 した い とい う要 望 の 他 に,回 線 の帯 域

幅 を拡 げ た い とい う要 望 も含 まれ てい る。現 在,多 くの 企 業 内 で 複 数 ペ ア回線 や

同 軸 ケ ー ブ ルが 布 設 され て い る。 ま た数 は 少 な,いが,光 フ ァイ バ ー や赤 外 線 の 実
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験 を 行 ってい る企 業 もあ る。なお,企 業 内通 信 リン クに 付 加 され る デ バ イス の 設計

は,ネ ッ トワ 一 々 ・ア ー キテ クチ ャ と共 同 で行 わ れ る必 要 が あ るこ とは い うまで

もな い 。

1

(3)将 来 展 望 ・

　 単 独 の デ バ イ.ス,そ れ が デ ィス プ レイ で あれ,プ リ ンタ ー で あれ,フ ァ クシ ミ

リで あれ,コ ピ アで あれ,イ ンテ リジ ェン ト・テ レ ホ ン ・プ ロ セ ッサ ニで あ れ,

その他 どん な デ バ イ スで あ っ て も,そ れ が総 合 シ ス テ ムの 中 で機 能 を果 た す よ う

に な るまで には,彪 大 な 準 備 作 業 を 必 要 とす る。

　 現 在,ア メ リカの 情報 処 理 産 業 は,い ま まで に 見 た こ と もな いス ケ ー ル を持 つ

総 合 シ ステ ム を構 築 し よ うと して エ ン ジ ンを 全開 し て いる。 そ して,こ の シ ス テ

ムを完 成 す るた めに は 多額 の 資本 と創造 的 な経 営 技 術 が必 要 と され てい る。

　 い ず れ に して も,ア プ リケ ーシ ョンの 数 は急 速 に 増 え続 け,シ ス テム に 課 す る

要 求 は爆 発 的 に 伸 び 続 け て い る。 この複 雑 を極 め る ニ ーズに対 応 す るた め に は,

あ らゆ る創 意 工 夫 を こ ら して,技 術 開発 に 取 り組 む こ とが要 求 され る。

　 そ し て,作 業 員 か ら ト ップに至 るま で,全 面 的 に情 報 処理 シ ステ ム が利 用 で き

る よ うに,し か も最 少 限 の 訓 練 で操 作 が で きる よ うに シ ス テム の 改善 が行 わ れ な

け れ ば な らな い。 こ うす る こ とに よ って,企 業 の生 産 性 と効 率 性 と意 思決 定 能 力

の 向上 を 図 る とい うオ フィ ス ・オ ー トメ ーシ ョンの ビジ ョンが 達 成 され る こ とに

な る。

、
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3.回 　 :線　 開 　 放

(1)　 FCCの 政 策

　 アメ リカ にお け る通 信 と放 送 の総 元 締 で あ るFCC(連 邦 通 信 委 員会)はttで

きるだ け関 連 業 界 の競 争 を盛 んに し て,ユ ーザ が 低 額 な料 金 で革 新 的 な サ ー ビ ス

が 受 け られ るよ うな環 境 を 作 り出 す こ と"を 一 貫 し てそ の 基 本 方 針 と して い る
。

この方 針 を背 景 に して,従 来 か ら コモ ン ・キャ リ アの 提供 す る 通 信 回線 の開 放 を

強 力 に推 進 して きてい る。

　 1977年 に,FCCはMTSとWATSを 除 く,あ らゆ る市 外 専 用 サ ービス に対

し て,そ の 再 販 と 共 同 利 用 制 限 の 撤 廃 を 勧 告 し て 通 信 回 線 の 開 放 に 踏 み 切
っ た 。

こ の 結 果,現 在 で はMCIコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 社 の"　 Execunet"を 始 め と して
,

Southern　 Pacificコ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン ズ 社 のe'　Sprint"
,　 WU電 信 会 社 の"Met-

「o　一　Call"・US伝 送 シ ス テ ム ズ 社 の"・Ci・tiy・ -C・ll・ と い
っ た 低 料 金 の 新 規

サ ー ビ ス が 続 々 と 登 場 し て い る 。

　 FCCは この施 策に よ り,次 の よ うな 成果 が 生 まれ た と 自 ら評 価 して い る。

　 ・従 来 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン技 術 に 新 しい イ ンパ ク トを与 え,衛 星 通 信 や パ ケ

　 　 ッ ト交換 と い う新 技 術 が 開 発 され た 。

　 ・既 存 の キ ャ リアに も再 販 や 共 同 利 用 の 需 要 が 増 大 す る につ れ て,大 きな利 益

　 　 を もた らした。

　 こ の よ うな評 価 の 下 にFCCは,1980年4月 に,大 胆 に も国際 専用 線 の再 販

及 び 共 同利用 制 限 の撤 廃方 針 を打 ち出 した 。 しか し,こ の 開 放 案 に は,既 存 の 国

際 通 信 業 者で あ るIRCか ら強 硬 な反 対 意 見 が 出 ると同 時 に,一 方 の 当 事 者で あ

る諸 外 国 の 通 信 当 局 か ら も,総 反 挽 を受 け,現 在 立 ら往 生 の 状 態 に あ る
。

　 しか し,FCCは この よ うな 事 態 に もめ げ ず,去 る10月 に は,　 ATTの 公衆市

外 回線 で あ るMTSとWATSに つ い て も再 販 と共同 利 用 制限 の 撤 廃 を 勧 告 して ,
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この 分 野 に も競 争 原 理 の 導 入を 図 ろ うと して い る。

　 一 方,コ ン ビ。ユ 一 夕と コ ミュニケ ー シ ョンの融 合に よ り,そ の 境界 線 を ど うす

るか とい う問 題 に 対 して,FCCは 長 年 に わ た る世論 調査 を 行 った結 果,昨 年4

月 に,第2次 コン ピュ ータ調 査 の最 終 決定 を行 った。 この決 定 は規 制 の範 囲 を パ

イ プラ イ ン と しての 通 信 回線 に限 定 し,そ れ 以 外 の もの は 情報 処理 サ ー ビスあ る

い は 純 粋 な 通 信 サ ー ビスで はな い と し て規 制 の範 囲 か ら除 外 し,自 由 競 争 の 原理

に 委 ね よ うとす る もの で あ る。

　 FCCの コ ン ピ ュー タ調 査 は1966年 か ら行 われ ている が,1971年 に 第1次

調 査 の 最 終 決定 を 行 い,一 応 コ ン ピ ュ ー タ と コ ミュニケ ー シ ョンの 境 界線 を定 め

た 。 しか し,そ の 後 の め ざま しい技 術 革 新 に よ り,こ の決 定 で は律 し切れ な くな

った た め,1976年 か ら再 度調 査 を開 始 して,今 回の 最終 決 定 を 行 った もの で,

その 大 要 は 次 の とお りで あ る。

　 ・ネ ッ ドワー ク ・サ ー ビス を"基 本 サ ー ビス"と'高 度 サ ー ビス"に 分 け,後

　 　 者 に つ い ては 規 制 の対 象 か ら外 して全 面的 に開 放 する。

　 ・ATTとGTEは 高度 サ ー ビ ス とユ ーザ 室 内 設備 を分 離子 会社 を通 じ ての み

　 　 提 供 で きる。 その他 の コモ ン ・キ ャ リアは基 本 と高度 双 方 の サ ー ビス が提 供

　 　 で き る。

　 ・新 制 度 へ の 移行 は1982年3月1日 とす る。

　 しか し,こ の最 終 決 定 に 対 して関 連 業 界 の 少 な か らぬ部 分か ら反対 の 火 の 手 が

あが り,FCCは そ の 包 囲攻 撃 に 屈 し て,去 る12月,最 終 決 定 の 一部 を次 の よう'

に変 更 し て い る。

　 ・ユ ーザ の端 末 設 備 の開 放 は1982年3月 以 降 新 設 さ れ る も'のに限 定 し,既 存

　 　 の 端末 設 備 の 開 放 につ い ては 更 に 調 査 検 討 す る。

　 ・GTEの 事業 規 模 はATTに 比 し格 段・に'小 さい の で,そ の 他 の コ モ ン ・ギ ャ

　 　 リア と同列 に扱 う。

　 ・ATTに 対 して も,一 定 の 条 件 の 下 で 高度 サ ー ビ スが提 供 で きる特 認 措 置 の

　 　 道 を開 く。
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　 なお,1956年 の同 意 審 決 に よ り,デ ー タ 処理 部 門 へ の導 入 を禁 止 され て い るA

TTに 対 し て,関 連 業 者 や 司法 省 の 激 しい 抵 抗 を排 し て ,FCCが 分 離 子 会社 な

り,特 認 措 置 に よ りそ の 導 入 を認 め た背 景 に は,ATTの 持 つ 高度 な 技 術 力 を デ

ータ処 理 部 門 で活 用 し な い こ とは 国家 的 損 失 で あ る
,と の配慮 があ った と見 られ

て い る 。

　 FCCが 通 信 業 界 に 自由 競争 の 原理 を導 入 し よ う とす る も うひ とつの 柱 と し て,

中小 の コ モ ン ・キャ リアに対 す る規 制 の 緩 和 な い しは撤 廃 が あ る。

　 この 方 針 に よれ ば ・基 幹 キ ャ リア と中 小 キ ャ リア との間 に境 界 を 設 け て,後 者

の 場 合 に は,い ま まで の よ うに 膨 大 な経 営 資 料 をFCCに 提 出 す る こ と な く ,料

金 の 改 訂 な り,シ ス テ ム,の変 更 が 自 由に 行 え る よ うに な る。

　 この よ うな 恩 恵 を受 け るた め に,中 小 キ ャ リアは 自 らが 市 場 を 支配 す るに 足 る

パ ワ ーを持 っ て いな い こ と を証明 す る必要 が あ るが
,FCCと して は特 殊 通 信 業

者,再 販 業 者,国 内 衛 星 通 信業 者,国 内 衛 星 再 販 業 者等24の キ ャ リデが これ に該

当 す る と考 え て い る。

　 一 方,基 幹 キ ャ リ ア と みな され るATTやGTEを 筆 頭 とす る1,600の 独 立 系

電 話 会 社,そ れ にWUの テ レ ッ クス とTWX部 門 が料 金 改 定 や新 回線 の増 設 を 行

う場 合 に は,事 前 にFCCに 届 け 出 て,そ の 承認 を受 け な けれ ば な らな い 。

　 しか し,こ の規 制 緩 和 方 針 も各 方 面 の 反 対 が 予想 され,実 現 す るま で に は なお

数 ヵ月,場 合 に よ っ ては数 年 の 歳月 を 要 す るか も しれ な い。

1

(2)　 ATTの 対 応

　 ATTは 当 初,FCCの 強 力 な通 信 回線 の 開放 方 針 に"歯 をむ い て"抵 抗 して

い た が,最 近 は時流 に 抗 うこ との 不 利 を さ と り,む し ろFCCの 方 針 に 則 して ,

何 十 年 に も及 ぶ 独 占 の殼 を破 って,積 極的 に 自由競 争 市 場 に 乗 り出 そ うと して い

る。

　 その端的 な例が,昨 年 の8月 に発表 した 分離子 会社 構想 であ る。 この発表 はF

CCの 第2次 最終 決定の僅 か4ヵ 月後に行わ れた もの で,次 の ような内容 を含 ん

'
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で い る 。

　 'FCCの 最終 決 定 に よ り規 制 の枠 か ら外 れ た 高 度 サ ー ビス と端末 設 備 を販 売

　 　 す る分離 子 会 社 を1982年3月 まで に 設 立 す る 。

　 ・この 子 会 社 の運 営 責 任 者 と してATTの 副 会長 で あ るE.オ ル ソ ン氏 を始 め

　 　 とす る トッ プの 大幅 異 動 を行 う。

　 ・子 会 社 にはATT全 従業 員 の15%に 当 る15万 人を送 り込 む こ と と し,そ の

　 　 異 動 を容 易 にす るた め に280億 ドルの年 金 資金 を確 保 す る。

　 既 にtt　Baby　 Bell"と い う愛 称 の つ け られ て い る この 新 会 社 は,誕 生 と同 時 に

巨 大企 業 とな る こ とが 約 束 さ れ てい る。 現 在,住 宅 と事務 所 に リー ス され て いる

ATT所 有 の1億4,000万 個 に近 い電 話 機 の 他 に,　 PBXや テ レ タ イ プ もす べ て

新 会 社 の 所有 とな り,そ の 資産 は トー タルで120億 ドル と評価 され て い る。移 管

され る業務 に よ って新 会 社 は,ATTの 現 収 入 の15%,即 ち70億 ドルの 収 入 を

あ げ.更 に,近 くサ ー ビス 開 始 の 予定 され て いるACSを 含 め る と,1985年 ま

で には このBaby　 Be11は ゆ うに100億 ドル企 業 に 成 長す るだ ろ うと予 測 され て

い る。

　 しか し,ATTの 新 会 社 設 立 構想 は 関 連 団体 に 大 きな反 響 を巻 きお こ し て い る。

　 FCCは 最 終 決定 の線 に 沿 ったATTの 構想 に 対 して,全 面 的 に賛 成 し てい る

の は当 然 で あ るが,司 法 省 は1956年 の 同意 審決 に 違 反 す る もの と して反 対 の 意

向 を 明 らか に し てい る。

　 特 に,新 会社 の 当 面の ラ イ バ ル と な るCCIA(Computer&Communications

Industry　 Association　 )やADAPSO(Association　 of　Data　 Processing

Servicie　 Organization)は 新 会 社 に 対 す る警 戒 心 を強 め てい る。新 会 社 が親 会

社 た るATTか ら資金 ・ 資産 ・製 造,研 究 面 での 手 厚 い保 護 を受 け れ ば,彼 らの

市 場 を 大 幅 に 浸 食 す る こ とは 必 至 と予想 され るか らで あ る。

　 い ず れ に し て も今 回 のATTの 決 断 は,FCCの 政 策 に 沿 った もの で あ り,現

在 難 航 中 の1934年 通 信法 改正 審 議 に 対 し て も,ひ とつ の既 成 事 実 を作 った こ と

に な り,今 後 のATTの ロ ビー活 動 に有 力 な 武器 と な る こ とは間 違 い な い。
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　 MTSやWATSの 開 放 政 策 に つ い て も,ATTは 止 む を得 な い方 針 と してll頂

応 の姿 勢 を示 し てい る。 しか し.WATSの 場 合,長 距 離 通 話 の 多 い企 業 が 主 な

ユ ーザ で,特 定 エ リア内 の 一定 通 話 時 間 に 対 して,均 一料 金 制 を採 用 して 一般 の

市 外通 話 料 よ りも格 安 に し てい る。 こ の た め,ク リ ーム ・ス キ ミン グの お それ を

心 配 したATTはWATSの 大 口 刈用 者に 対 して値 上 げ とな る よ うな従量 制 に 切

り替 え る よ う,FCCに 料 金 改訂 案 を 申請 し てい る 。

　 FCCはWATSの 開 放 を 行 う代 償 と して この 料 金 改 訂 案 を 認 め る方 針 を 固 め

てい る模様 で,VAC,金 融 業,運 送 業,レ ン タ カ ー業等 の 大 口利 用 者か らの強

い 反対 が 予想 され てい る 。

　 第2次 コ ン ピ ュー タ調 査 の最 終 決 定 に よ って も,ATTは 直 接 高 度 サ ー ビスの

提 供 は で きな い こ とに な って い るが,最 近ttATTは 高度 サ ー ビ スの 範 ち ゅ うに

属 す る と思 わ れ るサ ー ビ ス を相 つ い で発 表 し てい る。

　 ネ ッ トワ ー クの中 に コ ン ピ ュ ー タを 内蔵 した サ ー ビス と し て,数 年 前 にATT

が華 々し く発 表 して脚 光 を浴 び たACSは.そ の 後,ソ フ トウ ェアの 問 題 で行 き

詰 ま り,1979年 の 秋 に,FCCに 対 す る 申請 を取 り下 げ た時 点 で,消 滅 した か

の ご と く見 えた。

　 しか し,消 足 筋 に よる と,こ の プ ロジ ェ ク トの ソ フ ト ・エ ン ジ ニ アた ちは,現

在 一致 協 力 し て研 究 活 動 を再 開 し てお り,最 近で は ベ ル研 究 所 の ネ ッ ト ワー クを

使 って急 ピ ッチ に作 業 を 進 め てお り,1982年 に は 間 違 な くサ ー ビス を開 始 す る,

と予想 され て い る。

　 ACSも 明 らか にVANの 一種 で あ り,こ れが サ ー ビ スの 提 供 を 始 めれ ば,国

内 シ ェアの 半 分以上 を確 保 す る こ とは 必 至 とみ られ て お り,既 存 のVACに 大 き

な プ レ ッシ ャ ー をか け て い る。

　 ま た,ATTは1981年 の 夏 に,第3回 目の オ ンラ イ ンに よ るEIS(Elect-

ronic　 Information　 Service)の 実験 をオ ース チ ンで開 始 す る と発 表 して い る。

この サ ー ビスの 特 徴 は,現 在 電話 帳 に掲 載 され て い る電 話 番号 の 他 に,加 入 者 が

自分 で デ ー タベ ース ・フ ァ イ ル を作 っ て,個 人 用 の メ モ 代 りに これ を利用 で き
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る こ と で あ る 。

　 ELSはVideotexの 最 新 技 術 を 利 用 し た もの で,通 常Teletextと 呼 ば れ,イ

ギ リ ス のPreste1・ フ ラ ン ス のTelte1,日 本 のCaptainと 類 似 し た サ ー ビ ス で

あ る 。

　 過 去2回 の 実験 で は,広 範 多 岐 に わ た る情 報 サ ー ビ スを 提 供 した が,既 存 の 情

報 サ ー ビス業 者 か ら苦 情 が 出 され た た め,今 回 の 実験 では 電話 番 号 の デ ー タ ベ ー

ス に重 点 を置 い てい る。 そ して,最 近 ま す ま す経 費の 増 高 して い る 電話 帳 や 番 号

案 内 の 代用 と して,こ のEISを 利 用 す る こ とに 目的 を しぼ っ て い る。

　 もう ひ と つ,既 存 の 情報 サ ー ビス業 者 とATTと の 間で 紛 争 の 種 とな っ て い る

サー ビス と してCCn(Custom　 Calling　 ll)が あ る。

　 この サ ー ビスは ℃all　 Answering"とttAdvance　 Calling"と い う2つ の

機 能 を持 って い る。 前 者 は加 入 者 が 電話 を受 け られ な か った り,受 け た くな い場

合 に,着 信 を 一 時保 留 して お き,後 ほ ど特 殊 な 番号 を ダ イヤ ル して蓄積 され た メ

ッセ ー ジを取 り出 す サ ー ビスで あ る。 また,後 者 は 加 入 者が 発 信 用 の メ ッセ ー ジ

を あ らか じめ蓄 積 し てお い て,特 定 の 時 間 に それ を相 手方 に 送 信 す るサ ー ビスで

あ る。

　 ATTは 既 に一 昨年ccnの サ ー ビス開 始 をペ ン シ ルバ ニ ア州 当 局に 申請 して

お り・ 今後 い くつ か の 州 に この サ ー ビス を拡 張 した い と公 表 して い る。

　 ネ ッ トワ ー クの中 に コン ビ。ユ 一 夕を 内 蔵 した この 種の サ ー ビス は,明 らか に 高

度 サ ー ビ スで あ り,ATTは 直接 サ ー ビスの 提供 は で きない が,FCCは 前 述 の

ご と く,最 終 決 定の 修 正 にあ た り,一 定 の 条件 の 下 でATTも 高 度 サ ー ビ スが 提

供 で き る よ うに特 認 措 置 の道 を開 い てい る 。

　 一 定 の 条件 と は,高 度 サ ー ビス を提 供 す るに あた り,①ATTや 加 入 者lctt不

合理 な料 金"を お しつ け る,②"技 術 的 に不 可 能"で あ る,③"過 渡 的 な措 置"

を 含 ん で い る,④ 国 の 安全 を脅 か す,と い う もの で,FCCが その い ずれ か に 該

当 す る と認 定 した場 合 には,い つ で も親 会 社 た るATTに,サ ー ビス提 供 の 肩 代

りを させ る こ と と した 。
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　 したが っ て,ATTは 上述 の 高度 サ ー ビス に つ い て,1982年3月 に 予定 され

てい る子 会 社 の 発 足 以 前 に,③ の条 件 に よ っ て直 接 サ ー ビスの 提 供 が で きる し,

更 に① の条 件 に よ っ て,子 会 社 に サ ー ビスを 移 せば,余 りに も コス トが 高 くな る

と主 張 すれ ば,引 き続 きサ ー ビスを 提 供 す る こ と も不 可能 で は な くな った 。

(3)　 VACの 現 状

　 アメ リカの 回線 開 放 の 結 果 生 まれ たVAC(Nalue　 Added　 Carrier)は,　 コ

モ ン ・キ ャ リ ア(主 と し てATT)か ら通 信 回線 を リ ース して,コ ン ピ ュ ー タを

ベ ース に した 通 信 処 理 機 能,つ ま り付 加 価 値 を 提供 して い る。

　 これ らVACの 主 な特 徴 と して は次 の よ うな点 が あげ られ る。

　 ・ユ ーザ の 多様 な ニ ー ズに 応 え て,フ ァ ク シ ミ リ,デ ジタ ル ・デ ー タ,電 子郵

　 　 便,テ レ ッ ク ス等 の 多 彩 な通 信機 能 を 提 供 してい る。

　 ・多 数 ユ ーザ の 同 時接 続,通 信設 備 の 効 率 的利 用,デ ー タの 信頼 性 向上,異 な

　 　 る端 末 へ の 同 時 送 信,各 種 端 末 を接 続 す るた め の通 信速 度 や フ ォー マ ッ トの

　 　 変 換,ネ ッ トワ ー クの集 中 管 理 とい った 豊 富 な 付 加 価 値 を提 供 して い る。

　 ・主 と して パ ケ ッ ト交 換 技 術 を 利用 して お り,ユ ーザ の 増 加 に伴 ってX・25の

　 　 よ うな標 準 プ ロ トコ ルを採 用 しつ つあ る。

　 ・ネ ッ トワ ー クの構 築 に 巨額 な投 資 を必 要 とす る う えに,VAC相 互 間 の 競 争

　 　 が激 しい た め に,採 算 を維 持 し て い く うえ で相 当の 苦 労 を 強 い られ て い る。

　 ・に もか か わ らず,将 来 予 想 され る高利 準 を 期 待 し て,既 存 サ ー ビス の拡 充,

　 　 新 規 サ ー ビス の導 入,ネ ッ トワ ー クの 増 設 を推 進 し てい る。

　 VACが 黒 字 経営 を続 け る こ との 困 難 な 実例 と してはTelenetが あ げ られ る。

同社 は1975年 に サ ー ビス を開 始 した が,収 支の 好転 す る め どが 一向 に立 た ず,

1979年 にGTEに 吸収 合併 され た。 そ し て,現 在 で もい まだ に利 益 を 上 げ るに

至 って い な い。

　 一方,1969年 に サ ー ビスを開 始 したTymnetも,当 初 は容 易 に採 算 を上 げ る

こ とが で きな か った が,1976年 にTymshare社 の 子会 社 と して再発 足 して以 後,

順 調 に業績 を伸 ば し てい る。

　 これ はTelenetが 最 初 か ら ネ ッ トワ ーク を構 築 す る 必 要 が あ ったの に対 し,
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Tymnetは 親 会 社 の 構 築 した ネ ッ トワ ー クを そ っ く り譲 り受 け たば か りで な く,

その 幅広 い固定 客 ま でそ の ま ま 引 き継 いだた めと 見 られ て い る。

　 その 他 に はITT-DTS,　 Graphnetと いっ た と ころが,　 VACと してサ ー ビ

ス を提 供 して い るが,い つ れ も経 営 状 況 は決 して好 調 とは い え ず,収 支 ス レ ス レ

な い しは赤 字経 営 を余 儀 な くされ て い る模 様 で あ る。

　 この よう な現状 に 加 え て,VACは 今後 導 入 を予想 され るATT,　 IBM,

Honeywellと い った 既 に 固 定 客 を かか えた 大 資本 との 激 烈 な 競 争 を 目前 に 控 え

てい る。 更 に,衛 星 通 信 や光 フ ァ イ バ ーの ごと く,そ の 高速 性 と低 コス トで,将

来 パ ケ ッ ト交 換 を 凌 ぐ可 能 性の あ る交換 技 術 に対 す る研 究 開 発 を怠 る こ とが で き

な い。

　 した が っ て,今 後VACを 指 向 す る企 業 は この よ うな問 題 を 十 分考 慮 した う え

で,多 額 の投 資 と大 規 模 な マ ーケ ッテ ィ ングに 乗 り出す 必 要 が あ る。
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1.INFO'80(国 際 情 報 省 理展 示 会/会 議)

　 第7回 国 際 情 報 管理 展 示 会/会 議(INFO'80)は,10月6日 か ら9日 にか

け て開 催 され た。場 所 は,昨 年 と同 じニ ュー ヨ ーク市 マ ン ハ ッ タ ンの ニ ュー ヨ ー

ク ・コロシアム。東海 岸 に お け る80年 最 大 の イベ ン トであ った こと もあ り,6万2,000

平 方 フ ィ ー トの展 示 会 場 に は2万2,115人 が訪 れ,ま た80を 越 え る会 議 セ ッショ

ンに は,3,400名 が 出席 す るな ど,共 に記 録 的 な盛 況 とな った 。

　 　 '

(1)　 OA中 心 の 展 示 会

　 毎 年 春 に開 催 され る総 花 的 なNCC(全 米 コ ン ヒ。ユ 一 夕会 議)と 異 な り,『 情

報 の 効 率 的 ・効 果 的 な管 理 は いか に あ るべ きか 』と い う基 調 テ ー マに 支 え られ る

INFOだ けに,展 示 会 もそ れ を 反 映 した製 品 が主 流 と な っ て い る。 今 回 は特 に,

いわ ゆ るオ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョン(OA)関 連 製品 の展 示 が 主 流 とな っ て き

た こ とが 注 目 され た。 また,ソ フ トウ ェア ・ハ ウスの進 出 も目立 ら,展 示 会 の マ

ネジ メ ン トを行 って いるClapp&Poliac,Inc.で は.81年 か らは ソ フ トウ ェ

ア の製 品 紹 介 を 中心 とす る"ソ フ トウ ェア/ア プ リケ ー シ ョン ・セ ン タ ー"を 会

場 の 一角 に設 け る計 画 を明 らか に し てい る。

　 227を 数 えた 出品 企 業 ・団体(表 一1参 照)の 大 部 分 は シ ョーの 客 足 に満足 を

示 して いる と言 わ れ,81年 以 降 の 参 加 意 向 を 明 らか に してい る と ころ も少 な くな

い よ うだ 。 しか し一部 の 汎 用 本 体 メ ー カな ど,著 名 企 業 で 出 品 を み あ わ せ た と こ

ろ もあ った 。例 えばHoneywell　 Information　 Systems,　 NCRな どで あ る。 ま

たWang　 Laboratories,Inc.は 最 終 段 階 で 出展 を取 り止 め た。

　 人 目 を ひい てい た ブ ー ス を2,3み てみ る と,ま ずIBMは 小 型 機 部 門 で あ る

GSD(ゼ ネ ラル ・システ ムズ部 門)と 事務 機器 部 門 で あ るOPD(オ フ ィス ・プ

ロダ クツ部 門)が 出展,シ リーズ/1ミ ニ コ ンピ ュー タ,電 子 コ ヒ。ヤ ー,イ ン チ
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リ ジ ェ ン ト ・ タ イ プ ラ イ タ お よ び 様 々 な オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン 関 連 製 品 を

展 示 し 多 く の 人 を 集 め て い た 。'

　 Xeroxは,最 新 製 品 で あ る5700エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ プ リ ン テ ィ ン グ ・シ ス テ

ム を 展 示 せ ず,一 部 の 人 々 を 失 望 さ せ て い た が,同 社 がOA戦 略 の 切 り札 と し て

力 を 入 れ て い る 構 内 ネ ッ トワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ャ ー　Ethernetの 一 大 デ モ ン ス

ト レ ー シ ョ ン を 行 っ て い た 。5700を 展 示 し な か っ た 理 由 に つ い てXeroxの 担 当

者 は,現 在 あ る5700は 全 て セ ー ル ス ・ オ フ ィ ス と 研 究 施 設 に 配 備 さ れ て い る た

め で あ る と 述 べ て い た 。

　 DPとWPの 双 方 の 機 能 を 有 す るSpectrum　 80イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン'・ シ ス テ ム

を 展 示 会 場 で 発 表 し たBasic　 Four,か つ てRCAに い た 技 術 者 達 に よ り設 立 さ れ,

IBM　 370と コ ー ド ・ コ ン パ テ ィ プ ル な ミ ニ コ ン ピ ュ ー タF4000を 展 示 し た

Formation　 Inc.の ブ ー ス に も 多 く の 人 が 訪 れ て い た 。

　 盛 り上 り は も う 一 つ と い っ た 感 は あ っ た が,1階 入 口 正 面 の ブ ー ス で 展 示 さ れ

て い た カ ナ ダ の ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム,Telidonは,同 種 の シ ス テ ム の 中 で

`

ノ

INFO'80展 示 会 風 景
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INFO'80会 議 セ ッ シ ョ ン 風 景

は 世 界 で 最 も 進 ん で い る と い わ れ る だ け に,一 見 の 価 値 は 十 分 あ る も の だ っ た 。

　 こ れ ら の 他,多 く の 人 が 訪 れ,ま た 積 極 的 な 展 示 姿 勢 が み られ た と こ ろ に は,

Howlett-Packard,　 Exxon　 Information　 Systems,　 Cpmputer　 Automation,

Lanier　 BusineSs　 Products,　 Nixdorf　 Computer,Tandem,　 A.　B.　Dickな ど

が あ っ た 。

、

(2)総 合 オ フ ィ ス ・シ ス テ ム へ 向 け て

　 展 示 会 だ け で な く,会 議 セ ッ シ ョ ン で も オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ・ ン 関 連 の も

の が 特 に 盛 況 だ っ た よ う だ 。

　 6日 朝 の 基 調 講 演 で は,IBMの シ ス テ ム ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 部 門(SC

D)プ レ ジ デ ン ト,ア レ ン ・J・ ク ロ ウ(Allen　 J.Krowe)氏 が 　 「エ ン タ ー プ

ラ イ ズ ・ シ ス テ ム ー80年 代 へ の 概 念 」 と 題 し,80年 代 に お け る 総 合 化 さ れ た

オ フ ィ ス 情 報 処 理 シ ス テ ム の 概 念 に つ い て 語 っ た 。
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表 一1 展 示 会 出 品 企 業(ア ル フ ァベ ッ ト順)

ABC　 Electronic　 Sales　 Company

AIM　 Data　 Processing

　　　　Micro　 Computer　 Systems　 Division

AM　 ECRM

AM　 Jacquard　 Systems

Account　 Data　 Corporaエion　 Ltd .

Administrative　 Management　 Magazine

　　　 Geyer・McAllister　 Publication

Advanced　 Systems,　 Incorporated

AUcom　 Data　 Limited

American　 Computer　 Group,　 Inc.

　　　 American　 Used　 Computer　 Co.

Arthur　 Andersen&Company

Anderson　 Jacobson,　 Inc.

Andicom　 Technical　 Products　 Ltd .

Applied　 Information　 Systems
,　Inc.

Astrocom　 Corp.

Atlantic　 Research　 COrporation

　　　Teleproducts　 Division

　　 ト

Atlantic　 Software　 Inc.

Auerbach　 Publishers　 Inc.

BTI　 Computer　 Systems

Basic　 Four　 Corporation

　　　An　 MAI　 Company

Bell　 System(AT&T　 Co .)

　　　Marketing　 Division　 　 　 　 　 　 '

Art　 Benjamin　 Associates　 Ltd .

British　 Overseas　 Trade　 Board

Burroughs　 Corporation

Lloyd　 Bush&Associates

　　 Model　 Division

Business　 Equipment　 Trade　 Association

Business　 Systems&Security　 Marketing　 Association

Bycom　 Data

　 CMP　 Publications,　 Inc.

　 CPT　 Corporation

　 CRM,　 Inc.

　 Callaghan&Company

　 Candle　 Corporation

Cardkey　 Systems

Cincom　 Systems,　 Inc.

Citibank

　　　 Citishare　 Division

Cognitronics　 Corporation

Commodore　 Business　 Machines　 Inc .

　　　 Computer　 Systems　 Division

Comptek　 Research　 Inc.

　　　 Office　 Automation　 Division

DompuCon　 Limited　 　 　 　 '

Computer　 Automation ,　Inc.

　　　Commercial　 Systems　 Division

Computer　 Business　 News

Computer　 Careers　 Magazine

Computer　 Communications
,　Inc.

Computer　 Composition　 Internationa1(CCI)

Computer　 Devices,　 Inc.

The　 Compu　 ter　Group

　　　The　 Computer　 Group　 Leasing　 Company

Computer-Link　 Corporation

Computer　 Roomers,　 Inc.

Computer　 SystemsNews

Computer　 Transceiver　 Systems,耳nc .

Computer　 Utility　 Management　 Ltd.

Computerworid

Computerworld　 Corp.

Computron　 Technologies　 Corporation

　　 Computron　 Software　 Computron　 Systems

ComvestriX　 Corporation
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　　The　 Conference　 Book　 Service,　 Inc.

　　Consolidated　 Computer　 Int'L　 Inc.

　　Control　 Concepts　 Corporation

　　Control　 Data　 Corporation

　　Miniperipheral　 Systems　 Division

　　Cullinane　 Corporation

　　Curtis　 10001nc.

　　 DPF　 Incorporated

　　Data　 Decisions,　 lnc.

　　　　　Subsidiary　 of　Ziff-Davis　 Publishing　 Co.

　　 Data　 Processing　 Security,　 Inc.

　　 Data　 Systems　 of　New　 Jersey

　　 Database　 Design　 Incorporated

　　 Datability　 Software　 Systems,　 Inc.

　　 Datafile　 Company

　　 DatagraphiX,　 Inc.

　　　　　Display　 Products　 Division

　　 Datapro　 Research　 Corporation

/

　　 Delpa　 Systems

　　 Diablo　 Systems　 Incorporated

　　　　　AXerox　 Company

　　 A.B.　 Dick　 Company

　　 Dictaphone　 Corporation

　　 Digital　 Associates　 Corporation

　　　　　Printer　 SystemsDivision

　　 Digital　 Communications　 Associates,　 Inc.

　　　　　 Dynalogic　 Corporation

　　 EKM　 Associates　 Inc.

　　 E.S.S.　 NA　 Ltd.

　　 eduCAItor,　 Inc.

　　 Electrohome　 Limited

　　　　　 Electronics　 Division

　　　Elgar　 Corporation

　　　　　 an　 Onan　 power　 systems　 company

　　　Esselte　 Pendaflex　 Corporation

　　　Ever　 Ready　 Label　 Corp.

　　　Executive　 Word　 Processing,　 Inc.(Agency)

　　　 Exxon　 Information　 Systems

　　　　　　Qwip　 Systems

　　　　　　Division　 of　Exxon　 Enterprises　 Inc.

　　　 Exxon　 Information　 Systems

　　　　　　QYX

　　　　　　Division　 of　Exxon　 Enterprises　 Inc.

　　　 Exxon　 Information　 Systems

　　　　　　Vydec,　 Inc.

　　　　　　Division　 of　Exxon　 Enterprises　 Inc.

　　　 Fairchild　 Publications

　　　　　　ADivision　 of　Capital　 Cities　 Communications　 Co.

　　　　　　MIS　 Week

　　　 Foresight

　　　　　　United　 Computing　 Systems,　 Inc.

　　　　　　Business　 Information　 Products　 Division

　　　 Foretax

　　　　　　United　 Computing　 Systems,　 Inc.

　　　　　　Business　 Information　 Products　 Division

　　　 Formation　 Inc.

　　　 Franklin　 Electric

　　　　　　Programmed　 PoweT　 Division

　　　 Gates　 Acoustinet,　 Inc.

　　　 Genasys　 International　 Inc.

　　　 General　 Computer　 Services

　　　 Geyer-McAllister　 Publications

　　　　　　Administrative　 Management　 Magazine

　　　　　　Word　 Processing　 Systems　 Magazine

　　　 Gordon　 Publications,　 Inc.

　　　　　　Computer　 Dealer/Computer　 Products

　　　 Govemment　 ofOntario　 　 　 　　『

　　　 Grumman　 Data　 Systems　 Corporation

　　　　　　Electronic　 SystemsMaintenance　 Division

　　　 Karl　 Gutmann　 Incorporated　 .

　　　 Halcyon　 Communications　 lnc.

　　　 Hamilton　 Sorter　 Company,　 Inc.

　　　 Hansen&Hughes

　　　 Hawk・Land　 Computers　 Ltd.

　　　 Hayden　 Publishing　 Co.

　　　　　　Computer　 Decisions

　　　 Hazeltine　 Corp.

　　　　　　Industrial　 Products　 Division

　　　 Hendrix　 Electronics,　 Inc.

　　　 Heuristics　 Inc.
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Hewlett-Packard　 Co.

Heyden&Son　 Inc.

Horizon　 House-Information　 Technology　 News

　　 Horizon　 House　 Telecommunications

Howe　 Furniture　 Corporation

IBM　 Corporation

　　 General　 SystemsDivision

IBM　 Corporatlon

　　　Office　 Products　 Division

lTT　 Domestic　 Transmission　 Systems,　 Inc.

Image　 Data　 Products　 Ltd.

lnfoConversion

　　　CallData　 Systems,　 Inc.,　A　Grumman　 Company

Infodata　 Systems　 Inc.

Infonational

　　　United　 Computing　 Systems,　 Inc・

　　　Business　 Information　 Products　 Division

Information　 Systems　 News

Informer　 Inc.

InfosystemsMagazine

　　　Hitchcock　 Publishing　 Company

　　　ASubsidiary　 ofAmerican　 Broadcasting　 Companies,　 Inc.

Instrumentation　 Sales　 Co.

Interco　 Business　 Consultants　 Limited

Interface　 Mechanisms,　 Inc.(lntermec)

International　 Data　 Corporation

International　 Systems,　 Inc.

International　 Word　 Processing　 Association

Johan　 Corp.

Kurzweil　 Computer　 Products,　 Inc.

Lanier　 Business　 Products

MCM　 Computers　 Limited

MIS　 Week　 　 　 　 　 　 　 '

　　　Fairchild　 Publications

　　　ADivision　 ofCapital　 Cities　 Communications　 Co.

MTI

Madison　 Business　 Forms

Management　 Decision　 Systems

　　　Market　 Response　 Division

　　　Planning　 Services　 Division

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-24－

Management　 Information　 Corporation

Management　 Science　 America,　 Inc、

Marot　 Software　 Systems,　 Inc.

Mathemqtica　 Products　 Group

McCormack&Dodge　 Corporation

Memotec

Micom　 Data　 Systems,　 Inc.

Micro　 Peripherals,　 Inc.

Microdata　 Corporation

Micropad　 Inc.

Mini　 Computer　 Systems,　 Inc.

Modern　 Office　 Procedures

Modular　 Technology

National　 Blank　 Book　 Co.,　 Inc.

　　　ASubsidiary　 of　Dennison　 Mfg.　 Co.

National　 Computer　 Communications　 Corporation

National　 Computer　 Systems

　　　Scanning　 Division

Nichols　 and　 Company,　 Incorporated

Nissei　 Sangyo　 America,　 Ltd.

　　　Electronics　 Division

Nixdorf　 Computer　 Corporation

North　 Star　 Computers,　 Inc.

Northern　 Telecom　 SystemsCorporation

The　 Office　 Magazine

　　　Office　 Publications,　 Inc.

On-Line　 Software　 International

Optical　 Business　 Machines,　 Inc.

Output　 Magazine

PRC　 lmage　 Data　 Systems　 Company

Pansophic　 Systems　 Inc.

Point　 4　Data　 Corporation

Process　 Kinetics　 Ltd.

Program　 Products　 Incorporated

Qantel　 Corporation

Quest　 Automation
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RAIR　 Limited

R&KSupPly　 Company

Racal-Vadic

Radio　 Shack

Remote　 Computing　 Corporation

Rental　 Electronics,　 Inc.

Rexel　 Office　 Products　 Inc.

　　　Rexel　 Shredders

Royal　 Business　 Machines,　 Inc.

Rusco　 Electronic　 Systems

　　　ADivision　 ofATO

SDM　 Representatives,　 Incorporated

Saxon　 Business　 Products,　 Inc.

　　　ASubsidiary　 ofSaxon　 Industries,　 Inc.

Scriptomatic,　 Inc.

Software　 AG　 of　North　 America,　 Inc.

Software　 Systems　 Technology,　 Inc.

Southern　 Systems,　 Inc.

　Sperry　 Univac

Standard　 Telephones　 and　 Cables　 Ltd.

　　　 Transaction　 Terminal　 Unit

　Star　 Technical　 Sales　 Co.

　 Steelcase　 Inc.

The　 Superior　 Electric　 Cornpany

　 Tally　 Corporation

Tandem　 Compu　 ters　lnc.

　 Technical　 Education&Consulting　 Inc.

Technology　 Transfer　 Institute

Teleray　 Division　 of　Research　 Inc.

Telidon

　　　C/OInfomart

Tiffany　 Stand&Furniture　 Co.

Toshiba　 America　 Inc.

　　　Business　 Equipment　 Division

UTC　 Group,　 Inc.

The　 Ultimate　 Corp.

United　 Computing　 Systems,　 Inc・

　　　Business　 Information　 Products　 Division

United　 Technical　 Publications,　 Inc.

Universal　 Microfilm　 Corp.

　　　Micrographics　 Temporaries　 Inc.

University　 Computing　 Company

　　　Software　 Division

Velo・Bind　 Inc.

　Verbex　 Corporation

　　　 Exxon　 Information　 Systems

Victor　 Systems　 and　 Equipment

　　　 Division　 of　Kardex　 Systems,　 Inc.

Westinghouse　 Electric　 Corporation

　　　 Computer&Instrumentation　 Division

Word　 Processing　 Systems　 Magazine

　　　　Geyer-McAllister　 Publications

Working　 Woman　 Magazine

　 Xerox　 Corporation

　　　　Office　 Products　 Division

　 ZIP　 MagaZlne

　 Zenith　 Data　 Systems

、
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　 そ れ は,80年 代 に お け る様 々な課 題 に対 処 す る一 助 とな る総 合 的 な 情報 シ ス

テ ム で あ り,IBMで は そ れ を エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ シ ス テ ム と 称 し て 開 発 を 進 め

て い る と い う。 そ し て こ れ は,デ ー タ 処 理,オ フ ィ ス ・ シ ス テ ム
,通 信 の 三 者 を

統 合 す る こ と を 狙 っ た シ ス テ ム ズ ・ ア プ ロ ー チ で あ る
。

　 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ シ ス テ ム が 目 指 す も の は,① ペ ー パ ー ・ フ ロ ー の 排 除,②

一 度 確 保 した デ ー タの 反復 利 用
,そ して最 も重 要 な③ 幹部 職 員,専 門家 ,管 理 者

層,事 務 職 及 び そ の他 の 関係 要 員 の 生 産 性 向上,で あ る と し てい る
。 そ して その

基 本 的 構 成 要 素 と し て,氏 は 次 の よ うな もの を挙 げ て い る 。

　 O中 央 コ ン ピ ュー タ ・コ ンプ レ ックス

　 ○オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム

　 Oデ ータベ ース/デ ータ通 信 プ ロ グ ラ ミン グ

　 oア クセ ス方 式

　 Oネ ッ トワ ーク ・コ ン トロ ー ル ・フ。ロ グラム

　 o分 散 プ ロセ ッサ

　 ○マ イ クロ プ ロセ ッサ ・ベ ー スの 多 機能 端 末

　 ○組 織 内通信 リ ンク

　 oコ ン ビ。ユ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク同 士 を 通 信 会社 の 設 備 を 介 して相 互接 続 で きる

　 　 能 力

　 Oオ フ ィス機能

　 Oこ の エ ン ター プ ラ イ ズ ・シ ステ ムに 整 合 性 を与 え る アー キ テ クチ ャーの 骨格

　 最 後 の要 素 は,氏 に よれ ば,最 も重 要 な もの で あ り,IBMは この 骨格 とす べ

くSNA(Systems　 Network　 Architecture)の 開 発 を 進 め て き て い る と い う
。

8100情 報 シ ス テ ム,3279カ ラ ー ・ デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミ ナ ル,6670イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン'デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ・Displaywriter ,5520ア ド ミ ニ ス ト レ ー テ

ィ フ ・シ ス テ ム な ど 最 近 発 表 し た 重 要 製 品 は,こ の 骨 格 へ の 肉 付 け を 目 指 す も の

で あ る 。IBMは,「 今 後 も 様 々 な 製 品 を 送 り 出 し ,多 様 な カ ス トマ ー の 要 請 に

応 え 」,「 こ れ らの 製 品 群 は 一 層.エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ シ ス テ ム と し て 一 体 化 し
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表 一2 INFO'80セ ッ シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム

Keynote:Enterprise　 Systems-AConcept　 for　 the　 80's

★Information　 Resource　 Management-APrerequisite　 for　 an　 Effective　 Infbrma・

tion　System　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [1]

★Ofnce　 Automation　 for　 the　 l980's-Realistic　 Objectives　 Whose　 Times　 Have

午 Come　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[2】
}
則 ★Introduction　 to　the　Word　 Processing/Administrative　 Support　 System　 　 　 　 [3】

★Productivity　 Improvement　 in　the　DP　 Organization-ASystems　 Problem　 　 [4]

★Inforlnation　 SystemsTechnology　 for　 the　 80's　 and　 Its　Impact　 on　 the　 User　 　 [5エ

★MINI　 or　MICRO-Which　 Is　for　You?　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 [6]

★Manufacturing　 Productivity　 in　 the　 1980's-The　 Value　 of　 Integrated　 Informa・

10
tion　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 [7]

/

6 、
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　　　　　★Long　 Range　 Planning　 for　the　Information　 Resource-An　 Essential　 Component

ofInformation　 SystemsPlanning　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　[1]

★　Current　 Experience　 in　Ofnce　 Automation　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[2]

★Computer　 Branch　 Exchanges　 in　the　Office　 of　the　Future　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [2]

★Implenlenting　 word　 Processing/Administrative　 Support-Getting　 Started一

午
後

　　Part　l　of2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3]　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 ・

★The``People　 Side"of　 EDP-AMajor　 Consideration　 for　Productivity　 Improve-

　　ment　 in　the　DP　 Organization　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [4]

★Computer-Generated　 Graphics　 of　 Managerial　 Analysis .　Planning　 and　 Con一

trol　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4]
★　Distributed　 Data　 Processing-Current　 Experience　 and　 Plans　 for　 the　 1980's　 [51

「

★Getting　 Started　 with　 a　small　 Business　 Computer　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [6]

★Manufacturing　 Planning　 and　 Control　 Systems-Current　 Experience　 and　 Plan・

11ing　for　the　1980's　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7]

★Planning　 for　the　Automated　 Office-System　 Considerations　 　 　 　 　 [1】[2]

★Financial　 Reporting　 in　the　 1980's-ALedgerless　 World　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [1]

i

★　 Financial　 Reporting　 and　 Control　 Concepts　 in　 a　Multi・National　 Corporation　 [1]

★Marketing　 Information　 Systelns　 for　Marketing　 Management　 　 　 　 　 　 　 　 [1]

★Computer-Based　 Confbrencing-ASystems　 Approach　 to　 the``Officeless

Office"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[2]

10

/

7

午}
則

★Optical　 Scanning-Its　 Role　 in　Office　 Automation　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [2]

★11nplementing　 Word　 Processing/Administrative　 Support-Preparing　 for　 the

　　Installation　 Part　20f　 2　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3]

★Increasing　 Productivity　 in　the　System　 Development　 Process　 　 　 　 　 　 　 　 　 [4]

★Management　 Approaches　 to　Computer　 Capacity　 Planning　 　 　 　 　 　 　 　 　 [4]

★Distributed　 Data　 Processing-Implementation　 Strategies　 and　 Organizational

Implications　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5]

★Using　 Small　 Computers　 for　Manufacturing　 Planning　 and　 Control　 　 　 　 　 　 [6]

★Manufacturing　 Control　 Systems　 Fundamentals氏)r　 the　 In五)rmation　 Systems

Executive-Part　 l　of　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7]
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★Information　 SystemsPlanning　 for　 the``1980"Corporate　 Environment　 　 　 [1]

★Decision　 Support　 Systems　 for　Budgeting　 in　Financial　 Analysis　 　　 　 　 　　 　 [1]

★Decision　 Support　 Systems　 for　Marketing　 Management　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 団

★The　 Manager's　 Use　 of　the"Management　 Work　 Station"　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [2]

午 ★Microf〕lm　 Systems　 in　the　Office　of　the　Future　 　　 　　　　　　　 　　　　　 [2]

10

/
後 ★Increasing　 Productivity　 of　 the　 Word　 Processing/Administrative　 Support

7 System　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3]
★Trends　 in　 User-Oriented　 Command　 Languages　 to　 Improve　 Programmer

Productivity　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4工

★User　 Perspectives　 for　Data　 CoTnmunications　 in　the　l　980's　 　 　 　 　 　 　 　 　 [5]

★Marketing　 Systems　 for　the　Small　Business　 　　　　　 　　　　　　　 　　　　 [6]

★Manu飴cturing　 Control　 Systems　 Fundamentals　 for　 the　 Information　 Systems

Executive　Part　20f　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7]

★Computer-Assisted　 Decision　 Tools　 for　 Planning
,　Analysis,　 and　 Decision一

Making　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [1]
★Information　 Systems　 for　Cash　Management　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 [1]

★Systems　 for　Marketing　 and　Sales　Analysis　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 [1]

★Planning　 for　the　Automated　 Ofnce-Organizational　 Considerations　 　 　 　 [2エ

★Report　 on　1980　Work　 Processing　 Systems　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 [2]

★Security　 Techniques　 in　Office　Automation　 　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 [2]

★Reモvaluation _.to　 Increase　 Productivity　 of'Word　 Processing/Administrative

年
並 ・

削

　　Support　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3]
★Data　 Processing　 Basics　fbr　the　Word　 Processing　 Pro飴ssional　 　 　 　 　 　 　 　 [3]

★Humarl　 Factors　 in　Interactive　System　 Design　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 [4]

.★Progress　 Report　 on　Data　 Communications　 Networks　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 [5]

10 ★Computer-Aided　 Financial　 Analysis　 and　 Control　 for　 the　 Business　 Execu .

/ tive　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6]
8 ★Productivity　 Measurement　 Systems　 in　the　Manufacturing　 Environment　 　 　 [7]

★Automating　 the　 Bank　 Branch　 -Approaches　 Responsive　 to　 Management

Style　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7]
★Automation　 of　Branch　 Offices　in　Insurance　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　[71

★Data　 Processing　 Alternatives　 to　 Provide　 Cost/Performance　 Reporting　 Based　 on

Diagnosis-Related　 Groupings　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7]

.

★Decision　 Support　 Systems　 for　Tactical　 and　 Strategic　 Planning　 　 　 　　 　 　 　 {1]

★Planning　 for　the　Automated　 Office-The　 Vendor's　 View　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [2]

★　Intelligent　 Copiers-ANew　 Approach　 to　Document　 Distribution　 　 　 　 　 　 [2]

★Doing　 More　 than　 Word　 Processing　 with　 your　 Word　 Processor　 　 　 　 　 　 　 [3]

午
.後

★Long　 Range　 Planning　 for　Management　 Information　 Systems　 　 　 　 　 　 　 　 [4]

★ApPlicati・n・ ・fVid・ ・Tech・ ・1・gy　i・1・ 飴 ・m・ti・n　M・n・geln・nt　 　 　 [5]

★Problemsand　 Pitfalls　in　Automating　 a　Small　 Business　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [6]

★Advances　 in　Manufacturing　 Automation　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 [7]

★Office　 Automation　 in　Banking　 　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　 [7】

★Office　 Automation　 in・Insurance　Industry　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　[7]

★The　 Data　 Base　 Medical　 Information　 System-AReality　 for　the　 1980's　 　 　 [7]
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午
前

午
後

Planning　 and　 Management　 Considertations　 for　 the　 Distributed　 Information

Resource　 　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 [1][2】[7]

Law　 Office　 Automation-AFully　 Integrated　 Approach　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [2】

The　 Impact　 of　Office　 Automation　 on　the　Human　 Resource　 　 　 　 　 　 　 　 　[3】

Advances　 in　Speech　 Processing,　 Storage　 and　Transmission　 　 　 　 　 　 　 　　 　 [5]

Data　Base　Management-Organization　 and　Control　 of　Data　in　the　1980's　Part　l

of　2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [5]

What　 IP'Planning　 for　Bank　 Executives　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 【7]

Microcomputers　 in　Insurance　 　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　[7]

Information　 Needs　 for　the　Quality　 Assurance　 Program　 　　　　　 　　　　　　[刀

Integration　 of　 Office　 Systems　 with　 Data　 Processing　 　 　 　 　 　 　 　 [1][2][7]

Alternative　 Approaches　 to　Law　 Office　 Automation,and　 the　Applications　 　 [2]

Data　 Base　 Management.一 　Organization　 and　 Control　 of　 Data　 in　 the　 l980's　 Part　 2

0f2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [5工

Advances　in　Hospital　Information　Systems　 　　　　　　　　　　　　　　　　 [7]
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て 行 く 」 と い う 。

　 　 「80年 代の 複 雑 さ と我 々の 組 織 が持 つ稲 発 さ を考 えれ ば,エ ン タ ー プ ライ

ズ ・シス テ ムが 一夜 に し てそ の 全貌 を現 わ す こ とは 全 く期 待 で きな い 」 が
,そ の

一部 は既 に姿 を現 わ し始 め てお り
,「 我 々は 未来 オ フ ィスへ の転 換 プ ロセ スに足

を踏 み 入れ てい る」 と い う認 識 に 基 づ き ,「IBMは 今 後 も未来 オ フ ィス.ビ ジ

ネス に とど ま り続 け る こ とを明 確 に宣 言 して い る・」ク ロ ウ氏 は この よ うに語
って

い る。

　 氏 は最 後 に,こ うし たIBMの 努 力 は,「 カ ス トマ ーの 日常業 務 に お け る生産

性 を 向上 させ た い と望 ん 」で の こと であ り,こ れ は 「我 国経 済 の健 全 さ,ひ い て

は 我 国 自身 の健 全 さに帰 結 す る 」 もの で ,こ れ がIBMの 挑 戦 と 呼 ぶ もの で あ り ,

同 時 に 「我 々全 ての 挑 戦 で もあ る」 として論 を しめ く く っ てい る
。

　 IBMの 見解 に 立 脚 した ク ロ ウ氏 の 講 演 に対 し,別 の 見 方 を 提示 した セ ッシ ョ

ン ・ス ヒ。一 カ ー も い た 。 『 オ ー ト メ ー デ ッ ド ・オ フ ィ ス へ の 計 画 一 ベ ン ダ ー カx

ら の 見 解 』 と 題 さ れ た セ ・ シ ・ ン で は ・DEC(Digit・I　 Eq・ipm。nt　 C。 。p
.)

の オ フ ィ ス 情 報 シ ス テ ム 担 当 コ ー ポ レ ー ト ・マ ネ ジ ャ ー
,ジ ャ ッ ク ・ギ ル モ ア

(Jack　 Gilmore)氏 とXeroxの 情 報 処 理 シ ス テ ム 部 マ ネ ジ ャ ー
,ジ ャ ッ ク ・パ

リ ー(Jack　 Barry)氏 が,構 内 ネ ッ ト ワ ー クEthernetの 開 発 パ ー ト ナ ー と い う

共 通 の 立 場 か ら,IBMへ の 反 論 を 展 開 し た 。 そ れ は 一 言 で 言 え ば
,　 IBMは 将

来 の オ フ ィ ス を コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 規 準 と い う枠 に 押 し 込 め よ う と し

て い る,と い う も の で あ る 。

　 パ リ ー氏 に よれ ば,オ フ ィ スの 問題 は,オ フ ィス と しての 解 決 策 を 図 る べ きで

あ る と い う。 オ フィ スに あ る情 報 の80%が メイン フレームに入 って い な い以 上 ,

無 理 に 入れ て処 理 す る必 要 は な い とい うわ け だ。 つ ま り,よ り柔軟 性 の 高 い解 決 ,

策 は,必 要 な所 に 必 要 な イ ン テ リ ジェ ンスを 分散 させ る とい うこ とで あ る。 ギ ル

モ ア氏 は これ に 加 え て ・バ ス(母 線)を オ フ ィ ス内 に ひ き回 し ,そ れ に ワ ー ク ス

テ ー シ ョン な どの各 種 エ レ メ ン トを 接 続 す るの が 望 ま しい,と 述 べ て いた
。

　 こ う し た 方 法 は,セ ッ シ ョ ン ・チ ェ ア マ ン,ア ミ ー ・ ウ ォ ー ル 女 史 の 言 葉 を 借
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り れ ば,オ フ ィ ス 全 体 を 「シ ェ ア ド ・ ロ ジ ッ ク ・シ ス テ ム 」 に す る と い う・こ と で

あ る 。 そ し て こ れ は,IBMの ア プ ロ ー チ と 異 な り,で き る だ け 多 く の ワ ー ク ス

テ ー シ ョ ン を 接 続 で き る よ う に,オ ー プ ン な ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る こ と で も あ

る 。 「デ ー タ 処 理 の 世 界 は,勝 れ て 構 造 的 で あ り ,一 方 オ フ ィ ス は 非 定 型 的 ・非

構 造 的 な の が 大 部 分 で あ る 」(D・t・p・i・tC・rp .副 社 長 ゲ リ ー ・ カ レ ン ーGerry

Cullen　 =氏)以 上,　 デ ー タ処 理 での 規 準 を オ フィ スに 適用 す るこ と は危 険 とい

う べ き で あ ろ う 。

　 同 じ セ ッ シ ョ ン の 講 師 の1人,IBM・SCDの デ ィ レ ク タ ーG.P.フ ァ ス コ

(G.P.　 Fusco)氏 は,こ の よ うな
.反論 に 対 し,　 Ethernetの よ うな ア プ ローチ は,

SNA全 体 の 中 の1つ の ル ープ と して 実現 で き る もの だ との再 反 論 を試 み る な ど
,

熱 気 の こ もった討 議 が く り広 げ られ た。

　 その他 の セ ッ シ ョ ンで も,様 々な テ ーマ の 下に 多 くの講 演が 行 わ れ,さ らに パ

ネル討 論,フ ロ アを 交 え ての 質 疑 応答 な ど,各 会場 は展 示 会 場 に 優 る と も劣 らな

い熱 気 に つつ まれ てい た。
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■

調 査 先

所 在 地

調査期 日

面 接 者

IBM　 World　 Trade　 Americas/Far　 East　 Corp.

Rockwood　 Road,Town　 of　 Mount　 Pleasant　 Route　 9,

North　 Tarrytown,New　 York　 10591

1980年10月7日

Mr.John　 A.　 Ewen

　 　 Program　 Manager　 Executive　 Briefing　 Center

Mr.　 Frank　 Y.　 Kikuchi

　 　 Senior　 International　 Sales　 Representative,

　 　 International　 Sales　 Office

1.概 　 　 　 要

　 IBM(InternationalData　 Corporation)の 名 は,全 世界 の情 報 産 業 界 に

君 臨 してい るばか りか ・典 型 的 な多 国 籍 企 業 と して一 般 に も広 く知 られ てい る。年

間260億 ドルの 収 入 と36億 ドルの 利 益 を 手 に す る 同社 は,全 ア メ リカ企 業 の 中

で も トップ10に ラ ンク され る巨大 企業 で あ る。

　 本 社 は,ニ ュ ー ヨ ーク州 ア ー モ ン ク。我 々が訪 れ た の は,そ の西 側 に 位置 す る

ノ ース ・タ リタ ウンに あ るIBM　 World　 Trade　 Americas/Far　 East　 Corp.

(IBM・WTA/FE)で あ る。　 IBM・WTA/FEはIBMの100%子 会社 で,

アメ リカ本 国 を 除 く南 北 ア メ リカお よび 極 東 地区 で の ビ ジネ ズを統 括 して い る。

傘 下 に は 日 本 アイ ・ピー ・エム を含 め,30の 子 会社 を 持 ち,活 動 地 域 は44カ 国 に

また が って い る。IBM・Ah/Feeの 愛 称 で 呼 ば れ る こ と も多 い。

　 高層 ビルの林 立 す る ニ ュー ヨ ー ク市(マ ン ハ ッ タン地 区)と 異 な り,ノ ース ・

タ リタ ウ ンで は 広 大 な土 地 に ゆ った りと低層 の オ フ ィス ・ビルが 建 て られ て いた 。

訪 れ たIBM・Ah/Feeの 建物 は,か つ て さ る富 豪 の 別 荘 地 だ った と い う土地 に
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あ り,窓 か ら見 え るの は一 面 の 芝 生 と遠 景 の 森,そ して林 の 中 に 見 え隠 れ す るか

つ ての門 番 小 屋 だ け だ った。 我 々の 日頃 の 執務 環 境 を思 い浮 べ る と,オ フ ィス内

の レイ アウ トもさ る こと な が ら,誠 に う らや ま しい限 りの 自然 環 境 だ った。IBM

の海 外 戦 略 は こ う した ゆ と りの あ る雰 囲 気 で 立 て られ るの か と改 め て感 心 さ せ ら

れ た。

2.詳 　 　 　 論

(1)会 社 概 要

　 　 IBMの 発 足 は,1911年 のCTR(The　 Computing　 Tabulating-Record-

　 ing　 Company)に 遡 る 。 そ し て こ のCTRの 母 体 と な っ た の は,　 PCS(パ ン

　 チ ・ カ ー ド ・シ ス テ ム)の 開 発 者 ホ レ リ ス 博 士 が1896年 に 設 立 し たTabulat-

　 ing　 Machines　 Co.で あ る 。 そ の 後,1914年 にCTRの 社 長 と な っ た ト ー マ

　 ス ・ ワ トソ ン1世 は,24年 に 社 名 を 現 在 のInternational　 Business　 Machines

　 Corporationと 変 更,こ の 時 か ら 事 実 上 のIBMの 歴 史 が 始 ま る と い っ て い い

　 だ ろ う。

　　 ワ トソ ン1世 に よ りPCSで 一 大地 盤 を築 き上 げ た'IBMを,世 界 的 な コン ビ

　 ュ 一夕企 業 に 育 て たの は ワ トソ ン2世 で あ る。 コ ン ピ ュ ー タの 商 用 化 で は

　 Univacに 遅 れ を と ったIBMだ った が,701(52年),7090,7070(58年)

　 1401,1620(59年),7000シ リ ーズな どの製 品 でた ち ま ちの う らに 市 場 を

　 リ ー ドした 。 そ し て マ ンハ ッタ ン計 画(ア メ リカ政府 に よ る原 爆 開 発 計 画)の

　 2.5倍 もの 巨額 投 資 に よ り開 発 された360シ リー ズが64年 に発 表 され た こ と

　 に よ り,全 世 界 の コ ン ピュ ー タ市 場 に おけ るIBMの 絶 対 的 地位 が確 立 され た。

　　 IBMが 現 在 の 様 な 強大 な 企業 に成 長 した背 景 に は,勿 論 こ うした膨 大 な 研

　 究 開発 費 に よる 新 機 種 攻 勢 が あ る が,そ れ が 全 てで は ない。 営 業 戦略 的 には,

　 各種 レン タ ル制 の 導 入,保 守 サ ー ビス お よび ソ フ トウ ェ ア料 金 の ハ ー ドウ ェア

　 か らの 価格 分 離 等,常 に業 界 を リー ドす る戦 略 を採 り,そ れ に 追 随 で き な い メ

　 ー カ ーをふ るい 落 し てい った。
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　 ま た組 織 的 に は,56年 に 踏 み 切 った 事業 部 制 の 採用 に み られ る経 営 の 分 権

化 に よ り・嫡 的 な経 営 体 制 が 目 ざ され てい る .そ して収 入,利 益 の約 半 分 を

海 外 か ら 得 る 多 国 籍 企 業 と し て,世 界122カ 国 の 子 会 社,営 業 所 を 統 括 す る 組

織 ・IBM　 W・rld　 T・ad・C・rp・rati・nを 設 け て い る
.(実 際 の 営 業 活 動 は,

南 北 ア メ リ カ お よ び 極 東 地 区 は 前 述 のIBM・WTA/FEが ,そ し て ヨ ー ロ ッ パ,

中 東 ・ ア フ リ カ地 区 はIBM　 W・rld　 T・ad・E・ ・。p。/Midd1。 　E。 、t/Af,i,a

C　o　rporation　 ==IBM・WTE/ME/A=IBM・Emma
,が そ れ ぞ れ 統 括 し,

WTCは こ れ らの 調 整 お よ び サ ポ ー トを 行 っ て い る
。)

　 図2は,IBMの 組 織 構 成 を 示 し た も の で あ る 。

　 コ ー ポ レ ー ト ・'オ フ ィ ス は,ケ ア リ ー(Frank　 T.　 Cary)会 長,オ ・xo・レ

(John　 R.Opel)社 長 兼 最 高 業務 執行 役 員,バ イ ッ ェル(George　 B .　Beitzel)

上 席 副 社 長 ・マ ッケ イ(Dean　 R.　Mckay)上 席 副 社 長,そ し て リ ゾー(Paul

J.Rizzo)上 席 副 社 長 の5人 に よ り構 成 され,全 世界 的 見 地 に 立 一。て の長 ・

短 期 目的 設 定,企 業 ポ リシーの 決 定 及 び様 々な 全般 的経 営 方 針 の 策定 な どを行

っていQ。 株主 か ら選出 された24名 の取締役か ら成 る取締役会 はこの上部に位

置 づ け られ る。

　 経 営 委 員 会 は,74年 に設 け られた組 織 で,主 とし て次 の 三 つの 機 能 を果 し

てい る。

① 企 業 目標 の 策定 ・及 び 経 営体 制 の 分 析 に よ る企業 ポ リ シーの 決 定 。

② 経 営 並 び に企 業 の 諸 リソ ースの 利 用 や開 発 に係 る決 定 。

③ 各 営 業 子 会社 並 び に 事業 部 に よ る計 画 の認 可 及 び 実 施 とその 評 定 。

　 財務 及 び 企 画,オ ペ レー シ ョ ンそ してサ ー ビス と い った コ ーポ レー ト ・ス タ

ッ フは,コ ー ポ レ ー ト ・オ フ ィス並 び に各 事業 部 や 営業 子 会 社 へ の ア ドバ イ ス

や様 々な 援助 を 行 って い る。

　 事 業 は,大 き く国 内 と 海外 に 分 け られ,さ らに大 型 ～中 型 コ ン ピ ュ ーダ担 当

と中 ～ 小型 並 びに 事務機 器担 当 とに 分 け られ る。

　国 内の 大型 ～中 型 機 分 野 は,DPマ ーケ テ ィ ン グ ・グル ー プ とDPプ ロ ダク
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(1)　 ア メ リカ市 場・

　 　 　 　 　 　 a.台 数 比

IBM

63.3%

合 計:53,243台

b.金 額 比

合 計:525億5,800万 ドル

②　海外市場

a.台 数比

合 計:49,696台

b.金 額 比

合 計:453億4,900万 ド ル

(3)全 世 界

a.台 数 比 b.金 額 比

　　　　 合計:102・939台 　 　 　 　 　 　 　 　合計:979億700万 ドル

囲 ア メ リカ系 メー カ ーの 設 置 ベ ー ス の み,79年 末 現 在(IDCの 資 料 に よ る)

　 　 　 　 　 　 図1:汎 用 コ ン ピ ュ ータ市 場 に 占 め るIBMの 位 置

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一35一
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D.Pプ ロ ダ ク ト ・

　 　 　 　 　 グ ル ー プ

D.Pマ ー ケ テ ィ ン グ ・

　 　 　 　 　 グ ル ー プ

ゼ ネ ラル ・ビ ジ ネ ス ・

　 　 　 　 　 グ ル ー プ

IBMワ ー ル ド ・ ト レ ー

ド　・コ ー ポ レ ー シ ョ ン

デ ー タ ・シ ス テ ム ズ 部 門

シス テ ム ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョン ズ部 門

シス テ ム ・プ ロ ダ ク ツ 部 門

ゼ ネ ラ ル ・プoダ ク ッ 部 門

　 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ部 門

　 フ ィー ル ド ・エ ン ジ ニ ア リ

　 ン グ 部 門

一ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 戸 一

フ ェ デ ラ ル ・シ ス テ ム ズ部 門

ゼ ネ ラ ル ・シ ス テ ム ズ 部 門

イン フォメー ション ・システムズ部 門

事 　 務 　 機 　 部 　 門

ゼネ ラル ・ビ ジネス ・グル ー プ/

イ ンター ナ シ ョナル 部 門
'一 　　_一 一_一_,一 一____一_'

ゼ ネ ラ ル ・テ ク ノ ロ ジ ー 部 門

イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・

　 　 　 　 　 レ コー ズ 部 門

　 IBMワ ー ル ド ・ トレー

　 　 　 　 ド ・ヨ一 口 ツノぐ

一 一 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一

　 IBMワ ー ル ド ・ト レー

　 　 　 ド ・南 北 ア メ リカ

　 　 　 　 　 1

図2:IBM組 織 図
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ト ・グ'レー プが 担 当 し てい るが,こ れ ら両 グ ル ー プ は一 括 してDPC(Data

Processing　 Complex)と も称 され る。

　 DPプ ロ ダ ク ト ・ グル ープに は4つ の 部 門 が あ る。DSD(デ ー タ ・シス テ

ム ズ部 門)は,主 と して高 性能 な製 品 と関連 プ ロ グラ ミン グに主 眼 を置 き ,大

型 の 複 雑 な シス テ ム の 世界 各 地 での開 発 と これ らの アメ リカ国 内で の製 造 を受

け持 って い る。SCD(シ ス テ ム ・コ ミュ ニケ ー シ ョン ズ部 門)は,通 信 を応

用 し情 報 の 作成 と処 理 を行 うシステ ム 及 び 製品 の 世界 各 地 で の開 発 と国 内で の

製 造 を担 当 して い る。SPD(シ ス テ ム ・プ ロダ クツ部 門)は,中 型 プ ロセ ッ

サ及 び 関連 プ ログ ラ ミン グ並 び に イ ンパ ク ト ・プ リ ンタ,半 導体 製 品 の 世界 各

地 での 開発 と これ らハ ー ドウ ェアの 国 内 での 製 造 を 担 当 して い る。GPD(ゼ

ネ ラル ・プ ロ ダ ク ツ部 門)は,テ ープ 装 置,デ ィ ス ク 装置,大 容 量 記憶 シ ステ

ム な どの 高 性 能 記 憶 装 置,ノ ン イ ンパ ク ト・プ リ ンタ及 び プ ロ グラム ・プ ロダ

ク トな どの 世界 各地 で の 開発 と国 内 製 造 を受 持 っ てい る。

　 DPマ ーケ テ ィン グ ・グ ル ープ の うち,DPD(デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ部 門)

は,国 内(お よび ア メ リカの 管 理 下地 域 内)で 大 型 中央 集中 シス テ ム及 び分 散

処 理 シ ステ ムの ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア並 び に関 連 サ ー ビスの マ ーケ テ ィ

ン グを行 って い る。FED(フ ィー ル ド ・エ ン ジ ニ アリ ン グ部 門)は,DPプ

ロダ ク ト ・グ ル ー プが,あ るいは 同 グ ル ー プのた めに開 発 ・製造 され,DPD

が マ ーケ テ ィン グ し てい る製 品 に 対 す る メ ンテ ナ ンス及 び 関連 サ ー ビス を行 う。

FSD(フ ェデ ラ ル ・シ ス テム ズ部 門)は,ア メ リカ連 邦 政府 に 対 す る情 報 処

理 並 びに 制 御 シ ステ ムの 提供 部 門 であ る。

　 国 内 の 中 ～ 小 型 機 並 び に 事務機 器 は6部 門 か ら成 るGBG(ゼ ネ ラ ル ・ビジ

ネス ・グル ー プ)が 担 当 し て いる。 しか しこ の う ら,GBG/1(ゼ ネラ ル ・ビ

ジ ネス ・グ ル ープ/イ ン タ ー ナ シ ョナル部 門)は,世 界20カ 国 に 於 け る中 ～ 小

型 機 並 び に 事務 機 器 の 販 売,サ ー ビ ス,製 造 及 び 業務 全般 を 担 当 す る海 外 部 門

であ る。

　 GBG傘 下 の 各 事 業 部 門 の 業務 担 当 は 次 の様 に な って い る。 ま ず,GSD
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(ゼ ネ ラル ・システ ム ズ部 門)は,GBGの 中 の 最 右 翼 と もい う べ き強 力 な部

門 で,低 ～中 程 度 の 価 格 の 情 報 処 理 シ ステ ムと これ らに関 連 す る プ ロ グラ ミン

グの販 売 と サ ー ビス 業務 を 担 当 す る。OPD(事 務 機 器 部 門)は,そ の 名 の 通

り,各 種 事務 機 器 お よ び オ フィ ス ・シ ス テムの 販 売 及 び サ ー ビスを 担 当 して い

る。ISD(イ ン フォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テム ズ部 門)は ,GSDとOPDの 研

究 開発 並 び に 製造 部 門 が 統 合 さ れた もの で,80年 夏 に 創 設 され た ば か りで あ る
。

IRD(イ ンフ ォメ ー シ ョン ・レ コ ー ズ部 門)は ,国 内 での 磁気 媒 体 の 販 売 と,

カ ー ド,リ ボ ン等 の 消 耗 品 の 国 内 での 製 造及 び販 売 を 担 当 して い る
。GTD

(ゼ ネ ラ ル ・テ ク ノ ロジ ー部 門)は,殆 ん ど全 てのIBM製 品 向 けの コ ンポ ー

ネ ン ト ・テ ク ノ ロジ ーの 世界 各 地 での 開 発 と国 内 での 製造 を担 当 して い る
。

(GTDは 最近 ま でGBG傘 下 に あ った が,現 在 で はDPプ ロダ ク ト ・グ ルー

プ傘 下 に移 され て い る 。)

　 海 外 の 大 ～中 型 シ ステ ムは ・前 述 の よ うに,IBM・WTA/FEとE/ME/A

(お よび これ らの 子 会社)が 担 当 して い るが,GBG/1の 活動 地域 以 外 では ,

中 ～ 小型 シ ステ ム及 び 事務 機 器 製 品 部 門 も傘 下に 収 め てい る。(例 えばA/FE

傘 下 の 日本 アイ ・ピ ー ・エ ム に は 大 ～中 型 機 担 当 部 門 と申 ～小 型 並 び に 事務 機

器 部 門 担 当部 門 とが あ る。)な お,ソ 連 へ の マ ーケ テ ィ ン グはE/ME/Aが ,

中 国 へ の マ ーケ テ ィ ン グはA/FE(具 体 的に は 日本 アイ ・ピー ・エム)が 担

当 して い る。

　 E/ME/A・A/FEな どは,プ ロ フィ ッ ト ・セ ン タ ー と も呼 ば れ,独 自の

マ ネ ジメ ン ト体 制 と,か な りの 自律 性 を有 し てい る。 製 品 開発 につ い ては,D

PCお よびGBGが 全 世界 レベ ルで コン トロール し てい るが,製 造 ,販 売 そ し

てサ ー ビスな どは 各 プ ロ フ ィ ッ ト ・セ ンタ ーの 自主 性 に委 ね られ て い る。 らな

み に,E/ME/Aの 製 品 は95%が,　 A/FEの そ れ は66%が 地 域 内 製造 であ

る とい う。

　財 務 面 で は'表3か ら も明 らか な 様 に,非 常 に良 好 な 内容 そ し て順 調 な推 移

を示 して い る。 図3,4は,最 近15年 間 に収 入,純 益 が どの程 度 伸 び て きたか を
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表3:IBM財 務 デ ー タ

(単 位100万 ドル)

純益 負債
総 収 入 総 コ ス ト 純　　益 /総収入比 ,資 本 支 出 総 資 産 長期負債 負債合計 /総 資産比

年度 (%) (%)

1966 4,248 3,229 526 12.5 1,584 4,661 458 1,276 27.5

,67 5,345 4,083 652 12.1 1,470 5,599 521 1,684 30.0

,68
6,889 5,082 871 12.6 1,157 6,743 545 2,076 30.9

,69
7,197 5β13 934

・

12.9 1,647 7,390 555 1,990 26.9

,70
7,503 5,672 1,018 13.6 2,160 8,539 573 2,450 28.7

,71
8,273 6,370 1,079 13.1 1,882 9,576 676 2,764 28.8

,72
9,532 7,299 1,279 13.4 1,728 10,792 773 3,032 28.1

,73 10,993 8,317 1,575 14.3 2,185 12,289 642 3,208 26.1

,74 12,675 9,581 1,838 14.5 2,912 14,027 336 3,546 25.3

,75
14,437 11,076 1,990 13.8 2,439 15,530 295 3,658 23.6

,76 16,304 12,280 2,398 14.7 2,518 17,723 275 4,357 24.6

,77 18,133 13,516 2,719 15.0 3,395 18,978 256 5,464 28.8

,78
21,076 15,690 3,111 14.8 4,046 20,771 286 6,096 29.4

,79 22,863 17,758 3,001 13.2 5,991 24,529 1,589 8,034 32.7

,80 26,213 20,746 3,562 13.6 6,592 26,703 2,099 8,625 32.3



示 す ものであ る。79年 を 除 き,毎 年 増 収増 益 を続 け,66年 か ら80年 の 間 に

収 入は6・　2倍 そ し て純 益 は この 伸 び を上 回 る6 .8倍 に 達 し てい る。79年 決 算 で

は ・対 前 前年 比で&5%の 増 収 と な った ものの,3 .2%の 減 益 とな っ た。この 結

果 に対 し ・内外 の 業 界 観 測 筋 か らは様 々な解 説,憶 測 が乱 れ 飛 ん だ が ,こ れ は

見方 を変 えれば ・前 に も述 べた 様 に 世界 の コ ン ビ。ユ ー タ市場 に 占 め るIBMの

絶 大 な る地 位 ゆ え と言 うこ とが で き る。

　 　 年'1966'67'68'69'70'71'72'73'74'75'76'77'78'79'80

図3　 1BMの 総 収 入 の 伸 び 率 〔注:1966年 の 総 収 入 を100と し た 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -40一
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図4　 1BMの 純 益の 伸 び率 〔注:1966年 の純益を100と した 〕

　 IBMの 最 近 の 利 益 の伸 び は,売 上 げ 収 入 の 増加 に よ る と こ ろが 大 きい(図

5参 照)。 これ は,機 器 の売 切 り収 入 は短 期 的 ・直接 的 な利 益 増 に結 び つ くか

らで あ る。 しか し こ う した 傾 向 が今 後 も永 く続 くとは思 わ れ ない。1990年 代

そ して2000年 代 のIBMの 姿 は,今 までの 様 な 「エ レク トロ ニ クス 「機 器 』

メ ーカ ー」 で は な く,ト ー タ ルな 「情 報 」企 業 だ か らで あ る。IBMの 最 近 の
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様 々な動 きは,全 て この方 向 性 を指 し示 してい る
。 あ る著 名 な ア ナ リス トは次

の 様 に 語 っ て い る。 「87年 まで にIBMの 非 ハ ー ドウ
ェ ア収 入 は,ハ ー ドウ ェ

ア収 入 を上 回 る ように な ろ う。」

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

　 0

単位100万 ドル)　 　　　　 総　収　 入

　 　 　 　 　 売 上 げ　 レンタル

ー　　　　　　　　　　　　 および

　 　 　 　 　 　 　 　 　 サービス収 入

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22β62

　　　　　　　　　　　　　　修

26,213

　 　 　 　 　 　 　 　 　 10,993一

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18,133

　 　 　 　 　 　 　 ,

-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14436

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12.676

16β04
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図5:IBMの 年 度 別 総 収 入 ・売 り上 げ,レ ン タ ルお よび サ ー ビス収入

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 (単 位100万 ドル)
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(2)オ フィ ス ・オ ー トメ ーシ ョ ンに 対 す る見解

　 　 コ ン ピ ュ ー タ界 の 巨 人,IBMは 将 来 の 大 市 場 と 目 され る オ フ ィス に熱 い 目

　 を注 い で い る こ とは言 う ま で もな い。 事業部 の 名 前 か ら言 えば,OPDそ して

　 GSDが 担 当部 門 とい う こ とに な るわ けだ が,大 型 機 部 門 で あ るDPD,そ し

　 て子 会 社 のSBS(Satellite　 Business　 System)も オ フ ィス ・オ ー トメ ー

　 シ ョン関 連 の 製 品/サ ー ビ スを発 表 してい る。 さ らに,MCAと 共 に 設 立 した

　 ビデ オ ・ディ ス ク ・メ ー カ ー,DiscoVisionの 今 後 の動 向 に も見逃 せ な い も

　 の が あ る。 トー タ ル な情 報 企 業 を 志 向 す るIBMに と っ て,オ フィ スは究 極 の

　 目的 と さ えい っ て い い重 要 性 を持 つ 分野 な の で あ る。

　 　 IBMは,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン関 連 製 品/サ ー ビス の ベ ン ダ ーで あ

　 ると 同 時 に,先 駆 的 な ユ ー ザ で もあ ると い う面 も持 って いる。 以 下 で は ユ ー

　 ザ と して のIBMと い う観 点 を中 心 に 置 き,論 を 展 開 す るこ と とす る。

　 　ま ず,現 在 の オ フィ スに 対 す る認 識 で あ るが,IBMで は オ フ ィ ス環 境 の 構

　造 を図6の 様 に と ら えて いる。 そ して オ フィ ス を この 様 に 抱 え る こ とに よ り,

　 オ フ ィ スが 内在 す る問 題 の 理 解 と その解 決 策 へ の道 が開 か れ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ぺ＼　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヅ

＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 輸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　、
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図6　 オ フ ィ ス ・シ ステ ムの 環 境
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　 オ フィ スに 関 す る傾 向 お よび 諸 問 題 は,労 働 人 口,生 産 性,コ ス ト,情 報量,

技 術 ・労 働 分 析 ・計 画 立 案 ・組 織 と い う8つ の 側 面 か らみ る こと が で き る。

　 オ フ ィス問 題 へ の関 心 は,Datamation誌 な どの業 界 誌 は 勿 論,　 Fortune,

Busi .ness　We　ek,The　 Economist等 の有 力経 済 誌 も こぞ っ て オ フ ィス問 題 特

集 を組 ん で い る こ とか らわ か る様 に,全 社 会 的 レベ ルで 高 ま っ て い る。 こ う し

た 関 心 の高 ま りの背 景 と し て,ま ず 考 え られ るの は,労 働 人 口の 問 題 で あ る。

アメ リカ労働 省 の 資料 に よれ ば,1977年 に全 労働 者 の22%を 占 めていた オ フ

ィス労 働 者 は85年 に は40%に ま で増 大 す る と み られ て い る。

　 就 業 者数 に 占 め る比 重 が 増 大 し続 け る オ フ ィ ス労 働 者 で あ る が,そ の 生 産 性

も同 時 に 向 上 し てい るわ け で は な い。 私 企 業全 体 で み た 生産 性の 向上 は,1947

年 か ら66年 は3.2%,66年 ～73年 は2.　1%,73年 ～79年 はO .8%で ある と言

わ れ て い るが ・オ フ ィス部 分 だ け を みれ ば これ を下 回 る こ とに な る 。例 えば ,

著 名 な シ ンク ・タ ン ク で あ るSRIの 調 査 に よれば,65年 ～75年 の秘 書 の 生

産 性 の向 上 は わ ずか0.4%で あ った とい う。 しか し79年 ～89年 を予 想 す ると,

生産 ⑭ 向上 期 待 され ている.・ れ は ・技縛 入のた めの 資本支 出 こ対 す る

理 解 が 高 ま っ てい るた めで あ る。

　 次 に コス ト問題 を み る と,か つ て企 業 の 全 コス トの20～30%を 占 め る だ け

だ っ た オ フ ィス ・コ ス トは,今 や40～50%に 高 ま っ て い る。IBMで も,全

コス トの%以 上 は 管 理 コ ス トが 占 め て い る。アメ リ カ で も屈 指 の 調 査/コ ンサ

ル タ ン ト会 社ADL(Arthur　 D .Little)社 は,一 つ の 典型 的 な 例 と し て1,500

人の 従 業 員 規 模 の 本 社 機 構 の コ ス ト配 分 を提 示 し て い る が,そ れ に よれ ば,コ

ス トの80%は 管理 者層 お よび専 門 職 の 給 与 が 占 め,秘 書 の給 与 が13%で これ

に次 いで い る。

　 で は,生 産 性 の 向 上 が 遅 々 と して進 ま ぬ一 方,こ の よ うに コス トが増 大 す る

一 方 の オ フィ スで処 理 され て い る情 報 の量 は ど うな の で あ ろ うか
。 事業 遂行 の

必要 上 情 報量 が増 大 し て い るの は容 易 に想 像 が つ く。 しか し これ と同 時 に,政

府 に よる諸 規 制へ の対 応 の た め,彪 大 な量 の書 類 が 作 成 され て いる こ と も忘 れ
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て は な らな い。 そ して これ は年 毎 に 増 大 して い る。 ま た,様 々な 文書,デ ータ

間 の重 複 やそ の 検 索 の重 複 もばか に な らない 。

　 こ う した 問 題 の解 決 策 と な り うる技 術 を,コ ス ト面 か らみ てみ る と,通 信 コ

ス トは年 率11%ず つ,コ ン ピ ュ ータの ロ ジ ッ ク ・コス トは 同 じ く25%ず つ,そ

し て コン ピュ ー タ ・メ モ リ ーに 至 っ ては年 間40%と い う大 きな割 合で 低 下 し続

け てい る 。 技 術 は解 決 策へ の 展 望 を 示 して い る の で ある 。

　 し か し技 術 は 闇 雲 に 導 入す るもの で は な い 。 ど こに どの よ うな技 術 が 適用 で

きるか と い う見 通 しが な け れば な らな い。 こ こに 労 働 の 内容 分 析 が必 要 とな っ

て くる。 コン サ ル タ ン ト会 社NAREMCOがIBM・DPDの1,500人 を調 査 した

結 果 と して ま とめ た とこ ろに よる と∴ オ フィ スで の労 働 内容 は図7に 示 した 様

に な っ て い る。IBMで は,こ の調 査 結果 を参 考 に,社 内 に テ レ ビ会 議 シ ステ

ムを設 置 し,専 門 職 の生 産 性 向上 を 図 って い る。

　 この テ レ ビ会 議 シ ステ ム は,SCD内 の3ヵ 所,具 体 的 に は,ニ ュ ー ヨ ー ク

州 ハ リソ ン(ホ ワ イ トフ。レ ーンの 近 郊)に あ るSCD本 部,ニ ュ ー ヨ ー ク州 キ

ン グス トン の研 究 所 そ して ノー ス カ ロライ ナ州 ロ ー リーの 研究 所 を結 ん で い る。

また,IBMの 社 内用 シ ステ ム と して,ス ピ ーチ ・フ ァイ リン グ ・シ ステ ム が

開 発 され て い る。 これは,音 声 を デ ジ タル化 して コン ヒ。ユ 一 夕に ス トアす る と

　事務処理23%

連絡 ・応対14%

秘　 書

待　　機18%

離 府 中25%

w

タ　イ プ20%

専門職
1清華艮検 索/探 索25%

文書作成　7%

ファイリング2%　 一一 　　　　　　　コ

電話17%-uaZZ]
読書　 13%　 　 [zzzzz]
に1述 筆 言己　　　1　%　 　　　　　　　　　e==字==============z=国

会 議 ・面 接 　 35%

図7'オ フィス労 働 者 の労 働 構 造
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い う もの で,い わ ゆ る音 声認 識 シ ステ ム とは異 な る もの で あ る
。

　 具体的 な技術導入 とい うこ とに なる と,綿 密な計 画の 下に行 われ なけれ ばな

らな い こ とは言 うまで もな い。 この 場 合注 意 し なけ れば な らな い こ とは ,各 部

門 の もつ 自主 性,自 律 性 と,そ れ に 対 す る管 理 ・統 制 の部 分 と の バ ラ ン スで あ

る・ さ らに ・各部 門 に導 入 され ・ その 部 門 が抱 え る問 題 に対 す る解 決 策 とな る

シ ス テ ムは,全 社 的 な問 題 の解 決 に も役 立 た な けれ ば な らな い とい う ことで あ

る。

　 こ う した こ とは,組 織 構造 の 理 解 が あ っ て初 め て可能 とな る。IBMが3年

前 に 大 企業200社 を調 査 した とこ ろ に よ る と,典 型 的な 組 織 構 造 と しては,社

長 の 下に ・事業 担 当 ・経営 管 理 担 当 そ し て情報 シス テム 担 当 の副 社 長 が置 かれ

お り,そ れ ぞれ が コ ミュ ニケ ー シ ョ ン ,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グそ して デ ー タ ・

プ ロセ シ ングを 分掌 して い た と い う。 しか し1年 前 の調 査 で は ,コ ミュニ ケ_

シ ョン,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ,デ ー タ ・プ ロ セ シ ングの3つ の機 能 を 一 個所

で 統 括 す る と ころが 大 勢 を 占 め る よ うに な っ て き た とい うこ とで あ る。

◆

■

(3)　 ユ ーザ と してのIBM

　 　 で はIBMは 具 体 的 に どの よ うな オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン開発 プ ロジ ェ

　 ク トを進 め てい る の で あ ろ うか 。 こ の ユ ー ザ と して のIBMの 動 向 は,ベ ン

　 ダ ー と してのIBMの 動 向 ・ ひい ては オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン市場 全体 の

　 動 向 を 占 う上 で も興 味 あ る デ ー タを 提供 す る こ とに な ろ う。

　 　 IBMの 会社機 構 は 前 に述 べた 通 りで あ るが,情 報の 流 れ が 必 ず し も組 織 図

　 通 り行 われ てい るわ け で は な い 。 社 内 の概 略 的 な 情報 の 流 れ を み たの が 図8で

　 あ る。 図2で 示 した組 織 図 とは 若 干 異 な っ て い る の がわ か る。

　 　 IBMと い え ど,他 の 大 企 業 同 様,オ フ ィス ・コス トの 増 大 に直 面 し てお り,

　 す でに 全体 の50%を 超 える最 大 の 費用 項 目 とな っ てい る。この た め,IBMは

　 1975年 に 本 社 内 に タス ク ・フ ォー ス を設 け,企 業 情 報 システ ム(Corporate

　 Information　 Systems)の 開 発 に あ た らせ る こ とに した。 この シ ステ ムは,



●

●

●

図8.IBMの 情報 の流 れ

DPプ ロダ ク ト

グル ー プ

現 在 は 企 業 情 報/経 営 シ ス テ ム(Corporate　 Information&Administra-

tion　 System)と 呼 ば れ て い る 。

　 そ し て こ の 実 体 化 の た め,オ フ ィ ス ・ シ ス テ ム 委 員 会 が 設 立 さ れ た 。 こ の 目

的 は,① 情 報 交 換,② 全 社 的 な 標 準 化 の 検 討,③ 未 開 分 野 の 検 討,そ し て ④ 製

品 戦 略(つ ま り ベ ン ダ ー と し て のIBMの 戦 略)へ の 寄 与 の4点 で,DPフ.ロ

ダ ク ト ・ グ ル ー プ,DPマ ー ケ テ ィ ン グ ・ グ ル ー プ,　 GBG,A/FE,　 E/ME

/Aの 各 事 業 部 代 表 及 び 経 営 シ ス テ ム 担 当 デ ィ レ ク タ ー の 各 者 を メ ン バ ー と し

て い る 。

　 同 委 は,い わ ゆ る 「将 来 の オ フ ィ ス 」(Office　 of　 the　 Future)の 実 現 へ

向 け て の 検 討 を 行 っ た が,基 本 認 識 と な っ た の は,ホ ス トを 持 っ た シ ェ ア ド ・
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ロ ジ ック ・シス テ ム で あ る こ と,専 門 職 貝層 の利 用 を 対 象 と した もの で あ る こ

と,機 密 保 持 に は 十 分 注 意 を払 う必 要 が あ る こ と,い わ ゆ るエ レク トロニ ック ・

メ ー ル 機 能 を 持 つ こ と ・ な ど であ っ た。 そ して,各 現 場 で の問 題 は その 場 所

で解 決 す る こ と を原 則 と しつ つ,共 通 とな る方 法 が 模 索 され た。

　 テ キス ト入 力,記 憶 及 び検 索,修 正,配 布 と い う基 本 機 能 を満 た す諸 機 器 は,

IBM自 身 の標 準 製 品 で あ る とい う こ と も前提 と な った 。 これ ら機 器 間 の 接 続

に 当 って は ・全 社 的 な観 点 か ら・整 合 性 が 図 られ な けれ ば な らな い
。 この 結 合

環 と な る もの は,言 うま で もな くSNA(Systems　 Network　 Architecture)

で あ るが,こ れ は シkテ ムの 構 築上 一 つ の ネッ ク と な って きた 。つ ま り,SNA

との イ ン タ フ ェース を 図 る とい う制 限 が課 せ られ た か らで あ る。しか し,IBM

の 製 品 が 大型 コ ン ピュ ータ か ら事務 機 器(コ ミュ ニケ ーシ ョ ン機 能 を有 した も

の)に 至 る まで,SNAコ ンパ テ ィ ブ ル とな っ て き た た め,現 在 で は こ の 問 題

に注 意 を払 う必 要 は な くな って い る とい う。

　 こ う した 計 画 が ど の様 に し て 実施 され て きた か を,主 な 事業 部 門毎 に 見 て み
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク

よ う。IBM本 社 で,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グの パ イ ロ ッ ト ・シス テ ムが 稼 動 し

た の は73年 の こ とで あ った 。 そ して翌74年 に は,ア ド ミニ ス トレ ーテ ィブ ・

シ ス テ ムが 動 き始 め た。 これ は,マ ネ ジ ャー層 に 対 す るサ ポー トの質 的 向上 そ

し て コス トの コン トロ ー ルな どを 目 的 と し た もの だ っ た。 こ う した シス テ ムの

導 入 の結 果,秘 書 の 数 対 マ ネ ジャ ーの数 の 比 が減 少 した な どの効 果 が現 わ れ た

他 ・ ユ ーザ の 調 査 で は 満 足 し て い る とい う肯 定 的 な反 応 が 明 らかに され た 。

今 後は,オ ー トメ ー シ ョ ンの 度 合を さ らに 進 展 させ,例 えば テ キ ス トの 作成 か

らフ ァイ リ ン グ,そ して検索 ま で も一 貫 して で きる シ ス テ ムを導 入 して ゆ くと

い う。

　 DPDは,ニ ュ ー ヨ ー ク州 ホ ワイ トプ レー ン に 本部 を 置 き,傘 下 に は183の

ブ ラ ンチ ・オ フ ィ スを 有 して い るが,こ こ に ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グが導 入 され

た の は74年 で あ っ た。 そ し て76年 に な る と,専 門 職 ク ラ スの 生産 性 向上 に,

そ れ もテ キ ス トの ファ イ リン グ,検 索 そ して配 布 に重 点 を置 い て,努 力 が払 わ
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れ た。 こ うしてSMART(System　 for　 Maintenance　 and　 Retrieval　 of

Text)が 開 発 さa,こ れ に よ る節 約 は,1ユ ーザ1週 間 当 り1時 間,総 計 で

み る と300人 年 の 規 模 に 達 した とい う。 今 後 は,3730オ フ ィス ・コ ミュ ニ ケ

ー シ ョン ・シ ステ ムの 導 入 に よ るテ キ ス ト処理 の 効 率 向 上 ,6670イ ン フ ォメ

ー シ ョン ・デ ィ ス トリ ビ ュ ータの導 入 に よ る ドキュ メ ン ト配 布 の効 率 化,そ し

て ブ ランチ ・オ フ ィスを 結 ぶ 分散 処 理 シ ス テムの 導 入 に よ る テ キ ス トとデ ータ

処 理 の 融 合 な どが考 え られ て い る。

　 IBM・WTE/ME/Aで ワー ド ・プ ロセ シ ングが 始 め られた の は68年,76

年 に は文 書 処 理 の効 率 向上 に 大 きな関 心 が 向 け られ るよ うに な った 。 そ して

77年 には 本部 で オフィス ・シ ステ ムの 本格 的な 開発 が行 わ れ る よ うに な った。

す で に傘 下 の主 要 子 会 社 で は,ホ ス ト依 存 型 の テ キ ス ト処 理 シ ステ ム や,OS

6(オ フィ ス ・シ ステ ム6)の 導 入 が 行 われ てい る。 また,既 に3730の 導 入

も一部 で 始 め られ て い る。 傘 下 子 会社 の 中 で は,イ ギ リス のIBM・UKが 最 も

先導 的 な位 置 に い る。

　 IBMで は,自 らの体 験 を ふ ま え,新 しい オ フ ィス ・シ ス テ ム の導 入に 当 っ

ての キー ・ポ イ ン トを次 の4点 に ま とめ て い る。 第1は,エ グ ゼ ク テ ィ ブに よ

る リーダ ー シ ップが 不 可 欠 で あ ると い う こ と。第2は 組 織 の 構 造 化 を図 らなけ

れ ば な らな い と い うこ と。第3は,計 画 は長 期 的 な もの と同時 に,短 期 的 な 実

施 プ ラ ンを策 定 し なけれ ば な らな い とい う こ と。 そ して第4は,費 用 対 効果 の

測 定 とい うこ とを 常 に 念 頭 に置 か なけ れ ば な らない とい うこ とで あ る。
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3.　 IDC社

調 査 先:

所 在 地:

調 査 期 日:

面 接 者:

International　 Data　 Corporation

213Third　 Avenue,　 Waltham

Massachusetts　 O2154

1980年10月8日

Ms.Nancy　 C.　 Scull

　 　 Research　 Director

Mr.　 Daniel　 H.　 Reich

　 　 Research　 Analyst

●

1.概 　 　要

　 IDCは1964年 に 設 立 され,本 社 を マ サ チ ュー セ ッツ州 ウ ォ ルサ ムに置 き,

米 国 内 で は ニ ュ ー ヨー ク,ワ シ ン トンお よび ロサ ン ゼ ルスに,国 外 で は ロン ドン ,

パ リ,東 京 ,シ ドニ ー.コ ペ ン ハ ーゲ ンお よび サ ンパ ウロに 支 社 を 持 つ調 査 会 社

で,200名 の ス タ ッフを擁 し てい る 。IDCは,ク ラ イ エ ン トに対 して 日常 の活

動 や計 画 設 定 に 直 接 役 立 つ信 頼 性 の 高 い 情報 を提 供 す るこ とを社 是 と してい る。

　 今 回 は 主 と して現 在 サ ー ビスを 実 施 して い る付 加 価値 網 業 者,つ ま りVAC

(Value　 Added　 Carrier)の 実態 に つ い て次 の4社 を調査 した 。

　 ① 　 Tym　 net

　 ②GTE-Telenet

　 (3)　 ITT-DTS

　④Graphnet

●
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2.詳 　 　 論

2.1　 VACの 概 要

(1)　 VACの 市 場

　 　 ア メ リカに お け るVAC市 場 は い ま だ 未 成 熟 の 段階 に あ り,通 信 市 場 全 体 の

　 ご く一一－ZZを 占 め てい るに過 ぎ な い 。 しか し,　 VAC市 場 は近 い将 来,急 速 な発

　 展 が 予 想 され て お り,IDCで は1990年 に10億 ドル台 の 市 場 に 成 長 す ると

　 推 定 し てい る 。 も っ と も,こ れ だ け の成 長 を遂 げ て も,そ の 時点 で 通 信市 場 全

　 体 に 占 め る 比率 は 僅 か1%に 過 ぎ な い と 見込 ま れ る。

(2)　 VACの 特 徴

　 　 VACは 他 の コモ ン ・キ ャ リ ア(主 と してATT)か ら伝 送 回線 を リ ース し

　 て,コ ン ピ ュ ー タ を ベ ース と した な ん らか の形 の通 信処 理 機 能,つ ま り付加 価

　 値 を ユーザ ーに 提 供 してい るが,上 記 の 大 手5社 に 共通 した 特 徴 と して,次 の

　 よ うな 点 が あ げ られ る。

　 ①VACは 広 汎 な 業移 に 渡 りユ ーザ ーの 多 様 な ニー ズに応 える た め,フ ァ ク

　 　 シ ミリ,デ ジ タ ル ・デ ー タ,電 子郵 便,テ レ ッ クス等 多 彩 な デ ー タ通 信 機 能

　 　 を 提 供 し て い る。

　 ②VACは 多 数 ユ ーザ ーの 同 時 接 続,通 信 設 備 の効 率 的利 用,デ ータの 信 頼

　 　 性 向上,異 な る場所 ヘ メ ッセ ージの 同 時送 信,各 種 端 末 を接 続 す るた めの 通

　 　 信 速 度 と フ ォ ー マ ッ トの コ ンバ ー ジ ョ ン,ネ ッ トワ ークの 集 中 管 理 と い っ た

　 　 デ ー タ通 信 上 の 豊 富 な メ リ ッ トを ユ ーザ ーに 提供 し てい る。

　 ③ 　 VACは 主 と して パ ケ ッ ト交 換 技 術 を利 用 してお り,ユ ーザ ーの 増 加 に伴

　 　 って,X・25の よ うな標 準 プ ロ トコ ー ルを採 用 しつ つ あ る。

　④ サ ー ビ スを 開 始 し て以 後,採 算 が と れ る よ うに な るまで に,相 当 の 年 数 を

　 　 要 す るが,こ れは ネ ットワー クの構 築 に 巨額 な 投 資 を必要 とす る こ とと,十 分

　 　 な規 模 の ユ ーザ ーを確 保 す るの が容 易 で な い た めであ る。

　⑤ この よ うな 問 題 があ る に もか かわ らず,VACは 市 場 の 競 争 的 性 格 と,将

　 　 来 予 想 さ れ る 高利 潤 のた めに,既 存 サ ー ビスの拡 充,新 規 サ ー ビスの 導 入,
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　 　 ネ ッ トワ ー クの 増 設 を推 進 し てい る。

　 ⑥ 　 FCCの 規 制措 置 に関 す るVACの 反 応 は ま らま らで,あ るVACは プ ラ

　 　 スに な る と言 い,他 のVACは 妨 げ に な ると述 べ てい る。

(3)　 VACの 採 算 性

　 　 VACが 採 算 を上 げ るの に長 時 間 を要 す る代表 的 な実 例 と してTelenet(現

　 在 のGTE-Te　 le'net)が あ る 。 同 社 は1975年 に サ ー ビスを 開 始 した が,現 在

　 もまだ利 益 を上 げ る に至 っ て い ない 。 一方,1969年 に サ ー ビス開 始 を した

　 Tymnetは1976年 にTymshare社 の 子 会 社 と して再 発 足 して以 後,順 調 に 業

　績 を 伸 ば して い る 。 これ は 前 者 が 最 初 か ら ネ ッ トワー クを構 築 す る必要 が あ っ

　 た の に対 し て,後 者 は親 会 社 が 構 築 した ネ ッ トワー クを そ っ く り譲 り受 け た ば

　 か りで な く ・Tymshare社 の 幅広 い 固定 客 を そ の まま 引 き継 ぐ こ とが で きたか

　 らに 他 な らな い。

　 　 新規 参 入 のVACは ネ ッ トワ ー クの 構 築 とユ ーザ ーの 確保 とい う難 問 の 他 に,

　次 の よ うな深 刻 な 問 題 に 直 面 せ ざ るを 得 な い。

　① ネ シ トワ ーク を保 有 し て い る既 存VACと の競 争

　② 既 に 固 定客 を確 保 して い るATT,　 I　BM,　 Honeywe11と い った 大 資 本 と

　 　 の間 で 将 来 予 想 され る競 争

③ 衛 星 通 信 や 高速 回線 交 換 の ご と く,そ の 高速 性 と低 コ ス トで将 来 パケ ッ ト

　 　交 換 を 凌 駕 す る可能 性 の あ る通 信 技 術 の 研 究開 発

　 　い ず れ に して も・今 後VACを 志 向 す る企 業 が成功 す る た めに ほ,上 記 の 問

　題 を十 分 考慮 した う えで,多 額 の投 資 と大 規 模 な マ ーケ テ ィ ン グに 乗 り出 す 必

　要 が あ る。

も

2.2　 VACの 実 態

(1)　 Tymnet

　 　 Tymnetは 当 初,　 Tymshare社 の デ ー タ ベ ー ス お よ び フ.ロ セ ッ シ ン グ ・サ ー

　 ビ ス に そ の ユ ー ザ ー が ア ク セ ス で き る よ う に す る た め に 構 築 し た ネ ッ ト ワ ー ク



●

で,1969年 に サ ー ビ ス を 開 始 し,1970年 以 後 フ ル 稼 動 に 入 っ て い る 。

　 そ の 後1976年 にTymshare社 の 子 会 社 と し て 分 離 独 立 し た が,こ れ はTym-

share社 が そ の ネ ッ ト ワ ー ク を コ モ ン ・ キ ャ リ ア と し てFCCに 申 請 し た 際,

FCCか ら圧 力 を か け ら れ た 結 果 と み ら れ て い る 。

　 現 在,Tymnetは ア メ リ カ のVACと し て は 最 大 規 模 を 誇 っ て お り,ア メ リ

カ と 海 外27カ 国 に あ る270の 主 要 都 市 で,約!,000の ユ ー ザ ー に サ ー ビ ス を

提 供 し て い る 。

　 ネ ッ ト ワ ー ク の ノ ー ドは500以 上,ア ク セ ス し て い る ホ ス ト ・コ ン ビ。ユ ー タ

は300,i端 末 は5万 台 を 越 え る と 推 定 さ れ る 。

　 主 た る サ ー ビ ス 内 容 は 加 入 契 約 を 結 ん だ ユ ー ザ ー に 提 供 す る デ ー タ 通 信 サ ー

ビ ス で あ る が,具 体 的 に は 次 の よ う な サ ー ビ ス が あ る 。

①TSSと デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

② 金 融 取 引 サ ー ビ ス

③ 　 電 子 郵 便 サ ー ビ ス(On-Tyme皿)

　 シ ス テ ム はTymnetが 開 発 し た 通 信 コ ン ト ロ ー ル用 ミ ニ コ ン の"　 Engine"

に よ っ て 構 成 さ れISIS(Internally　 Switched　 Interface　 Systems)と

呼 ば れ る ソ フ ト ウ ェ ア を 採 用 し て い る 。

　 Tymne　 tは 多 種 多 様 な 同 期 お よ び 非 同 期 の 端 末 プ ロ ト コ ー ル と コ ー ド を サ ポ

ー ト'し て お り ,そ の 中 に はASCII,EBCDIC,X・25/HDLC,IBMエ ミ

ュ レ ー シ ョ ン,TymnetとX・75の 交 換 用 デ ー ト ウ ェ イ 等 が 含 ま れ て い る 。 し

た が っ て,ほ と ん ど あ ら ゆ る タ イ プ の デ ジ タ ル ・ デ ー タ 端 末 を サ ポ ー ト し て い

る が,フ ァ ク シ ミ リ伝 送 だ け は サ ポ ー ト し て い な い 。

　 ユ ー ザ ー は ダ イ ヤ ル ・ イ ン ポ ー ト,専 用 ポ ー ト,指 定 端 末 装 置,Tymne　 tの

提 供 し て い るWATS回 線 を 通 じ て ア ク セ ス が で き る 。 デ ー タ ・メ ッ セ ー ジ は

そ れ ぞ れ1,024ビ ッ トの パ ケ ッ トの 形 に し て110bps～56Kbpsの 速 度 で 伝 送

さ れ る 。 な お,56Kbpsの 伝 送 速 度 を 提 供 し て い るVA　 Cと し て はTymnetが

唯 一 の 大 手 キ ャ リ ア で あ る 。
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　 　 主 な ユ ーザ ー と して は,コ ン ピュ ータ ・サ ー ビス会 社,石 油 会社,金 融 機関,

　 製 造 業.公 共 機 関(教 育,政 府,医 療)等 で あ り,主 な利用 分野 と し てはTSS

　 デ ータ収 集 ・オ ーダ ー ・エ ン ト リー,在 庫 管理,医 療 シ ステ ム,財 務 計 算,ワ

　 ー ド ・プ ロセ ッ シ ン グ,電 子 郵 便等 が あ げ られ る。

　 　 Tymnetは 公 衆 網 サ ー ビ ス に 加 え て ・専 用 パ ケ ッ ト ・デ ー タ網 の キ ャ リ ア

　 と して も最 大 手 で あ る。 例 えば 最初 の 専用 ネ ッ トの ユ ーザ ーで あ るTRW社 は

　 20の ノ ー ドを 擁 す る シ ステム と し て1978年 か ら稼動 して い る。

　 　 将 来 の ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス と して は,こ の 専 用 ネ ッ トワ ーク と電 子 郵 便

　 に重 点 が置 か れ る模 様 で あ る。 この両 サ ー ビス が企 業 内 通信 コ ス ト削減 の有 力

　 な手 段 と し て,ま す ます重 要 性 を加 える こ とが予 想 さ れ るか らで あ る。

　 　 Tymnetは 現 在,ア メ リカ,カ ナダ(Datapac経 由)の 各地 で利 用 で き る。

　 Tymne　 tの ア クセ ス ・エ リアは 世界 の 主 要28カ!ヨ §に及 ん で い る。

　 　 1979年 にTymshare社 の 「デ ータ通 信部 門 」即 ち,Tymnetは2,300万 ド

　 ル の総 収 入 を あ げ て い るが,そ の 内の800万 ドル近 くはTymshare社 の 他部 門

　 との 共 同 販 売 に よ る もの で あ る。Tymnetの 純 利 益 は 約300万 ドル と称 され て

　 い るが',こ れ は親 会 社 の強 力 な バ ッ ク ア ップ が あ って 始 めて達 成 され る ことを

　 雄弁 に物 語 っ てい る。

(2)　 GTE-Telenet

　 　 各 論第6章 を参 照 の こ と。

(3)　 ITT/DTS(Domestic　 Transmission　 Systems　 Inc.)

　 　 ITT/DTSはITTの 子 会 社 で,　 ITTの 国 内通 信 網の 開発 運 営 業務 を担 当

　 して い る。 同社 は1975年 に 衛 星 に よ る国 内 デ ーータ通 信 ネ ッ トワ ー クで あ る

　 COM-PAKを 構 築 す る とい う雄 大 な構 想 の 下 に その 設計 に着 手 し,そ の 第 一

　 段 階 と し て,地 上 通 信 設 備 に よ る フ ァ ク シ ミリ伝 送 ネッ トワー ク"Fax-Pak"

　 の サ ー ビス を1979年 か ら開 始 した。

　 　 Fax-Pakは 当 初 の 計 画 で は パケ ッ トに よ る蓄積 交換 網 で,ア メ リ カ国 内 に

　 24の 地 上 ス イ ッチ ン グ ・セ ンタ ーを設 置 す る こ とに な っ て いた が,意 外 に需
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要 が 伸 び ず,現 在 で は,ニ ュ ー ヨ ー ク,ワ シ ン トン,ア ト ラ ン タ,ロ サ ン ゼ ル

ス,ヒ ュ ー ス ト ン,シ カ ゴ の6都 市 に し か ス イ ッ チ ン グ ・ セ ン タ ー は 設 置 さ れ

て お ら ず,こ れ で 現 在 の ト ラ ピ ッ ク を 十 分 処 理 し て お り,COM-PAK構 想 も

一 頓 挫 を 来 た し て い る の が 現 状 で あ る
。

　 Fax-Pakへ の ア ク セ ス は ア メ リ カ 国 内(ア ラ ス カ と ハ ワ イ を 除 く)の 公 衆

ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ ポ ー トま た は 専 用 ポ ー トか ら ス イ ッ チ ン グ ・セ ン タ ー を 介 し

て 行 う こ と が で き る 。 現 在,専 用 ポ ー トの 数 は 極 め て 少 な い が,こ れ は 月 額

675ド ル と い う 高 額 の 使 用 料 の た め と み ら れ て い る 。

　 現 在,Fax-Pakは フ ァ ク シ ミ リ伝 送 の み で デ ジ タ ル ・ デ ー タ伝 送 は 行 っ て

い な い 。6'ヵ 所 の ス イ ッ チ ン グ ・セ ン タ ー に は 通 信 交 換 お よ び 網 管 理 用 の ミ ニ

コ ン2台 と シ ス テ ム ・・バ ッ ク ア ッ プ 用 の ミ ニ コ ン1台 を 備 え て い る
。

　 Fax-　 Pakは4～6分 の 低 速 ア ナ ロ グ ・フ ァ ク シ ミ リ 装 置 な ら ど の よ う な タ

・イ ブ で も 利 用 で き る が ,デ ジ タ ル はRapicen100し か 利 用 で き な い し,　 I　BM

3270と の コ ン パ テ ィ ビ リ テ ィ も な い 。

　 ITTの 予 測 に よ る と,今 後5年 間 で,高 速 ア ナ ロ グ 端 末 が 急 速 に 伸 び る だ

ろ う が,デ ジ タ ル 端 末 は あ ま り 伸 び な い と 見 込 ん で い る。 デ ジ タ ル 端 末 を 導 入

し て コ ス ト効 果 を あ げ る た め に は1日 少 な く と も25～30ペ ー ジ を 伝 送 し な け

れ ば な ら な い が,こ れ だ け の 情 報 を 送 受 す る ユ ー ザ ー は 極 め て 少 な い か ら で あ

る 。

　 ITTの 推 定 に よ る と,Fax-Pakを 利 用 し て い る フ ァ ク シ ミ リ 端 末 は.既

設 の もの と 計 画 中 の も の を 含 め て,約1万3,000台 で あ り,そ の90%は ダ イア

ル ・'イ ン ・ポ ー トを 使 用 し て い る 。

　 回 線 速 度 は 現 在9,600bpsま で で あ る が,56Kbpsの 高 速 サ ー ビ ス が1980

年 末 あ る い は1981年 初 に 開 始 さ れ る こ と に な っ て い る 。X・25の プ ロ ト コ ー

ル を サ ポ ー ト し,デ ー タ ・ リ ン ク ・ コ ン ト ロ ー ル の 手 順 と し て はHDLCを 採 用

し て い る 。

　 Fax-Pakは 多 様 な タ イ プ の 端 末 を 相 互 接 続 す る た め に,ゴ ー ド ○ プ ロ ト コ
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一 ル ,速 度の コン バ ー ジ ョンが 可 能 であ る し,多 重 ア ドレ ッ シ ン グ,即 ち 「放

送 」 機能 を持 っ て い る 。 なお,こ れ 以 外 の サ ー ビス と して は エ ラ ー ・チ ェ ッ ク

機 能(95%の 信 頼 度 を確 保)や ネ ッ トワ ーク また はITTの 装 置 の 故障 に よ る

エ ラ ー時 の再 伝 送 機 能 を持 っ てい る。

　 ITTが 今 後5年 間 に計 画 し て い る こ とは採 算 の とれ るユ ー ザ ー数 の 確 保 と

高速 アナ ロ グ装置 の 開 発 で あ る。 ま た,デ ジタ ル通 信の 拡 張 を計 画 して お り,

1980年 末 まで は デ ジ タ ル/ア ナ ロ グ間 の伝 送 サ ー ビス を導 入 す る予 定 で あ る。

この 他 にITTが 現 在 計 画 し て い る主 な サ ー ビス は次 の とお りで あ る。

① ワ ー ド ・プ ロセ ッサ ー端 末 間 の 通 信

② テ レ ックス/フ ァ ク シ ミリ間 の伝 送

③ 　テ レ タ イ プ/フ ァ ク シ ミ リ間 の伝 送

④ テ レ ック ス相 互 間 の伝 送

　 Fax-Paxサ ー ビ スは 大量 の 文 書 を通 信 で 送 る必要 の あ る企 業,即 ち,書 類,

写 真,図 面 な どの 伝 送 ニ ー ズ を持 っ て いる企業 が主 な ユ ーザ ーと な る。主 な ユ

ーザ ーと その アプ リケ ー シ ョ ンを 具 体 的 に示 せば 次 の とお りで あ る。

① 　新 聞社,出 版 社

　 　 テ キ ス ト,ダ イ ア グ ラム,地 図,写 真 　等

② 　運 送 業

　 　 積 荷 明 細 表,各 州 の 道 路 利 用 税 と利 用 料 金,運 転 日 誌 　等

③ 　製 造 業

　 　 青写 真,技 術 ダ イ ア グラ ム と構 造 図,仕 様 書,設 計 図 面,写 真 　等

④ 　法律 事務 所

　 　 訴 訟 事件調 書,裁 判 記録,法 律 資料 等

　 な お,今 後 の 販 売 タ ー デ ッ トの 業種 と して 次 の よ うな もの が あ げ られ る。

① 多額 の郵 便 料 金 を 支払 っ てい る中 小 企業

② 銀行 等 金 融 機 関

③ 　 自動 車 会社
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　④ 放 送 通信 の ニ ー ズを持 っ て い る企 業

　 　 COM-PAKネ ッ トワ ー クの 開発 コ ス トは1980年 末 で 約4,000万 ドルに達

　 す る と推 定 され る。ITTが この 事 業か ら収 益 を あ げ る よ うにな るの は何 年 先

　 か は い ま の と ころ明 らか で な い。

(4)　 Graphne　 t

　 　 Graphnetは 特 殊 通 信 シ ス テ ムの 設計 建 設 を主 た る業 務 とす るGraphic

　 Scanning　 Corp.(ニ ュー ジャ ージ ー州)の 子 会 社 であ る。同 社 は アメ リ カに

　 お け る最 初 のVACと し て1975年 に蓄 積 交 換 型 の フ ァ クシ ミリ伝 送 サ ー ビス

　 を開 始 した。

　 　 Graphnetの サ ー ビ ス は ア メ リ カ 国 内 お よ びIRCSを 介 し て 海 外 か ら も 受

　 け る こ と が で き る 。 当 初 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は,全 米46都 市 に ロ ー カ ル 集 信 セ ン

　 タ ー を 設 置 し て サ ー ビ ス を 開 始 し た が,現 在 は50都 市 に セ ン タ ー を 増 設 し て い

　 る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク はATT等 の コ モ ン ・ キ ャ リ ア か ら 通 信 回 線 を リ ー ス し

　 て,デ ー タ と メ ッ セ ー ジ の 伝 送 を 行 っ て い る 。

　 　 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は あ ら ゆ る 種 類 の 端 末(CRT,テ レ ッ ク ス,　 TWX,ワ ー

　 ド ・ プ ロ セ ッ サ ー,そ の 他 の デ ー タ 端 末)か ら メ ッ セ ー ジ を 受 け て,受 信 フ ァ

　 ク シ ミ リ 端 末 に 伝 送 す る こ と が で き る 。 な お,伝 送 速 度 は9,600bpsま で で あ る 。

　 　 メ ッ セ ー ジ は ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ポ ー トま た は 専 用 ポ ー トを 介 し て 送 信 端 末 か

　 ら ロ ー カ ル ・ セ ン タ ー を 経 て 地 域 セ ン タ ー(ニ ュ ー ヨ ー ク,シ カ ゴ,ダ ラ ス,

　 ロ サ ン ゼ ル ス に 設 置)に 送 ら れ て 蓄 積 さ れ る 。 そ こ か ら,メ ッ セ ー ジ は デ ジ タ

　 ル 化 さ れ て 受 信 側 の ロ ー カ ル ・ セ ン タ ー に 伝 送 さ れ,フ ァ ク シ ミ リ に 適 応 す る

　 フ ォ ー マ ッ トに 変 え て 受 信 端 末 に 届 け ら れ る 。

　 　 Graphnetは 更 に 蓄 積 交 換 技 術 を 応 用 し て,デ ジ タ ル ・ レ コ ー ド ・サ ー ビ ス

　 も 提 供 し て い る 。 こ の サ ー ビ ス は ア メ リ カ の 主 要30数 都 市 に あ る ス イ ッチ ン グ

　 ・セ ン タ ー を 通 し て 提 供 さ れ て お り,ダ イ ヤ ル ・ イ ン ・ポ ー ト,専 用 ポ ー トの

　 い つ れ で も 利 用 で き る 。 そ の 伝 送 速 度 は56Kbpsま で 高 速 化 が 可 能 で あ る 。

　 　 Graphnetが 提 供 し て い る フ ァ ク シ ミ リ ・ サ ー ビ ス に は 速 度,プ ロ ト コ ー ル
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の コ ンバ ージ ョン と放 送(多 重 ア ドレ ッシ ン グ)機 能,そ れ に3つ の レベ ル囲

(急 送,通 常,運 送)の 配 信 が含 まれ て い る。

囲 　 急送 は4時 間 以 内 の配 信,通 常 は24時 間 以 内 の配 信,　 運 送 は いわ ゆ るオ

　 フラ イ ンで,受 信用 の フ ァク シ ミリ端 末 を持 た な い ユ ーザ ーに電 話 又 は郵 便

　 で 配信 す る。
●

　 1979年 にGraphnetはWUの 強 硬 な反 対 を排 し て,「FAXGRAM」 と呼 ば

れ る サ ー ビスの 認 可 をFCCか ら取 り付 け た 。 これ は 実 質 的 に は運 送 フ ァ クシ

ミリに よ る電 子 郵 便 で あ る。 同 社 の 説 明 に よれ ば,こ のFAXGRAMは ア メ リ

カ国 内の ど こか らで も,ま たIRCSを 介 して海 外 か ら も アク セス が で き,WU

な どの提供 して い る電 報 や 電子 郵便 の50%の 低料 金 で利 用 で き る との こ とで

あ る。

　 また,最 近 の ニ ュ ー スは,Graphnetが60の ノ ー ドを持 つ 全国 パ ケ ッ ト交

換 網 の 構 築 を ほ ぼ完成 した と伝 え てい る。 そ して,こ の ネ ッ トワ ークは 事 実上

ど の よ うな タ イ プの デ ータ通 信 装 置 もサ ポ ー トで きる との こ とで あ る。 もし,

この ネ シ トワ ークが完 成 す れ ば,ATTとGTE-Telenetの 両社 に と って は

由 々しい 問 題 と な る。何 故 か とい えば,ATTに と ってGraphnetの よ うな小

規 模 企業(1979年 の 総 売上 高 は2,800万 ドル)が,何 故ATT(研 究開発 予算

8億 ドル)のACSが 完 成 す る前 に,こ の よ うな ネ ッ トワー クを実現 で きるの

か とい う問題 を 提起 す る こ とに な る し,ま た,GTE-Telenetに とっ て もサ

ー ビス開 始 後5年 目 に して い まだ 利 益 をあ げ る こ との で きな い パ ケ ッ ト交 換 の

有 力 な 競争 相 手 が 出現 す るか らで あ る。

　 Graphnetの 主 な ユ ーザ ー は親 会 社 のGraphic　 Scanning社 の 製 品 や サ ービ

スの カ ス トマ ーで あ る場 合 が 少 くな い。 これ らの ユ ーザ ーには 銀行 保 険 等 の 金

融 機関,倉 庫 業,流 通 業,卸 小 売 業,コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ー,自 動 車 メ ー カ

ー ,運 送業,政 府 機 関 等 が 含 まれ て い る。 また,多 量 の書 類 を 送受 す る必要 の

あ る ユ ーザ ー もこの サ ー ビス を よ く利用 して お り,そ の中 には 法 律,医 療,販

売,興 行,広 告関 係 の 企 業 が 多 い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -58一
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4.カ ン タ ム ・サ イ エ ン ス 社

'

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

Quantum　 Science　 Corporation

1114　 Avenue　 of　 the　 Americas

New　 York,　 New　 York　 lOO36

1980年10月9日

Mr.John　 J.　 Brennan

　 　 Executive　 Vice　 President

Mr.Edgar　 J.　 Gladstone

　 　 Director

1.概 　 　要

　 カ ン タ ム ・サ イ エ ンス社(QSC)は,1961年 に 設立 され,米 国 お よび ロ ン ド

ンに 事務 所 を 持 ち,そ れ ぞ れ55名,25名 の 計80名 の スタ ッ フを擁 し て い る。

　 QSCに は,企 業 追 跡 を行 っ て い るMAPTEKと い うサ ー ビスが あ り、 これ が

当社 の 調査 の ベ ースで あ っ て,こ れ を ベ ース に活動 す る とと もに,こ の 情報 を 基

に マ ルチ ク ラ イ ア ン ト調 査,顧 客 向 けの 調 査 お よび経 営 コン サ ルテ ィ ン グを 実施

し てい る。

　 QSCに お い て,今 回 は コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビス 市 場 の 将 来 展 望,通 信 に関 し

ての 回線 開 放 の現 状 お よび見 通 し と,新 しい デ ータ通 信 サ ー ビ スに つ い て調 査 し

た。

2.詳 　 　 論

2.1　 コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス 市 場 の 展 望

　 コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス 市 場 は 次 の3つ の 分 野 に 分 け る こ と が 出 来 る 。

① 処 理 サ ー ビ ス ーTSS,リ モ ー ト ・パ ッ チ,・x'ッ チ 処 理,統 合 シ ス テ ム
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　 　 サ ー ビス

　 ② ソ フ トウ ェアサ ポ ー ト ー プ ロ グ ラム開 発,ソ フ ト ウェ アパ ッケ ージ作 成

　③ 　 装置 サ ポ ー ト ー ハ ー ド ウェ ア保守

　 処 理 サ ー ビス の中 の 統 合 シ ス テ ムサ ー ビス は 聞 きなれ な い言 葉 で あ るが,ミ ニ

コン ピ ュ ー タ,あ るい は プ ロ グラ マ ブ ル な ワー ク ステ ー シ ョン等 を製 作 し,ア プ

リケ ー シ ョ ン込 み で売 る もの で あ る。

　 上 記の3分 類 され た コ ン ピ ュー タサ ー ビス市 場 規 模 は,1978年 に おい て68

億 ドルで あ る。 そ して,年 平均 約15%の 増 加 が予 想 され,81年 に は97億 ドル,

84年 に は142億 に な る もの と推 定 さ れ てい る。(図 一9参 照)

　 　 　 　 　 　 　 15

二10

こ

9
)

rく　 5

0

1978 1981　 　　　　　　　　　　　　1984

]
　 　 処 理サー ビス

　 　 統 合 システムサー ビス部 分

}"・ ウ・酬 一・・一・・

]一 装 置 サポー・サー・・

図 一9　 コン ピ ュー タサ ー ビス市 場 予 測

　 市場 全体 と しての 伸 び が年 平 均 約15%で あ るの に 対 して統 合 シ ス テ ムサ ービス

は,1978年 で は わ ず か に2.1億 ドルで あ るが年 平 均 約22%の 増 加 が予 想 され,

81年 に は5億 ドル,84年 に は9億 ドルに な る もの と推 定 され,今 後の 重 要 な セ

ー ルス ポ イ ン トとな ろ う。
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　 コ ン ピ ュー タサ ー ビス 業 界 の 歴史 を 見

ると,1968年 ～73年 の形 成 発展 期,

74～78年 の 急 成 長 と統 合 期,79年 以

降 の市 場 飽 和 と激 しい競 争 期 に 分 け て考

える こ とが 出来 る。(図 一10参 照)

　形 成発 展 期 は,別 の言 い方 を すれ ば 混

乱 の 時 代 で あ り,大 小 さ ま ざ ま な業 者 が

この 分 野 参 入 して い た 時 期 で あ った。

　 急 成 長 と統 合期 は,例 えばTymshare

社,ADP社 が そ うで あ っ た よ うに,力

の あ る会 社 が 小 規 模 あ る い は財 政 不振 の

会社 を 吸収 ・合併 し,企 業 規 模 の拡 大 を

はか る とと もに,市 場 の急 速 に拡 大 した

時 期 で あ っ た。
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1968　　　　　　　　1973　　　　　　　　　1979　　　　　　　　1983

　 図 一10　 コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス 業

　 　 　 　 　 の 変 遷

　 現 在 は,市 場 飽 和 と激 しい競 争 期 で あ り,顧 客 数 が 限 られ てい る こ と,過 当競

争 に よ り,企 業 戦 略 と し で は,新 しい サ ー ビス の提 供 に よ って利 益 を追 求 しな け

れば な らな くな った 時期 に きて い る。

　 今 日,米 国 に お け る大 手 の コ ン ビ=・　一 タサ ー ビス 会 社 は,表 一4に 示 す とお り

で あ るが,こ こ で示 した12社 の 市 場 占有 率 は,合 わ せ て 撒程 度 で あ り,ハ ー ドウ

ェ アに お い て は,IBMが 全 体 の50%を 占有 し てい るの と比 べ れ ば,群 雄割 拠 の

状況 が 分か ろ う。

　 さて,こ の よ うな3つ の 時期 にお いて,ど の よ うな サ ー ビスが 重 要 で あ った か,

あ るい は重 要 で あ る と予想 され るか を 示 したの が図 一11で あ る。

　 い ずれ の時 期 に お い て も重 要 で あ るの は,企 業用 デ ー タベ ースお よ び政府 市 場

で あ る が,今 後重 要 に な るの は,DBMS,国 際 情 報 ネ ッ トワ ーク,シ ス テ ム コ

ンサ ルテ ィン グお よび 統 合 シス テ ム サ ー ビス で あ る。
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表 一4:コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス に お け る 上 位12社 の1978年 の 収 入

ベ　ン　ダ ー
コ ン ピ ュ ー タ

サ ー ビス収 入 ×

処 理
サービス収入 主要 サ ー ビス罧

IBM $455 一

SSS

ADP 307 307 CS

CDC/SBC 285 236 CS

CSC 282 150 CS

McAUTO 280 250 CS

EDS 232 205 CS

GEISCO 185 178 CS

SDC 142 31 SSS

TRW 121 40 SSS

BRADFORD
100 82 CS

NATIONAL

苦　 米 国 以 外 か らの 収 入 を 除 く

繰 ℃S－ コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス;SSS－ ソ フ ト ウ ェ ア 支 援 サ ー ビス

企業用弄 タ〈←ス

政 府市場

テ」タベース 管 理

システムサービス

国際 ネットワー ク

甲

シ ス テ ム

コンサルティング

統 合 シ ス テ ム

サ ー ビス

フ ァシリテ ィ

マ ネ ー ジ メ ン ト'

ネッ トワー ク

処 理 パ ワー

バ ッチ処 理

1968 1973 1979

重要度低い

重要度普通

重要度高 い

図 一11　 ベ ンダ ーサ ー ビス の重 要 度
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図 一12　 処 理 サ ー ビスの 市 場

・ ン ‥ 一 夕サ ー ・ス市 場 の 約 … 砧 め る処理 サ ー ・スに主 眼 を お い て考 察 す

る。

　 処 理 サ ー ビス の市 場 規 模 は 図 一12に 示 す ように,1978年 に お い て472億 ド

ル,81年 に は62億 ドル,84年 には81億 ドルに な る もの と推 定 され る。

　 こ の 内訳 は,バ ッチ,オ ノ ラ イ ノお よび統 合 シ ステ ムサ ー ビス に な るわ け で あ

る。

　 バ ッチ サ ー ビス は漸 減 と い う方 向 に進 もう。 この 理 由は2つ あ る。第1はIBM

4300シ リー ズの成 功 に 見 られ る よ うに低 価格 な コ ン ピ ュー タの 出現 に よ って,

社 内 バ ッチ シス テ ムで置 き換 え られ る もの で あ る。 第2は,バ ッチ処 理 か次 第 に

オ ン ラ イ ン化 され る傾 向 に あ る こ とて あ る。

　 オ ン ラ イ ンサ ー ビス市 場 は増 大 す る もの と見 られ る。 しか し なか ら,大 企 業 を

中 心 と して,社 内 オ ノ ラ イ ン シス テム の導 入 に よっ て一部 の ユ ーザ を 失 う こ とに

な る。 ま た,ユ ーサ か小 規 模 専用 シス テ ムを導 入 す る場 合 な どは,分 散 処 理 とい

う形 に な り,ユ ーザ 自体 か失 な わ れ るの て は な く,処 理量 の減 少 とい うこ とが 発

生 し よ う。
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　 1979年 にQSCが 大 企 業(フ ォー チ ュー ン500社)50社 を対 象 に行 った 調

査 で は,コ ン ピュ ータサ ー ビス会 社 へ の依 頼 業務 を社 内 シ ステ ム に移 行 させ る と

回 答 した社 が61%あ る。 ま た,従 来 い くつ か の 業 者 に依 頼 し てい た もの を,　 1

本 化 す る こ とに よ っ て割 引 きに よ る コ ス トを削 減 す る方 向 に あ る と回答 した 社 が

21%あ っ た。 この 申 で 金 融 お よび保 険 会社 は;社 内 シ ステ ムへ の移 行 傾 向 が高

い こと も判 明 し て い る。

　 統 合 シ ステ ムサ ー ビ スは,コ ンパ テ ィ ブ ル メ イ ン フレ ームあ るい は アプ リケ ー

シ ョン ソ フ トウ ェアを持 った統 合 ワ ー ク ステ ー シ ョン,ミ ニ コ ン ピ ュー タ シ ステ

ムを 製作 ・販売 す る こ と であ る。 この 市 場 は,1978年 に は2.1億 ドル程 度 で あ

る が,81年 に は5億 ドル,84年 に は9億 ドルと増 加 す る と推 定 され,今 後 ます

ま す有 望 な市 場 と考 え られ る。

　 統 合 シ ス テ ムサ ー ビス は,大 企 業 向 け と して は 図 一13に 示 す よ うな戦 略 に なり,

中 小 企 業 向 け と して は図 一14に 示 す 戦 略 が有 効 で あ る 。

　 コ ン ピ ュ ー タサ ー ビス業 界 に と っ て も う1つ の 目 玉 は,オ ン ライ ン デ ー タ ベ ー

ス市 場 で あ る。 この 分 野 は,1979年 に6、9億 ドルの 市 場 規 模 で あ るに す ぎ な い

が,84年 に は15億 ドル と2倍 強 に な る もの と推 定 され る。(図 一15参 照)

　 現 在 の オ ン ライ ン シ ステ ムの端 末 は 主 と して秘 書,事 務 員等 が操 作 し てお り,

利 用 され るデ ー タベ ース は 企 業 内の もの で十 分で あ る が,今 後は 管 理 者,専 門 職

が 端 末 を利 用 す る傾 向 に あ り,必 然 的 に参 照 す るデ ー タ ベ ース も外 部 か らの 情報,

例 えば経 済 情報'技 術 情 報 等 が 多 くな り有 望 視 さ れ て い る分野 で あ る。

　 コ ン ピュ ー タサ ー ビス業界 が 今 後 目 ざす べ き方 向 を要 約す る と次 の よ うに な ろ

う。

　 エ ン ドユ ーザ指 向 の 統 合 シ ス テ ム サ ー ビスが 有 望 な 市場 で あ る。IBMの よ う

な ハ ー ドウ ェ アメ ー カ もね らって お り.こ の 意 味 で は競 争関 係 に あ る。 しか し,

サ ー ビス業 者 は,従 来 か らエ ン ドユ ーザ に 接 して きてい る こ と ・す で に ネ ッ トワ

ークを持 ち ,全 社 的 な シ ステ ムへ の統 合利 用 が容 易 に サ ー ビス 出来 る環 境 に あ る。

ま た,企 業 別 の デ ータ ベ ース,共 通 デ ー タベ ースの サ ー ビス と い う形 を展 開 して
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図 一13:大 企 業 向 け の統 合 シ ステ ム サ ー ビスの 戦 略

ADP

　　 戦 略 　　 R&R;SMS

　　　　　　　　　 、 、 　 　 　 　 　OLS
　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 、 　、　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 、
　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 、 、　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　 、

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　、 、N

　　 　 　　 　 　　 　CALLDATA;XEROX

KEY:

　　 　 統 合 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン シ ス テ ム

　　 　 専 用 ミ ニ シ ス テ ム

●

　　 会　　　　社

「

部

1

エ ン ドユ ー ザ ー

ーー一一 統 合 ワー ク ス テ ー シ ョ ン

　　 図 一14:中 小 企 業 向 け の 統 合 シ ス テ ム サ ー ビ ス の 戦 略

　　 HUMAN　 RESOURCES

　　 AND　OTHER　 2.2%　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 TECHNICAL　 AND　SCIENT'1FIC　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 HUMAN　 PESOURCE

MANUFA(r'r'URING　 AND

　 　 　 DISTRIBUTION

　 　 　 GENERAし

　 1NFORMAT　 I　ON

　 LE)GAL　 AND

GOVERNMENr

Tlix　HN　I　CAL　 AND

SCIENTIFIC　 l.6%

EX　ONOMIC　 AND

FINANCIAL

　 　 64.9%

ECONOMIC

AND

FINANCIAL

　 48.5%

1979TOTAL-$690MILLION

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1984TOTAL-SLsBILLION

図 一15:オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 市 場
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きて お り,ハ ー ドウェ アメ ー カに 比 して,一 歩 進 ん だ有 利 な状 況 に あ る。

　 この意 味 もあ り,統 合 シス テ ム サ ー ビス が コン ヒ。三 一 タサ ー ビス業 者 に とって

次第 に重 要 な 市場 に な って い く と確 信 し てい る。

2.2　 デ ー タ通 信 市 場 の 展望

　 米 国 にお け る通 信 市 場 は,通 信 技 術の 発 展 と,法 規 制の 緩 和 の2要 素 が,新 し

い サ ー ビスお よび 端 末 装 置 市 場 に 変革 を もた らし て い:ると見 る こ とが 出来 る。

　通信技術の開発 と政府 の規 制緩和 は ・次 の よ うな新 しい通信 サ ービスを急速 に

拡 大 させ る こと に な った 。

　 ① 　 広 帯 域 通 信

　 ② エ ン ド トウ エ ン ド衛 星 通 信

　 ③ デ ィ ジ タル ネ ッ トワー ク 　 　 　 　　 ・

　 ④　 パ ケ ッ ト交換

　 そ して,IBMやXeroxの よ うな主 要 コ ン ピュ ー タあ るい は 事務 装 置 メ ー カが

新 しい通 信 サ ー ビス を開 発 し,従 来 の コモ ン キ ャ リ アと直 接 競 合 す る こ とに な っ

た。

　 これ に対 し て,AT&TはACSの よ うな 新 サ ー ビスへ の参 入 を進 める で あ ろ

う し,他 の通 信業 者,例 えば,GTE,　 United　 T ,elegommunications,Conti-

nental　 Telephone,ITT,SPCC,RCA,WU,ASC等 の 新 サ ー ビスへ の参

入 が 広 が っ て い くで あ ろ う。

(1)回 線 開 放

　 　 法規 制 に関 し ては ・上 下 院 ・連邦 通 信 委 員 会(FCC)に4.っ て 議論 ・検 討

　 が な され て い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '　 　 　 　 　 　 　 ・　 、

　 　 FCCは,80年4月 に第2次 コ ン ピュ ータ調 査 の 最 終 決 定 を発 表 した。また,

　 上 下 院 で は,1934年 の 通 信 法 の 改 正 に つ い ての 審 議 を 行 っ て い る。

　 　 FCCの 第2次 コ ン ピュ ー タ調 査 の要 点 は以 下 の 通 りで あ る。

　 ① ネ ッ トワ ー ク通 信 サ ービ スは,基 本 伝 送 サ ニ ビス と高 度 サ ー ビスに 分 け ら
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　 れ,高 度 サ ー ビス は規 制 対 象 外 とす る。

② 　 端 末 装置 は 規 制対 象外 で あ り,キ ャ リアは通 信 サ ー ビス料 金 と端 末 装 置 料

・金 を分 離 しな け れ ば な らな い。

③ 　 AT&TとGTEが 規 制対 象 外 の 通 信 サ ー ビ スお よび端 末 装 置 に 対 す る サ

　 ー ビスを 行 う場 合 に は,分 離 子 会 社 に よ らな け れ ば な らない。

④ 　 1965年 のAT&Tの ア ンチ トラス ト同 意 審 決 に関 し てはAT&Tが 規 制

　 対 象 外 の 端末 装 置 や 高度 サ ー ビスに 参 入 す る こ とを禁 止 して い な い と解 釈 す

　 る。

　 ま た上 下 院 で 審 議 され て いる通 信 法 の 改 正 案 は 次 の よ うな 内容 の もの で あ る。

① 　 伝送 サ ー ビス と端 末 装 置 の非 規 制化 に つ い て

② 規 制の 度 合 に よる キ ャ リアの 分 類 　 　 　 　 　 　 　 ・

③ 　 規 制対 象 外 市 場 で のAT&Tの 役 割

④ 　 衛 星 通 信 業 者 が ロ ー カル交 換 サ ー ビスの利 用 に 当 って支 払 うべ き料 金 に っ

　 い ての政 策

⑤FCCの 役 割

　 .この 中 で,キ ャ リアの 分類 と し て提 案 され て い るのは次 の3分 類 で あ る。

① 規 制 キ ャ リア

② 　 主 要 な規 制 キャ リア ーAT&T,GTE,Uni'ted・Telecorrimunications

　 Continental　 Telephone,　 Central　 Telephon&Utilities,Mid-Atlan

　 tic

③ 非 規 制 キ ャ リ ア ーMCI・Southern　 Pacific等

　 さ て,上 下 院 とFCCの 意 向 は,規 制 の緩 和 と い う方 向 で は 一致 してい る も

の の,未 解 決 な問 題 も残 っ てい る。 これ は以 下 の 事 項 で あ る。・

① 　 AT&T独 占の 規 制 サ ー ビス と新 しい非 規 制 サ ー ビス を行 う子 会 社 の 分離

　 を明 確 化 す る方 法

② 　規 制 サ ー ビス と非 規 制 サ ー ビスの 分離 の 時 期

　 ・F'CCの 第2次 コン ピ ュ ータ調 査 で は198'2年3'月 と しで い る。
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　 　 ・上 下院 の立 法 で は,5～10年 と して い る。

　 ③ 　 基 本 電 話料 金 を低 く保 つ イ ンパ ク ト。

　 　 ここ まで に ・法規 制 に 関 す る事実 を述 べ て き た が,QSCは,今 後の 見 通 し

　 を次 の よ うに 見 て い る。

　 ① 　 1934年 の通 信 法 は ・大半 が 放送 法 で あ る こ とか ら,一 部 改 正 とい う形 を

　 　 と り,全 面 的 な 書 き直 し に は な らな い で あ ろ う。

　 ② 　 新 しい キ ャ リアは,全 面 的 な許 可 の下 に,AT&TやGTEの よ うな従 来

　 　 の 業 者 と競 争 す る こ とに な ろ う。

　③ 　 AT&Tは,分 離 子 会 社 を通 じ て,コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・コ ミ ュニケ ーシ ョ ンサ

　 　 ー ビスを 提供 出 来 る よ うに な ろ う。

　 ④ 　 独 立 のCable-TV業 は 将 来 伸 び る で あ ろ う。

　 ⑤ ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェ アを統 合 す るエ ン ドトウエン ドの サー ビス が急 激

　 　 に伸 び るで あ ろ う。

　 ⑥MCIやSouthern　 Pacificの よ うな 小 さな 独 立 会 社 の 参 入 が容 易 に な ろ

　 　 う。

　 ⑦　 高度 サ ー ビスの料 金 は競 争 に よ って 下 るが,基 本 サ ー ビス の料 金 は上 が る

　 　 で あ ろ う。

　 ⑧ 従 来 の基 本 交 換 サ ー ビス の コ ス トは上 昇 し,SBS等 に よる衛 星 通 信 が コ

　 　 ス ト効 率 か ら代 替 と して有 効 に なろ う。

② 　通 信 サ ー ビス

　 　 通 信 サ ー ビスは,電 話,テ レ ッ ク ス/TWXの よ うな音 声/メ ッセ ー ジサ ー

　 ビ ス('V/M)と,コ ン ピュ ー タ通 信,電 子 郵便 の よ うな デ ータ/テ キス トサ

　 ー ビス(D/T)に 分 け る こ とが で きる。

　 　 V/M市 場 は,1978年 に お い て139億 ドルで あ るが,年 間 約10%程 度 の

　 上昇 が見 込 まれ,84年 に は254億 ドル にな る もの と予測 さ れ る。

　 　 またD/T市 場 は,78年 に お い て45億 ドルで あ るが,年 間 約15～16%程

　度 の 伸 びが 見 込 ま れ,84年 に は98億 ドルに な る もの と予 測 され る。D/T市
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場 で は特 に 電 子 郵 便 の 伸 びが 大 きい もの と見 込 まれ てい る。(図 一16参 照)

　 ま た,市 場規 模 を キャ リ アの 性格 か らみ たの が 図 一17で あ る。この 図 よ り明

らか な よ うに,従 来 か らの キャ リアの 収 入 の伸 び が年 間10～11%増 なの に対

し て,特 殊 通信 業 者(MCI,SBS等)の 伸 び が年 間34%で あ るの が注 目 され

る 。
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　 FCCに よ る回線 開 放 政 策 に よっ て こ こ10年 間 余 りの 間 に新 しい通 信サ ービ

ス が 続 々と誕生 した。

　 70年 に 大 都市 間 に マイ クロ ウエーブ網 を設置 す る こ とに よ る通信 サ ー ビス が,

MCIに よっ て開 始 され た。 さ らに,　 Southern　 Pacific　 Communications

Corp.(SPCC)が 同様 な サ ー ビス を開 始 した。 これ らの 会 社 は,70年 代 半 ば

に な っ てEXECUNET,　 SPRINTと い う形 で 交換 サ ー ビス が許 され るこ とに

な った 。

　 72年 に オ ープ ン ・ス カ イ ・ポ リシ ー と して知 られ る衛星 に よ る国 内 通 信 サ ー

ビスの 提 供 に関 して複 数 企 業 の 参 入 を導 入 した こ とに よ り,ア メ リ カ ン ・サ テ

ラ イ ト(ASC),RCA,ウ エス ダ ン ・ユニ オン等 の 衛星 通 信 業 者 の 仲 間 入 りを

した 。

　 また,パ ケ ッ ト交 換 技 術 を ベ ー ス と した通 信 サ ー ビス が,75年 にTelenet

に よ り開 始 され た。 ほぼ 同様 な サ ー ビス は,TSS業 者 で あ るTymshareに よ

って行 わ れ てい た が,77年 に な っ てTymnetと い う分離 子 会 社 と して独 立 し,

サ ー ビスを続 け てい る。

　 1980年 代 に な る と,エ ン ド トウエ ン ドの 衛星 通 信 がSBSに よ り,広 帯 域

無 線 を 利用 した通 信 がXTENと し てXeroXに よ り,さ らにAT&Tに よ・るメッ

セ ージ通 信 サ ー ビスで あ るACS,等 々が 登 場 す る こ とに な る。(図 一18参 照)
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図 一18:新 し い 通 信 サ ー ビ ス
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　 80年 代 に 登 場 して くる新 しい サ ー ビスの 中 で,XTENお よびACSに ついて

紹 介 す る。

　 XTENの 構 成 は 図 一19の よ うな もの で あ るが,そ の 特 徴 と して は,次 の も

の が あ げ られ る。

① 　地 上 マ イ ク ロ ウ ェー ブ機 能 を利 用 した256キ ロ ビ ッ ト/秒 の広 帯 域 サ ー ビ

　 ス に よ り,従 来 の 電 話 会 社 の ロー カ ル回線 を使 わ な い サ ー ビス で あ る。

② 　 XeroXは,ネ ッ トワ ー ク管理,ロ ーカ ル市 内 ノ ー ド,　 屋 上 ア ンテ ナお よ

　 び ユ ーザ サ イ トの 端末 装 置 を提 供 す る。

③ 　 200の 大都 市 地 域 へ の サ ー ビスが 提 案 され て い るが,最 初 の100都 市 に

　 サ ー ビスす るの に5年 は かか ろ う。

④ 　 高速 フ ァ ク シ ミリ(1秒/枚)に よ る文書 配 布 がXTENに と っ て最 優 先 の

　 アプ リケ ー シ ョンで あ る。 テ レ ビ会 議,デ ー タ/テ キス ト伝 送 サ ー ビス も提

　 供 され よ う。

　 XeroXに よるXTEN計 画 の次 の よ うな イ ンパ ク トを もた らす もの と考 え ら

れ る 。

SATELLITE

θ PRINCIPAL

CITY　 NODE

CITY　 A　 　 　,'"

謬 ふ

LOCAL　 NODE

、、、　　 CITY　 B

PRINCIPAL

CITY　 NODE

NETWORK

CONTROL
CENTER

CITY　 C

EARTH

STATION

LOCAL　 NODE

図 一19:XTEN(XeroX　 Telecommunications　 Network)の 構 成
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① 　 テ キス ト/デ ータ,グ ラ フィ ッ クお よび ビデ オ 通 信へ の 拡 大 はXeroXを

　 して フ ル シス テ ムサ プ ラ イ アの な る こ と を可 能 とす る 。

② 高速 ス タ ン ドア ロ ー ン型 コ ピヤ ーを 供給 して い る日 本 の業 者 に 対 して,優

　 位 な立 場 に立 つ こ と が 出来 る。

③ 　 1990年 に はXTENよ りの 収 入 は3～4億 ドル に な る もの と予 想 され る が,

　 主 要 な イ ンパ ク トは,XTENを 使 って動 く端 末 の 売 上 げ で あ ろ う。

④ フ ァク シ ミ リ市 場 の リー ダ シ ップを再 び取 り もどす の がXTENの 目標 で

　 あ る。-1～3秒/枚 の伝 送 が 可能 とな る。

　 ACS(Advanced　 Communications　 Service)は,1978年 に新 しい通 信

サ ー ビス と してFCCへ 認可 申請 が 出 さ れた が,79年 に な っ て,ハ ー ドウ ェア

お よび ソ フ トウ ェ ア上 の トラ ブ ルか ら,申 請 が 取 り下 げ られ たい きさ つ を持 っ

てい る。

　 ACSの 概 略 は次 の とお りで あ る。

① 　 ユ ーザ が デ ー タ通 信 網 の開 発 お よび運 用 を簡 単 に 出 来 る よ うに した パ ケ ッ

　 ト交 換 網 で あ る。

② 　 ACSは 他の 網 に 比 して柔 軟 性 を持 っ てお り,エ ミュ レ ー シ ョン モ ー ドに

　 よ る端 末 の接 続 は,多 くの 端 末 あ るい は コン ピ ュ ータへ の ア クセ ス を可 能 に

　 す る。

③ 　 1987～88年 に は,50～100の ノ ー ドが完 成 し,収 入 は5億 ドルに な ろ

　 う。

④ACSはTymnet,Telenetの よ うなVACと 競 合関 係 に あ り,こ れ らの

　 市 場 を お び やか す。 しか し,ACSの 遅 れ はVACの 進 出 を許 す こ とに な ろう。

　 ACSは,　 FCCの 第2次 コ ン ピ ュLタ 調 査 の 最 終 決定 で は 高度 サ ー ビス に

位 置 づ け られ てお り,AT&Tは 分 離 子 会社 に よっ て しか サ ー ビス が 出来 ない 。

この 子 会社 分離 策 はBaby　 Bel1と い うニ ック ネ ー ムの 会 社 設 立 とい う形 で準

備 が進 め られ て い る。
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調 査期 日:

面 接 者

5.米 国連 邦 通信 委 員会

Federal　 Communications　 Commission

1919MStreet　 N.　 W.　 Washington　 D.C .20554

1980年10月10日

Mr.William　 Ginsberg

　 　 Deputy　 Chief　 of　 Common　 Carrier　 Bureau

Mr.　 James　 K.　 Smith

　 　 Legal　 Assistant　 of　 Chief,　 Common　 Carrier　 Bureau

1.概 　　要

　 米国連邦 通信委 員会(FCC)は 大統 領の指揮監督か ら独立 した行政委員 会で,

次の よ うな権限 を持 っている。

　① 電信 電話産業 と放送 に関 する最 高の監督権

　② 規 則を制定 す る準立法 的権 限

　③ 免許 の付 与 ・更新 な どに関 して聴聞を行 い,事 実を認定 し,裁 定を下す準

　　 司法 的権限

　 FCCの 委員 は,上 院の助言 と同意 を得 て大統 領が任 命する。任 期は7年 で7

名の委 員に よ り構成 され,委 員長 は大統 領が指 名する。現 在 はD.フ ェリス氏 が

その 職に ある。

　 委員は次の資格 要件 を満た す もの でなけれ ば な らず,4名 を こ える委 員が同 一

政党 であ っては な らない。

　①　米国市民 であ るこ と。

　② 　通信機器 の製造 ・販 売 ・証券の取 得などを通 じてFCCが 規 制 する事業 と

　　財務 的関係 を持 ってはな らない こと。

　 FCCの 基本姿勢 は,で きるだけ関連 業界の競争 を盛 んに して,ユ ーザに革新

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一73一



的 な サ ー ビ スが低 廉 に 提供 され る よ う な環境 を作 り出 す こ とで あ る。 以 下,こ の

基 本 姿 勢 を背 景 に し て,FCCが 最 近 実 施 した 各種 の 施 策 とその 反 響 につ い て述

べ る こ ととす る。

2.詳 　 　 論

2.　1　 第2次 コン ピ ュー タ調 査 の 最終 決 定

　 アメ リ カで は 公衆 電 気通 信 事 業 者 は,FCCま た は州 公益 委 員会 の管 轄 下 に お

か れ,公 益 規 制 を受 け て い るが.一 方,デ ータ処 理 事 業 は 自由競 争 下 に お か れ,

公益 規 制 を受 け てい な い 。

　 と こ ろが,コ ン ピ ュ ータ と通信 回 線 を結 ん だ デ ー タ通 信 の 出現 に よっ て,非 規

制 の 「デ ータ処 理 」 とい う看 板 の もとに,デ ー タ処 理 業 者 が規 制 下 にあ る 「通 信」

の 分野 に まで 入 り込 ん で くるに及 び,通 信 業 者か ら"ク リーム ・スキ ミ ング"を

す るの は公 正 で な い と ク レームが 出 され た。

　 一方,デ ー タ処 理 業 者 か らは,通 信 事業 で も通 信 サ ー ビス提 供 の た めに コ ン ピ

ュ ータ を利 用 す るが,こ れ が何 時 で もデ ー タ処理 サ ー ビスの 提 供 手 段 とな り,し

か も,通 信 業 者 は独 占 な い し規 制 分野 で 得 た 稼 ぎ を競 争 分 野 に注 ぎ こん で,有 利

な 条件 で競 争 市 場 に参 入 で き る。

　 以 上 述 べ た よ うな問 題 提 起 が 行 われ た 。

●

2.　1.1　 第1次 コ ン ピ ュー タ調 査

　 FCCは この よ うな 問 題 に対 処 す る た め,1966年 に 「第1次 コン ピ ュ ー タ調

査 」を 開 始 し,関 係 者の 意 見 聴 取 な どを経 て,1970年 に 「仮決 定 」,1971年

に 「最 終 決 定 」 を 行 っ た。

　 この 決定 に よ り,FCCの 規 制対 象 と され る 「通 信 サ ー ビス 」 と規 制 対 象 と さ

れ な い 「デー タ処 理 サ ー ビ ス」 との区 別 が明 確 に され ・公衆 通信 事業 者 は完 全 に

分離 した 子 会社 を通 す以 外 に は 「デ ー タ処 理 サ ー ビス 」を提 供 す る こ とは で き な

い こ と とな った。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囲　
FCCは この 決 定 に お い て,「 デ ー タ処理 」の基 本 概 念 を定 義 した が,　 この

定 義 の中 に 「混 合 サ ー ビ ス 」 と い う概 念 を導 入 し,「 通 信 」 と 「デ ー タ処 理 」 と

を結 合 した サ ー ビス に つ い ては,ど ち らが 主 で,ど ら らが 従 か に よっ て,「 通 信」

か 「デー タ処 理 」 か に区 別 し,疑 わ しい もの に つい て はFCCが 個 別 に 審 査 す る

こ と と した。

`

2.1.2　 第2次 コ ン ピ ュー タ 調 査

　 FCCは 上 記 の ご と く,第1次 コン ピュ ー タ調 査 の 最 終 決 定 を 行 うこ とに よ り,

コ ン ピ ュ ータ技 術 と通 信 技 術 の 融 合 に 対 処 して きた が,そ の 後 の め ざ ま しい技 術

革 新,と りわ けLSI技 術 の 進 歩 に伴 って,通 信網 や端 末 ま で も処 理 能 力 を持 つ

よ うに な り,デ ー タ処 理 と通 信 の 境 界 が ますま す あ い まい に な っ て きた 。 そ こで

1976年 か ら第2次 コ ン ビ。ユ 一夕調 査 を開 始 し,こ の よ うな新 しい 事態 に対 処 す

る こと と した 。

　 第2次 コ ン ピュ ー タ調 査 で は,ま ず 「デ ー タ処理 」の 概 念 を次 の よ うに定 義 す

るこ と と した。

　 "情 報 の電 子 的 な処理 で あ っ て,① 入 力 情報 の 内容 また は 意 味 が 変 換 され る も

の あ る い は,② 出 力情 報 が 入力 情報 に 対 す る プ ログ ラムに 基 づ い た応 答 とな って

い る もの"

　 こ の新 しい定 義 に よれ ば,「 デ ータ処 理 」は 次の3つ の 基 本 的 な タイ プに 分 類

され,こ れ らの業 務 を含 む サ ー ビスを 通 信 業 者 が提 供 す る場 合 に は,「 分 離 子 会

社 方 式 」 に よる こ とが必 須 条件 と な る。

　 ① 　 演 算 処 理 一 一般 商 業会 計,在 庫 管 理,銀 行 業 務,財 務 お よび計 量 モ デ リ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ン グ,科 学 計 算 。

　 ②　 言 語 処 理 一 会 話 型 情 報 検 索 シ ステ ム,経 営 情 報 シ ステ ム,テ キ ス ト編 集,

囲 　 FCCは デ ー タ処 理 と い う概 念 を,情 報 の処 理 の ため に コ ンビ 、、.一夕 を使 用 す る こ と であ り,

　 回線 交 換 又 は メ ッセ ー ジ交 換 とは異 な る と間接 的 に定義 した 。
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　　 　 　 　 　　 　 　 翻訳,活 字 組 版 。

　 ③　 プ ロセ ス管 理

　　 　 　 　 　　 一 原子 力 発 電 所,自 動 工 作 機 械,火 災 報 知 シ ステ ム な どの 継 続

　　 　 　 　 　　 　 　 的 な プ ロセ ス監 視 制 御 。

　 FCCは この 定 義 に よ って 「デ ータ処 理 サ ー ビス 」 と 「通 信 サ ー ビ ス」 との 間

に境界 線 を引 けば,従 来 の 「混 合 サ ー ビス」 とい う概 念 は 不要 に なる と考 えた。

　 なお,FCCは こ の第2次 コ ン ピ ュ ータ調 査 に よ って,単 純 な メ デ ィ ア変 換 以

外 の 高 度 な ユ ーザ 宅 内 設 備 を,通 信業 者 が 公衆 通 信 サ ー ビス と し て提 供 す る こ と

を認 め るべ きか,も し認 め る とす れば,そ の 場 合の 条 件 は ど うす るか 。 ま た1956

年 の 同 意 審 決 問 題 の 取 扱 い,通 信 法 の あ り方 な ど に つ い て も,関 係 団体 の 意 見 を

求 め る こ と と した。

　 この 意 見 照会 に対 し,通 信 業 界,デ ー タ処 理 業 界,機 器 メ ー カ,ユ ーザ 団体,

政 府 機 関 等 か ら,約3,000頁 に わ た る コ メ ン トや提 案 がFCCに 提 出 され た。

　 これ らの 意 見 を も とに して,FCCは1979年5月,第2次 コン ヒ。ユ一 夕調 査

に関 す る
.「仮 決 定 」 を行 い,再 度,上 記 団体 に意 見照 会 を行 った う え,1980年

4月7日,7名 の 委 員 の うら,賛 成5,一 部 反 対2で,「 第2次 コ ン ピ ュー タ調

査 の最 終 決 定 」 を 行 った 。 そ の 概要 を 述 べ る と次 の とお りで あ る。

① 　 ネ ッ トワ ーク ・サ ー ビス を 「基 本 伝 送 サ ー ビス」(Basic　 Transmisson

　 Service)」 と 「高 度 サ ー ビ ス(Enhanced　 Service)」 と に分類 し,「 基 本 伝

　 送 サ ー ビス 」に 対 して は,通 信 法 に基 づ く公衆 電 気 通 信 と し ての 規 制 を行 う。

② 　 公衆 通 信 事 業 者 が 提 供 す る 「ユ ーザ 宅 内 設 備 」 は 基本 サ ー ビ スか ら切 離 して

　 す べ て公 益 規 制 か ら外 す。

③　 ATTお よびGTE以 外 の 公 衆 通 信 業 者 は,「 基 本 伝 送・サ ー ビ ス」　 「高度 サ

　 ー ビス 」 お よび 「ユ ーザ 宅 内 設 備 」 をす べ て提 供 で きる。

④ 　 ATTお よびGTEは 「基 本 伝 送 サ ー ビス 」以 外 の サ ー ビス を 分離 子 会社 を

　 通 して提 供 で き る。

⑤ATTは1956年 の 同意 審 決 に よっ て,「 高 度 サ ー ビス」 ま た は 「高 度 宅 内
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　 設 備 」の 提 供 が 禁 じ られ る こ とは な い と解 釈 す る。

⑥ 　新 制 度 の移 行 は1'982年3月1日 とす る。

2.1.3　 最 終 決 定 の 特 徴 と意 義

　 今 回 の"最 終 決 定"の 大 きな特 徴 と し ては,ま ず 第1に 非規 制 の 範 囲 を拡 大 し

た こ とで あ る。 規 制 の 対 象 で あ る 「基 本 伝 送 サ ー ビス 」は 公衆 通信 業 者 が 情 報

(音 声,デ ー タ.画 像等)の 伝 送 能 力 を提 供 す るサ ー ビ スで,ア ナ ログ また は デ

ジ タ ル伝送 の た めの,い わ ゆ るパ イ プ ・ライ・ン に限 定 した。 そ して,そ の 他 の 伝

送 サ ー ビスは す べ て 「高 度 サ ー ビス 」 と して規 制 の 対象 か ら外 し,従 来 の 「通 信」

か 「デ ー タ処 理 」か の あ い まい な概 念 に よる分 類 を や め るこ とに し てい る。

　 ま た,宅 内 機 器 を す べ て規 制 の 対 象 外 と し,基 本 サ ー ビスの コス トか ら切 り離

した こ と も特 筆 に 価 す る。 これ に よ っ て ユ ーザ は宅 内 機器 の 提供 業 者 を 自 由に 選

ぶ こ とが で き,電 話 機 の コス トも業 者間 の 競 争 の 激 化 に よ り,現 在 の最 低料 金

30ド ルが10ド ル以 下 に引 き下 げ られ る と予想 され てい る。 ユ ーザ は電 話機 を購

入す るか リー スす る こ とに な る が,月 額 レ ン タ ル料 の60セ ン トを 支払 うよ りは買

取 りを選 ぶ こ と に な るで あ ろ う。

　 第2の 特 徴 と して 分 離子 会社 方 式 に つ い て はATTとGTEの2社 の み を特 別

扱 い した こ と であ る。 この た め,そ の 他 の通 信 業 者 は規 制,非 規 制 双 方 の サ ー ビ

スを 自由 に 提 供 で き る こ とに な った。

　 そ して,FCCは 親 会 社 と子会 社 の 分離 を最 大 限 に 行 うこ とを要 求 して,次 の

よ うな行 為 を禁 じ て い る。

　 ① 　 施 設,設 備,現 金 の 親 会社 か らの 投 入

　 ② 　 ソ フ トウ ェア の共 同 開発

　 ③ 　 事務 所 や コ ン ピュ ー タ室 の 共 同 利 用

　 ④ 　 運用,営 業,保 守 の 共 同作 業
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　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 (注1)
　 しか し,最 大限 とは い う もの の,議 会 や 司法 省 の 意 図 してい る ほ ど シ ビ アな も

の で は な く,子 会 社 が そ の親 会 社 よ り設 備 を他 よ り有 利 な条 件 で リ ース しな い こ

とを 守 れ ば 十 分 で あ る と考 え てい る模 様 で あ る。

　 FCCが この よ うな 配 慮 を して い る背 景 には,基 幹 キ ャ リア に よ る独 占 の弊 害

を除 去 す る こ とを意 図 しな が らも,一 方 で,彼 らの もつ 強 大 に して優 秀 な技 術 力

が 麟 処理 サ ービスの発展 には不 可欠 であ 碧2)と い う判断が働 い てい る。

　 第3の 特 徴 は,コ ン ピ ュ ータ と コ ミュ ニ ケ ーシ ョンの 融 合 とい うこ の 大問 題 に

対 して,FCCが よ くい えば積 極 果 敢 に,悪 くい えば 独断 専行 で 取 り組 ん で い る

こ とで あ る。

　 後 述 す る ご と く,議 会 で は この 問 題 に 対 処 す るた め,現 在,通 信 法 改 正 の審 議

が難 航 を重 ね て お り,一 方,司 法 省 で も独 禁 法 との 関 連 で,目 下 裁 判 が進 行 中 で

あ る。

　 ま た,FCCの 政 策 に 対 し て関 連業 界 は 甲論 乙 ば くで,容 易 に コ ン セ ンス が 得

られ そ うも ない し,肝 心 のFCCの 中 に も強 硬 な反 対 意 見 を述 べ て い る委 員 がい

る。

　 この よ うな 情 勢 に もか か わ らず,実 施 時期 まで付 し て今 回 の最 終 決定 が下 され

たが,そ れ が 本 当 に 最終 的 な決 着 を み る た めに は,議 会 での 議決,最 高 裁 での判

決 を経 な けれ ば な らない よ うな問 題 を 数 多 く抱 えて いる 。

'

2.1.4　 最 終決 定 に対 す る 各界 の反 応

(1)　 ATT

　　 今回 の 最 終 決 定 に よ り,当 面 一 番 影 響 を受 け るATTは,ベ ル ・シ ス テム が

■

(注1)通 信 法 改 正 を 審議 し てい る議 会 や,ア ンチ トラス ト裁 判 を係争 中 の司 法 省 は,ATTに

　 　 　 対 し ベル研 究 所 や ウ エス タ ン ・エ レク トリック も完 全 に分 離 す る こ とを要 求 す る見込 である 。

(注2)事 実,ATTの ベ ル研 究所 は,民 間 企 業 と しで は,世 界 で も最高 の 部類 に 属 す る研 究機

　 　 　 関 であ り,従 来 もア メ リ カの 国防 と産業 に 対 して,多 大 の貢 献 を果 た し た実績 を持 つで

　 　 　 い る。
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　 高度 サ ー ビス と端 末 設 備 を 自由に 販売 して,急 速 な成長 の 見込 まれ る デ ータ 処

　 理 市 場 で 競争 がで き る よ うに な った こ とを歓 迎 し ている 。 しか し,次 の よ うな

　 事 項 に つ いて は納 得 で きな いの で,再 検 討 す る よ うFCCに 要 望 書 を提 出 し て

　 い る。

　 ① 音 声 に よ る蓄 積 転 送 機 能(た と えば メ ール ・ボ ッ クス)は 高 度 サ ー ビスの

　 　 範 らゆ うに 入 れ て い るが,基 本 サ ー ビス と してATTの 本 来 業務 に 含 め て ほ

　 　 しい 。

　 ② 親 会社 と子 会 社の 分 離 条件 が 厳 し過 ぎ るの で緩 和 し て ほ し い。 た とえば ソ

　 　 フ トウ ェアの開 発 な どは 共 同 で や らざるを 得 な い。

　 ③ 子 会 社 に も伝 送 設 備(た と えば,開 発 申 のACS)を 自 ら設 置 し,所 有 す

　 　 る こ とを認 めて ほ しい。

　 ④1982年3月 の 実 施時 期 を もっ と先 に 延 ば し て ほ し い。 た と えば 子 会 社 に

　 　 移 管 予定 の10億 ドル を越 え る端 末 設 備の 資産 評 価 だ け で も,物 理 的 に 実 施 困

　 　 難 で あ る。

{2)　 GTE(Genera1　 Telephone&Electrics)

　 　 最 終 決 定 に よっ てATTと 同 等 の取 り扱 い を受 けたGTEは これ に 強 く反発

　 して,次 の よ うな 反 対 意 見 を述 べ て いる。

　 　 GTEの 市 内交 換 局 の 半 分 以 上 が1,000未 満 の 加 入者 しか 収 容 し て いな い小

　 規 模 局 で あ る。GTEが 住 宅 電 話 の50%以 上 を収 容 し てい る の は 僅 か4つ の

　 地 方 都 市 に過 ぎ な い。GTEの 専用 料 収 入 は業 界 全 体 の せ い ぜ い5%で,電 話

　 収 入の トー タ ルがATTの 利 益 に しか 匹 敵 しな い。 した が っ て,企 業の ス ケ ー

　 ルがATTに 比 し,格 段 に 小 さ く,同 列 に扱 わ れ るの は ま こ とに 心外 で あ る 。

　 GTEは 企 業 分離 の ル ー ルに は絶 対 に従 が えな い 。

　 　 ま た,ATTや 独 立 系の 電 話 会 社 と と もに端 末 設 備 を2年 間 で 分 離 し て開 放

　 す るこ とは,余 りに も短 か す ぎ る,と 反論 してい る。

(3)　 CCIA(Computer&Communications　 Industry　 Association)

　 　 FCCの 最終 決 定 に対 す るCCIAの コ メ ン トは,ATTが 独 占 市場 と競 争
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　市 場 の活 動 を完 全 に 分 離 す るこ とに 反 対 して い る点 に その 矛 先 を向 け て い る。

　 ATTが その 子 会 社 に 対 して サ ポ ー トす る可能 性 の あ る販 売,製 造,研 究開 発

　活 動 を組 織 的 に 分 離 す る よ うFCCは 命令 す べ きで あ る,とCCIAは 主 張 し

　て いる。

　　 そ し て,子 会 社 に対 してATT以 外 の 資本 を 一部 導 入 す る こ と を強 く要 望 し

　 てい る。 外部 か らの 資本 参 加 を認 め るこ とに よ り,親 会 社 か ら子 会社 に 資金 援

　助 を 行 っ て不 当 競 争 を行 うこ とを 有効 に チ ェ ック で きる か らだ,と い うの で あ

　 る。

　　 ま た,CCIAはFCCの 最 終 決 定 が,ATTの よ うな 巨大 通信 業 者が 自 由 競

　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　 囲　

争 の デ ー タ処 理 市 場 に 参 入す る こ とを 禁 止 した1956年 の 同 意 審決 に抜 け 道 を

　作 ろ うと し てい る,と 非 難 して い る。

　　 CCIAの ビ ッ ドル 会長 は 「tFCCの 最 終 決 定 に よっ て,デ ー タ処 理 市 場 が 重

　 大 な 脅威 に さ らされ る だ け で な く,国 の 独 占禁 止 に 対 す る基 本 姿 勢 が崩 れ る こ

　 と も危惧 され る"と 主 張 し てい る。

　　 CCIAはFCCに 対 し て,こ の よ うな 反対 意 見 を述 べ る と と もに,コ ロ ン ビ

　 ア州 の高 等 裁 判 所 に 提 訴 して,ひ この 問 題 は 裁 判 で解 決 す る こ とが 関係 者 す べ

　 ての 利 益 に な る"と 述 べ てい る。

〔4)司 法 省

　　 1956年 の 同意 審 決 に つ い て は,司 法 省もttFCCが 法律 的 に,不 当 な解 釈

　 を 下 す こ とは 同 意 で きな い。 もしFCCが 同 意 審 決 を修 正 すべ きで あ る,と 信

　 じるな らば,そ れ を 正 式 に修 正 す る よ う裁 判 所 に 提 訴 す べ きであ る"とFCC

　 に勧 告 し てい る。

●

'

囲 　 1956年 の 同 意 審 決 とは,ATTと 司 法省 との 間 の 合 意 事 項 で あ る が,司 法 省 は法 廷 で,

　 通 信 市場 にお い て,ATTは 独 占禁 示法 に違 反 し た行 動 を行 っ て いる としで,100%の 株 を

　 保 有 して い る ウ エス タ ン ・エ レク トリッ ク社 を 分 離 す る よ う主 張 し た。 これ に対 しATTは

　 ウエ ス タ ン ・エ レク トリッ ク は現 状 の ま ま とす る こ とを交 換 条 件 と しで,規 制 さ れた通 信 サ

　 ー ビス しか提 供 しな い こ とに 同 意 した。

一80一



、

(5)　 FCCの 委 員

　 　 今 回 の 最 終 決 定 が賛 成5.反 対2で 裁決 され た こ とに も見 られ る よ うに,F

　 CCの 内部 に も強 硬 な反 対意 見 を述 べ る委 員 が い る。

　 　 委 員の 一 人 で あ るJ.フ ォガ ーテ ィ氏 は,最 近 公 式 の 場 で 次 の よ うに主 張 し

　 て い る。

　 　 FCCは 競 争 を奨 励 し よ う と余 に も熱心 にな るあ ま り,現 在 の 法 律 の 定 め た

　最 高の 責 任,つ ま り公共 の 利益 を 守 り,こ れ を推 進 す る こ と を見 失 お う と し て

　 い る。 公共 の利 益 とい うの は通 信 の最 終 ユ ーザ の 利 益 で あ っ て,個 々の 競 争 会

　 社 の 私 的 利 益 で は な い。

　 　 フ ォガ ー テ ィ氏 に よれば,FCCの 分離 政 策 は,分 離 に よ るメ リ ッ トは既 に

　 疑 う余 地 の な い実績 が あ る の に対 し,統 合 の メ リッ トは証 明 ので き な い仮 説 で

　 あ る,と 頭 か ら きめ てか か っ て い る と批 判 して い る。

　 　彼 が指 摘 す るの は,FCCの 分離 政 策 が,ま さ に スケ ー ル ・メ リ ッ トが 一番

　効 果 を発 揮 す る 分野 に 集 中 して,適 用 され よ う とし てい る点 で あ る。

　 　要 す るに,今 回 の 最 終 決 定 は,一 部 の 競 争 者に対 して基 幹 キ ャ リア と完 全 な

　 競争 をす る こ と を守 っ て や り,そ の 過 程 で,公 共 の 利 益 を もた らす 統 合 の メ リ

　 ッ トを犠 牲 に す るこ とで あ る。 こ の こ とは,競 争 の 推進 策 が,一 部 の 競争 者 を

　 自由 に す るが,残 りの 競 争 者 に 足 か せ をは め る とい う皮 肉 な 結 果 を もた ら して

　 い る,と 彼 は主 張 し てい る。

2.1.5　 最 終 決 定 の変 更

　 FCCは 最終 決 定 を修 正 して ほ しい,と い う請 願 の 包囲攻 撃 を 受 け るに及 び,

先般 問題 点 を再 協 議 した 結 果,1980年12月,最 終 テ キ ス トを発 表 し て次 の よ う

な最 終 決 定 の変 更 な い しは 再 確認 を行 った。

(1)　 GTEの 取扱 い

　 　 非 規 制 ど な る端末 設 備 や高 度 サ ー ビス を提 供 す るた めの 分離 子 会社 を作 らせ

　 る とい う方 針 はATTに だ け限 定 し,GTEに 対 す る適用 は撤 回 した 。 そ れ は
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　 GTEの 事 業 規 模 がATTの それ に比 較 して は るか に小 さ く,設 備 の 利 用 や 通

　 話 料 金 を コ ン トロー ル す るだ けの 力 を持 って い な い,と 判 断 した か らで あ る。

　 　 なお,こ の 変 更 はFCCの 委 員7名 の う ち賛 成6,反 対1の 圧 倒 的 多 数 で 決

　 定 され た。

(2)伝 送 設 備の 所 有

　　 ATTの 分離子 会社 に伝送設備 の所有 を認 めるか どうかに ついては,従 来 の

　方 針 どお り認 め な い こ とに した。 これ は 高度 サ ー ビスを 提 供 す る あ らゆ る 業 者

　 が,伝 送 設 備 に 公 平 無 差 別 に ア クセ スで き る よ うにす るた めで ある。

　 　 しか し・子 会 社 は共 通 の ビジ ネス ・エ リア にあ る複 数 の ビル間 で サ ー ビス を

　提 供 す るた めの ひ設 備"の 所 有 は認 め られ た 。 つ ま り,子 会 社 は ローカ ル ・エ

　 リ ァの ネ ッ トワー クを 自社 の 設 備 で提 供 で きる よ うに な った の であ る。

(3)端 末 設 備 の開 放

　 　 あ らゆ る端末 設 備 を1982年3月1日 まで に開 放 す る決 定 に つ い て も大 幅 な

　 修 正 が行 われ た。 開 放 の対 象 と な る 端末 設 備 は1982年3月1日 以 降新 設 され

　 る もの に限 定 し,既 存 の 端 末 設 備 を どの よ うに 開 放 す るか につ い て は,今 後 更

　 に調 査 して検 討 す る こ とに な った。

　 　 これ は キャ リアの 市 外(州 際)料 金 の コス トか ら端 末 設 備 の コス トを 切 り離

　 して,収 入 の減 少 分 を市 内料 金 で 回 収 す る とな れ ば,こ の 作 業 は,と て も短 期

　間 で は 実行 不 可 能 で あ る,と 判 断 した た め で あ る。

　 　 1970年 にお け る ベ ル ・シ ステ ム の 端末 設 備 関 係 の 収 入 は,約44億 ドル とい

　 う膨 大 な額 で あ り,こ の うち14億 ドルは 市 外 通 話 関 係 に,残 り30億 ドルは市 内

　 関 係 に割 りふ っ て い る。端 末 設備 収 入 を 切 り離 す と す れば,州 と連 邦 との 税 収

　 配 分 とい う厄 介 な 問題 が派 生 して くる の で,今 後 州 と連 邦 と の 合同 委 員 会 に よ

　 る審 議 が 必要 に な る と 予想 され てい る 。

(4)高 度 サ ー ビス と基 本 サ ー ビスの 区 分

　 　 ATTが 主 張 した ネ ッ トワー クの 蓄積 転 送 機 能 を 内蔵 した サ ー ビ ス(例 えば

　 CustomCalling皿)は 高 度 サ ー ビス で あ る こ とを再 確認 した。
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　 　 これ らの サ ー ビス を基 本 サ ー ビス とすれ ば,高 度 サ ー ビス との 境 界線 を根 底

　か ら くつ が えす こと に な る と し て,時 報 や天 気 予報 と類 似 の サ ー ビス で あ る と

　 い うATTの 主 張 を退 け た 。

　 　 また,こ れ らの サ ー ビス を効 果 的,普 遍 的 に 提供 す るた めに は,統 合 され た

　基 本 サ ー ビス の 一部 と しな けれ ば な らな い,と い うATTの 主 張 に 対 して も,

　根 拠 が薄 弱 で あ る と して採 り上 げ なか った。 これ に伴 って 親 会 社 と子 会社 に よ

　 る ソ フ トウ ェアの 共 同開 発 を認 め な い とい う従 来 の方 針 も再 確 認 され た。

　 　 しか し,基 本 サ ービス の 提 供 しか で きな いATTで も,一 定 の 条件 の下 で 高

　度 サ ー ビス が 提供 で きる特 認 措 置(waiver)の 道 を開 くこ と と した。特 認 措 置

　の 適 用 さ れ る 一定 の 条 件 とは,分 離 子 会社 に よ って 高度 サ ー ビス を提 供 す る こ

　 とが ①ATTや そ の加 入 者 に"不 合理 な料 金"を 強 制 す る。 ②"技 術 的 に 不可

　能"で あ る。 ③tt過 渡 的 な要 素"を 含 ん で いる 。④ 国 の 安 全 を脅 か す,と い う

　 4つ の 条 件 を指 し,FCCが その い ず れか に該 当 す る と認 定 した 場 合 に は,い

　つ で も親 会社 た るATTに,サ ー ビスの 提 供 を肩 代 りさ せ る こ とに した。

　 　現 在,ATTは 後述 す る よ うに い くつか の 高度 サ ー ビスの 提 供 を計 画 し てい

　 る。 しか し,分 離 子 会社 は1982年 の3月 まで に発 足 す る こ とに な って い るの

　で,そ の間 は これ らの サ ー ビスを提 供 す る こと はで きな い。 そ こで工 夫 され た

　の が③ のtt過 渡的 要 素"で,こ の 条件 に よ ってATTは 分離 子 会社 め発 足 以 前

　に,直 接 高 度 サ ー ビス を提 供 す る こ とが で きる よ うに な った 。

　 　そ の うえ,更 に① の 条件 を援 用 し て,子 会社 に サ ー ビス を移 す こ とは,余 り

　 に も コス トが割 り高 に な る と説 明 す れ ば,引 き続 きATTが これ らの サ ービ ス

　の 提 僕 を続 け る こ とも不 可 能 で は な くな った。

　 　 しか し,こ れ らの 特 認 措 置 に つ い て は,当 然 の こ と なが らATTの 競争 相手

　 か ら激 しい反 対 の火 の手 が上 が る こ とが予 想 され,次 項 の同 意 審 決 の 問 題 と も

　か らん で,当 分論 議 を呼 ぶ もの と思 わ れ る。

(5)同 意 審 決 の解 釈

　 　 FCCの 最 終 決 定 に対 す る コメ ン トの中 に は1956年 の 同意 審 決 に 抵 触 す る,
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　 と の反 対 意 見 が 一番 多か った 。 しか し,FCCはATTに 分 離子 会 社 を通 じ て,

　 自由 市 場 へ の参 入 を認 め る よ うに 同 意 審 決 を解 釈 す る権 限 を持 つ こ と を再 度 確

　 話 した 。

　 　 これ に対 し・司 法 省 は"FCCの この解 釈 は欺 ま ん(fallacious)で あ る ・

　 と激 し く きめつ け て ・い か な る場 合 に も同意 審決 を最 終 的 に 解 釈 す るの は 裁 判

　 所 で あ っ て,FCCで は な い 。FCCが 解 釈 を行 うこ とは ま さに 越 権 行 為 で あ

　 る,と 反 論 して い る。

　 　 い ずれ に して も,ATTは1956年 の 同 意 審決 に 決 着 を つ け る べ く,近 く裁

　 判 所 に 提訴 す る準 備 を 進 めて お り,一 方 で は,最 終 決 定 を再検 討 して 欲 し い と

　 い う請 願 が30数 件 も,コ ロンビア州 の 高等 裁 判 所 に 提 出 され た ま ま とな っ てい

　 るの で ・ これ らの 主 要 な 問題 の最終 的 な結 論 は裁 判 所 で 行 わ れ る公算 が 大 きい。

⑥ 　 FCCの 管 轄 権 が どの 範 囲 まで 及 ぶか に つ い て は,従 来 必 ず し も明 らか で な

　 か った が,FCCは その 範 囲 を コ モ ン ・キャ リア に よ っ て提 供 され る高 度 サ ー

　 ビス に限 定 す る こ とに 決 定 した。 このた め,ATTの 分 離子 会 社 はFCCの 管

　 轄 下 に入 るこ とに な る。 子 会 社 の 提 供 す るサ ー ビ スがATTの 提供 す る基 本 サ

　 ー ビス料 金 に まで 影 響 を及 ぼ す か らだ,と い うのがFCCの 論 拠 で あ る 。

'

2.1.6　 ATTの 分 離 子 会 社構 想

　 ATTは 最終 決 定 に 対 して 前 記 の よ うな異 議 を 申 し立 て る 一方 で,最 終 決 定 の

線 に 沿 っ た新 しい 子 会社 を新 設 す る方針 を 固 め,最 終 決 定 の 出 た僅 か4ヵ 月 後 の

8月 に は,早 く も次 の よ うな 構想 を発 表 して い る。

① 　公 益 的規 制 を 受 け な い次 の よ うな 業務 を取 り扱 う分 離 子 会 社 を1982年3月

　 まで に 新 設 す る。

　 ・エ ン ド ・ユ ーザ 用 の 端 末設 備 の 販売 と リー ス

　 ●処理 能 力 を持 っ た 高度 通 信 サ ー ビス(ACS)の 運用

　 ・端 末 とサ ービ スの 海外 販売

② 　 この子 会社 を 運 営 す るた め トップ の大 幅 な異 動 を 行 う。 主 な役 員 は次 の とお
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　 りで あ る。

　 ・ATTの 副 会 長 であ るE・ オ ル ソ ン氏 が子 会 社運 営 の 一 切の 指 揮 を と る。

　 ・新 会 社 の 業務 を住 宅部 門 と産 業部 門 に 分 割 し,そ れ ぞれ 副 社長 のE・ ヒ ュ ー

　 　 ゲ ル氏 とE・ ボ ルガ氏 が 責 任 者 とな り,こ の2人 は オ ル ソ ン氏 の 配 下 に 入 る。

　 　 な お,ビ ュ ーゲ ル氏 はATTが 全 額 出 資 す るATTイ ン ター ナ シ ョナ ル社

　 　 (AT'Tの 国際 分野 の全 業務 を 統 合)の 会長 に も指 命 され る。

③ 　新 会 社 設 立 と関 連 して,21の ベ ル系 電 話 会 社 の株 を す べ て100%取 得 す る

　 こ と と し,そ の手 始 めに 次 の4つ の 電 話 会 社 の少 数 株 を,10億 ドルで 買 い 占 め

　 る。

　 　 ・Mountain　 State　 Bell

　 　 ●New　 England　 Be11

　 　 ●Pacific　 Northwest　 Bel1

　 　 ●Pacific　 Telephone

④ 　新 会 社 に はATT102万 従 業 員 の15%に あ た る15万 人 を送 り込 む 。 これ ら

　 の異 動 を容 易 に す るた め,280億 ドルに 及 ぶ 年金 資金 を確 保 す る。

　 以上 の発 表 に あ た り,ATTのL.ブ ラ ウ ン会長 は,　 tt新 会 社 の 最 終 的 な形 態

は まだ 固 って い ない"と 強 調 して い るが,す べ ての端 末 設 備 の 販 売 とサ ー ビス,

な らび に デ ータ処理 を 含 む 一 切 の 非 規 制 商 品 を,全 国 規 模 の 単 一会 社 に取 り扱 わ

せ た い とい う彼 の構 想 は明 らか で あ る。

　 既 にtC　Baby　 Bell"と い う愛 称 の つ け られ て い る この新 会 社 は,発 足 と同 時 に

巨人 企 業 とな る こ とは間 違 い ない 。現 在,住 宅 と事務 所 に リ ース され て い る1億

4千 万個 に近 い電 話 機 とPBXや テ レ タイ プが すべ て新 会 社 の所 有 とな り,そ の

資産 は トー タ ルで120億 ドル と評 価 され て い る。新 会 社 に移'管 され る業 務 はAT

Tの 全 収 入460億 ドルの お よ そ15%,即 ち70億 ドル と推 定 され,更 に,近 く稼

動 が予 定 され て い るACSを 含 め る と,1985年 ま で には このBalyBe11は ゆ う

に100億 ドルの 収 入 を あげ るだ ろ う,と ア ナ リス トは予 測 し てい る。

　 この ようなATTの 機 敏 な 行 動 は,1980年 代 に 予 想 さ れ る 通 信の 競争 市場 の
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中 で,積 極 的 な イ ニ シ ア チブ を取 り続 け よ う とす る,ATTの 決 意 を示 した もの

で あ る。ATTが 過 去 何 十 年 もの間,自 ら進 ん で 競 争 市場 の中 に足 を踏 み入 れ よ

う と しな か った こ とに 比 べ て,全 く対 照 的 な変 身 と い え る。"ひ とつ の ポ リ シ ー,

ひ とつの シ ス テ ム,普 遍 的 な サ ー ビ ス"と い う70年 に 及 ぶATTの 古 い時 代 は,

い ま ま さに終 ろ う と し て い る。

　 この 新 しい ア グ レ ッ シ ブな姿 勢 は2年 前 にL.ブ ラ ウン(59才)氏 が 会 長 に 選

ば れ て以 来 ・ 一段 と顕 著 に な った もの で あ る。 彼 は"政 府 の政 策 が 十 分 明 らか に

なれ ば'わ れ われ は 直 ちに行動 に 移 る こ とを決 定 す る。 そ し て成 りゆ きに 身 を委

ね る よ り も,わ れ わ れ の 将 来 は 自分 で 開 拓 す る"と 決 意 を述 べ てい る。

　 し か し,ATTの 新 会 社設 立 構想 は,当 然 の こと なが ら関 係 団 体 に 大 きな反 響

を巻 き起 こ してい る。

　 FCCのD.フ ェ リ ス委 員長 は,　 ttATTが 競 争 市場 で強 力 で は あ るが,公 正

な競 争 を 行 うた めに 積 極 的 な第 一 歩 を踏 み 出 した"と 大 いに 歓 迎 の 意 を表 し て い

る。FCCの あ る ス タ ッ フはttも しATTが1982年3月 の期 限 切 れ の 日 に,と

て も会 社 の 設 立 は 間に 合 わな い と言 っ て くれ ば,FCCは 大 い に 同情 す る で あ ろ

う。ATTは 既 に 行 動 を開 始 し て い るか らだ"と 温 情 的 な 発 言 を して い る。

　現 在 難 航 中 の1934年 通 信 法 の 改正 案 を 推 進 し てい る下 院の デ ー リ ン通信 委 員

長 は,ATTの 計 画 は素 案 に 過 ぎ な い,と して論 議 を さ し控 え て い るが,改 正法

案 の 中 に 盛 り込 も うと し てい る製造,研 究 部 門 の 分 離 が親 会社 と子 会社 の 間 で完

全 に 行 われ な いの で は な いか,と い う危惧 を 表 明 し てい る。

　 新 会社 の 競 争 相 手 とな る こ とが 予想 され るCCIA,　 ADAPSO等 は当 然 の こ と

な が ら,新 会 社 に 対 す る警 戒 心 を強 め て い る。 分 離子 会 社 に対 して親 会 社 よ り資

金,資 産 、製造,研 究 面 での 手 厚 い 援 助 が 期 待 され るが,こ の よ うな背 景 の 下 に

新 会 社 が デ ータ処 理 市 場 に参 入 して くれ ば,1956年 の 同意 審 決 は空 文化 さ れて

しま う と批 判 して い る。

　 反 対 の チ ャ ン ピオ ンは 恐 らく司 法 省 とな るだ ろ う。 同省 は 新 しい子 会社 は 親 会

社 との 間 に 一 定 の 距 離(at　 arm's　 length)を お か な くては な ちな い,と 主 張 し
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て,研 究,販 売,財 務,製 造 の 完全 な 分離 を狙 っ てお り,こ れ に反 対 す るATT

の 間 で 今後 激 しい 応 酬 が あ るもの と予想 され る。

　 nt般 の 世論 はATTの 機 敏 な対 応 に驚 ろ きなが らも,賛 同 の 意 を表 して 拍手 を

送 っ てい る。{t従 来 ・ATTは 動 か ざ るを 得 な くな る まで は動 か な か った 。 新 会

社 設 立 の構 想 は,FCCと 法 廷 で 争 って,勝 訴の 見込 が な くな っ た時,始 めて打

ら出 す もの と期 待 し て いた","ATTに と って組 織 の 再 編 成 は最 も タイ ミン グ

の よい絶 好 の チ ャ ン スで あ る。 もしATTが い ま そ れ をや らな けれ ば ,A・TTは

単 な る公益 事業(Utility)に な り下 が るだ ろ う"と い った 論 評 が ,そ の 間 の 事

情 を雄 弁 に 物 語 って い る。

　 いず れ に して も今 回 のATTの 決 断 は,FCCの 政 策 に 沿 った もの で あ り,現

在 審 議 中 の1934年 通 法 改 正 案 に対 して,ひ とつ の 既 成 事実 を 作 っ た こ とで,今

後のATTの ロ ビー活 動 に も有 利 な武 器 とな るこ と は 間違 いな い 。

2.1.7　 通 信 法 改正 の 動 向

　 議 会 で は,上 院 下 院 と もに1934年 の 通 信 法 を 実 態 に則 した もの に改 正 す べ く,

既 に数 年 に 亘 って審 議 が 続 け られ てい る。

改正法案 の骨子 は,Fccの 政策方 針 と規 を一にす るもの剖 通1諜 界の規制

を緩 和 す る と同 時 に,ATTに 分離 子 会 社 を通 して,デ ー タ処理 市場 へ の 参 入 を

認 め よ うとす る もの で あ る。 これ が可 決 されれ ば 同 意 審 決 の解 釈 を め ぐる紛糾 も

当 然解 消 され る し,今 春 一月 に予 定 さ れ て い る ア ンチ ・ トラス ト裁 判 に も大 きな

影 響 を 与 え る もの と予想 され てい た。

　 しか し ・上 院 で の 審 議 は 一向 には か ど らず,下 院 で も商務 委 員 会 が 賛 成 多 数 で

可 決 した法 案 を,独 占 禁 示 問 題 を 取 り扱 う法務 委 員 会 が 審議 未 了 と して,本 会 議

に上 程 す る こ とな く,次 の 会期 に持 ち越 す こ とに な っ た。

囲 　 一 時,議 会 との関 係 が あ ま り しっ く りして い な か ったFCCも,最 近 は ひ んぱ ん に意 思 の ぞ

　 通 を は か って お り,FCCの 高 官 はttわ れ わ れ は議 会 の意 思 を 十分 に反 映 し て行 動 し て い る"

　 と述 べ てい る 。
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　 法 務 委 員 会 のP.ロ デ ィ ノ委 員 長 はttこ の法 案 に よっ て提 起 され て い る複雑 な

独 占禁 止 問題 に対 して,責 任 の あ る解 決 を す るに は 余 りに も時 間 が不 足 で あ る。

法務 委 員会 と しては,今 回の 法案 に 反 対 で は ない が,ア メ リカに お け る数千 万 人

の生 活 と数千 億 ドルの 取 引 に この 法案 が及 ぼす影 響 を考 え る時,議 会 は拙 速 に結

論 を 出 す こ と な く,更 に慎 重 に 審 議 を尽 くすべ きで あ る"と 述 べ て い る。

　 下 院 の 商務 委 員会 で 可 決 され た この 法案 に は,情 報 処 理 業 者 や コ ン ピュ ータ ・

メ ー カ や 一部 の新 聞 者 が 反対 し てお り,彼 らはATTが 電 話 の 独 占 サ ー ビス で稼

いだ 利 益 を,自 由 競 争 市 場 に子 会 社 を通 して注 ぎ込 ん で くる こ とを お それ て,法

案 が 成 立 しな い よ うに 裏 面工 作 を した と み られ てい る。

　 更 に,こ の 法案 の 事実 上 の 生 みの親 で あ り,5年 間 に 亘 って その 成 立 を推 進 し

て きた 商務 委 員 会 の 下 に あ る通 信 小 委 員 会 の デ ー リ ン委 員 長 が,今 回 の選 挙 で 落

選 した こ と もあ っ て,こ の 法 案 が 陽 の 目を 見 る まで に は,な お 相 当 の 迂 余 曲 折 が

あ る もの と予想 され て い る。

タ

2.2　 再 販 お よ び 共同 利 用 制 度 の 拡 張

　 第2次 コ ン ピュ ー タ調 査 の 最 終 決 定 に も見 られ るCと く,FCCは 通 信 市場 に

競 争 体 制 を導 入 す る こ とに執 念 を 燃 や して いる が,そ の 一環 と して通 信 回 線 の再

　 　 　 　　 　 　 　 　　 囲
販 お よび 共 同 利用 制 度 を導 入 し,こ れ を拡 張 し よ うと努 力 して い る。

　 FCCは3年 前 に 国 内 の専 用 線 に つい て,こ の制 度 を導 入 し,次 の よ うな 大 き

な効 果 を上 げ た と 自 ら評 価 し てい る。

① 　 既 存 の 技 術 に新 し い イ ンパ ク トを 与 えた。

　 　 この 好 例 と してFCCは サ テ ラ イ ト通 信 とパ ケ ッ ト通 信 を 挙 げ てい る。 前 者

　 の 例 と してはRCAやWUの サ テ ラ イ トを使 っ て,特 殊 なTV番 組 を放 送 す る

　 通 信 業 者 が現 わ れ,多 額 の収 益 を あげ てい る。 ま た,後 者 に つ い て はGTE－

因 　再 販 とは コ モ ン ・キ ャ リア ー か ら企 業 が サ ー ビス を購 入 しで,そ の サ ー ビス を直 接 利 用者 に

　 再 販 売 す る こ とで あ り,共 同 利 用 とは 複数 の ユ ーザ が ま とめ で サ ー ビス を購 入 し,グ ル ー プの

　 メ ンバ ーが 共 同 して そ のサ ー ビス を利 用 す る こ とで,通 信 の 独 占 体 制 に くさび を打 ち込 む こ と

　 を意 図 しで い る 。
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⑨

　 Telenetが 従 来 の専用 線 を使 って,　 VANサ ー ビ スを提 供 して い る。

② 　 既 存 の キ ャ リア も大 き な利 益 を あげ た。

　 　 再 販 お よび共 同 利用 に 対 す る需 要 が増 える に つ れ,既 存 の キ ャ リアの設 備 の

　 利 用 が促 進 され て増 収 を もた らす。 ま た,大 量 の利 用 が 技 術 革 新 を促 が し,そ

　 の 結 果,単 位 コス トが下 が 二 て料 金 の引 下 げ が行 われ る。 こ の低 料 金 が利 用 の

　 増 大 を 呼 び,既 存 の キ ャ リア の 増収 につ な が る。

　 要 す るIC　,　FCCは 再 販 と共同 利用 に関 す る制 限 を 撤廃 して 競 争体 制 を 導 入 す

れ ば,ユ ーザ は コス トに 見 合 っ た低 廉 な料 金 で,よ り多様 な サ ー ビスが 受 け られ

る。 そ し て,こ の こ とは既 存 の キ ャ リアの 権 益 を 少 し も損 う もの で は な い,と い

う固 い信 念 を持 っ て い る。

　 この 信 念 に裏 付 け られ て,FCCは 国 際 通 信 サ ー ビ スか ら,更 には 市 外の 公衆

交 換 網 に も再 販 と共 同 利用 の 適用 範 囲 を広 げ よ うと意 図 してい る。

、

2.2.1　 国 際 通 信 サ ー ビ ス へ の 適 用

　 現 在,ア メ リ カ の 国 際 通 信 サ ー ビ ス はATTとIRCs(International　 Re-

cord　 Carriers)に よ っ て 提 供 さ れ て い る 。 こ のIRCsに はITTワ ー ル ド ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ,RCAグ ロ ー バ ル ・ コ ミ=ニ ケ ー シ ョ ン ズ,WUイ ン タ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囲

ナ シ ョ ナ ル,TRTコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ の4社 が 含 ま れ て い る 。

　 ATTは 海 外 のMTS(Message　 Toll　 Telecommunication　 Service)と

専 用 サ ー ビ ス に よ っ て,音 声,オ ー デ ィ オ,TVな ら び に デ ー タ 通 信 を 提 供 し て

い る 。 一 方,IRCsは テ レ ッ ク ス,メ ッ セ ー ジ 電 報 そ れ に 専 用 線 サ ー ビス に よ っ

て 音 声,テ レ タ イ プ,フ ァ ク シ ミ リ,TV,デ ー タ 通 信 を 提 供 し て い る 。

　 FCCは こ れ ら の 国 際 通 信 サ ー ビ ス 業 者 が 寡 占 体 制 の 上 に あ ぐ ら を か い て い る

と し て,こ の 分 野 に も 再 販 と 共 同 利 用 制 度 を 導 入 す る こ と に よ り,新 し い キ ャ リ

ア の 参 入 を 認 め,自 由 競 争 の 体 勢 を 作 り あ げ よ う と し て い る 。1980年5月,付 記

囲 　 この他 に,1979年9月WU電 信 会社 が メキ シコとカナ ダの代 理店 と リンクして海外 テ レッ クス ・サ

　 ービスを開 始 したが,こ れ は違 法 で ある として,ITTとRCAが 裁判 に持込 み,目 下 係争 中 で あ る。
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2の ご と きプ ロ シ ーデ ィング(方 針 案)を 公表 し,関 係 団 体 の 意 見 を徴 す る こ と

と した 。

2.2.2　 各 界 の 反響

(1)　 NTIA(National　 Telecommunications&Informations

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Administration)

　 　 FCCの プ ロ シ ーデ ィ ン グに 対 しNTIAはFCCの 方 針 に は全 面 的 な 賛 意

　 を 表 しなが らも,こ の 問題 が 国 際 間 で 合意 を得 る こ との 困 難 性 を指 摘 して,F

　 CCは 然 るべ き国 際 会議 に本 件 を 早 急 に 提案 す る よ う勧 告 し て い る。

(2)　 ITU(International　 Telecommunications　 Union)

　 　 ITUは 国 際 通 信 に 関 す る政 策 設定 の 責 任 を 持 つ国 際 機 関 で あ るが,そ の コ

　 モ ンcキ ャ リア部 門 で あ るICTTC(International　 Consultive　 Telegraph

　 Commitee)の 委 員 長 は アメ リ カ国 務 省 あ ての 書 か んの 中 で,4年 前に 国 際 専

　 用 線 の 再販 と共 同利用 を禁 止 した ガ イ ドラ イ ンを,ア メ リカ は す で に批 准 して

　 い る こ とを指 摘 し て,"も し も貴 国 政府 が 国 際 間 で 承 認 され た 事項 に違 反 す る

　 よ うな こ とを 定 めれ ば,今 後 のICTTCの 会 議 で,ア メ リカ代 表 は どの よ うな

　 信 頼 も得 られ な いで あ ろ う"と 強 い調 子 で 詰 問 してい る。

(3)　 CBEMA(Computer&Business　 Equipment　 Ma　nufactur'e　 rs

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Association)

　 　 コン ピュ ータ ・メ ー カの 連 合体 で あ るCBEMAは,　 FCCの 提案 に対 す る対

　 抗 措 置 と して ・一 部 の 外国PTTは 均 一制 の 国際 専 用 料 金 を 値 上 げ す るか,割

　 高 な従 量 制 に 切 り替 え るだ ろ う ・ と警 告 して い る。 また,国 際 通 信 の 分 野 で は,

　 いか なる国 も外国 政 府 に 対 して 自 己 の政 策 を 押 しつ け る こ とは で きな いの で,

　 FCCは 国 務,商 務,国 防 各 省 の 協 力 を得 て,　 ITUの 国 際 会 議 で この 問 題 を

　 討 議 す べ きで あ る と主 張 して い る。

(4)　 IRCs

　 　 彼 らは 当然 の こ とな が ら・FCCの 提 案 はITUの 勧 告 に 真 向 うか ら挑 戦 す
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　 る ラ ジ カ ルで 一方 的 な押 しつ け で あ る と,憤 慨 しな が ら抗 議 し て い る。 そ して,

　 国 際 サ ー ビ スの 提 供 には 各 国 の 協 力 が必 要 で あ る こ とを強調 す る 一方 で,も し

　 も再 販 と共 同 利用 が 実 施 され れ ばIRCsは 年 間180億 ドルの 損 失 を 被 るだ ろ

　 う と訴 え てい る。

(5)司 法 省 等

　　 この よ うな反 対 意 見 に 対 して司 法 省 は,再 販 と共 同利 用 の 導 入 は 競 争 を刺 激

　 し,料 金 を引 き下 げ る効 果 が あ る,とFCCを 弁 護 し て い る。 同省 は法 律 上 の

　 問 題 は連 邦 政 府 の 専 決 事 項 で あ り,運 用 に関 す る 合意 を得 るた めに 外 国政 府 と

　 の 協 定 は必 要 と しな い,と 強 気 の発 言 を してい る 。

　　 な お,Southern　 Pacificコ ミュ ニケ ー シ ョ ンズ社 も,FCCの 提 案 に よ っ

　 て,コ ス トを ベ ース に した国 際 サ ー ビスの 提 供 が 可能 に な る,と してFCCの

　 方 針 に賛 意 を 表 し てい る。

2.2.3　 国 内 公衆 交換 サ ー ビ スへ の 適 用

　 去 る10月,FCCはATTに 対 して,MTS(州 際 メ ッセ ー ジ電 話 サ ー ビス)

の 再 販 制 限 とWATS(広 域 電 話 サ ー ビス)の 再販 と共 同 利 用 制限 を それ ぞれ 緩

和 す るよ う指示 を 出 した。

　 1977年 に,FCCはMTSとWATS以 外 の あ らゆる市 外 サ ー ビスに 対 して,

再 販 と共 同 利 用 制 限 を緩 和 す る よ う指 示 した 結 果,現 在 で はMCIコ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンズ社 の"　 Exe　eu　net"を 始 め とし て,　 Southern　 Pacificコ ミュニケ ー シ

ョ ン ズ社 の"Sprint",WU電 信 会 社 の ℃ityCall"と い った低 料 金 の 新規 サ

ー ビス が続 々と登 場 して い る
。

　 FCCは 今 回 の指 示 を出 す に 当 り,次 の よ うに述 べ てい る。

　 再 販 と共 同 利用 の 制限 は,通 信 法 の 精 神 に照 し て,不 当 で あ り,不 合理 で あ り,

差 別 待 遇 で あ る。MTSやWATSや そ の 他 の公衆 交換 網 サ ー ビスを 再 販 や共 同

利用 に開 放 す る ことに よ って,必 ず 広 範 な 公共 の利 益 が 期 待 で き る,と 。
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2.2.4　 WATS料 金 の改 定

　 WATSは 長 距 離 通 話 の 非 常 に 多 い 企 業 が 主 な ユ ーザ で,特 定 エ リ ア内で の 一

定 通話 時 間に対 して均 一 料 金 制 を採 用 し てい るた め,一 般 の 市外 通 話 よ りも料 金

が安 く設 定 され て い る。 した が っ て,MCIコ ミュニケ ー シ ョン ズな ど長 距 離電

話 サ ー ビスでATTと 競 合 して い る企 業 は,コ ス トと通 話 料 の引 下 げ を 図 るた め

にWATSを 利用 した が っ てお り,今 回 のFCCの 解 放 案 を 大 いに歓 迎 して い る。

　 ATTも 長 距 離 電 話 サ ー ビ スの 再 販 と共 同 利 用 は,そ の運 用 に 慎重 を期 す べ き

だ と条 件 を 付 しなが ら も,基 本 的 に は 賛 成 し てい る。 しか し,そ の 一方 で,WA

TSの 大 口利用 者 に 対 して は値 上 げ とな る ような料 金 改 定 案 をFCCに 申請 して

い る。 この 改 定 案 は 従 来 の均 一制 を従 量 制 に 切 り替 え る もの で,利 用 者 の90%

は値 下 げ とな るが,残 りの 大 口利用 者,つ ま り,VAN,バ ン キ ング,ト ラ ッ ク,

ホ テ ル,レ ンタ カ ー等 の 各 業 者 に は大 幅 の値 上 げ と な る。

　 FCCはWATSの 再 販 と共 同 利用 を認 め る代 償 と して,こ の料 金 改 定 案 を認

める方 針 を 固 め て い る。 これ に対 し,エ イ ビス社,バ ゼ ッ ト ・レン タ カ ー社,ナ

シ ョナ'レ ・カ ー レ ン タ ル ・シ ス テ ム社 な どはFCCが この 値上 げ案 を認 め れば,

裁 判 に訴 え る と息 巻 い て お り,GTE-Telenet社 も不 当 に して不 合理 な差 別料

金 だ と強 く反 発 して い る。

●

2.3　 中小 キ ャ リア に対 す る規 制 の緩 和

　 FCCは 通 信 業 界 に 自 由 競 争 を導 入 す る推 進 策 の もうひ とつ の柱 と して,中 小

キ ャ リアに対 す る規 則 の 緩 和 な い しは撤 廃 を提 案 し て い る。

　 この 提案 に よれ ば,基 幹(dominant)通 信 キ ャ リア とそ うで な い(non-

dominant)中 小 キ ャ リア との 間 に境 界線 が 設 け られ て,後 者 の 場 合 は,い ま ま

で の よ うに 膨 大 な経 営 資 料 をFCCに 提 出 す る こと な く,料 金 の 改訂 な り,シ ス

テ ムの変 更 が 自 由 に で き る よ うに なる。

　 従 来,あ ら ゆ る キ ャ リ アは料 金 や シ ステ ムの 変 更 を 行 う場 合,70日 な い しは

90日 前 にFCCに それ を 届 け出 る義 務 が あ り,し か もこ の よ う な提案 は 簡 単 に拒
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⑱

否 され る こ とが 少 な くなか った。 しか し・ 今 後 これ らの キ ャ リアは新 サ ー ビス を

開 始 し よ う と思 えば,そ の2週 間 前 に 公表 す るだ け で よく,廃 止 す る場 合 で も1

日 前 にFCCの 承 認 を 得 て,こ れ を利用 者 に周 知 す れ ば足 りる こと とな る。 しか

も,そ の こ とに よっ て ユ ーザ や 競 争相 手 が決 定 的 な 実害 を受 け る こ とが証 明 され

ない 限 り,拒 否 され る こ とは ない 。 そ の うえ更 に ・FCCは これ らの中 小 キ ャ リ

ア をFCCの 一 切 の 管轄 か ら除 外 す る と い う思 い 切 った案 に つ い て も検 討 を進 め

てい る 。

　 この よ うな恩 恵 を受 け るた めに,中 小 キ ャ リア の カ テ ゴ リ ー に入 りた い と望 む
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 {注)

キ ャ リ ア は,自 らが"マ ー ケ ッ ト ・パ ワ ー"　 を 持 っ て い な い こ と を 証 明 す る 必

要 が あ る が,FCCと し て は 既 に 特 殊 通 信 業 者,再 販 業 者,国 内 衛 星 通 信 業 者,

国 内 衛 星 再 販 業 者 等24の キ ャ リ ア が こ れ に 該 当 す る と 考 え て い る 模 様 で あ る 。

　 こ れ ら の 中 小 キ ャ リ ア の 中 に は.長 距 離 電 話 サ ー ビ ス でATTと 直 接 競 争 を し

て い るMCI　 Cornmunieations,　 Southern　 Pocificを 始 め と し て,　 I　TT

Domestic　 Transmission　 Systems,　 Graphnet,RCA　 Grobal　 Communi-

cations,WU　 Satellite　 Ventures,　 American　 Satellite,Eastern

Microwaveの 各 社 が 含 ま れ て い る 。

　 基 幹 キ ャ リ ア とみ な され るATTとGTEを 筆 頭 と する1,600の 独 立 系 電 話 会

社,そ れ にWUの テ レ ッ クス とT～VX部 門 が料 金 改 訂 や新 回線 の 増 設 を行 う場 合

に は,従 来 どお り事前 にFCCに 届 け 出 て,そ の承 認 を得 なけ れ ば な らな い。 こ

れ らの 会 社 は"マ ーケ ッ ト ・パ ワ ー"を 持 って い る と みな され るか らであ る・

　 FCCが こ の よ うに 自 らの権 限 を縮 少 す る政策 を推 進 しよ う とす る背 景 に は,

規 制 に関 す る経 費節 限 の 要 望 と民 間 航 空委 員 会 や州 際取 引 委 員 会 が,こ こ数年 行

って きた 一連 の 市 場 開放 の 動 向 が あ る。 これ らの 委 員 会は 航 空 や ト ラ ッ ク輸 送 の

大幅 な 開放 案 に つ い て も審 議 を 進 め て い る。

　 しか し,こ の開 放 案 も もろ もろの 反 対 が 予 想 され,実 現 す る まで に は ・なお 数

囲 　 マ ーケ ッ ト ・パ ワ ー とはFCCに よれ ば,生 産 コス トと無 関 係 に 料 金 を設 定 で きる力,お よ

　 び す べ ての 人が 利 用 せ ざ るを得 な い設 備 へ の ア クセ ス を コ ン トロー ル で き る力 を い う。
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ヵ月 ない しは数 年 の 歳 月 を要 す るか も しれ な い。FCCのD・ フ ェ リス委 員長 は

この 政 策 を是 非 実現 させ た い と望 ん で お り,A・ ウ ォシ ュ ボ ー ン委 員 の ご と く

"ゴ リ ラ と カ ナ リ アを 同 じか ごの中 に 入 れ る べ きで は ない"と い う同 調 者 も
い る。

しか し,FCCの 大勢 は 世論調 査 を 含 め て,も っ と徹 底 的 に 議論 す る方 向に 傾 い

てお り,最 終 的 に は議 会 にお い て通 信 法 の 改 正 と い う手 段 に よ り解 決 す るの が最

善 だ,と 主 張 し てい る委 員 さ えい る現 状 であ る。

　 この 政 策 も,巧 く成 功 す れば,よ り多 様 な サ ー ビス を よ り低 廉 に 利 用 で きる よ

うに な る が,悪 くす れ ば,航 空 業 界 に 見 られ る ような過 当 な割 引 競 争 と いっ た混

乱 を招 くお そ れ も予想 され る。

●

2.4　 そ の 他(ATTの 新 サ ー ビ ス)

　 FCCは 第2次 コ ン ピ ュータ調 査 の最 終 決 定 にお い て,基 本 サ ー ビス と高 度 サ

ー ビ ス との境 界 を 明 らか に した が ,最 近ATTは この 境 界 に よ って も区 分 で きな

い よ うな ネ ッ トワー クに蓄 積 転 送 機 能 を 内蔵 した 新 規 サ ー ビスを 次 々と発 表 して

い る。 以 下,そ の2,3を 紹 介 す る。

2.4.1　 　ElS(Electronic　 Information　 Service)

　 ATTは1981年 の 夏 に,第3回 目 の オ ン ラ イ ン に よ るEISの 実 験 を オ ー ス

チ ン(テ キ サ ス 州)で 始 め る と発 表 し て い る 。 こ の 実 験 で は,現 在 電 話 帖 に 掲 載

さ れ て い る 電 話 番 号 の 他 に,加 入 者 が 自 分 で デ ー タ ベ ー ス ・ フ ァ イ ル を 作 っ て,

こ れ に ア ク セ ス で き る よ う に な る 。

　 ATTと 共 同 研 究 を し て い るSouthwestern　 Bell電 話 会 社 に よ れ ば,多 用 す

る 電 話 番 号 や 個 人 の メ モ が イ ン プ ッ ト さ れ フ ァ イ ル さ れ る よ う に な る,と の こ と

で あ る 。

　 こ の 実 験 はVideoteXの 最 新 の 技 術 を 使 い,一 般 の 電 話 線 を 通 し て 家 庭 や オ フ

ィ ス の テ レ ビ 画 面 に 接 続 さ れ る も の で,通 常Teletexと 呼 ば れ て.既 に イ ギ リ ス,

フ ラ ン ス,西 独,カ ナ ダ,日 本(CAPTAINS)で も 実 験 が 進 め ら れ て い る 。
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　 ATTの 最 初 のEIS実 験 は1979年 の 秋 に ア ルバ ニ ア(ニ ュ ー ヨー ク州)で

行 われ,第2回 目 は ナイ ト ・リ ダ ー とい う新 聞社 との ジ ョイ ン ト ・ヴ ェ ンチ ャ に

よ り,1980年 の6月 か らマ イ ア ミ近 郊 の コラ ー ル ・ケ ーブ ルで 行 われ て い る。

　 第3回 目 の 実験 は約700の 加 入 者 を対 象 に,14ヵ 月問 続 け ら れ る予 定 で,デ

ータ ベ ー ス と して100万 の 電 話 番 号 と10万 フ レー ムの 情報(主 と して オ ー スチ

ン を中 心 と した 電 話 帳 の イ エ ロ ー ・ペ ージか ら選 択)を 含ん で い る 。

　 今 回の 実験 は,従 来 の もの よ り規 模 が 大 き い こ と,CRTよ りも家 庭 の カ ラ ー

テ レ ビが 使 わ れ る こ と,個 人 用 の 情報 フ ァイ ルが イ ンプ ッ トで き る こ と等 の 特 徴

を も って い る 。

　 しか し,一 番 大 きな特 徴 は,今 回の 実験 が 電話 番 号 の デー タベ ニ ス に重 点 を置

い て い る こ とで あ る。第2回 目の 実験 で は広範 多 岐 に わた る情 報 サ ー ビ ス(レ ス

トラ ン,劇 場 案 内,ホ ー ム ・シ ョ ッ ピング,旅 行 や劇 場 の 切符 予 約,ホ ーム ・バ

ン キ ング,ニ ュ ース,天 気 予報,ス ポ ーツ等)を 提 供 して い たが,こ れ は 明 らか

に 高 度 サ ー ビスの 一種 であ り,ATTが 巨大 な デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビ スを直 接 行

う こ とは 不 当 で あ る,と い う情 報 サ ー ビス業 者 か らの 苦 情 が 出 され た 。 この た め ・

今 回 の 実験 では,電 話 番 号 以 外 で は ス ポ ーツ ・ニ ュ ースを 提 供 す る に止 め て い る。

　 した が って,今 回 の実験 の 主 た る 目的 は,最 近 ます ます経 費 の 増 高 してい る 電

話 帳 や番 号 案 内 に,こ のEISが 取 って 替 る こ とが で き るか ど うか,を 見 極 め る

こ とに しぼ られ て い る模 様 で あ る 。

2.4.2　 　CCll(Custom　 Calling　 ll)

　 も う ひ と つ,既 存 の 情 報 サ ー ビ ス 業 者 とATTと の 間 で 紛 争 の 種 と な っ て い る

サ ー ビ ス が あ る 。 そ れ は 昨 年ATTが ペ ン シ リ ベ ニ ァ で 発 表 し たCC皿 と い う コ

ン ピ ュ ー タ を ベ ー ス に し た 蓄 積 転 送 サ ー ビ ス で,ATTは 今 後 い く つ か の 州 で こ

の サ ー ビ ス を 拡 張 す る 計 画 を 持 っ て い る 。

　 CCnは"Call　 Answering"とttAdvance　 Calling"と い う2つ の 機 能 を

持 っ て い る 。 前 者 は 加 入 者 が 電 話 の そ ば を 離 れ た り,電 話 を 受 け た く な い 場 合 に,
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着 信 を ネ ッ トワ ー クの 内部 の 高密 度 デ ィス クに デ ジタ ルの形 で 蓄 積 して お き,後

ほ ど特 殊 な番 号 を ダ イ ヤ ル して これ らの メ ッセ ージ を取 り出 す こ とが で きるサ ー

ビスで あ る。 ま た,後 者 は加 入 者 が ネ ッ トワー クの 中 に発 信用 の メ ッセ ージ を あ

らか じめ蓄 積 し てお い て,特 定 の 時 間 に それ を伝 達 す るこ との で き るサ ー ビ スで

あ る。

　 ccllの 特 徴 は なん ら特 殊 な端 末 を必 要 と しな い こ と,ア メ リ カ国 内 の どの 電

話 機 か らで も この サ ー ビ スが 受 け られ る こ とで,こ の 簡便 性 と普 遍 性 に よ り,大

半 の家 庭 に と っ てあ ま りに も高 価 に過 ぎた電 子 メ ッセ ー ジを い きな り利用 可 能 な

もの に した こ とで あ る。

　 Ccnは 音 声 に よ る テ レコ ン フ ァ レン スに も適用 で きる。 何 人 か の 会 議 メ ンバ

ーが あ らか じ め ひ とつ の テ ー マ につ い てメ ッセ ージ を イ ン プ ッ トし てお き,後 ほ

ど各 メ ンバ ーは他 の 人 の コメ ン トを検 討 した 上 で,新 しい メ ッセ ー ジを イ ンプ ッ

トす るこ とが で き る。

　 ま た,こ の サ ー ビ スに よ って商 店 は特 定 の顧 客 に販 売 勧奨 が で きる。 注 文 を 受

取 っ た り..商 品 に対 す る問 い 合 わ せ を 受 け付 け た りす る の であ る。

　 第2次 コ ン ピ ュー タ調 査 の最 終 決定 で は,こ の種 の サ ー ビ スは明 らか に 「t高度

サ ー ビ ス"で あ り,ATTは 直接 サ ー ビスの 提 供 は で きな い こ とに な って い る。

しか し,ATTは これ らの サ ー ビ スは 電 話 網 の"完 全 な る 一部"で あ る,と 主 張

して い る。 しか もATTのccnは 最 終 決 定 の 行 われ る数 年 前 か ら研 究 を重 ね て

お り,既 に7,000万 ドルを開 発 に 費 した 。 も はや引 き返 す こ とは で きな い と ・F

CCに 申 し出 て い る。

や

2.4.3　 ACS(Advanced　 Communication　 Service)

　 コ ン ピ ュ ー タ を ネ ッ ト ワ ー ク に 内 蔵 し た サ ー ビ ス と し て 数 年 前 にATTが 華 々

し く発 表 し て 脚 光 を 浴 び たACSは,そ の 後,ソ フ ト ウ ェ ア の 問 題 で 行 き づ ま り,

1979年 の 秋 に,FCCに 対 す る 申 請 を 取 り 下 げ た 時 点 で ・消 滅 し た か の ご と く

見 え た 。
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`

　 しか し消 息 筋 に よ る と,こ の プ ロ ジ ェク トの ソ フ トウ ェア ・エ ン ジ ニア は,現

在 一致 協 力 し て活 動 を 再開 し て い る,と の こ とで あ る。最 近 で は ベ ル研 究 所 内 の

ネ ッ トワ ーク を使 っ て急 ピ ッチに作 業 が進 め られ て お り,追 加 の 回線 が続 々 と増

や され て い る模 様 で あ る。

　 ATTは1982年 に は こ のACSを サ ー ビス開 始 す る もの と予想 され るが,い

ずれ に して もそ の運 用 は 分 離 子 会 社 が 行 うこ とと な り,そ の 設 備 を 親 会社 の もの

とす るか,子 会 社 の もの とす るか の決 着 は 当 分持 ち こ され る こ とに な る であ ろ う。

　 FCCの 行 った第2次 コ ン ヒ。ユ一 夕調 査 の最 終 決 定 に は,上 述 の ご と く未解 決

の部 分 も まだ い くつ か 残 され てお り,更 に裁 判所 や 議会 で 修 正 を受 け るか も しれ

ない。 しか し,そ れ に もか か わ らず,ATTと その 競 争 会社 の 間 で市 場 の シ ェ ア

を獲 得 す るた めに,12年 間 にわ た っ て く り広 げ られ た激 し い抗 争 に,一 応 の 終 止

符 を打 った もの と し て高 く評 価 され て い る。

　 この 決定 は,電 話 会 社 が 高 度 サ ー ビ スを提 供 で き るか ど うか ・ また ・どの よ う

に す れ ば提 供 で き るか,と い う基 本 的 な 問 題に 対 し て,FCCの 最 終 的 な解 答 を

与 えた こ とに な るか らであ る。
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6.GTEテ レ ネ ッ ト社

q

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

GTE　 Telenet　 Communications　 Corporation

8330　 01d　 Courthouse　 Road,　 Vienna

Virginia　 22180

1980年10月10日

Mr.　 Ludwing　 G　 Kuttner

　 　 Director,Marketing　 Planning

Mr.Gerald　 K　 Mueller

　 　 Director,　 Technical　 Support

Mr.　 James　 W.　 Coffey

　 　 Telemail　 Sales　 Manager

Mr.　 Randall　 E.　 Kay

　 　 International　 Relations　 Representative

,

1.概 　 　 要

　 GTE-Telenet　 Communications　 Corp.は,　 AT&Tに 次 い で2位 の 電 話

会 社 で あ るGeneral　 Telephone　 and　 Electronic　 Corporation(GTE)の 通

信 ネ ッ ト ワ ー ク 関 係 の 子 会 社 で あ り,約800名 の 従 業 員 に よ り運 営 さ れ て い る 。

　 同 社 の 歴 史 は,そ の 前 進 で あ るTelenet　 Communications　 Corporationが

1972年12月 にARPAnetの パ ケ ッ ト交 換 網 め 作 成 に た ず さ わ っ たBolt　 Be-

ranek　 and　 Newman　 Inc.(BB&N)お よ びBoston　 consultancy　 groupに よ

っ て 設 立 さ れ た こ と に 始 ま る 。

　 Telenetは 最 初 の う ちBB&Nか らの 資 金 的 技 術 的 な 援 助 を 受 け,BB&Nが

全 株 式 の27%を 所 有 し て い た 。 こ う し て1975年8月 に 米 国 最 初 の パ ケ ッ ト交 換 技

術 に よ るVANと し て サ ー ビ ス を 開 始 し た が,資 金 的 な 危 機 に み ま わ れ,1979年
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7月 にGTEに 吸 収 され た。(表 一4)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 一4:Telenetの 歴 史

1972-12

1973-10

1974-

1975-

1976-

1977-

1977-

1978-

1979－

Telenet　 Communications　 Corporation設 立

FCCに パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 認 可 を 申 請

FCCが サ ー ビ ス を 認 可

サ ー ビ ス を 開 始

FCCに 国 際 サ ー ビ ス の 認 可 を 申 請

FCCが 国 際 サ ー ビ ス を 認 可

対 欧 州 の サ ー ビ ス 開 始

DATAPACと の 接 続 が 認 可

GTE　 Telenet　 Communications　 Corporation

と な る 。

2.詳 　 　論

(1)　 Telenetの 概要

　 　 ア メ リカ に おけ るパ ケ ッ ト・交 換 技 術 は1969年 か ら70年 に か け て,国 防 総 省

　 と コ ンサ ル タ ン ト会社BB&N(Bolt,Beranek&Network)がARPANET

　 と して共 同 開 発 した もの で あ る。BB&Nは 通 信 市場 に 大 きな影 響 力 を持 つ こ

　 の バ ケ ッ ト交 換 技 術 の 効 用 に 着 目 し て,ARPANETの 優 秀 な機能 を 一段 と向

　 上 させ る フ.ロジ ェ ク トを 組 み,そ の 有 力 な コ ンサ ル タ ン トと して,ま た 主 要 な

　 投 資企 業 と して商 用 化 を推 進 し て きた。

　 　 そ し て,1974年 にFCCに 申請 して,翌 年 許 可 を 得,　 Telenetの 名 の 下 に

　 ア メ リカに お け る最 初 の 商用 パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワーク と して サ ー ビ スを開 始

　 した。

　 　 しか し,4年 間 に 渡 り,採 算 ベ ー スに乗 せ よ う と懸 命 の 努力 を した に もか か

　 わ らず,そ の 願 い を果 た せず,1979年 にGTEに 買 収 され て ・全 株 所 有 の 子
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会 社 と な り,GTE-Telenet　 Communications　 Corp.(以 下,単 にTelenet

ど い う)と し て 再 発 足 し た 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 1975年 に,こ の ネ ッ ト ワ ー ク は 国 内 の ス イ ッ チ ン グ ・セ ン タ ー7ヵ 所(ボ

ス ト ン,ニ ュ ー ヨ ー ク,シ カ ゴ,ワ シ ン ト ン,サ ン フ ラ ン シ ス コ ,ロ サ ン ジ ェ

ル ス,ダ ラ ス)を 通 し て サ ー ビ ス が 開 始 さ れ た 。 当 初 の 計 画 に よ れ ば,こ の ス

イ ッ チ ン グ ・セ ン タ ー は1976年 の 第1四 半 期 に は18ヵ 所,1977年 末 ま で に

は62ヵ 所 に 拡 張 さ れ る 予 定 で あ っ た 。

　 し か し,表 一5の ご と く,実 績 は こ の 計 画 を 上 廻 る テ ン ポ で 進 め ら れ て お り,

現 在 は,80の ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー を 通 し て 約300の 都 市 か ら 約5万 台 の 端

末 が こ の ネ ッ ト ワ ー ク に ア ク セ ス し て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 一5　 Telenetの セ ン タ ー 数

年　　度 セ ン タ ー の 数

1975 .7

1976 24

1977 80

1978 120

1979 180

1980(計 画) 210

1981(計 画) 250

　 　 な お,Telenetに よ れ ば,1981年 中 に ス イ ッチ ング ・セ ン タ ーの数 が

　 250に な り,400を 超 え る都 市 か ら直接 ア ク セ スで きる よ うに な る,と の こ

　 とで あ り,こ れ は 「事 実上,ア メ リカの全 業種,全 国 民 」 が 市 内電 話 扱 い で,

　 この サ ー ビスに ア ク セ スで き る,こ と を意 味 して い る。

② 　 ネ ッ トワ ー クの特 徴

　 　 Telenetの パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ークが 標 榜 してい る特 性 に は,高 速 接 続 ・

　 高 信 頼 性 と低 エ ラ ー率,多 様 な通 信 速 度,全 二重 伝 送,距 離 に無 関 係の 料 金 制,

一100一



互 換 性の な い 端 末 間 の 相 互通 信 等 が あげ られ る 。

　 現 在,こ の ネ ッ トワ ーク には ア メ リカ(ア ラ ス カ,ハ ワ イを含 む),カ ナ ダ

(D・ ・。p。、 経 内),・ キ シ ・,イ 判 ス,。 ラ ン 製 酪,オ ー ス ト ラ リ ア の

一 部 か ら ア ク セ ス が で き る 。

　 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に はPrime400と い う ミニ コ ン ピ ュ ー タ が ネ ッ トワ ー ク 制

御 用 と メ ッ セ ー ジ 交 換 用 の プ ロ セ ッ サ ー と し て 使 用 さ れ て い る 。 各 ス イ ッ チ ン

グ ・ セ ン タ ー に は,こ の ミ ニ コ ン が そ れ ぞ れ2台 設 置 さ れ て い る が ,1台 は 予

備 と し て 一 方 が 故 障 し た 場 合,直 ち に 切 り 替 え ら れ る よ う に な っ て い る 。

　 現 在 稼 動 し て い る セ ン タ ー はTelenetの セ ン ト ラ ル ・ オ フ ィ ス(TCO)と

し て3つ の カ テ ゴ リ ー に 区 分 さ れ て い る 。 区 分 の 基 準 と し て は ①TCOが 設 置

さ れ て い る 都 市 の 規 模,②TCOで 処 理 す る デ ー タ ・ ト ラ ピ ッ ク の 量 ,③TC

Oで 利 用 で き る 回 線 速 度 が あ る 。 た と え ば ・ ク ラ ス1のTCOは56Kbpsま で,

ク ラ ス2のTCOは9,600bpsま で,ク ラ ス3のTCOは1,200bpsま で と な っ

て い る 。Telenetは1981年 末 ま で に56Kbpsの 伝 達 速 度 を 大 幅 に 拡 充 す る よ

う 計 画 し て い る 。

　 Telenetは こ れ ま で に2つ の タ イ プ の ネ ッ トワ ー ク ・ イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 を

開 発 し こ 。 ひ と つ は 各 ユ ー ザ 側 で ネ ッ トワ ー ク ・ア ク セ ス 用 と し て 利 用 さ れ る

も の で,TAC(Telenet　 Access　 Controller)と 呼 ば れ,　 Telenetか ら ユ

ー ザ に リ ー ス さ れ て い る
。 こ のTACは 時 分 割 マ ル チ プ レ ク サ ー と し て 機 能 し,

2,400bps～9,600bpsで64台 ま で の 非 同 期 端 末 に よ る 同 時 ア ク セ ス を 可 能 に

す る 。

　 も う ひ と つ は ネ ッ ト ワ ー ク 内 部 で の プ ロ ト コ ー ル,速 度,フ ォ ー マ ッ ト の コ

ン バ シ ョ ン を 行 う も の で,TP(Telenet　 Processor)と 呼 ば れ る 装 置 が こ の

機 能 を 持 っ て い る 。 こ のTPも リ ー ス 制 で,全TCOと 一 部 の ユ ー ザ 側 に 設 置

さ れ て い る 。 現 在 利 用 さ れ て い るTPに は3つ の モ デ ル が あ り,そ れ ぞ れ が サ

ポ ー トで き る 端 末 の 数 お よ び 通 信 速 度 は 次 の 表 の と お り で あ る 。

囲 　 Enronetは1981年 中 に ア ク セ ス 可 能 とな る 。
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モ　デ ル
'
端　末　の　数 通 信 速 度

TP　 1000

TP　 2200

TP　 4000

14の 非 同期 ま で

480の 非 同 期 まで

480の 非 同 期 まで

75～300bps

56Kbps

56Kbps

　 　 TelenetはX-25プ ロ トコ ル を採 用 し,ネ ッ トワ ーク通 信 向 け にHDLC

　 (High　 Level　 Data　 Link　 Control)手 順 を使 って い る。 この プ ロ トコー

　 ル はTPま たは ユ ーザ側 の コ ン ビ㌧・一 夕 ・シス テ ムのX-25ソ フ トウ ェアに よ

　 って提 供 され ・回線 速 度 や コ ー ドや フ ォー マ ッ トの異 な る端 末 間 の通信 を可能

　 に す る。

　 　 Telenetが ユ ーザに 対 して 負 う責 任 は,　 Telenetの 提 供 す る サ ー ビス(正

　 確 か つ タ イム リーな 伝 送,エ ラ ーチ ェ ック等)とTelenetが リース してい る装

　 置(TAC,TP)に 限 定 され て い る。 したが っ て,ユ ーザ側 の装 置 や ソ フ トや

　 ネ ッ トワー クの原 因 で生 じる伝 送 エ ラ ーや そ の 他 の通 信 障害 に は 一切 責 任 を 負

　 わ な い ζ と として い る。 しか し,Telenetの 説 明 に よれ ば,ネ ッ トワ ー クは そ

　 の サ ー ビスの 一環 と して,バ ー ジ ニ ア州 に あ るViennaの オ フ ィスで,集 中 ネ

　 ッ トワー ク管 理 を 行 っ て い る の で,こ の よ うな問 題 は め った に起 こ らな い,と

　 の こ とで あ る。

　 　 ユ ーザは ネ ッ ト ワー クに対 し,一 般 の電 話 機 か ら ダ イ ヤル ・イ ンす る方 法 と

　 専用 端 末 に よ る方 法 とに よ って ア クセ スが で き る。

　 　 現 在,ネ ッ トワー クに ア クセ ス して い る端 末 数 は約5万 台 だ が,そ の うち の

　 3分 の2は ダイ ヤル ・イ ン方 式 に よ るもの であ る。Telenetは 今 後5年 間に最

　 も伸 び るの は この ダイ ヤル ・イ ン方 式 だが,最 近IBM32070と の コ ンパ チ

　 ブ ル機能 が完 成 した の で,こ の 端 末 か らの ア クセ ス も大 幅 に 増 加 す る,と 見 込

　 ん で い る。

(3)サ ー ビ スの形 態

　 　 Telenetは 現 在,デ ィジ タ ル ・デ ー タ伝 送(端 末 相 互間,端 末 と コ ンビ ュ ー
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タ間,コ ン ピュ ー タ相 互 間)サ ー ビス を提 供 してい る。 またTelenetの 加入者

が 提 供 してい る多 数 の デ ータ ベ ースへ の アクセ ス ・サ ー ビス も提 供 して い る。

更 に,1980年 初 頭 に は 「テ レ メ ー ル」 と呼 ば れ る郵便/メ ッセ ージ ・サ ー ビ

スを開 始 す る予 定 で あ り,こ の サ ー ビスを利 用 す るた め の 専 用 テ レ メ ール 端 末

が既 に市 販 され て い る。(テ レメ ー ルの詳 細 につ い ては(4)参 照)

　 上 記 の 他 にTelenetは 個 々の ク ライエ ントを対 象 に した企 業 内専 用 ネ ッ トワ

ー クの設 計 ,販 売,建 設 業 務 を 行 っ てい る。 この 専 用 ネ ッ トワ ー クは 多様 な業

務 内容 を持 ち,企 業 内通 信 の 必 要 性の 高 い 大企 業(た とえ ば,GeneralMotors

とかDu　 Pont)に 主 と して 利 用 され る もので あ る。 しか し,専 用 ネ ッ トワー ク

・ビ ジ ネスは 公衆 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス と比較 して ,ス ケ ール が 小 さく,今

後 と もあ ま り大 きな 成長 は 期 待 で きない 模 様 であ る。

　 デ ータ ・ネ ッ トワ ーク に つ い てTelenetは"ユ ーザ が 情 報 を送 り,そ して 所

定 の端 末 に それ を伝送 す る た め のパ イ プ ライ ン"と 考 え てい る。 そ して,こ の

よ うな観 点 か ら今 後5年 間,ユ ー ザの ニ ーズの 変 化 に 十 分対 応 す るた め に,次

の よ うな サ ー ビス を提 供 す る こ と を計 画 して い る。

① フ ァク シ ミ リ伝 送

　 　 現在Telenetは フ ァク シ ミ リ伝 送 サ ー ビス を行 っ てい な いが,こ れ は 現時

　 点 で多額 の投 資 をす る ほ ど十 分 な 市場 に 成 長 していない,と 見てい るた め で あ

　 る。 しか し,今 後 と も フ ァク シ ミ リ伝 送 の需 要 動 向の 調 査 を続 け て,採 算 ベ

　 ー スに乗 る と見 極 め が つ け ば サ ー ビス を始 め た い と考 え てい る。

② 通信 ワー ド ・プ ロセ ッサ ー ・イ ン タ フ ェー ス

　 　 デ ータ通 信 お よ び ワー ド ・プ ロセ ッサ ーは,い まや ビ ジネ ス界 では"標 準

　 的な"も の に な りつ つ あ り,し か も近 い将 来,急 速な 成長 が期 待 され て い る 。

　 Telenetも 通 信 の互 換 性 の ない 多 様 な ワ ー ド ・プ ロセ ッシング ・シス テ ムを

　 相 互接 続 す る機 能 を提 供 して,こ の 市場 か ら大 い に利 益 を あ げ た い と考 え て

　 い る。

③ 　 高 度 の先 進 技 術
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　 　 Telenetは56Kbpsの 伝 送 機 能 の 拡 張 を指 向 して い る一 方,衛 星 とパ ケ ッ

　 ト無 線の 通 信 機 能 の 導 入 を意 図 してい る。 この よ うな機 能 を提 供 す れば,国

　 内 お よび 海 外 で よ り広 範 に ユ ーザが獲 得 で き る と考 え てい る。

④ 　 民生 用 市 場

　 　 更 に将 来 の 見 通 し と して,Telenetは 今 後10年 間 に ネ ッ トワー ク ・ベ ン

　 ダ ーが 活躍 で き る市 場 の ひ とつに 民 生用 市 場 をあげてい る。今 後,デ ータ処 理

　 が商 用 ア プ リケ ー シ ョ ンか ら一般 家庭 で利 用 で き る テ ク ノ ロジ ーに発 展 し,

　 個 々の コ ン シ ュ ー マ ーが デ ータ ベ ース ・ア クセ ス,情 報 サ ー ビス,電 子 郵 便

　等 を利 用 す る よ うに な る,と 想 定 して,そ の 対 応 を検 討 してい る 。

3.主 た る ユ ー ザ

　現 在Telenetの 主 要 ユ ーザに は 次 の よ うな もの が あ る。

　①　 タ イ ム ・シ ェア リング会社

　 ②　 製 造 業,流 通 業,サ ー ビス業 等 の 大企 業

　③ 　 政 府機 関

　今後,タ ーゲ ッ トに す る具 体 的 な 潜在 ユ ーザに つ い ては 明 らか に して いな い が,

ネ ッ トワー クが そ の 企 業 に と って有用 とな り得 る利 用 分野 と し て ,次 の よ うな例

をあ げ て い る。

　① フ ァク シ ミリ ・サ ー ビス

　 　 　書類 中心 の 通 信 ニ ーズが 大 き な企 業に 最 適 で あ り,広 告,法 律 関係,エ ン

　 　 ジニ ア リン グ ・製 造 業 が これ に あ た る。

　②"Telemail"タ イ プの 電子 郵 便 サ ー ビス

　 　 郵 便/メ ッセ ー ジの 交 換 サ ー ビス と してFortune誌 番 付 の1,000社 が対 象

　 　に な る。

　 ③ 　 通 信 ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ ー ・ イ ン タ フ ェ ー ス オ フ ィ ス 関 係 で の 利 用 が 中 心

　 　 で,企 業 内 ユ ー ザ が 多 い と こ ろ で こ の 機 能 を 必 要 と す る 。

　 Te　1ene　tは 上 述 の ご と く,フ ァ ク シ ミ リ よ り も 電 子 郵 便 や 通 信 ワ ー ド ・プ ロ セ
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ッシ ン グに 対 す る需 要 の 方 が,今 後 将 来 性 が あ る と し て,こ の 方 面 の 販売 に 力 点

を置 い てい る。Telenetは 既 に 述 べ た ご と く,未 だ に 利益 を あ げ るに は 至 ってい

ない が,将 来 の 見 通 しと して は,十 分 採 算 を 上げ る自信 があ る と して,設 備 の 拡

張,ユ ーザ の確 保 に努 力 して い る。

　 有力 な競 争 相 手 と して は,当 面Tymne　 tが あ るが,近 くサ ー ビス を 開始 す るA

TTのACSが 手C"わ い 強敵 に な る と予想 して い る。 なお,X-tenは 恐 ら く実

用 化 しな い だ ろ う,と 推 測 してい る。
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(参 項 資 料)GTE-一 　TelenetのTelemaii

　 鯉 者 ・即 ち ηホ ・イ ト ・カラ … の鶴 力・,企 業 の 髄 費 の うちに 占め る比

率 が ま す ます 増 大 し・抜 き さ しな らな ・・もの とな りつ つ あ る
。

　 通常 の鯉 者は ・繍 を受 け抽 送 った りす るために,1月 の仕事 の うち

75～80%を コ ミ ー 二7ー シ ・ ン に 費 や し て い る
。

　 不 幸 な こ とに,管 理 者 自身 の 能率 は,彼 が 利 用 す る コ ミュ ニケ ー シ ョ ン.ツ ー

ル の能 率 に よ って支 配 さ れ る・ 例 え ・ま・大量 の時 間 が騙 に よ って 知 わ れ る
。

緊 急 で な い疏 が 割 り込 ん で き て 世 事 が しば しば 中 断 され る
.電 話 を か 、ナて も,

相 手 にす ぐつな が らな くて ・75%は 時 間 を ・ スして しま う
.特 に,時 差 が あac&t

相 手 を掴 え る時 間 が 制 約 を受 け,ま す ま す無 駄 な時 間 が 多 くな る
。

　 この よ うな 管 理 者 の時 間 の浪 費 は ・即 実 大 な 経費 の浪 費 に な る。

　 ギ リギ リの時 間 で情 報 を伝 送 す る こ とが 経費 の節 約 に な る とい う視 点 か らすれ

ば ・T・1・m・'1は 高 価 な 剛 者 の 時 間 を 節 約 させ る た めの 翻 な
ツ ール と な る。

　 以FTelemai1の 特 徴 を述 べ る。

① 　 利 用 め 簡 便 さ

　 　 Telemailは 管 理 者 に も,そ の ス タ ッ フ に も 利 用 で き る よ う に 設 計 さ れ て い

　 る 。 利 用 者 は"ス キ ャ ン","リ ー ド",'セ ン ド","フ ァ イ ル"と い っ た

言 葉 でT・1・m・ilにtt話 しか け る" .誰 で も その 使 い方 を30分 以 内で マ ス タ

ー で き る
・ 更 に 訓練 授 け れ ば ・初 心 者 で もエ キ スパ ー トで も ,も っ と時 間 を

　 節 約 す る使 い方 を会 得 で き る。

② メ ッセ ージの様 式

　 　 メ モで も各 種 の レポ ー トで も,プ リン トされ た情 報 な らすべ て,Telemai1

　 で送 る こ とが で き る。 レポ ー ト類 は 各 企 業 が 必 要 とす る特 殊 な 様式 に 合 わ せ る

　 こ と もで き る し,受 け取 る人 が 理 解 しや す いよ うに,い くつ か の 基 本 的 な チ ェ

　 ッ ク も で き る 。

③ ペ ー パ ー レ ス ・ フ ァ イ ル

　 　 Telemai1は 時 間 的 に無 制 限 の 蓄 積 が 行 え る。 加 入者 はTelemai1の 中に 各

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一]06一



個 人用 の ・ ・イ ル を作 れ る し ・部 門 な い しは 会社 全 体 の ・
。 イル を作 る 。 と も

で き る・加 入者 は ・ ・セ ー ジを 送 っ た り 読 ん だ 後 で
,6つ の方 法 に よ っ て意

の ま まに それ 嬬 積 す る こ とが で き る
.縮1壊 す る費 用 は 各.。 セ ー ジ当 り

　 月額数 ペニ ーしか必要 としない。

④ 配達方法 の選択

　 メ ッセ ー ジは 加 入 者 の オ フ ィス で も,家 庭 で も,彼 が 必 要 とす る と こ ろ な ら

ど こ で も 探 し て 読 め る よ う に ・ エ ・ ク ト ・ 二
。 ク ・・ 一 ル ポ 。 ク ス に 配 達 さ

れ る ・ ひ と つ の方 法 と して …　 セ ー ジは特 殊 な デ ータ端 末 ,テ 。 。ク ス,あ

るい はTWX装 置 に,プ リ ン トした 形 で配 達 され る し ,メ ール グ ラ ムの 形 で も

配 達 され る。

⑤ セ キ ュ リ テ ィ と プ ラ イ バ シ ー

　 　 各 利用 者 は個 人 の パ ス ワ ー ドを選 択 し,必 要 な 時 には,い つ で も,そ れ を変

　 更 す るこ とが で き る。 利 用 者 は 自 分の パ ス ワ ー ドを他 人 に知 らせ な け れば,自

　 分 だ け で 自分 の メ ッセ ー ジに アク セ スす る こ とが で きる。

⑥　配　達　表

　 　 各 受 け 取 り人 の名 前 ご とに 宛先 を付 し,Kグ ル ープ ・ リス トを作 る こ とが で

　 き る。例 え ば,そ の リス トは ひ とつ の グ ル ー プご とに特 殊 な 部 門,地 域,プ ロ

　 ジ ェク ト ・チ ーム,あ るい は全 従 業 員 用 の もの を作 るこ とが で き る。

⑦　番　号 帳

　 　 Telemailは 利 用 者 に対 し企 業の 内外 を問 わず,他 の 加入 者 の 電子 式 電 話 番

　 号 帳 を提 供 す る。 利 用者 は こ の 番 号 帳 に の せ な い よ うに要 求 す る こ と もで き る

　 し,自 分 の会 社 の 内 部の 人 だ け知 らせ る よ うに 要求 す る こ と もで き る。

⑧ メ ッセー ジの 区 分

　 　 メ ッセ ー ジは 次 の よ うに 区 分 され る。

　 o緊 急Urgent受 取 人 の メ ール ・ボ ック スの 一 番 最初 に メ ッセ ージを 置 く。

　 o親 展Privateメ ッセ ー ジは 受 取 人 に しか 読 む こ とが で き ない 。こ れ は 受 取 人

　 　が 自 分 の ス タ ッフに 自 分あ て の メ ッセ ー ジを読 む こ とを 許 して い る場 合 で も
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　 可能 で あ る。

o書 留Registered受 取 人 が メ ッセ ージ を受 け 取 った ことを 発 送 人 に知 らせ る。

○指 定 時 配達Timed　 Delivery利 用 者 は指 定 の 日時 の 後,前,ま たは 以 内に

　 メ ッセ ー ジ を配達 させ る こ とが で き る。
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7.ナ ス テ ィ ッ ク ・ コ ン セ プ ト社

調 査 先

所 在 地

調 査期 日

面 接 者

Gnostic　 Concepts・Inc.

2710　 Sand　 H"l　 Road,　 Menlo　 Park

California　 94025

1980年10月14日

Mr.　 Robert　 H.　 Katzivc

Mr.　 Douglas　 E.　 Sparks

1.概 　 　 要

　 ナ ステ ィ ック ・コ ンセ プ ト社(GCI)は1973年 に 設 立 され,カ リフ ォル ニ ア

州 メ ンロパ ー クに約70人 の ス タ ッフ を持 った 調 査 会 社 で あ る 。西独 の 子 会 社 で

あ るGnosticForschung　 GmbHを 持 ち,顧 客 は500社 以 上で 全 世界 に わ た って

い る。

　 GCIは,情 報処 理 に 関 す る技 術 調 査 を得 意 と してお り,こ の 分 野 の デ ー タベ

ー ス は数 百 種 類 か つ10年 分 の タイ ム スパ ンを カバ:一一して保 有 してい る。

　 GCIは,電 子 機 器 産 業 の 市場 予 測,半 導 体 技術 調 査,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー

シ ョ ン等 を実 施 して お り,現 在 進 行 中 の マ ル チ ク ライ エン ト調査 と し て は,CR

T端 末,統 合 通 信,コ ン ピュ ー タ産 業 の 市場 予測 等 が あ る。

　 今 回 は,付 加 価 値 網 お よ び そ の サ ー ビスを中心 に調 査 した 。

2.詳 　 　論

　 付 加 価 値 網(Value　 Added　 Network:VAN)を 特 徴 づ け るの は,ま ず 第1に

任 意 の フ ォー マ ッ トの 情 報 を,他 の 任 意 の場 所 に 送 り,か つ 任意 の フ ォ ーマ ッ ト

で表 示 出来 る機 能 を そ な えて い る こ とで あ る。 第2に,内 部 的 に 蓄積 交 換 機 能 を

持 ってお り,情 報 の 伝 送 は,時 間 的,空 間 的に 独 立 な形 で送 られ る。 第3の 特 徴
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は,公 衆 網 すな わ ち護 れ で も利 用 す る こ とが 出 来 る と い う こ とであ る
。

　 別 の 観点 か らVANを 定 義 す る方 法 もあ る。 この場 合 は,次 の よ うな特 徴 に よ

って定 義 し てい る。

　① 　 通 信 設備 は,コ モ ンキ ャ リアの 設 備 を利用 し てい る。 一 通 信 回線 と して

　 　 は,通 常 あ るい は フ ァバ ー オ プ テ ィ ック スの 地 上 回線,通 信衛 星,無 線 パケ

　 　 ッ ト,マ イ ク ロ 回 線 等 が あ る 。

②

③

④

⑤

⑥

デ ー タ フ ォー マ ッ トの 変換 機 能 を持 つ 。

異種 端 末 間 の 通 信 の た め の プ ロ トコル変換 機 能 を持 つ 。

異 速度 端 末 間 通 信 の た め の 速度 変 換 機 能 を持 つ。

障 害 あ る いは トラ ピ ック状 況 に 応 じて情 報 を最 適 ル ー トを使 って送 達 す る
。

多 重 化 に よ って 利 用 者 の 通 信 コ ス トを下 げ る。

　 米 国 の 付 加 価 値 網 業 者(Value　 Added　 Carrier:VAC)は 表 一6の と お り で

あ る が,こ の 中 で 大 手 は,現 在 の と こ ろTymnetお よ びGTE　 Te}enetで あ り
,

パ ケ ッ ト交 換技 術 を用 い て 汎用 的 な サ ー ビスを 行
っ てい る。

表 一6　 付加価値網業者

Tymnet

GTE　 Telenet

ACS　 (1982?)

Graphnet

American　 Sattelite

MCI　 Communications

RCA

Southern　 Pacific

Western　 Union

Xerox

Sattelite　 Business　 Systems
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　 　ACSは,AT&Tが 開 発 中 のVANで あ って,計 画 の 遅 れ か ら1982年 末 な

い し83年 初 頭 に サ ー ビスが 開 始 さ れ る もの と予想 され てい る汎 用V今Nで あ る。

　 他 のVACは 特 殊 な もの 一例 え ばGraphnetは,フ ァ クシ ミ リ通信 を行 う業 者 一

あ るいは 通 信 衛 星 を使 う業 者 であ る。

　 　この 中 で 特 に注 目 しな け れ ば な らな い の はXe　 roxのXTEN計 画 であ る。XTEN

は,衛 星 お よ び無線 を利用 して,既 存 の 通 信 業 者 の 回線 を使 わ な い斬 新 な プ ラ ン

で あ る。 しか し,こ の 開 発 に は か な りの 時 間 が かか る こ と,マ ー ケ テ ィン グが遅

れ て い る こ と,人 の手 配 が うま くい って い な い こ と,FCCに 対 す る無 線 の 帯 域

使 用 の許 可 が 下 りて い な い こ と等 か ら,現 段 階 で は 実 験 的 な もの で,コ マ ー シ ャ

ル価 値 は無 い と考 え られ る。 も しXTENが 成功 した とす る と,こ の ネ ッ トワご ク

は 汎用 的 な 性 格 を持 つ こ とに な ろ う。

　 TelenetとTymnetを 比 較 す る と,Telenetは,小 さな ノxeケッ トを ス ーパ ー'

バ ゲ ッ トと呼 ば れ る 大 きな パ ケ ッ トに して ノ ー ド間 を伝 送 す る とい う手 段 を と つ

てお り・ヘ ビー トラ ピックに 有効 で あ る。 これ に対 して,Tymnetは パ ケ ッ ト単 位

に・ノ ー ド間 を伝 送 してい るた め に軽 トラ ピ ックに有 効 で あ る。
.

　 現 在 の とこ ろは,VAN市 場 のほ とん どをTymnetお よびTelenetが お さえて

い るが,将 来 的 にはACSが 伸 び て こ よ う。 こ こ数 年 後 の 米 国 内 の 市場 占有 率 の

,予 測 と して は,ACSが 遅 れ てい る こ とか ら,AC'　 Sは30%程 度,　 Telenetが

ほぼ 同 じ,Tymnetが35%程 度,残 りの5%を 他 の 業者 が 分 ける こ とに な ろ う。

将 来,主 要 なVANに な る3つ の 網 の 機能 比 較 を 表 一7に 示 す 。

　 米 国 の ビジ ネス コ ミュ ニケ ー ジ ョン市場 は,1980年 に340億 ド》レ,こ の内18

:%に 当 た る60億 ド
ルが デ ータ通 信 に関 す るもの で あ る。 そ して85年 には630億

　ドル に な り,25%に あ た る160億 ・ドルが デ ー タ通 信 で あ る と予 測 され る。 デ ー

.樋 イ言の 年 間1申 び率 は2・1・7%で あ り ・低 速 の・もの は5・%減 に な り・高 速 イヒとV

ANの 利 用 が 増 大 す .るもの と見 込 ま れ る。

　 デ ータ通 信 市場 で特 に 注 目 しな け.れば な らな い のが 電子 郵 便(Electron　 i.c
～

Mail)で あ る 。
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表 一7 Telenet,Tymnet,ACSの 機 能 比 較

「

　　　　　　　　　　　　　　　　Fuωctlooal　 Featu竹e 了elenet Tymet ACS

Te7白■i「鳩1　1nte㎡aces

● 胸 ㎎hp。n。us　 C。ntent1。n(Unbuffered　 Terminals)

●　Asynchponous　　　　　　　　　　　　　　　Contentlon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8ufferedρTerminals)

●　A$ywchpooous　 　PO　l　l　ed

●　Syr忙h7噛 ∞u8　 Po　11●d

　　A.1抽3270

●　Sy6chpooo4」s　 Cont●nti㎝

　　A.　 18,42780　 8SC

　　8・1日 明 搬Pぬ81tlleOV109

Ho冒

Ho冒

P1⑰oed

Plamed

No層

村0冒

No冒

No冒

Plamed

HO冒

No冒

Ho冒

Planned
Planned

Plamed

Planed

Plamed

?

Host　 Interfaces

● ε則13tion

m

　　I抽32718SC

　　I8H　 2780!3780　 8SC

　　I8H　Hasp　 H勉1tilea》1ng
●　X・25　P託ket　 筒ode

●　Hessage　 Le"e1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぶ

N倒

Planned

掲0冒

No冒

No∀

?

Now

Plamed

No冒

Now

NOW

?

Planned

Plamed
Plamed

?

Plamed
Plamed

Hessage　 S冒 †tching軸Mces

●　Hessage　 Text　 εditing

●　筒essage　 　Oeli》6ry

　　A・　On　 Request

　　B●　Aut㎝atic　 D●1i》6ry
●　博e$soge　 Storage

●　岡e$$ages　 (Broadcast)

●　De .1　i　very　 Ack鵬1Gdge百 日ent
●　Formatted　 Data　 εntry
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　.

Plamed

Planned

Planned
Plamed

Plamed

Plamed

?

NOW

NOW

Plamed

No冒

No冒

No∀

?

P|anned

Plamed

円amed

Plamed

Planr× …d

Plamed

Plamed

Virtual　 Call　 Service　　　　　　　　　.

●High　 Pri・rity(lnte・acti・e
,　L・ ・TransパOelay)

●Lo冒　　　　　　Prio肖ty　　　　　　　　　　　　　　　(Noninteractive)

●　Inquiry　 Transactions

●　Recei.ve　 Collect　 or　 SCreened　 Ca115

NOW

Plamed
Plamed

Now

NOW

No冒

?

NOW

Planned

Plamed

Plamed

Plamed

Network　 Hanagement

●　Call　 Accounting

●　User　 ID/Password

●　Network　 Control　 Center

●　Cust㎝er　 Network　 Control　 Equipment

●　LogTcal　 Subnetworks

●　Network　 Comand　 しanguage

●　Data　 Entry　 Language

No冒

NOW

NOW

No阿

NOW

Now

?

NOW

No冒

NOW

?　 　　 　 　.

Now

?

?

Pτamed

Plamed

Pτamed

Planned

P|amed

Plamed

P|anned

Private　 Network　 Systems

●　Under　 Tariff

●　Lease/Purchase

●　Custom　 Protocols　 by　 Request

Now

No冒

No闇

Now

NOW

NOW

Planned

?

.DOubtfu|

　　Geographic　 COverage

　　●1979

　　●1980

L

Over　 150

Cities　 in

us

Over　 400

Cities　 in

us

Over　 150

Cities　 in

us

Over　 200

Cities　 in

US

None

None

」
.

一112一

●

禽



　 電 子 郵便 は,現 在 の郵 便物 処理方 法 と配達方法が情 報を運ぶため に トラ ックや

航空機 な どの内燃機 関 と人手 を利用 して いるのに対 し,情 報は本質 的に重 さのな

い もの であ ることか ら電子 的に光の速 さで運び ,迅 速かつ安 価に情報 を配布 す る

ものであ る。

　 電子 郵 便 は,地 域 的 に 分散 した 企 業 内 での利 用 が 多 く,1979年 にお い て約5

万 ス テ ー シ ョ ン(Telex,TWXを 除 く)が あ り,年 間100%の 端 末 数 増 加 率 を

示 し て い る 。

　 電子 郵 便 が ど の よ うな形 で実 現 され るか は,通 信 量 に よ って著 しく異 な る。 例

えば 非 常 に 大 規模 な企 業 で は,衛 星通 信 等 を利 用 して独 自の シス テム を構 成 す る

で あ ろ うし,規 模 が 小 さ くな れ ば,VANの 電 子 郵 便 サ ー ビス を利 用 す る こ とに

な ろ う。

　米 国 に お い て は,4つ の時 間 帯 が あ る こ とか ら ビジ ネス時 間帯 が異 な る こ と,

端 末 の普 及 等 か ら非 常 に 多 く利 用 され,管 理 者 の生 産 性 を5～15%改 善 す るもの

と見込 まれ て い る。

　 電子 郵 便 に は,フ ァ クシ ミ リ,パ ーソ ナル コ ン ピュ ータ,CRT,ワ ー ドプ ロ

セ ッサ,パ ー ソナ ル ・ペ ー ジ ン グ ・シス テ ム等 の非 常 に多 彩 な端 末 が 利 用 され る
。

　現 在 電子 郵 便 は,サ ー ビ スあ る い は シス テ ム と して存 在 して い る。 代表 的 な 例

は表 一8に 示 す とお りで あ る 。

表 一8　 電子 郵便 の サ ー ビス,シ ス テ ム販 売業 者

Tymnet(On-Tyme　 H　 Network　 Service)

GTE　 Telenet(Telemail　 Service)

ITT　 DTS(Faxpak)

Wa　 ng(MaiIway　 System)

IBM(55200ffice　 Ad　 m　ini　 st　rat　 ive　 System)

Datapoint(Integrated　 ElectronicOffice)

Axxa(System　 90)

Xerox(Ethernet)

Zilo9　 (Z-Net)

Ungerman-Bass(Net-1)
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　 TymnetのOn　 一　Ty　me　 nは,ハ ネ ウ ェル の レベル6ミ ニ コ ン ピュ ー タを使 って

の サ ー ビス で あ り・1977年 に サ ー ビス 開 始 したOn-Tymeの 強化 版 と して,

1979年 か ら稼 動 し て い る。

　 利用 可 能 な 端 末 と して は,ASCII無 手 順 端 末 の ほ か,　 Tymnetに 接 続 で き る

IBM3270が あ る。 こ の サ ー ビ スの 歌 い 文 句 は,次 の よ う な もの であ る。

　 ① 　 電 話 に よ る方 法 は,4回 に1回 程 度 しか 相 手 が つか ま らな いが,On-Tyme

　 　 nで は,必 要 な 時 に 相手 に 文書 が 迅 速 に 送 られ る。

　② 　 16種 の簡 単 な コマ ン ドで利 用 出 来 る。

　 ③　 秒 単位 で,米 国 内 の どの よ うな 場所 に も文書 が送 られ る。

　④ 　 1回 の 入 力 で,複 数 の 場 所 に送 る こ とが 出来 る。

　⑤ 　 送受 した メ ッセ ー ジの一 覧 表 を 見 る こ とが 出 来 る 。 ま た,メ ッセ ー ジ自 体

　 　 も フ ァイ ル して お くこ とが 出来 る 。

　 この よ うな機 能 が 一般 的 に 電子 郵便 シ ス テ ム で サ ー ビス され てい る。

　 WANGのMailwayシ ス テ ム は,1980年 に 社 内 用 シ ステ ム と してWANG　 vS

を使 っ て売 り出 され た もの で標 準 構 成 の ハ ー ドウ ェア価 格 は10万 ドル程 度 で あ り,

ソフ トウ ェア価格 は2000ド ル で あ る。WANG　 VSは 文書 配 布 セ ン ターの 役 割 を

果 た し,WANG社 で す で に販 売 して い る ワ ー ドプ ロセ ッサ と組 み 合 わ せ る こ とに

よ って 文書 作 成,配 布 シ ステ ムが 完 備 し た こ と に な る。 さ らにWANG社 では ファ

イ リン グ シ ス テ ム を開発 中 との こ とで あ り,こ の3者 が 顔 をそ ろ え れ ば,文 書 に

関 す る オ フ ィスオ ー トメ ー シ ョンの装 置 を完 成 し た こ とに な る。

　 IBM5520オ フ ィ ス管 理 シ ス テム は,1979年 末 にGeneral　 System　 Divi-

sionが 発 表 したIBM社 の電 子 郵 便 市 場 参 入の 最 初 の シ リLズ であ り,1980年

に発 売 され る もので あ る。

　 この シ ス テ ムは,文 書 の作 成,蓄 積,検 索 お よ び編 集 の機 能 が 最 初 に サ ポ ー ト

され,80年 末 に 配 布 の機 能 が 追 加 さ れ よ う。

　 XeroX社 のEthernetは,製 品 とし て発 表 され て い る のはXeroX　 860ワ ー ド

プ ロセ ッサ シ ステ ム お よびXeroX　 5700イ ンテ リジ ェン トコ ピ アーの2種 のみ で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一114一

、



あ る。Ethernetと い うの は,現 段 階 で は製 品 とい うよ りは む し ろ ロ ー カル コ ミ

ュ ニケ ー シ ョン リン クの た め の概 念 あ るい は標 準 と い うこ とが 出 来 よ う。標 準 化

とい う観 点 で は,XeroXはDECお よ びIntelと 共 同 してEthernetを 共通 イン

タ フ ェ ース と設 定 す る こ と に した 。 オ フ ィ ス オ ー トメー シ・ヨンお よ び 電子 郵 便 に

とって,構 内 の各 ワー クス テ ー シ ョ ンを結 合す る こ とは重 要 で あ っ て,今 後 が 注

目 され る。

　 郵 便 業 務 は米 国の 場 合,郵 便 公社(United　 St・a.t・e・s　Postal　 Service:USPS)

が 独 占 的に 行 って い る。USPSは1978年 に おい て970億 通 の 郵 便物 を扱 い,

書 簡 だ け で100億 ドル を超 え る収 入 を あげ てい る。

　 公社 総裁 は,"郵 便 物 取 扱 費 用 の 削 減,郵 便 料 金 の 安 定 化,サ ー ビスの 迅速 化

お よ び公 社 の 発 展 のた め に,現 在 サ ー ビス を提 供 し て い る場 所 へ 郵 便物 を運 ぶ た

めの 手 段 と して利 用 す るつ も りで ある"と 述 べ てい る。 この よ うな 目標 に そ って

3つ の サ ー ビスの テ ス トを 開 始 して い る。

　 第1は,Electronic　 Computer　 Originated　 Mail　 Service(ECOM)と

い う国 内 サ ー ビス で あ る。 第2は,INTELPOSTと 称 す る国 際 電子 メ ッセ ー ジ

サ ー ビスで あ る。 第3は,も う少 し長 期 的展 望 に立 って,RCAと の 間 で契 約 し

た シス テ ムでElectronicMessage　 Service　 Systemと 呼 ば れ る もの で あ る。

　 い ず れ に して も,将 来USPSと しては,電 子 メ ッセージ システム を所 有 あ るい

は 運 営 す るの で は な く,単 に 輸送 手 段 と して利 用 した い意 向 を示 して い る。

　 郵 便 事業 は,政 治 的 側 面 が あ り,電 子 郵便 を従 来 の 郵 便 物 と同 等 に扱 うか ど う

か とい う問 題 もあ る 。 また,司 法 省 の 反 トラ ス ト局 はUSPSの 電 子 郵 便 計 画 に

反 対 してい る こ とな ど あ り,最 終 的 な政 治 結 着 が つ か な い か ぎ りUSPSの 電 子

郵 便 へ の 参 入 は 不 明 で あ る。 しか しなが らGnost"icは 現時 点 で は 参 入 しな いだ ろ

うと見 てい る。
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8. ロ ッ キ ー ド 社

、

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

Dialog　 Information　 Retrieval　 Service,Lockheed　 Missiles

&Space　 Company,Inc.

3460　 HillviewAvenue,　 Palo　 Alto

California　 94304

1980年10月14日

Mr.　 Roger　 K.　 S　umm　 it

　 　 Managing　 Director

Ms.　 Betty　 A.　 Davis

　 　 Marketing　 Director

1.概 　 　要 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・

　 ロ ッキrド 社 のDialogサ ー ビス は,米 国に お け る最 大 の商 用 オ ン ライ ン リフ

ァレル サ ー ビス であ る。 ロ ッキ ー ド社 は,1964年 に オ ン ライ ン情 報検 索 シ ステ

ムの 開 発 に着 手 し,翌65年 に は 政 府機 関向 け オ ン ラ イ ン サ ー ビスの提 供 を開始 し

69年 に実 稼 動 した 。 これ がDialogシ ス テ ム の は し りで あ る。

　 1972年 に な って,商 用 サ ー チ サ ー ビス を開 始 し,今 日 に至 って い る。

　 Dialogシ ス テ ム に はTymnet,　 Telenetあ るい はIRCを 通 じて全 米 の200

以 上 の 都 市 お よ び 海 外 か らの ア クセ ス可 能 で あ る。

　 米 国 の オ ン ライ ン リフ ァ ラ ンス デ ータベ ー ス市場 の規 模 は,1980年 にお い て

5000～6000万 ドル とみ られ で お り,そ の うち1500～2000万 ドル を非 営 利 の

OCLC　 Incorporated(図 書 館 カ タ ログ情 報 の会 員 内 サ ー ビス)が 占 め,次 い

でDialogが1500万 ドル前後op売 上 げ を持 って い る と見 られ て い る。

　 こ の よ うに,商 用 リ フ ァ レル サ ー ビスと して 最 大 の 売 上 げ を誇 る原動 力 と な っ

てい るの は,そ の デ ータ ベ ー ス量 で あ り,こ の量 に 対 す る 自 信 が リア レル デ 一 夕
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ベ ース界 に お け る何 もの に も変 えが た い 力 の源 泉 で あ り,こ の 業 界 に お け る リー

ダ シ ップを と り続 け る こ とが で きる とい う自信 が うか が わ れ た。

2.詳 　 　 論

　 オ ンラ イ ン リフ ァ レル サ ー ビ スは 必 要 とす る情 報 の有 無,有 る とす れ ば 何 処 に

有 る の か を さが す た め の もの で あ る。

　 ロ ッキ ー ド社 のDIALOG情 報 検 索 サ ー ビスは,オ ンライ ン リ フ ァ レル シス テ

ムの パ イオ ニ ア で あ り,1969年 に米 国 航 空 宇宙 局(NASA)に 対 して 唯一 個 の

デ ー タ ベ ース で もっ てサ ー ビスが 開始 され た 。

　 現 在,DIALOGは 表 一9に 示 す よ う'に100個 以 上 の デ ー タ ベ ー ス を持 ち,こ

の種 の もの で は世 界 最 大 の シ ス テ ムで あ り,技 術 報 告書,学 会 の 論 文,新 聞,雑

誌 の 記 事,特 許 お よび統 計 デ ー タの参 照 が可 能 な4千 万 以 上 の レ コ ー ドを保 有 し

て い る。 最 初 の 焦 点 で あ った教 育 や 科 学 か らビジネス,財 務,時 事,社 会 科 学,法

律,医 学,芸 術 や 人 文 科 学 の 分野 の デ ータ ベ ー スを持 つ よ うに拡 張 され て きた。

　 デ ー タベ ー スは,最 新 の刊 行 物 一 昨 日の 新 聞 あ るい は,19世 紀 の 歴 史の よ う

な学 位 論 文 一 に ア クセ スで き るよ うに定 期 的 に 更 新 され てお り,こ の 更 新量 は

月 間200億 バ イ トに もな る。

　 強 力 なDIALOG検 索 シ ステ ムは,単 に必 要な トピ ックに 対 応 す る語 句 を タ イ

プす る こ とに よ って,欲 す る主 題 の ソ ー ス情報 の 出 所 を捜 し出 す 機 能 を持 っ てい

る。

　 これ に よ って タ イ トル,要 約,著 者 名,日 付,コ ー ド,パ テ ン ト番 号 あ る いは

レ コー ドに 含 まれ て い る他 の 情 報 を引 き出 す ことが 出来 る。

　 要約 を含 む レ コー ド全体 は,端 末 に オ ンライ ン出 力 す る こ と も出 来 る し,安 価

な方 法 と して オン ライ ンでDIALOGセ ン タに出 力 し,郵 便 で 受 け 取 るこ と もで

き る。

　 そ して現 在 では,オ リジナ ル情 報 の 販売 業 者 が30程 登録 され てお り,オ ン ラ

イ ンで 見 つけ 出 した 文 献 の オ リジ ナル が 必 要 で あ れ ば,文 献 の レ コ ー ド識 別 番号
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表 一9 Dialogで サ ー ビ ス さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス(1980年5月)

■

Online Offline

Fib
No. DA了A8ASE　 ISupplier)

Connect

Time

Rate　 S/Hour

Print　 Rate

Per恥ll

Record

カ バー

期　 間

更 新

頻 度
量

MULTIDISCIP【INARY

102
.

★　　AS|{Congr●$5ionol|nlormotion　 Sorvヒe.　 lnc.} $90 15¢
'73 ～ 月 55,000

101 ★Cl5/INDεX　 ICong【 ●55ionol　 lnIormo`ion　 S白rvic8.　 hc.} 90 15 '70 ～ 月 110,000
35 COMPREHENSIVE　 DISSERTATION　 ABS.　 IUniv,　 Mkrolilms}nc.} 55 12 1861～ 月 648,000
77

200

CONFE旺NCεPAPERS　 INDEX　 IDo↑o　 Courier:lnc.}
　 　 　 　 　 　 　 .

D|AしOG　 PUBUCATIONS　 IDIAtOG　 lnformo8ion　 Ro`rievol　 Servke

75

15

15

㎡

'73 ～ 月 715,000

114 εNCYCLOPEDIA　 OF　 ASSOCIATIONS　 IGole　 R8$■orch　 Compony} 55 15 最　新 年 14,000
26 FOUNDATION　 DIRECTORY{The　 Foundo⑳ion　 C前terl 60 30 最　新 半年 3,200
27 FOUNDATION　 G舩NTS　 INDEX　 IThe　 Fouハdo'bn　 Co耐6r[ 60 30 '73～

2月 68,000
　 GPO　 MONTH↓Y　 CATAIOG　 IUふGov6rn帖nt　 Pringingαlk8[ 35 10

'76 ～ 月 .75,000
85 ★GRANTS　 DATABASεIOryx　 P昭5s} 60 30 ワ7～ 月 L500
47 MAGAZIN〔INDEX　 llnformtion　 Acce5$Cαp .1 45 10 '77～

月 316,000
78 NATIONA[FOUNDAlrlONSπhe　 Foundo†ion　 C6n↑er} 60 30 最　新 年 2L800
111 NATIONAL　 NεWSPAPER　 INDEX{lnlormotion　 Access　 Co'porotio司 75 10

'79 ～ 月 165,000
211 N∈WSεARCH阿ormo↑ion　 Ac"ss　 Corporo$ゆnl 95 10 最　新 日
911 NEWSEARCH∬ 両rmo`ion　 Access　 Corporotionl 砺 ㎡ 最　新 日
49 PAIS　 INTERNAT|ONA[IPuヒJic　 Anoir5　 |n{ormolion　 S8rvice.　 tnc、) 60 15

'76 ～ 3月 107,000
65 SSIE　 CURRENT　 RESEARCH{Smith$onion　 Scigncg　 h{o.εxchonge[ 90 20 最近2年

　 　 　 .
月 299,000

.

SCIεNCε
「

1ハ0 AG艮ICOtA　 1970・19781U.S.D.A.　 Tgchnicol　 lnlormolion　 Sγs↑oms} $25 55¢ 70～'78 月 1,340,000
10 AGRICOい1979-pre5⑰ †IUふD.A .　T8chnicol　 lnfomoeion　 Sy5恒m5[ 25 55

'79 ～ 月 1,340,000

55 BIOSIS　 P既VlεWS|969・19731Bio$ci前c●$}nlormo↑ion　 SorVに6[ $45 10¢ '69～73
月 2,600,000

5 8|OSIS　 PRεVIEWS　 1974-pr.$on↑{8io5ci8nce5　 hlorm酎ion　 S6Mco} 45 10 74～ 月 2,600,000
2 CA'SEARCH　 1967・1971{Am6riζon　 Chemicol　 Socio,y[ 70 20

'67～71
2週 4,362,000

3 CA　 SεARCH　 1972・19761Americon　 Chomicol　 Socio,y[ 70 20 72～76 2週 4,362,000
4

1

0　

(」

3

CA　 SEARCH　 　1977.pr85en↑{Am●ricon　 Ch●rni《=o{Soci8↑y}

CHEMNAME7M

CHεMSεARCHTηCh●micol　 Ab3,rod$Servic6.　 DIAtOG　 blormo↑ion

70

70

55

20

20

16

77～ 2週

3月

2週

4,362,000

　 737,000

　 45,000

131
　 R●†ri●vols,冑ico}〉.CHEMSISTMにh

6miCb|Abslroc15　 Sor∀ic■、　DIAtOG　 lnlomo,ion　 R加ievol

　 S●冑icol

70 20

　 　　　《.

ワ2～'76 1,500,000

50 CA8　 A8S了RACTS　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, ,　　 35 25
L

'73
.1～ 月 966,000

{《=ommonw6018h　 Agrico18urol　 8Ur●ou刈

ア2 εXCεRPTA　 MεDICA任xcerplo　 Mod泌o} 65 25 74.1～ 月 L160、000
含】

O
Oア5

EXCERPTA　 MEDICA　 IN　 PROCESS{Ex⊂6rp`o　 M●dic司

G〔OARCHIV日G60$y51●m$1

65

70

25.

20

'74

.1～

'69
～

月
月

1,160,000

290,000
12 lNSPEC　 1969・197711n5†i8u↑ion　 ofεleclricol　 Engi∩eer$} 55 15

'69 ～77 月 1,404,000
13 lNSPεC　 1978-pro$onl　 l|n$,iMiorI　 ol　El6drico{Engin60r5) 55 15 78～ 月 1,404,000
76

204

231

94

94

34

34

|飢tlFεSCIENCεS　 COLLεCTION{|n{ormo↑ion　 R旬riovo|L`d .}

ONTAP.M　 CA　 SεARCH　 IAm6rkon　 Chemicol　 Socbly}

ONTAP†M　 CHEMNAMε{Am・i・ 。・Ch・mi・ 。I　S。c剛

SCISEARCHQ　 1974・19771|…iM.　 f。・S、i.,・ili、　b{。,。 。,i。,}、vb、db。r

SCISεARCHO　 1974・1977{1・,・i旬 。1。,　S、i帥ei{i、1,1。m。,i。,1。 。,、、b、.,ib。,

SCISεARCH⑧1978・P・ ・…ll|・ 、'iM61。,　 S,i酬ilid,1。,mti。,},、b、,,ib。i

SCISεARCH⑪1978・P・ ・,…{|・ 、†iM.1。,　 S,i酬i{id,bm。ti。,[

45

15

15

40

130

30

120

15

㎡
n/㌔

10

20

10

20

78～

74～'77
'74 ～'77
'78 ～

'78～

月

月
月
月

月

　 250,000

　 15,000

2,970,000

2,900,000

2,900,000

2,900,000

　 .

62

non5ub5cribor

SP|N　 IAm8ricon　 ln5↑i旭,e　ol　Phy5ic$} 35 10 '75 ～ 月
　 　 　 ・

114,000

52 TSCA・INmAL|NVENTORY{En》ironmon$ol　 Pro佃c`ion　 Agency.　 D}ALOG 45 15
'79

不規則 43,300
ln{ormolionR● †ri●volSo内ico} .

・

■

■

.

.
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Online Offline

Comect Print　 Rate カ バ ー 更 新
Fi|e Time Per　 Full 期　間 頻 度

量

No. DATABASE　 ISupplier} Rate　 S〆HDur Record

APPUεD　 SCIεNCε&TECHNOしOGY
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

45 APTIC　 {Air　Pollution　 Tech.　 lnfo.　C↑r.　&　`h6　 Fro∩klin　ln5曾i↑u†e) 35 10
'669～78

89,000
44 AQUATIC　 SCIENCε&F|SHERIεS　 A8STRACＴS【NOAA} 35 15 ・'78～ 46,500
112 AQUACULTURE{Nofionol　 Oceo∩k　 ond　 Armosph8ri⊂Admini$,rolion} 35 15 '70～ 不規則 4,300
116 ★AQUAUNE　 IWot6r　 Res60rch　 C8n↑r司 35 30

'74～
月 2LOOO

96 ★8HRA　 FLUID　 ENGINEER|NG{8ri↑15h　 Hydromeζhonic5　 Re5eorch 65 15
'74

～ 3月 33,000
A5socio↑ion}

・

23 CLA淑51M/CHEM　 1950-19701|F|/Ple叩m　 Do,o　 Co叩ony} 95 15 '50～'70
265,000

223 CtAIMS'M/CHεM/UN|TERM　 1950・1970{IFI/Pl6num　 Dがo　 Componyl 300 15
「50 ～'70 3月 452,576

224 CL川MSTM/CHEM/UNITεRM　 1971・1977{旧/Plenum　 Do↑o　Comρonyl 300 15
'50 ～'77 3月 452,576

225 CIAIMSTM/CHEM/UNITERM　 1978・pre5前,　 llFl/Plgnum　 Dolo　 Compony} 300 15 '50～
3月 452,576

124 αAIMSTM/αASS　 llFl/Pl8num　 Do,o　 Compony}・ 90 10 15,000
24 CIAIMS7M/U.S.　 PATENTS　 1971-1977{IFI/Plenum　 DoぬCompony} 95 15 71～'77 3月 485,000
25 CtAIMSτM/U.S,　 PATENT　 A8ST良ACTS　 1978・presen1岬/Plgnum　 Do,o 95 50

'78 ～ 月　. 116,000
Co叩 。nyl .

125 CLAIMSIMノ ∪.S.　PATENT　 ABSTRACTS　 WE〔KLY{IFI/P}enum　 Do†o　 CompoM $95 50¢ 最　新 週 3,000

8 COMPENDEX　 IEngineering　 lndex,　 lnc.} 65 15
'70 ～ .月 817,000

60 C則SUSDA　 lUSDA} 40 10
'74 ～ 3月 33,000

　 69
940

εNERGYしINε Φ{Envirom、6r1`inbrmo,ion　 C6nlor ,　ln司

εNVI時O【|NE⑪1』 。・m。・1|・1αm。 ・i。,　C.,1.,.1,,」

90　 .

90

20

20

'71～ 　　.
'71～

2月

月

29,000

79,000

68 ENVぼONMENτAL　 BI飢|OGRAPHY　 lln16rnoll.　 Acod.01　 Sonb　 80rboro】 60 15
'74 ～ 2月 149,000

51 FOOD　 SCIENCE　 AND　 TεCHNOしOGY　 ABS,　 lln`1.　Food　 blo.　 SgMc司 65 15
'69 ～ 月 179,000

79 FOODS　 ADU8RA　 IK&M　 Pvblkotion$,　 lnc,) 55 10 74～ 月 39,000
123

　 　 　 　 　 　 　 .

lNPADOC　 l|n,6mωionol　 Po,前t　 Docum前b曾ion　 Cθnled 95 20 最近6週 週 16,000
74 lNTεRNAＴIONAL　 PHARMACEUTICAt　 A8S.　 IArn,　So⊂.　of　Hospilol 50 15 70～ 2月 56,000

Ph。rmoci弱
7

,

14 lSMEC　 IDo†o　 COuri8r,　 lnc.} 75 15
'73 ～ 月 98,000

32 MεTADEX　 IAm6ricon　 Sociely　 lor　M8†ols} 80 12
'66 ～ 月 374,000

118 ★NON・FE殼OUS　 METALS　 A8STRACTS{8riti5h　 Non-F8rrou5　 M6言ols 45 20
'61～ 月 '60

,000
Techno|ogy　 C■n88r)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

6 NTIS{No↑ionol　 Techniζol　 ln}o.　S8rvic6,　 U.S.　 Dept.　 of　Comm■rce) 35 10
`64

～ 2週 765,000

28 OCEANIC　 ABSTRACTS　 Po,o　 Courier,　 lnc.1 75 15
'64

～ 2月 110,500
48 PIRA　 {R■$oo7ch　 As50c.　 lor　PoP8r　 &　 800rd ,　Prin`ing　 &　 Pockoging　 }ndus.】 55 15 75～ 月 48,000

41 POtLUＴION　 ABSTRACTS　 IDo`o　 Couri6r,　 bc.1 75 15 70～ 2月 68,500

95 RAPRA　 A8STRACTS　 IRubber　 omd　 P|05↑ic5　Re$eorch　 Assodo,ion　 ol　Greが 65 15
'72 ～ 月 110,000

8ri†oin)
L■

,.　 　 　 '

|15 SURFACεCOATINGS　 ABSTRACTS　 IPoin`Re5eorζh　 Associ引io、 、　o「Greo, 65 15
'76～

-

月 25,000
7

Britoin) F

63 TRIS　 IU.S.　 Dgpor† π、enf　oσ 了ronspor80`ion　 ond　 Tronspor,ofbn　 Reseorch 40 10
'68㌻ 月 145,000

Boord} |

99 ..WEIDASEARCH　 IThe　 wθlding　 lns⑳ilulel 65 15
'67 ～ 月 47,8∞

33 WORLD　 ALUMINUM　 ABSTRACTSいmericon　 SocieW}or　 Me↑ds[ 50 10
`68 ～ 月 70,600

67 WORID　 TEXTItεS　 IShirley|ns↑i,u↑e} 55 10 '70～ 月 84,700

SOCIAI　 SCIεNCES&HUMANITIES
.

9 AIM/ARMに.n↑or　 lor　Voco†iono|Educo言ion[ $25 10¢
'67 ～76 17,500

38 AMER|CA:　 HISTORY　 &　UFε 　{ABC-Clio.　 ln⊂」 65 15
'64 ～ 3月 91,400

56
　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

ART　 MODERN　 IA8C・C|io,　 hd 60 15
'74 ～ 3月 28,000

64 CH|ID　 A8USE　 AND　 NEGtεCT(No刊,　 C耐r.}or　 Child　 Abuse　 ond　 Negle司 35 10
'65 ～ 半年 8,800

1 ERIC　 {εducotbnol　 Resourc85　 1nlormo`ion　 Ce∩1er[ 25 10
'66～

月 360,000

54 EXCEPT|ONALCHIIDεD.　 RESOURCESにouncil}orεxc8pt.　 Chi|dre吋 25 10
'66 ～ 2月 38,000

39 HISTOR|CAL　 A8STRACTS{ABC-Clio,　 hc.} 65 15 73～ 3月 54,000

36 tANGUAGE&LANGUAGE　 BEHAVIOR　 ABS.　 ISo∈io|.　Ab5.,　 lnc] 55 15
'73～

3月 33,000

61 tlSA　 IL●orn6d　 ln`ormotion　 [↑d.[ 50 10
'69～

2月 22,000

71 MいBIBUOGRAPHY　 IModern　 tonguoge　 A$socio↑ion} 55 15
'76 ～'78 年 121,500

21 ★　NCＬRS{No,ionol　 Criminoけu$↑ice　 Rg}釧 前ce　 Servic61 35 15 72～ 月 45,000

46 NICEM　 INogiono目nformo†ion　 C前ter}or　 Eduζ ωionol　 Medio} 70 20
'79 2年 326,500

70 NICSEM/NIMIS　 INoeionol　 ln{o.　 C耐r,{or　 Speciol　 Educot}on　 Mo`eriols[ 35 10 78 36,000
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86 ★NIMH　 INo"onol　 Cleoringhouse{or　 Me酎ol　 Heohh　 lnbrmo↑io∩ ,　N①iond $36 10¢
'69～ 月 375,000

ln5↑ifωe　ol　Mento|Heollh[　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

201 ONTAP,M　 ERIC
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 . 15 ㎡

57 PHILOSOPHER'S　 INDEX{Phi|050phy　 Documo川o`ion　 C前 ↑句rl
55 15

'40 ～ 3月 8L300
91 POPUしATION　 BIBUOGRAPHY{Un～6r$i,y　 o|Norlh　 Corolino 、　Curolino 55 10

'66～
2月 47,500

Populがion　 Ce川 ・i}
.

11 PSYC民OLOG|CAt　 A8STRACTS{Am8rkon　 P$ychobgicol　 As50c⇒ 65 10
'67 ～ 月 305,500

97 RltM　 A8SＴRACTS　 ICiey　 Univ●r$i↑γo{New　 York ,　h,orno'ionol　 Rl【M 65 15
'72 ～ 不規則 20,000

7

C■n↑6r}

SOCIAt　 SCISεARCHΦll…iM.1。 ・Sd前 ・i{i、佃{。,閥 剛 70

.

10 72～ 月 765,000

37 SOCIOtOGICAI　 ABSTRACTS【Socio{ogko|Ab5,roct5.　 lnc.} 55 15
'63 ～ 半年 99,600

93 U.S.　 POUTCAL　 SC|ENCεDOCUMENTS　 IUniv.　 ol　 Pi†↑sburgh ,　Cn'r.　 lor 65 15 75～77 不規則 12,500
lnf8rno↑iono[S↑udie5}

120 U.S.　 Public　 School　 Direclory　 INo,io閲l　 Co川or　 lorεduco`ionol　 S↑がi5↑ic5) 35 10 最　新 年 80,000

8US[NESS/εCONOMICS

15・

19

100

go

22

ABI/INFORM【Do†o　 COurigr,　 lnc.[

CHEM|CAt　 INDUSTRY　 NOTεS　 IAm6ricon　 Ch6mico|Soci8Wl

DISCtOSURε(Di5dosur8|ncorporoged}
　 　 　 　 　 -

ECONOMICS　 ABSTRACTS　 INTERNATIONAULeornod　 ln}ormo'bn[↑d .l
EIS　INDUSTRIAL　 PしANTS　 Iε・。・。mid・{。m。`ρ ・Sy・`・m・ ,　hcJ'

$75

　 60

　 90

　 65

　 90

20¢

20

$3

20

50

'71 ～

74～
'77 ～

'74～

最 　 新

　月
2週

　週
　月

年3回

107,000

294,㏄0

18,000

89,000

140,000
92 ε|SNONMANUFACTU則NG　 ESTABLISHMENTS　 lεconomic　 ln{ormo,ion 90 50 最　新 年3回 247,000

Sy5tems,　 lncJ
.

105

59
75

FORE|GN　 TRADERS　 INDEX　 IU .S.　Depor↑menl　 ol　Commeκe[

F良OST&SUtUVAN　 DM2{Fro5`&Svllivo[}

MANAGEMENT　 CONTENTS⑪{Monogem前`Co耐 ●輪 ,　hc.}

45

90

70

25

20

15

最 近5年
「75 ～

'74～

3月

3月

月

155,000

271,000

63,000
42 PHARMACεUTICAI　 NεWS　 INDEX　 po言o　 Courier,　 bc.[ 90 20

'75～
月 　 43,000

.

20 PTS　 FEDERAt　 INDεX　 IProdico$`s,|nc.1 90 20
'76～

月
>

130,000
98 PTS　 F&S　 INDEXES　 lg72・19751Pr6dico5↑5 ,|nc.ド 90 20

'72 ～ 日 1,470,000
)8 PTS　 F&S|NDEXES　 1976・pros6nt(Prodiζos↑5 ,　lnc.ド　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 層

90 20
'72～

日 1,470,000
84 PTS　 rNTεRNATIONAしT|ME　 SER|ES　 IPredico眺 .　lnc,ド 90 20 72～ 半年 ll8,000
83 PTS　 INTERNATIONAI　 FORECASTS{Predico$↑$ .　hcJ・ 90 20 月 323,000
|7　 　 , PTS　 PREDA【 εRT　IProdico5陪 ,　lnc.ド 　　　　　　　　　　, 90 20 . 週
16 町SPROMT{Pred}cos↑5、 　lnc.}★『　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 90 20

'72～ 月 305,000
81 PTS　 U.S.　 FORεCASTS　 {Predico51sジlrに 」★ 90 20

'71
、1～ 月 35,000

82 PTS　 U.S.　 TIMεSE則ES{Predicos's 、}n司 ★ 90 20
'7Ll ～ 3月 196,000

)06 TRADE　 OPPORTUNmES{U .S.　Deporlm8n↑ol　 Comrnerce} 45 25
'76 ～ 3月 57,700

|07 TRADE　 OPPORTUNITIES　 WEEK[Y　 IU.S.　 Depor↑m6n`ol　 Commarce[ 45 50 最近3月 週 7,800
126 ★　U・S・EXPORTS　 IU.S.　 Deoor↑men†of　 Commerc司 45 25 年 ～1田:鵬

●

■

・

c
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と販 売 業 者 名 を入 力 す る こ とに よ り自動 的に オ リジ ナルが 送 られ て く る シス テ ム

にな っ て い る。

　今 日,オ ンラ イ ン リフ ァ レル サ ー ビスの 利用 者 は,政 府機 関 や 巨大 企 業 か ら,.

零 細 読 書 ク ラブ,小 企 業,個 人,は ては ホ ーム コ ン ピ ュー タ狂 まで に 広 が って い

る。 事 実,50万 人 以 上の専 門家 がDIALOGを 使 って必要 な情 報 を入 手 してきた。

　　ロ ッキ ー ドDIALOGで は,　 IBM　 3032/3033の2台 と,こ れ に接 続 され た

150台 以上 の デ ィス クに情 報 を蓄 積 す る ことに よ り,週110時 間 以 上 の サ ー ビ ス

をお こ な っ てお り,世 界 の 各都 市 で は,図 一20に 示 され る時 間帯 におい て ア クセ

ス をす るこ とが で き る。

MONDAY

　　　　lO

6AM

　 London

THROUGH　 THURSDAY

　　NOON

6　PM

　　　　　　　　　　　　　　10

　　　　　　 MIDNIGHr

FRIDAY:M工DNIGHT　 TO　 5:00PM

SATURDAY:6:00AM　 TO　 NOON

MONDAY

　　　　 lO

6AM

　　Tokyo

THROUGH　 THURSDAY

　　 NOON

4

6PM

　　　　　　 New　 York

MONDAY　 THROUGH　 THURSDAY

　　　　　　　　　NOON　　　　　 lO

8

6AM 6PM

　　　　　　　　　　　　　　 10

　　　　　　　MIDNIGHT

FRIDAY:　 MIDNIGHT　 TO　 8:00PM

SATURDAY:9:00　 AM　 T　O　 3:00　PM

TUESDAY

　　　　　10

　　 8

6AM

Sydney

THROUGH　 FRIDAY

　 NOON

6PM

　　　　　　　　　　　　　 10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10

　　　　　　 MI　DNIGmx　 　　　　　　　　　　　　　　　　　MIDN　I　GHrTN

FRIDAY:　 2:00　PM　 TO　 MIDNIGHT　 　　MONDAY:MIDNIGHT　 TO　3:00AM
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MIDNIGHT　　　　　　 MIDNIGHT　 TO　 10:00　 AM　 　　SA .TURDAY:AND　 5:00AM　 TO

SATURDAY:AND　 l　l:00　PM　 T　O　 MIDNIGHT　 　　　　 MIDNIGHT　 TO　 1:0〔AM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
AND　 2:00　PM　 TO　8:00　PM

　　　　　　図 一20　 Dialogの サ ー ビス時 間帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一121一



　 DIALOGコ ン ピュ ータに は,米 国 お よ び カ ナダか らは市 内通 話 でTYMNET,

TELENETの いず れ か の デ ー タ通 信網 を呼 び 出 す ことに よ り接 続 で きる。これ ら

の 網 は200以 上 の都 市 で呼 を 時 間 当 り8ド ルあ る いは5ド ル の料 金 でDIALOG

コン ピ ュ ー タに 接 続 出 来 る。

　 米 国 の他 の地 域 か らは,時 間 割IN-WATSサ ー ビスが1時 間 当 り15ド ル で接

続 出 来 る。

　 米 国および カナダ以外 の国か らは,そ の国 の電話会社 を通 じて低 コス トの通信

サ ー ビ スを 利用 出 来 る。

　 例 えば,日 本の場 合は,丸 善 あ るいは紀伊国屋 が 代理 店に なってお り,東 京 お

よび 大 阪 か ら ア クセ ス出 来 るば か りで な く,9月 に 国際 電 信 電 話 会社 に よ っ て サ

ー ビス を開始 され たICASを 利 用 す れ ば
,日 本 全 国 ど こか らで も利 用 す るこ とが

出 来 る 。

　 デ ータベ ー スに ア クセ スす る た め の料 金 は,簡 単 な検 索 な ら10分 間 ぐらいで あ

り10ド ル 程 度,複 雑 な もの で も30分 く らい で終 り,40ド ル 程度 か か るだ け で

あ り,安 価 に 利 用 出 来 る。

　 DIALOGに お い ては 約10年 程 度 の 期 間 の デ ー タベ ー スを収 容 して い るが,現

実 問 題 として は,カ バー期 間10年 とい うの は,こ の 分野 に お い て は十 分 で あ る。

　 DIALOGの 最 大 のセ ール ス ポ イ ン トは100個 を超 え る デ ー タベ ー ス数 お よ び

そ の量 であ り,文 献 情報 検 索 サ ー ビ スの 成 功 の 鍵 は ここ に あ る と考 え て い る。 こ

の数 と量 に よ っ てあ らゆ る分野 の サ ー ビスが 可 能 で あ る と同 時 に ,新 し い境 界 分

野 が 出 て きた と して も,関 係 の あ る分 野 の デ ー タ ベ ー スを複数 検 索 す れ ば,要 求

を満 た す こ とが で き る と考 え てい る。

　 ロ ッキ ー ド社 で は,量 は力 な りとい う考 え方 か ら従来 か らデ ー タベ ー ス数 の 充

実 に力 を入 れ て きたが,そ の採 用 基 準 と して考 え て い るの は次 の2つ で あ る。

① 　 コン ピュ ー タ リー ダ ブル な型 で の デ ー タが 入 手 で き る こ と 一 言 いか えれ ば

　 外 部 機 関 で 作 った デ ー タベ ー スを サ ー ビスす るの で あ り自社 で は デ ー タベ ー ス

　 の作 成 は 行 わ な い とい うこ と に な る(表 一10参 照)。
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② 広 い 層 が 利 用 で き る も の で あ る こ と 。

　 ロ ッ キ ー ド社 で は,デ ー タ ベ ー ス をCAS等 の 如 き 学 術 分 野 区 分 に よ る デ ー タ

ベ ー ス(Discipline　 Oriented　 Data　 Base)と ,ENERGYLINE等 の 如 き ア

プ リ ケ ー シ ョ ン 区 分 に よ る デ ー タ ベ ー ス(Application　 Oriented　 Data　 Base)

に 分 け て お り,前 者 に 関 し て は,大 部 分 の 分 野 を カ バ ー し た 。

　 今 後 は,後 者 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 区 分 に よ る デ ー タ ベ ー ス 重 点 的 に 拡 充 し て 行

く 方 針 と の こ と で あ る 。

表 一10　 Lockheed　 Dialogで 利 用 可 能 な デ ー タ ベ ー スの 作 成 者 別 分 類

　　 作成者

項目

米　　　　国

国際機関 米国以外 計連 邦

政 府

国 立

機 関

大学,協

会等公益
機関

利企業

デ ー タ ベ ー ス 数 12 7 27
,

　 45 2 16 109

デ ー タ ベ ー ス量

(千 レ コ ー ドあ

るい は千 サ イ

テ ー シ ョン)

1,480 2β62 14,788 8,780 63 4790 32,463

注1.　 1980年8月 現 在 の もの で,今 後 接 続 が 予 定 の9デ ー タベ ースを 含 む 。

注2.米 国 以外 の 作 成 者 は,米 国 が15個(3,630千 レコー ド)で,残 り1個 は オ

　 　　 ラ ンダのEXCERPTA　 MEDICA

－123一



9. デ ル ・ モ ン テ 社

、

調 査 先

所 在 地

調査期 日:

面 接 者:

Del　 Monte　 Corporation

One　 Market　 Plaza,　 Box　 3575

San　 Francisco,　 California　 94119

1980年10月15日

Mr.　 Fenwicke　 W.　 Holmes

　 　 Director,　 Information　 Service

Mr.　 Clifford　 A.　 Bean

　 　 Manager・San　 Francisco　 Computer　 Center

Mr.Michael　 P.　 Adams

　 　 Manager・ 　 Analytical　 Services

Mr.　 Thomas　 E.　Murray

　 　 Ma　 nager,　 Information　 Service　 Development

Mr.WillisKChiang

　 　 Senior　 Programmer　 Analyst

■

1.概 要 お よ び所 感

　 トマ ト ・ケ チ ャ ッ プ な どで 日本 で もよ く知 ら れて い るDel　 Monte社 は,オ フ

ィス ・オー トメーションの 分野 で も積 極 的 な取組 み姿 勢 で 知 られ て い る。 我 々が訪

れ た のは サ ン フ ラ ン シ ス コの マ ーケ ッ ト ・プ ラザに あ る同 社 の本 社 で あ る。

　 名 高 い 先進 的 ユーザー の た め訪 れ る人 も多 いのか,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン

につ い ての ス ライ ドを用 意 して い るな ど,我 々に対 す る プ レ ゼ ンテ ーシ ョン も良

く準 備 され た もの と の感 が あ っ た。

　 Del　 Monte社 は79年2月 に,タ バ コ,運 輸,エ ネル ギ ーな どの コ ン グロ マ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

リ ッ ト,R.」.Reynolds　 Industries,Inc.に 買 収 さ れ,同 社 の 有 力 子 会 社 の
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1つ に な った 。 この た め,Del　 Monte社 と し ての 業 績 は 同 年 決算 か ら発 表 され

な くな った が,そ れ まで の 推 移 な どか らし て,年 商 は16億 ドル強 と推 定 され る。

R.J.Reynolds全 体 の 売 上 げ か らみ れば2割 弱 で は あ るが,こ と コン ピュー タ

利 用 に関 す る 限 り,グ ル ープ内 の最 先 端 を行 って い る とい え よ う。

　以 下では,Del　 Monte社 の コン ピュ ータ利 用 状 況 お よ び 同社 で 受 け た オ フ ィ

ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン に 関 す る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に つ い て ま と め る
。

2.詳 　 　 論

(1)会 社 概 要

　 　 1916年10月19日,J.K.Armsby　 Co.,California　 Fruit　 Canners'

　 Assoeiation,　 Central　 California　 Canneriesお よ びGriffin&Skelley

　 Co.の 各 社 が 合 併 し,　 California　 Packing　 Corp.と し て 発 足 。　DelMonte

　 の 社 名 は67年6月28日 に 採 用 さ れ た 。

　 　 カ ン 詰 め ・ 乾 燥 食 品,ス ナ ッ ク 類,冷 凍/冷 蔵 食 品,生 鮮 果 物,レ ス ト ラ ン

　 ・チ ェ ー ン な ど,幅 広 い 食 品 関 連 事 業 を 行 っ て お り,そ の 盾 動 地 域 は,北 米 を

　 中 心 に 殆 ど 全 て の 自 由 主 義 諸 国 お よ び 第 三 世 界 に 広 が っ て い る 。 年 間 売 上 げ は

　 15億7,500万 ドル,純 益 は5,100万 ドル(共 に78年 決 算 の 数 値)。79年 の

　 売 上 げ は16億 ドル 強 と 推 定 さ れ る 。

　 　 79年2月2日 付 け で,Del　 Monte社 はR.　 J.Reynolds　 lndustries,

　 Inc.に 吸 収 合 併 さ れ,同 社 の100%子 会 社 と な っ た 。 併 合 条 件 は,　 Del

　 Mo　nteの 株 式 の 約45%を1株 当 り4&50ド ル で 買 い 取 り,残 り は1対1の 比

率 でR.J.　 Reyn・lds社 の シ リ ー ズA累 加 優 先 株 と 交 換 す る と い う も の で あ6

　 た 。

　 　 こ の 吸 収 の 結 果,R.　 J.Reynolds社 の 売 上 げ は89億3,500万 ドル,純 益 は

　 5億5,100万 ド ル に 急 増(79年 決 算),Fortune誌 に よ る ア メ リ カ 鉱 工 業 企

業 番 付 で はXeroxを 抜 き,前 年 の47位 か ら39位 に 躍 進 し た 。　 Forbes誌 に よ

　 る ア メ リ カ 全 企 業 ト ッ プ500で も,売 上 げ の 部 で62位 か ら51位 に 上 っ て い る 。
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図 一21　 Del　 Monte　 Corp.売 上 げ 純 益 推 移
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図 一22:R.J.　 Reynolds　 Industries,　 Inc.'売 上 げ,純 益 推 移
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　 (な お,両 諸 共 タ バ コ,石 油 製 品 等 に かか わ る 消費 税 分は 収 入か ら除 く と し

　 てい るため,同 社 の79年 売 上 げ は71億3β00万 ドル とな っ'てい る。)

(2}コ.ン ピ ュー タ利 用 状 況

　　 本 社'コ ン ピ ュ ータ ・セ ン タ ーの組 織 は 図 一23の 通 りで あ る。 各 部署 毎 の構

　 成 ・役 割等 は次 の 様 に な っ てい る。

サ ン フラ ン シス コ ・コ ン ピ ュ

ー タ ・セ ン ター ・マ ネ ジ ャー

　 　 (C,A.　 Bean)

コ ミュ ニケ ー シ ョン ・ネ ッ ト

ワ ー ク ・マ ネ ジ ャー

　 (J.　 Schneider)

スタッフ ・ア シス タント

緊 急 バックア ップ ・

　 　 　 　 コーデ ィネータ

(1.Anthony)

オペ レーシ ョン進 行

　 　 　 　 　 　 　ア ナリス ト

(Jeannette　 Tonna)

スタ ッフ ・アシスタ ント

事 故 報 告 コーデ ィネ ータ

　 (J.MuUer)

ン ピ ュ一 夕 ・セ ン タ ー ・

オ ペ レー シ ョ ン

　 　 、　　　　、　■

　 マ 不 ン ヤー

(A.Long)

コ ンピ ュータ ・セ ンター

入 出 力 コン トロー ル

　 　マ ネ ジ ャー

　 (A.Bean)

デ ー タ ・

　 プ リパ レ ー シ ョン

　 マ ネ ジ ャ ー

(J.Malkin)

プ ロダクシ ョン ・

　 　 　 コ ントロール

　 マ ネ ジ ャ ー

(P.D.Driscoll)

図 一23　 コ ン ピ ュ ー タ ・'セ ン タ ー 組 織 図

■
oコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ヅ ト ワ ー ク ・ マ ネ ジ ャ ー:セ ン タ ー と 各 地 と の デ ー

　 タ 交 換 上 の 問 題 の 調 整 を 主 業 務 と す る 。 具 体 的 に は,回 線 問 題,ジ ョ ブ の 再

　 ス タ ー ト,リ モ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リ ー 等 に お け る コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン な

　 ど で あ る 。　 '　 　 　 　 　 　 ,

O緊 急 バ ッ ク ア ッ プ ・ コ ー デ ィ ネ ー タ:バ ッ ク ア ッ プ ・コ ン ピ ュ ー タ の 維 持 ・

　 管 理 を 担 当 。 バ ッ ク ア ッ プ は,カ リ フ ォル ニ ア 地 区 の 給 与 シ ス テ ム や 在 庫 管

　 理 な ど 必 要 最 小 限 の み が そ の 対 象 と な っ て い る 。
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○ オ ペ レ ー シ ョ ン 進 行 ア ナ リ ス ト:オ ペ レ ー シ ョ ン に 直 接 関 係 し た 部 分 の 問 題

　 分 析,対 応 策 の 検 討 な ど を 行 う 。

o事 故 報 告 コ ー デ ィ ネ ー タ:コ ン ピ ュ ー タ がABEND(Abnormal　 End　 of　 Job)

　 と な っ た 場 合 の コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン を 行 う 。

oコ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー ・オ ペ レ ー シ ョ ン:1日3シ フ ト制 で オ ペ レ ー シ
ョ

　 ン を 担 当 し て い る 。 要 員 は マ ネ ジ ャ ー を 含 め21名 。

oコ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル:そ の 名 の 通 り',入 出 力 の コ ン

　 ト ロ ー ル を 行 う 。 要 員 は7名 で1シ フ ト制 。

oデ ー タ ・ プ リパ レ ー シ ョ ン:1日2シ フ ト制,22名 で12台 の キ ー ・ッ ー ・

　 デ ィ ス ク を 使 い デ ー タ の 入 力 準 備 を 行 う 。 デ ー タ は,デ ィ ス ク か ら 一 旦 テ ー

　 プ に 入 れ ら れ,コ ン ピ ュ ー タ に 入 力 さ れ る 。

○ プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー ル:コ ン ピ ュ ー タ の ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,

　 新 し い ア プ リケ ー シ ョ ン の コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 標

　 準 化 管 理 等 を 担 当 し て い る 。 要 員 は8名 。

　 こ れ か ら も 明 ら か な よ う に,新 し い ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発

は コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー で は 行 わ れ て お ら ず,別 部 門(イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

・サ ー ビ ス ・デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト)で 行 わ れ て い る
。 ま た,ソ フ ト ウ ェ ア ・サ

ァド ー トは,ア ド ミ ニ ス ト レ ー テ ィ ブ ・サ ー ビ ス と 呼 ば れ る 部 門 が 担 当 し て い る
。

　 な お,中 央 コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 は 次 の よ う に な っ て い る 。

　 　 CPU:IBM3031AP

　 　 記 憶 容 量:6MB

　 　 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ソ フ ト ウ ェ ア:MVS

　 　 　 (OS/VS2　 MultipleVirtual　 Systems)

　 　 　 JES2(Job　 Entry　 System2-HASPと 類 似 の 機 能 を有 し て い る)

　 　 磁 気 デ ィ ス ク:IBM3330(8ス ピ ン ドル),IBM3350(12ス ピ ン ドル)

　 　 磁 気 テ ー プ:IBM3420(11ド ラ イ ブ)

　 　 プ リ ン タ:IBM1403イ ン パ ク ト ・ プ リ ン タ
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　 IBM3800レ ー ザ ー ・ プ リ ン タ

テ ー プ ・ ラ イ ブ ラ リ:9,500巻

　 　 Del　 Mo　nte社 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 で 注 目 さ れ る の は,社 内TSS,外 部 商

　 用TSSそ し て パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ な ど を 積 極 的 に 導 入 し て い る 点 で あ

　 る 。

　 　 情 報 処 理 関 連 部 門 以 外 の 人 が 中 央 コ ン ピ ュ ー タ に ア ク セ ス す る た め にTSO

　 (Time-Sharing　 Option)を,ま た 情 報 処 理 関 連 部 門 の ス タ ッ フ の た め に は,

　 On-line　 Business　 System社(本 社=サ ン フ ラ ン シ ス コ)が 開 発 し たWyl-

　 burを 導 入 し て い る 。　 TSOの 現 ユ ー ザ 数 は1　 O,　Wylburの そ れ は50と の こ と

　 で あ っ た 。

　 　 全 世 界 レ ベ ル で み る と,社 内TSSユ ー ザ は200を 数 え て い る と い う 。

(3)　 ア メ リ カ に お け る オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

　 　 DelMonte社 は,先 に も 述 べ た よ う に,オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の 進

　 展 に 対 し 積 極 的 な 取 組 み 姿 勢 を み せ て い る 。 総 合 的 な オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ

　 ョ ン ・ シ ス テ ム の 試 行 と い う段 階 に は ま だ 至 っ て は い な い が,熱 心 な 調 査 研 究

　 を 続 け て い る 。 以 下 は 同 社 が ま と め た ア メ リ カ に お け る オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー

　 シ ョ ン の 概 要 で あ る 。

　 図 一29は アメ リカの就 業構 造 を労働 内容 か ら見,そ の 推 移 を示 した もの で

あ る が,こ こか ら も明 らか な よ うに,60年 代 半 ば 頃か ら情 報 関 連 部門 の就 業 人

口が 急 激 に増 加 し,70年 代 に 入 る と製 造 部 門 就 業 人 口 との逆 転 現 象 さえ示 して

い る 。

　 一 方,最 近 の生 産 性 と労 働 コ ス トの変遷 を み る と,労 働 コ ス トの増 加 が生 産

性 の伸 びを 上 回 っ てい る。68年 か ら78年 の 最近10年 間 で は,生 産 性 は17.5

%し か 伸 びて い な い一 方,労 働 コ ス トは69.5%の 増 大 を示 して い るの で あ る。

中 で も オ フ ィ ス部 門 に於 け る生 産 性 の 伸 び が 著 し く小 さい 。
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図 一24　 労 働 内 容 か ら み た 就 業 人 口 構 成 の 変 化

　 生 産性 の 向上 をみ る1つ の指 標 とし て,1人 当 りの 資本 投 下 額 が あ るが,こ

れ を み る と オ フ ィスへ の投 資 額 の 小 さ さが 目 につ く。業 務 分野 別 に み た労 働 人

01人 当 りの 資 本 投 下 は,農 業 部 門(農 場)で は5万 ドル,製 造 部 門(工 場)

で は2万5,000ド ル であ った の に対 し,オ フ ィ スへ の投 資 は わ ず か2,000ド ル

で あ った 。生 産 性 の伸 び悩 み の 具 体 的背 景 と し て資 本投 下 の 少 な さが 指 摘 で き

るの で あ る。

　 この数 値 は,ベ ン ダ ー側,と りわ け ハ ー ドウ ェ ア ・ベ ン ダ ーを力 づ け る もの

で あ る。 しか しこ こで注 意 しな け れ ばな らな い の は,全 体 と し ての投 資 額 は ど

うな るか,と い うこ とで あ る。 確 か に この数 字 で も農 業 部 門 の1,400億 ドル,

製 造 部 門 の7,880億 ・ドル に比 べ,オ フ ィ スは940億 ドル と低 いが,オ フ ィ ×一労

働 者1人 当 りの投 資 が例 え ば6,000ド ル に な っ た とす ると,総 投 資額 は2,360

億 ドル と,た ち ま ちの うちに農 業へ の投 資 を 上 回 るこ とに な る。 また,製 造 部

門 と同 等 の1人 当 り2万5,000ド ルが投 資 され た とす る と,総 投 資額 は1兆

1,800億 ドル に,ま た農 業 と同等 の5万 ドル に す る と,総 計 は 実 に2兆3,600

億 ドル に もな る。
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　 総投 資額 を考 えれ ば,オ フ ィ スへ の 投 資は 決 して 小 さな もの で は な いの で あ

る。 ハ ー ドウ ェア ・サ プ ライヤ ー側 の思 惑 が ここ に あ る こ とは 明 らか であ る。

オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン関連 機 器 の導 入 にあ た っ ては,そ の 結 果 何 が もた

らされ るか とい う コ ス ト効 果 を十 分見 定 め る必 要 が あ る。 サ プ ラ イ ヤ ー側 の 言

葉 に ま どわ され ず,真 に生 産 性 の 向 上 に つ な が る手 段 を 考 えな けれ ば な らない

の で あ る。

　 こ こで オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの論 議 で 頻 出 す る ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ

に つ い てみ てみ る と,こ れ が適 用 され るの は ,全 体 の1割 の 労 働 者 の その ま た

1割 の作 業 内 容 に つ い て だ け とい うこ とが わ か る。 つ ま り,オ フ ィスの 生 産 性

を向 上 させ た い と願 う我 々の努 力 が,1割 の1割(す な わ ち全体 の1%)に 向

け られ るだ け で事 足 りるの か,そ れ と も残 りの99%の 生 産 性 の 向 上 を 図 る道

を さが すべ きな の か,と い う こ とで あ る。

　 全 労 働 者(就 業者)の 半 分 が オ フ ィスで働 き,し か もそ の生 産 性 の 向 上 が イ

ンフ レに 追 い つか な い と した ら(そ して現 実 は そ うなの であ るが) ,資 本投 資

は ど こに対 して な され るべ きな ので あ ろ うか 。 コ ス ト効 果 が 最 も高 い とこ ろに

投 ぜ られ るべ きで あ る。 そ こ で ホ ワイ ト ・カ ラ ーの コ ス ト分析 をみ る ことに な

る。

　 ホ ワイ ト ・カ ラ ーに か か わ る コ ス トは,米 国全 体 で8,000億 ドル と推定 され

る。 その う ち管 理 者層 の コ ス トは全 体 の41%に 当 た る3 ,300億 ドル,専 門 職

は32%の2,550億 ドル,そ して事 務 職 員 の コ ス トは 残 る27%の2 ,150億 ドル

を 占め てい る。 次 に,こ の うちの管 理 者層 と 専門 職 の 仕 事 の 内容 をみ る と,執

務 時 間 の実 に46%は 面 談 や会 合 に あ て られ て い る。 次 い で書 類 作 成 等 が13%,

分 析作 業 と読 書 等 が 共 に8%,そ して そ の他25%と な る。

　 最 大 の コ ス トが 投 じ られ て い る とこ ろの生 産 性 を高 め る ことが 全 体 と しての

生 産 性 を高 め る こ と に な る こ とは 言 うまで もな い。 そ し て こ の生 産 性 の 向 上 こ

そ オ フ ィ ス ・オー トメ ー シ ョンが 目指 す ことな の で あ る。
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10.カ リ フ ォル ニ ア ・ス タ ン ダ ー ド石 油 会 社

●

調 査 先:

所 在 地:

調査期 日:

面 接 者:

Standard　 Oil　 Company　 of　 California

555Market　 Street

San　 Francisco,　 California　 94105

1980年10月16日

Mr.　 R.　 H.　 Ulbrich

　　　Manager,Ne　 tw　orkOperations,Computer　 Services

　　　 De.partment

Mr.　 C.　 C.　 Oldenburg

　　　 Gen　 er　al　 Manager,　 Computer　 Services　 Department

Mr.　 W.　 J.　 Chal皿ers

　　　Manag.er,Applications　 Development　 Devis三 〇n,

　　　 Computer　 Services　 Department

Mr.　 Jack　 A.Jurgens

　　　 Shift　 Manager,　 San　 Francisco　 Network　 Operation

　　　 Computer　 Services　 Department

Cary　 Colby

　　　 ShiftManager,　 San　 Fraocisco　 Network　 Operation

　　　 Computer　 Services　 Department

■

1.概 要 お よ び 所 感

　 セ ブ ン ・ シ ス タ ー ズ の 異 称 で も 知 ら れ る 国 際 石 油 資 本(メ ー ジ ャ ー)の 一 角 を

成 すStandard　 Oil　 Company　 of　 Californiaは,　 SOCALの 略 称 で 呼 ば れ る こ

と が 多 く,米 国 内 で は"Chevron(シ ェブ ロ ン)"の ブ ラ ン ド名 で 親 し ま れ て い

る 。 売 上 げ 規 模 で は 全 米 企 業 中 第7位,利 益 で は6位 に ラ ン ク さ れ て い る 。

・
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　 サ ン フ ラ ン シ ス コ の 中 心 街 マ ー ケ ッ ト ・ ス ト リ ー トそ し て ブ ッ シ ュ ・ス ト リ ー

トの 一 角 に は,SOCAL本 社,　 Chevron　 U.　 S .　A.の 本 社 な どSOCAL関 連 の

ビル が 立 ち 並 ん で い る 。 我 々 が 訪 れ た の は,555Market　 Streetに あ る 本 社 ビ

ル で,コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー も こ こ に 置 か れ て い る
。

　 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ と し て は,IBMの 超 ビ ッ グ ・ ユ ー ザ と し て 名 高 く,I

BMの 新 大 型 機 発 表 時 に は,必 ず と い っ て い い 程 そ の コ メ ン トが 業 界 紙,経 済 紙

な ど に 登 場 す る 。 し か し 最 近 は,IBMプ ラ グ ・ コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ イ ン フ レ ー

ム(具 体 的 に はAmdahlの470V/6,470V/8な ど)の 導 入 も 進 め て い る
。 オ フ

ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン に 対 し て は,Del　 Monteと 同 様,意 欲 的 な 調 査 ・研 究 に

取 組 ん で い る 。

　 一 階 入 口 右 側 に は か な り の ス ペ ー ス を と っ た シ ョ ー ・ル ー ム が 設 け ら れ て お り,

石 油 が 出 来 る ま で の 過 程,石 油 利 用 の 歴 史,現 代 社 会 に お け る 様 々 な 石 油 の 利 用

形 態 な ど が,映 画,ス ラ イ ド,図 表,模 型 そ し て 種 々 の 展 示 物 に よ り 説 明 さ れ て

い た 。 ま た 入 館 者 に は"　 Save　 ADinosaur"(恐 竜 を 救 お う)と 書 か れ た バ ッ チ

が 配 られ,有 限 資 源 の 有 効 利 用 と 環 境 保 全 の 重 要 性 が 訴 え ら れ て い た
。 世 界 屈 指

の 大 企 業 で あ る た め,単 に 自 社 のPRに 止 ま ら ず 社 会 的 な キ ャ ンAO－ ン を 展 開 し

て い る の で あ る 。

2.詳 　 　 論

(1)会 社 概 要

　 　 Standard　 Oil　 Companyが1911年 に シ ャー マ ン反 トラ ス ト法 違反 で解 体

　 され た結 果,現 在 の メ ー ジ ャ ーの 一 員 と して の道 を 歩み 出 した 。 メ ー ジ ャ ー7

　 社 の中 では6番 目に 位 置 す る とは い え,表 一11か ら も明 らか な よ うに,年 間

　 300億 ドル を売 上 げ る超 巨大企 業 で,鉱 工 業 企 業 と して は全 世 界 で8番 目に ラ

　 ン ク され て い る。

　 　 また,ア メ リカ籍 企 業 の み で の比 較 で は,鉱 工 業 企 業 中 売 上 げ 第6位,純 益

　第5位,そ して総 資産 で は7位 に 位 置 づ け られ てい る。 公 益,流 通,金 融 等 を
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表 一11:79年 の売 上額 か らみ た世 界 工鉱 業 企 業 ト ップ10

順　位 企　　業　　名 売　　上 資　　産 純　　益 従業員数

(10億 ドル) (10億 ドル) (10億 ドル) (1,000人)

1 Exxon 79.1

1

　 　 49.5 4.3 169

2 GeneralMotors 66.3 32.2 2.9 853

3 RoyalDatch　 Shell 59.4 59.6 6.5 163

4 Mobil 44.7 27.5 2.0 213

5 Ford　 Motor 43.5 . 23.5 1.2 495

6 British　 Petroleum 38.7 34.7 3.4 113

7 Texaco 35.2 23.0 1.8 66

8 SOCAL 29.9 18.1 1.8 39

9 Gulf　 Oil 23.9 17.3 L3 56

10 IBM 2・2.9 24.5 3.0 337

注:売 上 に は 営業 外収 入お よ び消 費 税 相 当分 収 入 は 含 め てい な い。

　 　 Fortune誌 に よ る。

含 め た全 業 種 全 企 業 の 比較 で も,売 上 げ は7位,純 益 は6位,総 資産 では26

位 に ラン ク され る。 ち なみ に総 資 産 では,上 位 の 大 半 を金 融 機 関 が 占 め て い る。

(い ず れ も79年 末 現 在 の数 値 で 比 較;Fortune及 びForbes誌 に.よ る。)

　 80年 の総 収 入 は429億 ドル,純 益 は24億100万 ドル で,こ れ は前 年 の319

億 ドル,17億8,500万 ドルに 比べ34.5%の 増 収 増 益 とな る。(な お,前 述 の 売

上 げ比 較 では,営 業 外 収 入 や 消費 税 相 当 分収 入 は 対象 外 と され て い る。)ま た

図 一21か らも明 らか な よ うに,収 入,純 益 共 順 調 な 推 移 を続 け てい る。

　 事 業 は,原 油の 開 発(採 掘)か ら輸 送,精 製,販 売 まで を 一 貫 して行 って い

る他,天 然 ガ スの 開 発(採 掘),輸 送,販 売 も行 っ てい る。 さ らに ・数多 くの

子 会社 を通 じ,各 種 化 学 製品,肥 料,繊 維 そ して不 動 産 分野 に ま で も手 を伸 ば

し てい る。 合成 液 体 燃 料 な どの 代替 エ ネル ギ ー開 発 に も力 を入れ て い る こ とは
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図 一25:SOCALの 収 入/純 益 推 移
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言 うま で もな い 。 事 業 範 囲 は全 世 界 に ま たが って い る。

　 79年 の 数 値 に よれ ば,原 油生 産量 は1日 当 り320万 バ ー レル(1バ ー レル

=15　 8.9　344),石 油 製 品 の販 売 は 日量250万 バ ー レル に上 っ てい る。 ま た,

天然 ガ ス の産 出量 は1兆7,320万 立方 フ ィー ト/日 で あ る。

　 メ ー ジ ャ ーの 最 大手Exx・nや,大 手独 立 系石 油 会 社SUnな ど一 部 の 石 油 資

本 は,事 業多 角化 の 一環 と し て情 報 産 業界 に も進 出 し てい るが,SOCALは 少

くと も現 在 の と こ ろ は,そ う した 気配 はみ せ て い な い 。

　 経 営 体 制 は,他 の企 業 と似 た よ うな もの で あ る。 取 締 役 会,執 行役 員 会,会'

長(兼 主 席 業務 執 行 役 員)職,副 会長 職,社 長 職 が 置か れ,そ の 下 に開 発及 び

生 産,財 務,技 術,海 外 事 業,国 内石 油 及 び ガス,企 画,法 律,広 報,労 務 な
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　 ど担 当業務 毎 に 副 社 長 ポ ス トが 置か れ て い る。 会長 以 下 トレジ ャ ラ ー,秘 書 役

　 を 含 めた主 要 役 員 は24名 を数 え てい る。

(2)コ ン ピ ュ ー タ利 用状 況

　 　 世界 的 な 大企 業 で あ るた め,コ ン ビ。ユ 一 夕 も各 地 に 設 置 さ れ てい る。 しか し,

　 ビジ ネス ・デ ータ 処理 の 大 部分 及 び総 合 的 な 調 整 は,本 社 の コ ン ピ ュー タ ・サ

　 ー ビ ス部 が 行 って い る。 コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス部 の セ ン ター は,サ ン フ ラン

　 シス コ とそ の近 郊 の コ ン コル ドに 置 か れ て い る。設 置 コ ン ピ ュ ー タは,IBM/

　 370/15　 8,168,168MP,303　 3,.3033MP,　 Amd　 ahl　 470V/6,8な どで,そ

　 の パ ワーの 総計 は,370/16819台 分 に 相 当す る とい う。

　 　 SOCALの コ ン ピ ュ ータ ・セ ン タ ー及 び その 有 す る パ ワーは表 一12の 通 りで

　 あ る が,こ れ ら2つ の セ ンタ ーが 中心 的 な存 在 で あ る こ とは 同表 か ら も明 らか

　 で あ ろ う。 安 中,各 営 業 子 会社 で使 わ れ て い る専 用 ミニ コ ンは,例 え ば 自動 ド

　 　 　 　　 　 　 　 　　表 一12:SOCALの デ ータ処理 施 設

組　　　　　織 デ ータ ・セ ンター パ ワー柱) 1　　　 サ ポ ー ト 内 容

Chevr()n　 Geosciences ヒ ュ ース トン 7

Chevron　 Oilfield
ラ ハ ブ ラ 3

開発 ・生産関連技術

Research

Chevron　 Research 一 一 プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル 及 び プ

ロ セ ス ・モ ニ タ ー

(ミ ニ コ ン 使 用,セ ン タ ー は 無 い)

Chevron　 OilEurope ハ「クン白一マ
　 　 　 　 　 P 0.7

・各地域 での事業経営および技術

Chevron　 Standard カル ガ リー 0.3

営業子会社 一 一 デ ー タ ・エ ン ト リ ー及 び 各 種

専 用 ミニ コ ン

コ ン ピュ ータ ・サ ー ビス 部 サンワラン

　 シスコ
＼
・・19

上記 以外 の全 ての経営 及び技 術
アプ リケ ーション

コ ン コ ル ド ' データ処理に関する全般的な指導

社 内 タ イ ム シ ェア リング ・サ ー ビス

囲 　 IBM　 370/168の パ ワ ー を1と す る 。

一136一

■



ラ フ テ ィ ン グ な ど の ア プ リケ ー シ ョ ン で 使 わ れ て い る 。 ま た,社 内 タ イ ム シ ェ

ア リ ン グ の ユ ー ザ は,全 世 界 で5,000に 達 し て い る と い う こ と で あ る 。

　 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 部 の 機 構 は 図 一26の 通 り で あ る 。　 ゼ ネ ラ ル ・マ ネ

ジ ャ ー(部 長)の 下 に 合 計865人 の ス タ ッ フが 配 さ れ て い る。 ア プ リケ ー シ ョ

ン 開 発 及 び サ ポ ー ト(400人)と コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン 及 び シ ス テ ム

(375人)が こ の 大 半 を 占 め て い る 。 研 究,企 画 お よ び 標 準 化 セ ク シ ョ ン に は,

保 安 要 員,デ ー タ ベ ー ス 管 理 担 当,教 育 ・訓 練 担 当 者 な ど が 含 ま れ る が,要 員

数 は 合 計50名 で あ る 。 ま た,ス タ ッ フ ・サ ー ビ ス 及 び 労 使 問 題 セ ク シ ョ ン に は

40人 の 担 当 者 が い る 。

ゼ ネ ラ ル ・マネ ジ ャー

アプ リケ ーシ ョン開発

　 　 及 　 　び

　 　 サ ポ ー ト

研 究,企 画

　 及　 び

　 標準化

コ ンピ ュータ ・

オペ レーシ ョン

　 及 び

シ ス テ ム

スタッフ

　 及

労 使

スタッフ ・サービズ

　 及 び

労 使 問 題

図 一26コ ン ピュ ータ ・サ ービス部 組織 図

　　 　　 　　 　　 　 　　 (サ ンフランシ スコ及 び コンコル ド)

●

マ ネ ジ ャ ー

WJ.　 Chalmers

開 発,土 地 財務 製 造,エ ンジ マ ーケテ ィング 化 学 担 当 財 務,経 営 企 画,調 整

及　び プランニ ング
ニァリング

　 及 　 び
人事　及び 及　び

生 産 担 当 担　当 技 術担 当 担　当 給 与担当 業務担 当

R.A. NL. W.A. 氏E. L.D. B,D. R.W.
一

Robertson Osborn Rootz Wise Martin HOpe Donovan

図 一27ア プ リケ ー シ ョ ン開 発 課 組 織 図
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　 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 部 の 中 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン開 発 課 を み た の が 図 一27

で あ る 。 マ ネ ジ ャ ー の チ ャ ル マ ー ズ(W.J.Chalmers)氏 の 下 に は7セ ク シ

ョ ン304人 が 置 か れ て い る 。 最 も 人 数 が 多 い の は,財 務 ・人 事 担 当 で79人,

51人 の マ ー ケ テ ィ ン グ ・セ ク シ ョ ン が こ れ に 次 い で い る 。 開 発(採 掘)・ 生 産,

財 務 プ ラ ン ニ ン グ,製 造 ・技 術 の3セ ク シ ・ ン に は そ れ ぞ れ47人 が 配 さ れ て い る。

化 学 セ ク シ ョ ン は25名,企 画 ・調 整 は8名 と 少 な い 。　 各 セ ク シ ョ ン の マ ネ ジ

ャ ー は 図 に 示 し た 通 り で あ る 。

　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 課 に よ る 大 き な プ ロ ジ ェ ク トの 例 と し て,「 シ ェ ブ ロ

ン ・マ ー ケ テ ィ ン グ ・シ ス テ ム ・プ ロ ジ ェ ク ト(Chevron　 Marketing　 System

Project)」 と 「シ ェ ブ ロ ン ・オ イ ル フ ィ ー ル ド ・ シ ス テ ム ・プ ロ ジ ェ ク ト

(Chevr・n　 Oilfield　 System　 Project)」 が あ る 。 前 者 は,オ ー ダ ー ・エ ン

ト リ ー か ら 販 売 に 至 る 全 て の マ ー ケ テ ィ ン グ 過 程 を サ ポ ー トす る も の で,200

人 年 の 開 発 規 模 を も っ て い る 。 ま た 後 者 は,100人 年 の 開 発 規 模 で あ る と い う。

　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 課 は,SOCAL本 社 及 び 傘 下 子 会 社 に 対 し 様 々 な サ ー ビ

ス を 行?て い る が,大 き く 分 け る と,エ ン ド ・ユ ー ザ(業 務 執 行 各 部 課 及 び 子

会 社 等)が 中 心 と な り ア プ リケ ー シ ョ ン 開 発 課 が 従 と な る も の と,そ の 逆 の 場

合 と の2つ が あ る 。 エ ン ド ・ユ ー ザ 毎,ア プ リケ ー シ ョ ン 毎 に こ れ ら2つ の ケ

ー ス を み た も の が 表 一13で あ る
。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 課 の 重 要 性 は こ こ か ら

も 明 らか で あ ろ う 。 ま た,様 々 な 業 務 分 野 に 於 い て コ ン ピ ュ ー タ が 幅 広 く 利 用

さ れ て い る の もわ か る 。

　 こ う し た 様 々 な ア プ リケ ー シ ョ ン開 発 を 支 え て い る シ ス テ ム ・ ア ナ リ ス ト と

プ ロ グ ラ マ の 間 に は,一 線 を 画 す る よ う な 区 別 は 存 在 し な い と い う こ と で あ る。

　 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム の 開 発 は,そ の ユ ー ザ と の 緊 密 な 協 力 体 制 の

下 に 行 わ れ て い る 。 対 象 と な っ て い る 問 題(テ ー マ)の 複 雑 さ,固 定 性,発 展

性 な ど が 分 析 さ れ,レ ス ポ ン ス,レ ポ ー ト様 式,照 会 機 能 ・ イ ン タ フ ェ ー ス 等

の 必 要 と さ れ る 結 果 を 勘 案 し つ つ,デ ー タ の ソ ー ス,量,複 雑 さ,責 任 所 在,

他 部 門 と の 共 有 性 な ど を 見 き わ め て 開 発 が 進 め ら れ る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機
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表 一13　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 課 が サ ポ ー トす る エ ン ド ・ユ ー ザ

　 　 　 　 　 　 　 　 ア プ リケ ー シ ョン

本 社 ス タ ッ フ機 構

財務,経 営
人事,給 与 開発,生 産 財 務 プランニング 製造,エ ンジニアリング

及 び 技 術
化　　　学 マーケテ ィング

会計検査部 ⑭
,'「

　 　 ×'

財 務 部 ⑭ ×

税理部 ⑭
.購 入 ・調 達 担 当 ⑭ ㊤ク レ ジ ッ ト部

保 安担 当 ㊤ ×

.企 画 担 当,経 済 部 ㊤ '

開 発,生 産及 び海底技 術 「 ・⑧

.海外事業担 当 × ㊤
供給 及 び 流 通,タ ンカ ー及 び配 船,計 画 ⑧ ・

エ ン ジニ ア リ ン グ部 門
⑧

環 境 問 題 ・保 護 　 　　、 ◎
.労 使管 理 ◎
法 律,公 務 ⑧ ×

関 係 企業
.Chevron　 Aramco　 ResevoirManagement ⑭
.ARAMCO ⑳
.AMO　 SEAS ⑧
IRVING

㊦
Chevron　 U.S.A. .

社長室 ⑭'

開 発,土 地,生 産 ⑭
.下 部機 構 ㊤ ⑧供　給 ⑧
製　造 ⑧
マ ー ケ テ4ン グ

⑭
財　務 ⑭ × × × ×

その他 ・営 業 子会社
Chevron　 Overseas　 Petroleum　 Inc . × ◎
Chevron　 Standard　 Ltd. × ⑧
Chevron　 Canada　 Ltd × X ⑧
Chevron　 Geosciences,　 Chevron　 OilField　 Research X ⑧
Chevron　 Reseach × ⑧
Chevron　 Internationa10il　 Co . × ⑭
Chevron　 Oil　 Bahamas × ⑧ ×

.Chevron　 ShipPing　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 、 × ⑧
Cbevron　 OilEuroPe ⑧ ×
Chevron　 Chemical × × × ⑭
Chevron　 Land,　 Chevron　 Resources X ⑱

㊤ ア プ リケ ー シ ョン開 発 課 が 中 心 とな るア プ リケ ー シ ョン

xエ ン ド ・ユ ーザ ・セ ク シ ョ ンtC対 す るサ ポ ー ト



能 や障 害修 復 な ど オ ペ レ ー シ ョン性 や アベ イ ラ ビ リテ ィの向 上 が 考 慮 され るこ

とは言 う ま で もない 。 この他,シ ス テ ム監 査 や セ キ ュ リテ ィ,プ ライ バ シ ーに

も注 意 が払 わ れ る とい う。

　 使 用 され て い る言 語 は様 々 であ るが,バ ッチ ・ア プ リケ ー シ ョンの場 合,新

しい シス テ ムで はPL/1が,外 部 か ら購 入 した もの や 古 い シ ス テ ム の場 合 は

COBOLが 使 わ れ てい る。 外 部 購 入 の もの で も,プ ロ ブ レム ・ソル ビ ング ・シ

ス テム の場 合 はFORTRANが 中 心 とな る。 デ ー タ検 索,レ ポ ー
.ト作 成等 に は

MARK　 IVが 使 わ れ て い る。

　 オ ン ラ イ ン では,ク レジ ッ ト ・カ ー ド処 理 な どの 場 合 はCICSが,大 規 模 な

マ ルチ ・ユ ー ザ ・シス テ ムに 於 い てIMSが 使 用 さ れ る。 分 散 処 理用 の 言 語 と

しては,PL/1,FORTRAN,　 COBOLの3種 が 用 い られ て い る。 ま た,タ イ

ム シ ェア リングで は,PL/1,COBOL,FORTRANそ してNOMAD(Na-

tional　 CSS社 が 開 発 した もの)が 使 わ れ る。

　 コ ンピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス部 の ハ ー ドウ ェア構 成 は 図 一28の 通 りで あ る。　 図

か ら明 らか な 様 に,各 コ ン ピ ュ ータ は緊 密 な ネ ッ トワ ー クに よ り結 ば れ てお り,

全 て の フ ァイ ルは 共 有 で き る様 に な っ てい る。

　 セ ンタ ーを サ ン フ ラ ン シ ス コと コ ン コル ドに 分 け た理 由 の1つ に,セ キ ュ リ

テ ィ(特 に物理 的)上 の問 題 が あ るの だ が,非 常 時 にお け るバ ッ ク ア ップ体 制

の 準備 は,こ の構 成 図 か ら も読 み と れ よ う。

　 これ ら諸 設 備 に よ り,コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス部 が サ ー ビス し てい るSOCA

Lの 各 部 署 を地 域 的 にみ た のが 図 一29で あ る。
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付記1

INFO'80キ ー ノ ー ト ・ ス ピ ー チ

AllenJ.　 Kro'w

IBM副 社 長 兼 シ ス テ ム ・コ ミュニ ケ ー シ ・

ンズ 部 門 プ レ ジデ ン ト　 '

　 皆 さん方は誰 で も将来 展望 につい て,い ろいろ と検討 を加 えているに違 い ない

と思 い ます 。

　 ハ ー ドウ ェ ア とソ フ ト ウ ェアを開 発 し,製 造 し てい るIBMの 幹 部 と して,私

は わ が 社 の 日常 業 務 の 案 件 に大 半 の時 間 を費 や してい ま す 。 しか し,こ の 日 々行

わ れ て い る意思 決 定 は,将 来 が ど うな るか とい う問 題 とま す ます 密接 な関 係 を持

つ よ うに な ってい ます 。 この た め私 は将 来起 こ り得 る可能 性 の 問 題 に つい て ,非

常 に高 い 関 心 を 払 っ てい ます 。

　 私 は 本 日,皆 さん 方 に① コ ン ピ ュ ー タ産 業 に 見 られ るい くつか の傾 向,②IB

Mの 社 内 でtt企 業 シス テ ム(enterprise　 system)"と 呼 ん で い る重 要 な新 しい

概 念,③80年 代 に わ れ われ の すべ て が チ ャ レ ン ジす べ き で あ る と問 題 に つ い て

私 の 考 え をお 話 しし よ うと思 い ます 。

　 ま ず 最初 に将 来 展 望 の 話 か ら始 め る こと と しま す 。

　 23年 前,歴 史 的 な事 件 とな った あ の一 瞬 を振 り返 っ て みま し ょ う。 それ は

1957年 の10月4日 の こ とで す 。

　 私が お 話 しよ うと し てい るの は,世 界 最 初 の人 工衛 星 で あ る ス プ ー トニ ク1号

の打 上 げ で あ るこ とは言 うま で もあ りませ ん 。

　 ち ょ う ど23年 前 の 今 朝 配 られ た ニ ュ ー ヨ ー ク ・タイ ム スの 社説 を引用す る な

らば,"こ の偉 業 に よ っ て,人 類 は 宇 宙 に 向 って 巨大 な第 一歩 を 踏 み出 した 。過

去 何 世 紀 もの 間,最 大 の 夢 と考 え ら れ て い た こ とが,い ま ま さに実 現 しよ う と し

て い る。星 へ の長 い道 程 が い ま 開 始 さ れ た"と 述 べ てい ます 。

　 勿 論,そ の 打 ち上 げ に は も っと 大 きな 意 味 が含 まれ て い ま した 。 ニ ュ ー ヨ ー ク
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・タ イ ムスの 社説 は次 の 点 を指 摘 してい ます
。

　 「t近代技 術 の偉 大 な 業績 は す べ て人 類 に対 し,2つ の道 を拓 い て くれ る6そ の

ひ とつ は希 望 と成 功 の道 で あ り,も うひ とつ は破 壊 と災害 の道 で あ る。"

　 ス プ ー トニ クは希 望 と成 功 の 道 で あ った,と 私 は 考 え てい ま す。

　 今 日,わ れ わ れ は,大 量 の 通 信(音 声,デ ー タ,TV伝 送 を含 む)を 送 る ため

に 衛 星 を使 っ てい ま す。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 20年 以 上 も進 め られ て きた開 発 は,デ ータ処 理 産 業 の 成 長 と密 接 な 関連 を持

っ てい ます。 そ して,そ の 開 発 は ま さ に コン ピ ュー タな くし ては 実 現 しなか った

で あ りま し ょう。

　過 去25年 の 間,非 常 に 多 くの 重 要 な技 術 が ブ レ ーク ス ル ーされ て き た こ とは,

今 さ ら私 が 申 し上 げ る まで もない で し ょ う。

　 わ れわ れの業 界 に イ ンパ ク トを与 え た これ らの ブ レ ー ク スル ーをい くつ か 取 り

上げ てみ る こ とに しま す 。

　 oコ ン ピュ ータの 論 理 コス トは毎 年25%,通 信 コス トは毎 年11%,メ モ リ ・コ

　 　 ス トは 毎年40%と そ れ ぞれ 激 減 した。

　 oシ リコ ンICチ ップ上 の コ ンポ ー ネ ン トの 数 は1年 置 きに2倍 に な った。

　 01950年 代 に100万 ドル も し たハ ー ドウェ アの コ ス トは 今 日20ド ル も しな

　 　 い。

　 oい くつ かの シス テ ム の 処 理 能 力 は 今 日,1950年 代の そ れ よ り10万 倍 も速

　 　 くな った。

　 o今 日 の ソ リ ッ ド ・ス テ イ ト ・サ ーキ ッ トは1950年 代 の真 空 管 よ り1,0　O　O倍

　 　 も信 頼 性 が高 い 。

　 ○コス ト/パ ー フ ォー マ ン ス比 は1950年 以 来,10年 毎 に お よそ100倍 ず つ

　 　 改善 され た。

　最初 の衛 星打 ち上 げ 以 来,デ ータ処 理 は強 力 で活 力 の あ る産 業 と して躍 進 して

き ま した 。数 百 万 に及 ぶ仕 事 を創 造 して き ま した 。

　 日常 業務 と して デ ー タ処 理 に従 事 し てい る人 の数 は,ア メ リカの全 労 働 者 の
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30%以 上 にな る,と 何 人 か の専 門 家 が 評価 して い ます 。 その数 字 は1985年 まで

には70%に 増 加 す るで し ょ う。

　 わ れ われ の業 界 は急 速 に機 能 の 向 上 を続 け て,わ れ われ の社 会 の あ らゆ る分 野

で ます ます 重要 な 役 割 を果 た す よ うに な るで し ょ う。

　 そ れ はわ れ わ れ の時 代 の 生 産 性 向 上 の原 動 力 な ので す。

　 そ の理 由 を説 明 しま し ょ う。

　今 日,わ が 国 で話 題 に され て い る こ とは生 産設 備 の老 朽 化,生 産 性 の 低 減,G

NPの 下落 とい った こ と ばか りです が,ア メ リ カ経 済 のひ とつ の 分野 だ けは 少 な

く と も生 き生 き とし て健 康 その もの です 。 その 名前 は"高 度 技 術"で す 。

　 コ ン ピュ ータ ・セ ミコ ンダ クタ ー ・テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョンは,あ る企 業 の幹

部が 最 近 指 摘 した よ うに,"ア メ リカの革 新 の宝 石"な の で す。

　 しか し,私 の 本 日 の テ ー マは技 術 上 の ブ レ ーク スル ーに つ い て説 明 す る こ とで

は あ りませ ん 。

　 む し ろ私 は実行 す る こと 一 わ れ わ れ の す べ て が よ り広 い地 平 線 を展 望 す る こ

と 一 を要 求 したい と思 い ま す 。

　聴 衆 の皆 さん,わ れ わ れ は 今 日,わ れ わ れ の 業界 の 中 で最 良 の 精神 と想 像 力 が

テ ス トさ れ る よ うな チ ャ レ ン ジに 直 面 してい ま す 。

　 その チ ャ レ ン ジ とい うの は,さ ま ざ まな技 術 を ベ ース に して,気 の 遠 く な るほ

ど世 界 中 にバ ラ まか れ て い る製 品 を広 範 に結 び つ け るこ とで あ り,世 界 的 な規模

で人 々 に(消 費 者 に も労 働 者 に も)情 報 を提 供 で き るよ うに 結 合す る こ とで あ り

ます 。

　わ れ わ れ は この チ ャ レン ジに 備 え るため に,非 常 に 長 い時 間 を費 や し て き ま し

た 。わ れ わ れ は効 果 的 で 普遍 性 の あ る情 報 の 収集 と分 配 の ため に 強 固 な地 盤 を築

い て きま した 。 わ れ わ れ は い か に して情 報 を 集 め,い か に して シ ステ ム を作 り,

いか に して必 要 な と こ ろ に情 報 を運 ぶか の方 法 を知 ってい ま す。 要 す るに,わ れ

われ は問題 を 解 決 す るた め に,ど の よ うに 情 報 を利 用 す るか の ノ ウハ ウを知 って

い る ので す 。
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　 こ れか らの 問 題 は何 で し ょ うか?

　 わ れ わ れ は恐 るべ きチ ャ レン ジに 直 面 してい ま す 。 経 済,エ ネル ギ ー,保 護 貿

.易,社 会 の変 化 一 これ らすべ て の 問 題 は不 確 実 の 風 潮 を作 り出 し ま す。 しか し,

この 風 潮 の 中 で,わ れ われ は み ん な で働 きな が ら生 きてい か な け れ ば な らな いの

が80年 代 の現 実 で す。

　 明 らか に,デ ータ処 理 のみ で これ らの 問 題 を解 決 す る こ とは で きま せ ん 。 しか

し,増 大 す る情 報 を も っ と多 くの 人 に 伝 え る こ とので き る その強 力 な 能 力 は,わ

れ わ れ が 対 抗 す るた め に大 い に役 立 つ こ とに な るで し ょ う。

　 わ れわ れ は将 来 の チ ャレ ンジ に 立 ち向 うた めに,よ り新 し く,よ り速 く,よ り

立 派 な プ ライ ス/パ ーフ ォーマ ン スの シ ス テム を開発 して き ま した 。 事 実,わ れ

われ は エ レ ク トロ ニ ック情 報 時 代 に突 入 してい るの で す 。

　 わ れ われ の技 術 と シ ステ ムは,時 が 進 む につ れ て,よ り確 実 に鍛 え 直 され つつ

あ りま す 。 これ らの技 術 や シ ステ ムは,デ ー タ処理 とオ フ ィ ス ・シ ステ ム と通 信

とを必 然 的 に結 びつ け る方 向 に進 み つ つあ ります。

　 これ ら3つ の もの を一 緒 に 束 ね よ うと す る試 み を実現 す る もの が,エ レ ク トロ

ニ ック情 報 で す 。

　 今 後 ま す ます情 報 は 公 分母(ビ ッ トや2進 法 の 流 れ)に 変 形 され る よ うに な り

ま す 。

　 それ が実 現 す るに つれ て,情 報 を利 用 し,創 造 し,伝 送 し,蓄 積 す る こ とが一

連 の長 い つ な が りを持 つ よ うに な ります 。

　 その つ な が りの 中 で,あ らゆ る地 点 で 集 め られ た情 報 は,地 方 で処 理 され,大

量 の デ ータベ ー スに蓄 積 され,必 要 な 時に,検 索 され て再 利 用 あ る い は再 伝 送 さ

れ る よ うにな ります 。 以前 これ らの 情 報 は文 書 に タイ プ され る必 要 が あ った の で

す が … …。

　 IBMで は,わ れ わ れ がtt企 業 シ ステ ム"と 呼 ん で い る概 念 を通 して,こ れ か

らの時 代 に備 え よ うと して い ます 。 それ は デ ー タ処理 とオ フ ィ ス ・シ ス テ ム とを

統 合す るた め の シ ステ ム です 。
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　 企 業 シ ス テ ムの 概念 は,情 報 を入手 し,処 理 し,分 配 す る必要 の あ る すべ ての

人 に 対 して,そ の需 要 に応 え るた め に 不 可 欠 の もの にな る,と わ れわ れ は確 信 し

て い ます 。

　 こ の包 括 的 な シ ステ ム は,今 日の 最善 に して最 も輝 か しい技 術 を結 合 した もの

を ベ ースに して構 築 さ れ るで し ょ う。 これ らの 技 術 は論 理 的 で包 括 的 な 手 法 で統

合 され るこ とに な るで し ょ う。

　 企 業 シ ステ ムの基 本 的な エ レ メ ン トに は どの よ うな もの が あ る で し ょ うか?

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

複 合 の セ ン ト ラ ル ・コ ン ピ ュ ー タ

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ 通 信 プ ロ グ ラ ミ ン グ

ア ク セ ス ・メ ソ ッ ド

ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 プ ロ グ ラ ミ ン グ

分 散 型 プ ロ セ ッ サ ー

マ ル チ ・ フ ァ ン ク シ ョ ン,マ イ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ ー を ベ ー ス に し た 端 末 機

企 業内通信 リンク ー 企 業 内の高速,高 帯域 通信

コ モ ン ・キ ャ リ ア の 設 備 を 経 由 し て ,非 接 続 の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

の 相 互 接 続

オ フ ィ ス 機 能

　 企 業 シ ステ ムの 中 に取 りこ まれ るこ れ らの機 能 は,わ れ われ の 業 界 の まわ りを

飛 び ま わ っ て い る 騒 々 し い 言 葉 一 テ キ ス トの 入 力 と 編 集(ワ ー ド ・プ ロ セ ッ シ

ン グ),エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ド キ ュ メ ン ト ・デ イ ス ト リ ビ ュ ー テ ン グ,イ ン テ リ ジ ェ

ン ト ・ コ ピ ヤ ー,分 散 型 プ ロ セ ッ シ ン グ,管 理 者 の サ ポ ー ト ,高 速 高 容 量 通 信 一

に よ っ て 一 番 適 切 に 表 現 さ れ て い ま す 。

　 恐 ら く,中 で も 一 番 大 事 な も の は 企 業 シ ス テ ム に 一 貫 性 を 与 え る た め の ア ー キ

テ ク チ ャ の フ レ ー ム ワ ー ク で あ り,わ れ わ れ は こ の フ レ ー ム ワ ー ク と し て シ ス テ

ム ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ を 構 築 す る た め に70年 代 を 費 や し て き ま し

た 。
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　 1980年 代 には企 業 シ ス テ ムが 稼 動 し始 め るの を われ わ れ は 見 る こ とが で き る

よ うに な るで しょ う。 企 業 シ ス テ ムの す ば らしい 特 徴 とし て は,① すべ ての ユ ー

ザが容 易 に アクセ スで き る,② 端 末 機 や その 他 の デ バ イ ス を容 易 に取 り付 け た り,

③ 取 り外 した り,移 動 す る こ とが で きる,④ 製 品 間 の 通信 が 容 易 に で き る,⑤ ネ

ッ トワ ークを統 制 した り管 理 す る能 力 を持 つな どが あげ ら れま す 。

　 企 業 シ ステ ム の 目指 す もの は 何 で し ょ うか?

　 ○第1に,ペ ーパ ーの 洪 水 をせ き止 め る こ と。

　 o第2に,一 度 で デ ータ を集 め,こ れ を何 回 も何 回 も利 用 す る こ と。

　 o第3に,最 も重 要 な こ とだ が,社 長 や専 用職 や 部長 や 課 長 や事 務 員 や そ の他

　 　 の 職員 の生 産 性 を向 上 させ る こと。

　 オ フ ィ スの労 働 者 は全 労 働 者 の25%を 占め ます。

　 1985年 ま で に は,そ の 数 字 は40%に な るで し ょ う。

　 生 産 性,こ れ は私 が 申 し 上 げ る ま で もな く,80年 代 の ゲ ーム の 名 前であ ります。

　 生 産 性 は オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンが 急 速 に 活発 にな りつ つあ る現 在,ア メ

リカの国 家 的 な動 機(cause)に な って ま い りま した 。

　 い ま ま では,オ フ ィス ・シ ステ ムの 焦 点 は,主 と し て秘 書(ペ ーパ ー を速 や か

に 作 り,配 る)が 出 す ペ ーパ ーの流 れ を 改善 す る こ とで した 。

　 これ を推 進 した結 果,類 似 性 の な い,接 続 もで き な い オ フ ィス用 機 器 が 集 め ら

れ て し ま い ま した 。 あ な た方 は フ ァ クシ ミル や 電話 や テ レ ック スで 毎 日通 信す る

ことは で き るが,そ れ らの メ ッセ ージは すべ て,そ れ ぞれ 異 な るイ ン プ ッ ト/ア

ウ トプ ッ トの デバ イ スを持 ち,そ れ ぞ れ独 自 の伝 送 手 段 を持 ち,そ の殆 ん どは バ

ラ バ ラに オ ペ レ ー トされ てい ます 。

　 それ らは シ ス テム と しての 将 来 性 と論 理 的な 関 連 機能 を欠 い て い ます 。

　 今 日,機 械 をい く ら沢 山並 べ て設 置 して も,そ の 間 の通 信 が で きな くては 意 味

が な い では あ りま せん か?

　 実 態 に 眼 を 向 け ま しょ う。 オ フ ィスの 生 産 性 は ち っ と も向 上 して い ませ ん。 過

去10年 間 そ うだ った の です 。 今 日の オ フ ィスは(装 飾 用 の デ ス クと電 子 タ イ プ
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ライ タ ーと時 た ま用 い る ワ ー ド ・プ ロセ ッサ ーを除 け ば)100年 前 のオ フ ィ ス と

殆 ん ど進 歩 してい な い,と い う こ とに あ な たが 気 が つ け ば,こ れ は 少 し も驚 く こ

とで は な いの で す 。

　 殆 ん どの会 社 が,事 務 所 の 間で 郵便 を受 け取 るの に,い まで も2日 か ら5日 も

か か って います 。

　 通 信 に も不 運 や誤 送 とい った 同 じよ うな 問 題 が あ ります 。

　 レポ ー トが 郵 送 中 に紛 失 した りしま す 。

　 この よ うな原 因 で,あ な た方 は 一片 の 情 報 をい ます ぐ必 要 と す る場 合,正 式 の

報 告 シ ステ ムを待 た な い で,電 話 を取 り上 げ て,誰 か を 情 報 の 出 処 に行 かせ,テ

レコ ピ ァで デ ータ を送 らせ ま す 。 しか し,こ うして も時 間 は浪 費 され てい るの で

す。

　 われ わ れ の調 査 に よれ ば,文 書 の60%は それが 作 られ た所 に 止 め られ て お り,

85%ま でが それを 作 った組 織 の中 だ け で 回送 され て い る こ とが判 明 しま した 。

　 官 僚 主義 の ボ トル ネ ック ー 皆 が 同 じよ うに大 量 の フ ァ イル を持 っ て い る 一

に よ って,わ れ わ れ の オ フ ィス は ペ ーパ ーで 一杯 ,い や ペ ーパ ーに埋 もれ てい ま

す 。

　 今 日,ア メ リカの企 業 で は管 理 者 と秘 書 の 比 率 は 約9:1と 評 価 され てい ま す。

月給 の 要素 を 考 えれ ば,30:1近 く にな ります 。こ の 単 純 な比 率 の 中 に,つ か

ま え どこ ろが な い が,最 も解 決 を要 す る生 産 性の 効 用 とい うタ ーゲ ッ トが隠 さ れ

て い るの で す。

　 この タ ーゲ ッ トは時 が 経 つ につ れ て,ま す ます誘 惑 的 な もの に な っ て い ま す。

　 今 日,ア メ リカで は1端 末 あた りの従 業員 は48人 です。IBMの カ ス トマ ーに

つ い てい えば,1端 末 あ た り25人 の 従 業 員 に な ります 。

　 IBMの 社 内で は1端 末 あ た りの 従 業 員 は6.9人 で,私 の 部(シ ステム通信 部)

では25人 で す。

　 1986年 ま で に,ア メ リカ全 体 で1端 末あ た り10人,IBMの カ ス トマ ーは

6人,IBM社 内で2.2人 に 減 らす よ う,わ れ わ れは 目標 を設 定 して い ま す 。

一148－

L ________________一____一 ー一



　 それ は あ た か も靴 屋 の 子 供 が 太 き過 ぎ る靴 をは い てい るの と同 じで す 。

　 今 日,端 末 機 は 銀 行 や スー パ ー ・マ ーケ ッ トで使 用 され て お り,販 売,預 金,

在 庫,広 告 の 効 用 に関 す る もの まで豊 富 な 情 報 を経 営 者 に 提供 し てい ます。 わ が

社 の カ ス トマ ーの うち,一 番 進 ん で い る と こ ろ では,役 員 が これ らの シス テ ム と

オ ン ラ イ ンで 結 び,直 接 デ ータ を引 き出 し てい ま す。 わ れ わ れ は これ らの シ ステ

ムや,こ れ か らの シ ステ ム を管理 者 が もっ と使 い易 い もの に し てい くつ も りで す。

　 こ の ことは,わ れ わ れ が 利 用 の簡 便 さ を追 求 す る(シ ステ ムを 親 しみ 易 くす る

こ とは勿 論,ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェ ア と一 緒 に 教 育 機 能 を組 み 込 む 。)

こ とを意 味 して い ます 。

　 ま す ま す 多 くの社 長 や 部長 や専 門 職 の 人 々に,ま す ます 多 くの 端 末 を使 って も

ら う よ うにす るた め には,す べ ての 人 が 仕 事 を す る上 で,も っ と効 率 を上 げ られ

る よ うな ワ ー ク ・ステ ー シ ョンを開 発 しな け れ ば な りませ ん 。

　 こ うす るた め に,わ れ わ れ は社 長 や 役 員 や 部長 や 専 門 家 に 焦 点 をあ て て,彼 ら

が 専 門 の ワ ー ク ・ステ ーシ ョ ンに よ って,ど れ だ け助 け られ るか を研 究 す る必要

が あ りま す。

　 o第1に,そ の ワ ーク ・ステ ー シ ョンは ど の管 理 者 に も十 分 役 に立 つ よ うに フ

レ ク シ ブル な もの で なけ れ ば な りませ ん 。 技 術 的 な 改 良 に よ り低 価 格,小 型 化 が

進 め られ て い るの で,こ れ を実 現 す る こ とは 容 易 に な りつ つ あ ります 。 建築 家,

技 術 者,官 吏,医 者 一 こ うい った 専 門 職 の人 々は,現 在 もそ うで あ る よ うに,

それ ぞれ 異 っ た ニ ー ズ を持 って い ます 。

　 ○第2に,わ れ われ は社 長 や 部長 や専 門 職 の人 々 を シ ステ ムか ら解 放 し て,彼

らが シス テ ム に気 を使 わ ない で,専 門 の仕 事 に集 中 で き るよ うに し な けれ ば な り

ま せ ん 。 こ うす る た め に は,デ ータ処 理 と ユ ー ザの 間 の バ ッハ ーと し て,も っと

MIPや 複雑 な ソ フ トウ ェアを もつ イ ンテ リゼ ジ ェン ト・シ ステ ム 導 入す る こ と で

す。

　 ○第3に,わ れ わ れ は社 長 や 部長 や 専 門 職 の 人 々 を さま ざ まな方 法 一 キ ーボ

ー ド,タ ブ レ ッ ト,ラ イ トペ ンで スク リー ン 上 に記 入,プ ッシ ュ ホ ン電 話 機 方 式
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の パ ッ ドの使 用,お そ ら く最 終 的 に は言 語 フ ァイ リング ー で 通信 が で きる よ う

に しな けれ ば な りませ ん。

　 管 理 職 は将 来,ど の よ うな機 能 を 果 たせ る もの を望ん で い るで し ょ うか?

　 本 質 的 に彼 らは 現 在 と ま った く同 じ こと を や りなが ら,し か もは るか に効 率 的

で,オ フ ィ スに 限 らず,ま さに 企 業 全 体 の生 産 性 が飛 躍 的 に 向 上 す る こ とを望 ん

で い ます 。

　 こ のよ うな向 上 を約 束 す る機 能 に は,次 の よ うな もの が 含 ま れ るで し ょ う。

O

O

o

○

O

ドキ ュ メ ン ト処 理

ドキ ュ メ ン ト交 換 一 さま ざ まな 形 態 の コレ スポ ンデ ンスや レポ ー トの送

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 受

情 報 バ ンクへ の ア クセ ス ー 企 業 内 あ るい は 企 業 外 の 情 報

グ ラ フ ィ ック表 示

1対1を ベ ー スに した通 信 あ るい は グル ー プの メ ン バ ーとの 同 時 通 信

　 今後10年 間 に現 わ れ る も うひ とつ の傾 向,つ ま り,ま す ます 多 くの人 が オ フ ィ

スの外 で仕 事 を す るよ うにな る傾 向 に つ い て ,少 し触 れ てお きま し ょ う。

　 例 え ば,も し役 員 が旅 行 中 に も仕 事 を した い と望 む な ら,携 帯用 の端 末 機(い

わ ゆ るエ レ ク トロ ニ ッ ク ・グ リーフケ ー ス)を 必 要 とす るで し ょう
。'そ の端 末 は

ど こに い て も音 響 カ プ ラ ーを通 して,企 業 シ ステ ムに接 続 が で き ます 。

　 一 方,1980年 代中 頃 には,非 常 に 多 くの ア メ リカ人 が 家庭 で 働 く こ とを 希 望

す るよ うに な る,と わ れ わ れ は 信 じて い ま す 。 エ ネ ル ギ ーの不 足,生 活様 式 の変

化,通 勤 に よ る疲労 一 この よ うな要 因 や その 他 の 社 会 的,経 済 的 要 因 に よ って,

オ フ ィスで の み 働 く と い う数 百 年 に 及 び伝 統 を変 え た い と望 む 情 報 の利 用 者 は ,

ます ます 多 く な る こ とで しょ う。

　 勿 論,未 来 学 者AlvinT　 offlerが"エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・コ テ ー ジ　 (電 子 の 別

荘)"と 呼 ん で い る もの に到 達 す るに は,ま だ 長 い道 程 が必 要 で す 。現 在 の オ フ

ィ スと しば らく は決 別 で きない で し ょ う。 しか し,未 来 の オ フ ィスに 切 り替 え ら

れ る プ ロセ スは既 に 始 め られ てい ま す 。
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　 私 は こ こで,IBM社 内 で私 白身 の 部 内で 行 って い るこ と を皆 さん に紹 介 す る

こ とに しま す 。

　 われ われ は経 営 情 報 網 計 画 とい うもの を持 っ てい ま す。 そ れは オ フ ィ ス ・シ ス

テ ム と経 営 情 報 シ ス テ ムを 管 理 者 た ちの デ ス クの 上 にあ る端 末機 に結 び つ け る こ

とで す。 われ わ れ の 目 標 はIBM社 内の オ フ ィ ス ・シ ステ ム機 能 を使 うこ と に よ

って,ベ ー シ ッ クな 企 業通 信 を改善 し,企 業 の デ ー タ ベ ースに ア
.クセ スで き るよ

うに す る こ とで す 。 企 業 を敏 速 に動 か す必 要 の あ るよ うな ベ ー シ ックな企 業 デ ー

タ を経 営 陣 に 利 用 で き るよ うに す る こ とが,わ れ わ れ の 狙 い とす る とこ ろで す。

　 この デ ータはIBMの 本 社 と世 界 中 の 支社 に既 に 存 在 してい ま す。

　 わ れ われ は情 報 の 流 れ を変 え る よ う提 案 して い るの では あ りませ ん 。 ただ,現

在 とて も時 間 が かか っ て い るの を も っと速 く した い と 望ん で い るに 過 ぎ ませ ん 。

　 これ を実 現 す るた め に,わ れ われ は 何 を しよ うと してい るで し ょ うか?

　 われ われ は 今 日,部 全 体 をカ バ ーす る電 子 文書 の 分 配 ネ ッ トワ ー ク を持 って い

ま す。 われ わ れ は こ の ネ ッ トワ ー クの構築 を1月 に 始 め て,6月 に は完 成 しま し

た。 わ れ われ は この ネ ッ トワ ー クの能 力 を詳 細 に検 討 した結 果,現 在 の企 業 活 動

を変 え る必 要 が ない とい う結 論 に 達 しま した。

　 例 えば,現 在 はIBMの ラ ゴ ー ド研 究所 の 部長 が 磁気 カ ー ドに タ イ プ さ れた レ

ポ ー トを持 っ て いて,そ れ を本 社 に郵 送 して い ま す。 われ われ が導 入 しよ う と し

てい る新 し いや り方 で は,こ れ らの 磁 気 カ ー ドは,通 信用 の 磁 気 タ イ プ ラ イタ ー

か,6670の イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・デ ィス トリ ビュ ー タか,6640の ドキ ュ メ ン

ト ・プ リンタ ーの よ うな電 子端 末機 で 入 力 され る よ うに な るで し ょ う。

　 第1段 階 と し て,世 界 中 の どこか らで も,デ ータ は,数 時 間 以 内 に本 社 へ 電 子

的 に届 け られ る よ うに な ります 。

　 次 の 段 階 と して,オ フ ィ ス ・シ ステ ム が構 築 され ます。 わ れ わ れ は 文書 を立 案

し,蓄 積 し,検 索 で き る よ うな ホ ス トをベ ー スに した独 自の ア プ リケ ー シ ョンを

開 発 しま した。

　 管理 者 の端 末機 は ホ ス ト ・シ ステ ム に 直結 され て,(ハ ー ド ・コ ピ ーで再 製 さ
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れ る代 りに)電 子 的 に配 送 され る デ ータが,オ フ ィ ス ・シ ステ ムの デー タベ ー ス

に 入 力 され る よ うに な ります 。 そ の デ ータ ベ ース には,資 格 の あ る ユ ーザ な らど

の 端 末機 か らで も ア クセ スで きま す 。

　私 の オ フ ィスに は3279の カ ラ ー ・デ ィス プ レイ の端 末 機 が置 か れ るよ うにな

るで し ょ う。 私 の 部下 は提 供 され る デ ータ を分析 し,私 の た め に それ を要 約 して,

私 の フ ァイ ルに 報 告 書 を綴 じ込 ん で くれ ます 。 その うえ,私 は その 他 の 一般 的な

情 報 バ ン クに もア クセ スが 出来 る よ うに な ります 。

　 こ の改 良 された ス ピ ーデ ィな 情 報 の フロ ーか ら確 実 に利 益 を受 け る よ うに な り

ます が,も っと重 要 な こ とは私 の 部 の 全 管 理 者 の生 産 性 が向 上 す る とい うこ と で

す。

　 わ れ わ れ は われ わ れ 自身 の 作 った この 製 品 を最 大 限に 利 用 す る計 画 を立 て て い

ます 。 そのひ とつ は3279を グ ラ ピ ッ ク ・デ ー タ ・デ ィス プ レイの よ うな ホ ス ト

・プ ロ グ ラム製 品 と結 ん で ,カ ラー付 きのチ ャー トや グラを会 話 方 式 で製 図 で きる

よ うにす る こ とです 。

　 こ うして,わ れわ れ は 情 報 の フ ロ ーを改 善 す るだ け で な く,エ ン ド ・ユ ーザ が

よ り利 用 し易 くな るよ うに,情 報 を作 り直 します 。

　 この 製品 に つい て,私 が い ま概 要 を述 べ た よ うな ベ ー シ ックな機 能 の範 囲 を,

更 に拡 げ るよ うな計 画 もわ れ わ れ は持 って い ま す。

　 これ の ひ とつ の例 はDOSF(DistributedOffice　 Support　 Facility－ 分

散 型 オ フ ィス ・サ ポ ー ト機 能)を 持 った8100の 分散 型 プ ロセ ッサ ーを わ れ わ れ

の オ フ ィ スや テ キ ス トの作 られ る処 に 配置 す る こ とです 。

　 8100シ ステ ムはDISOSSプ ロ グ ラ ムを作 って い る ホ ス トに結 ば れ ま す 。わ れ

わ れ はDISOSSと イ ン タ ー フ ェ ー スを もたせ る一た め に,わ れ わ れ の 作 った 電子 文

書 配 送 網 の ア プ リケ ー シ ョ ンを拡 張す る予 定 です 。

　 こ うす れ ば370ホ ス ト ・シ ス テ ムに直 結 し てい るエ ン ド ・ユ ーザ の端 末 機 で 分

散処 理 が で き るよ うに な りま す 。DOSFとDISOSSを 設 置 す れば,秘 書 も部

長 もこの シ ス テ ムに よ ってサ ポ ー トされ るの で す 。
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　 われ わ れ は 経 営 情 報 網 に新 しい製 品 を 次 々 と導 入 して い く段 階 で,デ ィス プ レ

イ ・ラ イ タ ー と5520を 経 営 情 報網 に接 続 しよ う と思 ってい ます 。最 近,わ れ わ

れ は8100シ ステ ムに6670の 情 報 デ ィ ト リ ビュ 一 夕 ーを接 続 す る と発 表 しま し

た 。

　 私 が いま述 べ て い る こ とは,最 近 の 製 品 は すべ て網 に 接 続 で き る とい うこ とを

明 らかに し よ うと して い るの で す 。 これ らの製 品 が企 業 シ ステ ムの 企 業 内で の 初

舞 台 に な る こ とは 間 違 い あ りませ ん。 しか し,こ うす るこ とだ け が 唯 一 の 方 法 で

は ない の です 。 シ ステ ム通 信 部 で行 って い るわ れわ れの 研究 は,わ れ わ れ 自身 の

特 殊 な ニ ー ズ に 合 わせ て設 計 して い ま す 。 どの よ うな組織 で も,そ の 組 織 の 管 理

者(秘 書 は 勿 論 の こ と)の ニ ーズ に合 わ せ た 概 念 を採 用 す る こ とが で きま す 。

　 わ れ わ れ が 将 来 の プ ロ トタ イ プ と考 え て い る もうひ と つ の方法 に つい て,簡 単

に 触 れ てお きた い と思 い ます 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・、

　 IBMは 一 年 以 上 も前 か ら アメ リカに,テ レ コン フ ァレ ン ス ・セ ン タ ーを持 っ

てお り,今 年 だ け で も出 張 費 を約100万 ドルは 節 約 したと見積 っ てい ます 。 その

セ ンタ ーは キ ャ ッシュ ・ベ ースで18ヵ 月,予 算 ベ ー スで12ヵ 月 もあれ ば ペ イす る

で し ょ う。私 は い つ もこれ を利 用 してい ま す 。

　 テ レ コ ン フ ァ レン スは 大事 な職 員 を拘 束 しま すが,一 方 で,時 間 と金 と山積 し

たペ ーパ ー ・ワー クを節 約 し ます。

　 テ レ コ ン フ ァ レ ン スは 現 在,特 別 な設 備 を 持 った 部 屋 が必 要で す が,将 来 技 術

が 進歩 す れ ば,個 々の事 務 所 に分 散 して,経 済 的 に テ レ コ ンフ ァ レ ン スがで き る

よ うに な る で し ょ う。

　 とこ ろで,こ れ らの機 能 や製 品 の い くつ か は,は るか遠 い 将来 の 話 で あ るかの

ご と くき っ と皆 さん に受 け 取 られ てい る こ と と私 は思 い ます 。 しか し,そ うで は

な い とい う こ とを 皆 さん に お示 し しま しょ う。

　 機 能 や 製 品 の 多 くは現 在 既 に利 用 で き るよ うに な って い るの で,そ の 他 の もの

も世 界 中 に散 在 して い る,わ が社 の開 発 研 究 所 で研 究 が進 め られ てい ます 。

　 わ れ わ れ は 情 報 処 理 の 分 野で,今 後 間違 い な く進 歩 し続 け る技 術 上 の 利 益 を十
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分 に享 受 す るた め に,わ れ わ れ の経 験 を積 み 重 ね る とい う ,す ば ら しい チ ャ ン ス

に め ぐ り合 わせ てい ます 。

　 われわれが取 り除かなければな らない障害 がい くつかあ る ことは,私 も認 めざ

る を得 ませ ん ・ さ ま ざ ま な情報 の 流 れ や ・ プ ・ ト・ル や シ ス テム設 計 が,依 然 と

し て相 互 接 続 す るた め の 厳 しい障 壁 とな って い ます 。相 互 接 続 性 と完 全 な シ ステ

ム ・ア ーキ テ クチ ャが統 合 シ ステ ムに とっ て大 事 な鍵 とな
って い るの で す 。

　 この点 に関 して,ま す ます重要度 を増 しつ つあ る次の よ うな領域 に対 す るわれ

わ れ の 研 究 を,若 干 詳細 に お 話 しす るた め に,少 々時 間 をお 借 り した い と思 い ま

す 。

O

o

O

O

o

製品 間の 相互 接 続

ネ ッ トワ ー ク ・ア ーキ テ クチ ャ

ゲ ー トウ ェイの 機 能 一 即 ち,別 の ネ ッ トワー ク と接 続 され た 企 業 と相互

接 続 す るた めの 焦 点 とな る と こ ろ

企 業 内 の 通 信 リン ク

企 業 内の通 信 リン クに 付 加 さ れ る デバ イ スの社 内 で,わ れ われ は社 内の 最

高 レベ ル で製 品 間 の 相 互 接続 に 関 す る研 究 を進 め て い ます 。

　 わ れ わ れ は カ ス トマ ーに一 番 役 に 立 つ と信 じる方 向に 突 き進 ん で い るの です 。

　 去 る6月17日 はIBMに と って重 要 な1日 で した 。 この 日に わ れ わ れ は デ ィ

スプ レ イ ・ラ イ タ ーと,5520に 対 す る レ コ ー ド ・サ ポ ー トと ,8100のtt分 散

型 オ フ ィス ・ サ ポー ト ・フ ァ シ リテ ィ"と,そ れ にわ が 社 の カ ス トマ ーに対 し ,

今後 の 目指 す べ き方 向 に つ い て ス テ ー トメ ン トを発 表 しま した 。

　 わ れ わ れ は わ が社 の カ ス トマ ー(皆 さん が た の う ちに も沢 山お い で と思 い ます

が)の 数 多 くの 大事 な要 求 に応 え て,オ フ ィス ・シ ステ ム 分野 に お け る指 標 を示

す こ とに したの です 。

　 われ わ れ は オ フ ィス ・シ ステ ムが 目指 す べ き方 向 に つ い て ステ ー トメ ン トを出

しま したが,こ れ は わ が 社 の カ ス トマ ーに とっ ては 無 論 の こと,IBMの 社 内 に

と って も重 要 な 意味 を持 って い ます 。
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●

　 そ の ス テ ー ト メ ン トに は,カ ス ト マ ー が 計 画 中 の プ ロ セ ス を,IBMの 社 内 に

と って も重 要 な意 味 を持 っ て い ます 。

　 多 くの ユ ーザが 数多 くのIBM製 品 を情 報処 理 シ ステ ムに統 合 す る た めに,お

互 いに 通 信 で きる よ うに した い と望 ん で い る こ と をわ れ わ れ は よ く承 知 し てい る

つ も りで す。

　 その うえ,通 信 の サ ポ ー トは フ ァイル や伝 送 を必 要 と す る文 書 類 を,IBMの

い ろん な部 で 作 られ た さ ま ざ まの デ バ イ スを使 っ て ,企 業 の ど こか らで も,資 格

の あ る職 員 が 伝 送 した り,検 索 で き る よ うに しな けれ ば な ら な い ,と い うこ と も

よ く知 って い ます。

　 IBMは オ フ ィ ス ・シス テ ムを提 供 す るこ とに よ っ て,文 書 を相 互 に交 換 で き

るよ うに す る こ とを狙 っ てい ま す。 文書 の 交 換 が で き るよ うな アー キ テ クチ ャに

よ っ て,わ が社 の 多 くの 製 品 を通 信 で結 べ るよ うに した い とい う ニ ーズ も,わ れ

われ は 知 って い ます 。

　 わ れ われ は さま ざ ま な カ ス トマ ーの 要 求 に応 え る よ うな製 品 を数 多 く提 供 し続

け たい と思 って いま す 。 そ して,こ れ らの 製品 は 今 後 ます ます 企 業 シ ステ ムに 統

合 され るよ うに な るで し ょ う。

　 企 業 シ ステ ムが 目指 す べ き方 向 づ け に 関 す る ステ ー トメ ン トは どの よ うに 解 釈

す べ きで し ょ うか?

　 IBMが 将 来の オフ ィス の 中 で 生 きなが らえ る こ と,わ が 社 の企 業 シ ステ ムが

問 題解 決 の た めの 重 要 な フ レ ーム ワ ー クに な る こ とは きわ め て は っ き り と した 目

標 であ る とわ れ われ は 考 え て い ま す 。

　 大 規模 で世界 各 地 に散 在 す る国 際 的 な開 発 組 織の 中 で働 い て い るDPと 通 信 の

専 門 家 の仕 事 は,製 品 が 多種 多様 であ る こと と,各 国 政 府 の 厳 しい 規制 の た めに,

特 に困 難 の度 を加 え てい ます 。IBMは 最 も高 度 な スタ ンダ ー ドと ア ーキ テ ク チ

ャを提 供 す る こ とに よ って,カ ス トマ ーを援 助 した い と考 え て い ます 。

　 さ て,私 は こ こで ネ ッ トワー ク ・ア ーキ テ クチ ャの お話 を した い と思 い ます 。

　 1970年 代 を 通 じて,IBMは シ ステ ム ・ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ャを開
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発 す るた めに 努 力 して き ま した 。 その努 力 は世 界 中 の あ らゆ る開発 研 究所 に よっ

て払 われ,そ の 意 味 で,わ が 社 の製 品 の あ らゆ る ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェ ア製

品 が その 対 象 に 含 まれ て い ます 。

　 その 目的 とす る と こ ろ は,7ー キテ ク チ ャの 方 向 づ け,つ ま りIBMの 製 品

(ハ ー ドウ ェ アと ソ フ トウ ェ ア も)が ど この 企 業 の ネ ッ トワ ー クの 中 で も,十 分

その 機能 を果 た せ.る よ う にす るた めの フ レー ム ワー ク と して,す べ ての 研究 所 の

研究 員 ひ と りひ と りに 対 して道 路 地 図 を提 供 す る こ とで した 。

　 その道路 は とて も長 くて,い ろいろな障害 があ りました。今 日われわれは機能

的 に 多 様 な ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ャ を 持 つ に い た り ま し た 。 そ し て,そ れ

は,大 事 な こ と で す が,わ が 社 の 中 で 恐 ら く最 も オ ー プ ン な ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー

キ テ ク チ ャ で し ょ う 。 そ れ はIBM以 外 の ベ ン ダ ー の 端 末 機,通 信 デ バ イ ス,プ

ロ マ ッ サ 「 も,簡 単 に 取 り込 む こ と が で き る の で す
。

　 こ の 一 貫 性 の あ る ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ は,企 業 シ ス テ ム の 中 で 一 番

大 事 な エ レ メ ン トで あ る こ と は 明 ら か で あ り,今 後 と も,ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ

デ ク チ ャ ζ通 信 網 管 理 の 点 で,重 要 な 革新 と進 歩 の 推 進 役 とな り続 け るで ・しょ う。

しか し,現 在 わ れ わ れ業 界 の 関 心 は70年 代 の 初 期 に ネ ッ トワーク ・ア ーキテ クチ

ャの 開発 を推 進 した よ うな 企 業,な い しは,そ の企 業の 抱 え てい る問 題 点 に移 り

っ つあ ります 。

　 ど こか で ・ も うひ と つ の エ キ サ イ テ ィングな 概 念 が 生 ま れ始 め てお り,関 心 を

呼 び 起 こ して い るの で す 。

　 それ は ゲ ー トウ ェ イ機 能 と呼 ばれ る概 念 で,す ば ら しい伝 送 サ ー ビ スの 効 用 性

を最 大 限 に発 揮 させ るた め に,あ らゆ るタ イ プの 情 報(音 声,デ ー タ,文 書,フ

ァ ック ス,画 像)を 統 合 す る力 を持 っ てい る もの で す 。

　 ゲ ー トウ ェイ機 能 は 通 信 の マル チ プ レ クサ ーやPBXや 個 々の 分散 型 プ ロセ ッ

サ ーに 付加 され る通 信 ア ダプ タ ー とい った ハ ー ドウ ェ アの機 能 を概 念 的 に,幅 広

く採 り入 れ た もの で す 。 その 機 能 は 社 内の 情 報 交 換 とモ デ ュ レ ーシ ョ ン,デ モデ

ュー レション,バ イプレキ シ ング,コ ン セ ン トレ ー シ ョン,プ ロ トコ ル ・コ ンバ ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∫
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ジ ョ ン,暗 号 化 とい った 通 信 機 能 が 含 まれ ます 。

　 この ゲ ー トウ ェイ機 能 は 明 らか に,ハ ー ド ウェア と ソ フ トウ ェアの製 品 を,ま

す ます 強 力 で,柔 軟 性 に富 み,効 率 性 の高 い ゲ ー トウ ェイ ・ノ ー ドに統 合 す る方

向 に引 き上 げ ま す 。

　 歴 史 的 なFCCの 第2次 イ ン ク ワイ リー も多 様 な伝 送 サ ー ビスの すば らしい 開

発 の過 程 か らみ れ ば,単 な る 一里 塚 に過 ぎ ません 。PTT(世 界 中の 電話 会 社)

は それ ぞれの 通 信 網 を改善 す るた めに莫 大 な資 金 を注 ぎ こんで いま す。

　 低 速 の アナ ロ グか ら高 速 の デ ジタ ルへ の切 替 へ が 進 め られてい ます。マイ クロ網

の 拡 張 と非 常 に 多彩 な 広 帯 域 衛 星 通 信 の 提 供 が 急 速 に 進 展 し てい ます 。 この エ キ

サ イ テ ィン グな話 題 は,い く ら時 間 が あ っ て も話 し足 りな い ほ どの 材 料 を提 供 し

て くれ るで し ょ う。

　 しか し,わ が 社 の カ ス トマ ーに対 して,彼 らの ニ ー ズ を経 済 的 に も機 能 的 に も

満 足 させ るよ うな 伝送 サ ー ビ スを選 ぶ際 に,最 も幅 の 広 い選 択 が で き るよ うに す

る こ とが企 業 シス テ ムの 目的 で あ る,と 私 は 言 いた い の です 。

　 この こ とが企 業 シ ステ ム全 般 の 設 計 上,本 質 的 な 意 味 を持 って い るの で す 。

　 それ で は,企 業 内通 信 リンク に つい て お話 を し ま し ょ う。

　 この 問 題は 大 い に議 論 の 沸 騰 す る 分野 です 。数 多 くの ベ ン ダ ーは ユ ーザ団体 が

ぜ ひ こ うした い と望 ん で い る こ とを実 現 す るた めに 活 発 に動 き廻 って いま す 。 そ

して企 業 内通 信 リン クに は どん な デバ イ スで も付加 で き るとか,ど ん な デ バ イ ス

と も簡 単に,容 易 に 通信 で き る とか,魅 惑 的 な 歌 を歌 ってい ます 。

　 これ は企 業 間 の ネ ッ トワー クに つい て,過 去3年 以 上 も議 論 され て きたの と全

く同 じ要望(魅 惑的 な歌)な の で す。

　 企 業 内通 信 リン クを構 築 し よ うとす る目的 に は多 くの 重 要 な,時 には 相 容 れ な

い 問 題が あ りま す。 その リン クに多 種 多 様 な デバ イ ス を簡 単 に(そ して経 済 的に)

付加 した い とい う要 望 が 一番 大 切 な 問題 です 。 その リン クが も っ と帯 域 の 巾 を広

げ たい とい う要 望 を充 た す機 能 を持 って い る とい うこ とが 大 事 な フ ァク タ ーで す 。

　 単 な る企 業 内通 信 リン クと 付加 され た多 種多 様 な デ バ イ スが お互 い に 機 能 し合
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うよ うな'シ ス テ ム"と の 間 に は 違 い が あ る こ とを理 解 す るた め に十 分配慮 す る

必要 が あ ります。

　 通 信 リン クの機 能 に単 純 な解 決 策 を 与 え る ことに よ っ て,シ ス テ ムの問 題 も解

決 した と簡単に考え過 ぎる傾 向があ ります。

　 今 日,数 多 くの カ ス トマ ーの構 内 で,さ ま ざま な複 数 ペ ア回線 や 同 軸 の企 業 内

通 信 リン クが設 置 され て い ます 。数 は限定 され てい ます が ,い くつ か の光 フ ァ イ

バ ーの リン クや まだ 実 験 の段 階 で す が 赤 外 線 の よ うな リン クもあ ります
。全 般 的

に み て ・ これ らの 企業 内通 信 リン クは 狭 い目 的の た め に 設 置 さ れ た もの です
。 即

ち,既 存 の 端 末機 の サ ブ ・シ ス テ ムが 欲 しい とか ,あ る場 合 には,単 独 の デバ イ

ス を設 置 したい とい う ニ ーズ に 合 わ せ た に過 ぎま せん
。

　 次 々 と生産 され る製品 の設計 とか,そ の製品独 自の,し か も複 雑 さを増 す企業

内通 信 リン クの 設 計 とか は,1970年 代 の 初 期 に企 業相 互 間独 自 の ネ ッ トワ ー ク

の設 計 と今 日では 同 じ く らい 重 要 な 問 題 とな っ てい ます
。

　 IBMや その 他 の ベ ン ダ ーが,80年 代 に お いて慎 重 に 配 慮 しなけ れ ば な らない

のは,ま さ にこ の 分 野 なの で す 。 豊 富 に して 非常 に開 放 的 な シ ステ ム ・ネ ッ トワ

ー ク ・アーキ テ クチ ャを生 み 出 す た めの 概 念 や研 究 の 多 く は
,IBMに よ って行

わ れ るで しょ う。 それ は わ れ わ れ が 企業 内通 信 シ ス テ ムの 問 題 を既 に研 究 して い

るか らで す。

　 さて ・こ こで 私 は これ らの通 信 リンクに 付加 され る デバ イ スに つ い てお 話 し し

ま し ょ う。

　 単 純 で,低 コ ス トの 企 業 内通 信 リンクの 設計 手法 を完 全 に開 発 す るた め に は,

デ バ イ スの 設 計 が通 信 リン ク ・アーキテ クチャと共 同 で 行 わ れ な けれ ば な りませ ん
。

　 わ れわれ は ま た,わ が 社 の ワ ー クステ ー シ ョンを構 成 して い る デ バ イ スを,常

に相 互接 続 で き る よ うな 内 部構 造 と,そ の機 能 を向 上 させ る よ うな フ レキ シ ビ リ

テ ィも考 慮 しなけ れ ば な りま せ ん 。

　 そ のた めに は ワ ー ク ス テ イ シ ョンの 付 属品 を,企 業 内通 信 リン クか外 部 の ネ ッ

トワー クと 一体 の ものに しな け れ ば な りませ ん 。 テ キ ス ト,デ ータ,音 声,画 像,
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図 形 と い った もの が,ひ とつ の デ バ イ スに統 合 され る時 ,こ れ らの配 慮 は 更 に 重

要 な もの と な りま す。

　 数 多 くの 製 品 を包 括 す る方 向 に進 む,と い う最 近 のIBMの ステ ー トメ ン トは,

IBMの す べ ての 研 究 所 が お互 い に 一 致 団結 す る必 要 が あ る(SNAの 場 合 もそ

うで した が)と い う重要 な 設 計 目標 を外 部 に 公表 した もの で す
。

　 皆 さん もご承知 のとお り,わ れ われは これ らの領域 に非 常に多 くの検討 を加 え

て い ま す。 そ して,わ れ わ れ は急 速 に 前進 して い ます
。

　 つ い この間 まで ・わ れ われ は伝 送 サ ー ビ スの こ とでは な く,通 信 回線 の こ と を,

ゲ ー トウ ェ イの 機 能 の こ とで は な く ,マ ルチ プ レク サ ーやPBXの こ と を,そ し

て,企 業 内通 信 リンク の こ とで な く ,企 業 内の 配線 の こ とを 話 してい ま した。 こ

れか らは 企 業 の情 報 ニ ーズに 注 目すべ き新 しい 道 が開 かれ よ う と して いま す
。 そ

して,見 通 しが 変 化 す る こ とに よ っ て,生 産 性 を大 幅に 改善 す るた め の新 しい チ

ャン スが訪 れ よ うと して い るの で す 。

　 単 独 の デ バ イ ス ・ そ れ が デ ィ ス プ レ イ で あ れ,プ リ ン タ ー で あ れ,フ ァ ク シ ミ

リで あ れ ・ コ ピアで あ れ ・イ ン テ リジ ェ ン ト ・テ レ ホ ン ・プ ロセ ッサ ーで あ れ
,

その 他 どん な デ バ イ スで あ って も企業 シ ステ ム とし ての機 能 を持 つ よ うに な る ま

で に は,膨 大 な準 備 作 業 を必 要 とす るこ とは 言 うま で もあ りませ ん
。

　 念 の た め に 申 し上 げ ます が ・あ る特 定 の ベ ンダ ーが ひ とつ の 単 独 の デバ イ スに

つ いて概 念 を作 れ ば,残 りの デバ イ ス は すべ て その 後 か らや
っ て く る,と 発 表 す

る こ とは で き ます 。 しか し,そ の 努 力 は 企 業 シ ス テ ム に対 す る ユ ーザ の 要求 を充

た す た め に な さね ば な らない もの の う ちの氷 山の 一 角 に しか 過 ぎな い の です
。

　 IBMは 現 在 そ の作 業 を進 め てい ま す 。

　 その リソ ー スは 既 に 整 備 され てい ます 。 企 業 シ ステ ムの た め の 構 成 は 既 に 姿 を

見せ つ つ あ ります 。

　 アー キ テ クチ ャの 決 定 はす べ ての 大 企 業 でぼ ん や りと形 を整 え つ つ あ りま す 。

　企 業 シス テ ムと通 信 に 関 す る計 画 に トッ プが 参 画 して い ない 企 業 は,未 来 に ジ

ャ ン プす べ き大 事 な チ ャ ン スを失 うこ とに な るか も しれ ませ ん
。
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　 これ らの 意思 決定 は,企 業 全 体 の 情 報 ニ ーズ を十 分把握 して い る思慮 深 くて 熟

練 したDP専 門 家 に よ って 下 さ れ る こ とで し ょ う。 そ して,私 もそ うあ る こ とを

希 望 して い ま す。

　 わ が 社 の 先 進 的 な カ ス トマ ーの 多 くは,ベ ー シ ックな ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キテ

クチ ャを決 定 し,'大 きな ネ ッ トワ ークを統 合 す るた め の チ ャ レン ジを活 発 に 始 め

て い ま すが,彼 らは ま さに 未 来 の た めの 準 備 を進 めて い るの で す。

　 わ れ わ れ がわ れ わ れ の 企 業 を動 か し組 織 す る場 合,企 業 シ ステム が どの よ うな

意 味 を持 つ か を理 解 す るた め に,私 もあ な た方 も十 分 に 時 間 と エ ネル ギ ー をか け

るべ きで あ る,と 私 は 信 じて い ま す 。

　 さて,今 後10年 間,わ れ われ が 企 業 と して チ ャ レ ンジ すべ き問 題 の い くつ か に

つ いて 述 べ て みた い と思 いま す 。

　 現 在,IBMと そ の 他 の サ プ ラ イヤ ーは,60年 代 の 半 ば以降,い ま まで 見 た

こ と もな い ス ケ ー ル を持 った構 築 物 に 取 り組 ん で い ます 。 この開 発 は 多 額の 資 金

の支 出 と新 しい 創 造 的 な経 営 技 術 を要 求 しま す 。

　 と も.かく,わ れ わ れの 業界 は ま す ま す 複雑 の 度 を加 え つ つあ りま す。 会 社 の 数

は 殆 ん ど毎 日の よ うに増 え てい ま す 。 ア プ リケ ーシ ョンは ます ます 大 き くな り,

シ ス テ ムに 対 す る要 求 は 爆 発 的 に増 大 して い ま す。

　 この複 雑 性 と戦 うた め に は,倉 庫 係 か ら トップに 至 る まで,全 面 的 に 情報 処 理

シ ス テム を利用 す る場 合の 問 題 を 改善 す る必 要 があ ります 。

　 人 間 の フ ァ ク タ ーの 重 要 性 を,特 に ソ フ トウ ェアの 面 で 過 少 評価 し ては な りま

せ ん 。 われ わ れは ソ フ トウ ェアに 十 分 な時 間 をか け ません で した 。恐 ら く,わ れ

わ れ は ボ タ ン とボ ック ス(ハ ー ドウ ェア)に あ ま りに も焦点 を あ て過 ぎて きま し

た。

　 そ の うえ,ア プ リケ ー シ ョン の開 発 に よ って ・ユ ーザ が最 少 限の 訓 練 で操 作 で

き る よ うな仕 事 を しな けれ ば な りま せ ん 。わ れ われ は アプ リケ ー シ ョン ・プ ラ グ

ミン グの複 雑 度 を 減 らす よ うに しな け れ ば な りま せん 。

　 最 後 に,DP産 業 は,冒 頭 に私 が述 べ ま した よ うに,今 日 ア メ リカで最 も革 新
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的 で創 造 的 な産 業 で すが,こ れ を定 義 した り,規 制 した りす る よ うな 法律 的 な試

み に十 分警 戒 を 怠 っ ては な りませ ん 。

　 外 国 の 競争 相 手 の 多 くは そ れ ぞ れ の 政府 を 自分 の味 方 につ け てい ま す。 わ れ わ

れ は ア メ リカ政 府 が もし中 立 の 立 場 に い て くれ れ ば,幸 せ とい うべ きで し ょ う。

　 結 論 と して い え ば,未 来 に 対 す る ビジ ョンに つい て,IBMが 非 常 に熱 を入 れ

て い る こ とを強 調 した か った の です 。 しか しなが ら,現 在 の 成 熟 の 段 階 に到 達す

るま で に,20年 以 上 も デ ー タ処 理 に 取 り組 んで きた こ と を私 は 知 っ てい ま す。

　 80年 代 の複 雑 性 の た め に,そ してIBMが 無 力 で あ れ ば,企 業 シ ステ ムは必

ず も そ っ く りそ の まま で は世 に 出 ない か も知 れ ま せん 。

　 しか し,私 は 企 業 シ ス テム は実 現 す る と確信 してい ます。・

　 企 業 シ ス テ ムの概 念 は,一 方 で 世界 中の 労 働 者 や 消費 者 の 間 で,そ の シ ステ ム

に ア クセ ス で き る範 囲 を拡 げ な が ら,技 術 の適 正 な利 用 に よっ て,生 産 性 と効 率

性 と意 思 決 定 能 力 を向上 させ る とい う ビジ ョンを提 供 す るこ とに よ っ て,1980

年 代 の す う勢 を 作 り出 す だ ろ う,と い うのが 私 のゆ る ぎない 確 信 で あ りま す。

　 私 の 最 終 的 な 考 え は,今 日 か らあ なた 方 と一 緒 に 出発 した い とい うこ とです 。

　 もし も,わ れ わ れ の業 界 に と っ て燈 台 の 灯 があ る とす るな らば,そ れ はわ れ わ

れ の カ ス トマ ーの た め に役 立 つ こ とで な け れ ば な りませ ん 。

　 わ れ わ れ は カ ス トマ ーが 更 に生 産 性 を向 上 させ る こ と,そ して その 結 果,必 然

的 にわ が 国 の経 済 とわ が 業界 と に健 全 な進 展 が約 束 され る こと を念 願 しています。

　 そ れは,わ れ わ れ がIBMの 中 で行 な って い るチ ャ レン ジで あ り,わ れ わ れの

すべ て が 直面 して い るチ ャレ ン ジ で あ ります 。

　 聴衆 の皆 さん,こ の画 期 的 な会 議 で,キ ーノ ー ト ・ス ピー カ ー とな れ ま した こ

とは大 変 な 名誉 であ り,特 権 で あ りま した 。

　 ご静 聴 を感 謝 し,来 るべ き エ キ サ イ トな 時 代 に お け る皆 さん の幸 運 を 祈 ります 。
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付記2

コ モ ン ・キ ャ リア の 国 際 通 信 サ ー ビス を

再 販 し た り共 同 利 用 す る こ とに 関 す る

規 制 方 針 に つ い て(FCC)

1980年5月19日

1.数 年 前,わ れ わ れ は国 内の キ ャ リアに 対 して,か れ らの専用 線 を再 販 した り

共 同利 用 す る場 合の 制 限 規 定 を緩 和 す る よ う要 求 し た。 更 に,最 近 に な って,わ

れわれ は 国 内 の 公衆 交換 網 サ ー ビスの タ リフか ら再 販 や 共 同 利 用 に 関 す る制 限 条

項 を撤 廃 す るか ど うかの 問題 を検 討 す るた め の プ ロ シ デ ィー ング作 成 に手 を着 け

てい る。 国 際 サ ー ビ スの 利 用 を制 限 す る こ とが 合法 的 で あ るか ど うか に つ い て も,

"再 販 と共 同利 用 に関 す る決定"と 関 連 して問題 が 提 起 され てい るが
,わ れ われ

は国 際 サ ー ビ スの 再 販 や 共 同 利用 に つ い て は,別 の プ ロ シ ーデ ン グ を作 る方 向 で

再検 討 す る と発 表 した 。 更 に最 近 ・あ る苦 情 申 告 に 答 え て,わ れ わ れ は,新 しい

再販 業 者 に 市 場 参 入 の機 会 を与 え るこ とに よ って,利 用 者の 利 便 が 最 終 的 に 向 上

す るこ とに な るの で,国 際 サ ー ビスの 再 販 と共 同 利 用 に関 す る問 題 を包 括 的に検

討 す る必 要 が あ る こ とを 強 調 した 。

2.FCCが 管轄 して い る国 際通 信 サ ービ スの コ モ ン ・キ ャ リアに対 して,FC

Cが 定 め た タ リフの 下 で提 供 してい る サ ー ビスや設 備 の 再 販 や 共 同 利 用 を制 限 し

続 け るか ど うか,あ るい は どの範 囲 まで認 め るか に つい て,検 討 す る た めの ル ー

ル ・メ ー キ ン グ の プ ロ シ ー デ ン グを,い まわ れ われ は作 り始 め て い る。 この 時期

に,こ の よ うな プ ロ シ ー デ ン グ を作 る こ とが 他 の委 員 会 を 直接 援 助 す る こ とに な

る,と わ れ わ れ は確 信 してい る。 これ らの 委 員 会 は 規 則 に よ る よ り も市 場 の メ カ

ニズ ムに よ っ て,国 際 サ ー ビス を改 善 した い と考 え て い るか らであ る。
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■

　 　 　 　 　 1　 国 際 通 信 業

3.こ の ル ール ・メ ーキ ン グの プ ロ シ ーデ ィ ン グは,ア メ リカ国 民 に 対 し て,国

際 キ ャ リアが 提 供 し てい るサ ー ビ スの あ らゆ る領 域 に亘 る もの で あ る。 これ ら の

サ ー ビスの それ ぞ れ に 対 す る タ リ フ上 の 制 限 条 項 は,第3者 に よ っ て再 販 や共 同

利 用 を禁 止 し て い るか,さ もな くば厳 し く制 限 し てい る。 キ ャ リアの 数 が多 く,

サ ー ビ スが 多 様 で あ るた め に,ま た,こ れ らの サ ー ビスをい ろ い ろ と利用 し て い

るユ ーザ に 対 し,再 販 や 共 同利 用 の制 限 条 項 が 大 きな影響 力 を持 って い るた めに,

わ れ わ れ は国 際 通 信 の 市場 に つ い て簡 単 に解 説 す る必 要 が あ る と思 う。 また,わ

れ わ れ は この 分 野 にお け る最 近 の規 制 議 案 の い くつ か に 焦 点 をあ て,こ の プ ロ シ

ー デ ィン グ を これ らの 動 き とどの よ うに調 整 す るか に つ いて も説 明 す る こ と とす

る。

4.最 近,国 際 通 信 や海 外 通 信 サ ー ビス を 公衆 に提 供 して い る コモ ン ・キ ャ リア

に はATTとIRCが 挙 げ られ,　 IRCの 中 に は,　 ITT,RCA,WUI,TR

T,FTCが 含 まれ る。 更 に,最 近,WU電 信 会社 が しか るべ きタ リ フを設 定 す

る こ と を条 件 に,カ ナ ダ と メ キ シ コを経 由 して海 外 に テ レ ック ス ・サ ー ビ スを提

供 す る こ と を正 式 に 認 め るこ と と した。　 　 　 　 　 　 　 　 ・

●

5.　 ATTは 国 際 メ ッ セ ー ジ ・ ト ー ル 通 信 サ ー ビ ス(MTS)と 音 声,オ ー デ ィ

オ,TV用 の 専 用 線 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 わ れ わ れ が 最 近 行 っ た デ ー タ ホ ン

決 定 に よ っ て,ATTは デ ー タ を 伝 送 す る た め に 国 際MTSを カ ス ト マ ー に 利 用

さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。IRCは テ レ ッ ク ス(50ボ ー交 換 テ レ プ

リ ジ タ ・・サ ー ビ ス),メ ッ セ ー ジ 電 報,そ れ に デ ー タ,音 声 と デ ー タ の 混 合,テ

レ タ イ プ,フ ァ ク シ ミ リ,TVと い っ た さ ま ざ ま な デ ー タ ・サ ー ビ ス 用 の 専 用 線

を 含 む レ コ ー ド ・サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

6.海 外 電 気 通 信 サ ー ビスの 基本 的 な2つ の 設 備 は,国 内の地 上 線(land　 line
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haul)と 海 外 伝 送路 で あ る。 ゲ ー ト ・ウ ェイ囲 の 内 部に 終 始 す る レコー ド通 信 に

関 し て は,IRCが 国 内 の地 上 線 を提 供 す る。 ゲ ー ト ・ウ ェイの 外 に出 る トラ ピ

ッ クは,国 内 キ ャ リアの 設 備 や サ ー ビスに よ っ て運 ばれ る。ATTの 国 際 サ ー ビ

スに つ い て,電 話 会 社 は 一般 的 に,国 内 通 話 と国 際 電送 の 両方 の サ ー ビス を提供

して い る。 国際 用MTSは ア メ リカ大 陸 の どの 地点 か らで も海 外 の あ らゆ る地 点

に 提 供 され る。 一切 の 国 際 伝 送 サ ー ビ スは 通 常 海 底 ケ ー ブル と衛 星 通 信 を経 由 し

て 提供 され る。 現在,ATTに よ って 提 供 され てい る地 上 の 伝 送 路 は キ ャ リアの

オ 〔 レ ーテ ィ ング ・セ ンタ ーか ら衛 星 の地 上 局 か 海底 線 の 端 局 の い ず れか に 接 続

さ れ てい る。衛 星通 信 の 場 合,コ ムサ ッ ト(Comm皿ication　 Satellite　 Corpo-

ration)はATTとIRCに 対 し て,地 上局 と ア メ リカ側 の 衛 星 トラ ンス ポ ン

ダ ーの使 用 を リー ス して い る。 衛 星 の 外 国 側 の 半 分 と外 国 の 地 上 局 は イ ンテ ル サ

ッ トに よ って提 供 され,外 国の 通 信 当 局 に リー ス し てい る。 イ ンテ ル サ ッ トの地

上 局 か ら海 外 の カ ス トマ ーの構 内 ま で の地 上 の伝 送 路 は,こ の よ うな 通 信 の 権 限

を与 え られ て い る海外 通 信 業 者,又 は行 政 当 局 に よ って設 置 され る。 海 底 ケ ー ブ

ル を通 して提 供 され る通 信 に 関 して は,ATTとIRCが アメ リカか ら中 間 点 ま

で を共 有 す る。 その 中 間 点 か ら先 の 海 外 部 分 は 外 国 の通 信 業者 又 は,外 国 の主 管

庁 所 有の 設備 が提 供 さ れ る。

　 　 　 　　 n　 プ ロセ デ ュア の 構 成

　 　 A　 一 般 的 方 針 の 検 討

7.最 近,わ れわ れ は国 際 通 信 業 が長 い 間,慣 行 と して いた こ とに 対 して,規 制

の や り方 を再 検討 す る仕 事 に大 き く一 歩踏 み 出 した 。 それ は従 来 の慣 行 に よ っ て,

利 用 者 が サ ービ ス選 択 の 自由 を奪 わ れ て お り,競 争 市場 の 場 合 よ りサ ー ビス料 金

が高 い と考 え た か らで あ る。

　 あ る 場 合 に は,こ れ らの慣 行 と その 背 景 と な って い る市 場 構 造 は,結 果 的 に,

(注)'ゲ ート・ウェイ"と いう言葉 は古 くか ら特定の地理上のエリアを示すために使用されてお り,

　 そのエリア内でIRCは かれ らの正規の国際サービスを公衆に直接提供することが認め られている。
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規 制 の メ カニ ズ ム に よ って 維 持 され て い る こと を認 め ざ る を得 な い 。1979年12

月2日 に行 っ た8つ の 決 定事 項 に よ っ て,サ ー ビス と設 備 の 利 用 効 率 を 向 上 させ

る よ うに 市場 構 造 を 改善 す る政 策 が と られ るよ うに な り,利 用 者 は よ り多 くの 選

択 が で き,よ り多 様 な サ ー ビスが受 け られ,サ ー ビ スの 基本 的 な コ ス トに 見 合 う

も っ と安 い 料金 が設 定 さ れ る よ うに な った 。 再販 や共 同 利 用 が で きな い よ うに 規

制 す る こ とに よ っ て,無 理 に料 金 が差 別 され た り,不 合 理 に事 業 の 革 新 が 妨 げ ら

れ た り,不 当 に サ ー ビス の利 用 が制 限 さ れ た りしてい るの で,こ の 規 制 を緩 和 す

る こ とが,そ の 他 の 最 近 の 国 際 的 な政 策 の推 進 と一 致 す る とい う固い 信 念 をわれ

わ れ は 持 っ て い る。

8.上 記 の タ リフ上 の 制 限 条 項 を再 検 討 し よ うとい う背 景 には,通 信 サ ー ビスを

提 供 す る ため に 利 用 され る技 術 の 進 歩 に即 応 す るよ うに,規 制 とか 政 策 を 見 直 す

必 要 が あ る と同 時 に,独 占,又 は極 度 に寡 占体制 に あ る通 信 業 の 市場 に 競 争原 理

を導 入 してほ しい とい う要 望 が あ る。 勿 論,こ の2つ の動機 は,公 衆 の 利 益 を追

及 し,適 切 な 設 備 と合 理 的 な 料 金 で,迅 速 に して効 率 的 な 国 内,国 際 通信 サ ー ビ

スを可 能 な 限 り普 及 させ よ うとい う,わ れ わ れ の使 命 に も直結 す る もの で あ る。

　 　 B・ 特 に考 慮 す べ き 要 素

1。 サ ー ビ ス料金 と市 場 へ の イ ンパ ク ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

9.わ れ わ れ は,製 品や サ ー ビス料 金が 規 制措 置 に よ らな い で ㌧で き るだ け 市 場

に よ っ て決 定 され るよ うに して,公 共 の 利 益 を 促進 し よ う とい う政 策 上 の 立場 か

ら,再 販 や共 同利 用 の あ らゆ る制 限 を緩 和 す る事 を提 案 して い る。 再 販 や 共 同 利

用 が 国際 通 信 サ ー ビ スに与 え る最 初 の イ ンパ ク トは,利 用者 が 競 合 す る と,考 え

て いる サ ー ビ ス間 の 料 金 上 の差 別 を少 な くす る こ と であ る。 非 常 に 類 似 したサ ー,

ビスが非 常 に異 な る料 金 で 提 供 され てい る時 に は ・安 い方 を 利用 しよ う とす る動

きに よ っ てサ ー ビス間の 料 金 と コス トの 相 互 関係 が結 果 的 に等 し くな らざ るを得

な くな る で あ ろ う。 再 販 や共 同 利 用 を認 めれ ば,MTSや デ レ ック スの よ うなサ
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ビスに は,ま さ に この よ うな効 果 が現 われ る
。

　 MTS用 として利用 され てい る音 声用回路 のバ ン ド巾は広 いので安 い方 を利用

す る人 は,同 じ時 間 で,も っ と多 くの情 報 が 送 れ る よ うに な り ,そ の結 果,通 信

コ ス トが節 約 で き る よ うに な る。 しか し,再 販 や共 同 利 用 の 影 響 は,た と え新 し

い キ ャ リアが で て こな くて も現 わ れ る 。制 限条 項 の 緩 和 に よ って新 規 参 入 の 脅威

が あ る とい うだ け で,そ の よ うな効 果 が 十 分期 待 で き るの で あ る
。

10.再 販 と共 同 利 用 の 新 規 参 入 が認 め られ る こ とに よ っ て,2つ の重 要 な点 で 市

場 の発 展 に 影 響 を及 ぼす こ とが予 想 され る。 キ ャ リア に課 せ られ た 制 限 を緩 和 す

る こ とに よ っ て,新 規 参 入 の チ ャ ン スが高 ま れ ば,ユ ーザが 業 者 や サ ー ビス を選

択 で きる可 能 性 が 大 き くな る。 その 結 果,通 信 業 者 は投 資 に 対す る利 益率 を競 争

に よ って絶 えず 引 き下 げ る よ うに プ レ ッシ ャ をか け られ る
。 この よ うな 状 態 に な

れ ば,キ ャ リアの作 った コ ス ト計 算 をFCCで チ ェ ック しよ うと試 み る よ り ,も

っ と効 果 的 で望 ま しい コ ス トを ベ ー スに した料 金 が 市 場 で 自然 に作 られ るよ うに

な る
.,と わ れ わ れ は見 て い る。 わ れ わ れ が 国 際通 信 業 の監 査 を や っ た時,あ る国

際 サ ー ビ スが も うけ 過 ぎ てい る と信 じるに 足 る理 由が あ りな が ら,そ の コ ス ト計

算 の 調 査 に 非常 に 苦 労 した経験 を思 い 出 す。 キ ャ リ アの 提 出 した資 料 に,国 際 サ

ー ビ スの収 益 が高 過 ぎ る とい う
,信 頼 す るに足 る徴 候 が あ る と考 え られ るよ うな

場 合 で も,そ れ を適 当 な レベ ル まで 引 き下 げ るの は,市 場 の メ カ ニズ ムに 委 せ た
　 　 　 　 　 　

方が よ り効 果 的 で あ る と,わ れわ れ は信 じてい る。

11・ 新 規 参 入 が 影 響 力 を発 揮 す る も うひ と つの 点 と しては,サ ー ビ スの 開 発 とマ

ーケ テ ィ ン グの技 術 が あ る
。 再販 や 共 同 利 用 の チ ャン スを作 れ ば,サ ー ビスの提

供 者 は既 存 の キ ャ リアが提 供 してい る基 本 的 な サー ビスよ り,も っ と革 新 的 な利 用

方 法 に改 善 しよ うと意 気 込 む よ うにな る。 この よ うな再 販 や共 同利 用 の 付 加 価 値 の

要 素 が,結 局,も っと重 要 に な るだ ろ うと考 え てい る。再 販 業 者 は恐 らく,た だ漫

然 と基 本 的 な サー ビスを割 引 き して提 供 してい くだけで,生 き残 る こ とは で きな い
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で あ ろ う。再 販 業 者 に よ る付 加 価 値 サ ー ビスの 開 発 の 大部 分 は,海 外 の 通信 業 者

の協 力 を必 要 とす るだ ろ うとい うこ とは われ われ も十 分 承 知 してい るつ もりであ る。

n.国 際 通信 の再 販 と共 同 利 用 の実 現 の可 能性

12.以 上,再 販 や共 同 利 用 が い か に国 際 通信 の 料 金 を引 き下 げ,サ ー ビス を 改善

す るか とい うわれ われ の 所 信 に っい て,主 とし て述 べ て き た。 わ れ わ れ は現 在 の

タ リフ上 の 制 限 を緩 和 す る よ う提 案 して い るけ れ ど も ,こ の よ うな 公 共 の利 益 を

実 現 す るた めに は,国 際 サ ー ビ スの 提 供 に 協力 し て い る外 国 キ ャ リアの対 応 が 大

い に影 響力 を持 つ こ とは十 分 承知 して い る。 この観 点 か らい って ,再 販 や 共 同 利

用 を認 め る サ ー ビス に つ い ては,い ず れ アメ リカの キ ャ リア と外 国 の通 信 業 者 と

の 間 で運 用 に関 す る合 意 が な され,そ れ に 従 わ ざ る を得 な い こ とは認 め ざ る を得

な い。 そし て,外 国 通信 業 者 が 実 行 面 で,再 販 や 共 同利 用 の サ ー ビス を促進 す る

か 妨 害 す る かの きめ 手 に な るこ と も認 め ざる を得 な い。

　 わ れわ れ は 国 際 サ ービ スの 再 販 は 実行 可 能 な考 えであ ると い う確 信 を持 っ て,

この プロ シ ーデ ン グ を作 っ てい る。 キ ャ リア間の収 入 の 分 配 に 対 す る現 行の 取 り

決 め の一部 を修 正 す る と い う問 題 は あ るに して も,現 状 の ま まに 凍結 し てお く こ・

とが,外 国 の 通 信 業 者 の た めに な るとい う保 証 は な に もな い ,と われ わ れ は 考 え

て い る。 事 実,わ れ わ れ は これ らの 外 国企 業 も再販 を認 め る こ とに よ っ て ,利 益

を生 み 出す こ とが で きる と確 信 し てい る。

13.し たが って,わ れ わ れ は こ こで,国 内 での 再販 に 成 功 した経 験 と一般 的 な経

済 分析 を行 い な が ら,外 国 で も利 益 をあ げ るこ とが で き る と考 え てい る再 販 の 概

要 に つ い て簡 単 に触 れ てお く こ ととす る。 再 販 が 既 存 の 技 術 や 新 技 術 の ア プ リケ

イ シ ョンを促 進 す る好 例 と し て,国 内の サ テ ラ イ ト ・サ ー ビ スを あげ る こ とがで

き る。RCAの ア メ リカ通信 やWU電 信 会社 の サ テ ライ ト設 備 を使 用 して ,特 殊

な テ レ ビ番 組 を放 送 す る通 信 業 とい う全 く新 しい ジ ャ ンルが開 か れ た 。従 来 はA

TTの 古 くか らあ る音 声 回線 通信 と競 争 して,サ テ ライ ト通 信 を提 供 す る とい う
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限 られ た点 で しか 成功 しな か った既 存 の キ ャ リアも,現 在 これ らの 新 しい通信 の

ア プ リケ ーシ ョ ンか ら多 額 の収 入 を あ げ て い る。 勿 論,カ ス トマ ーも サ テ ラ イ ト

を経 由 して提 供 され る非 常 に ヴ ァラエ テ ィに 富 んだ 通 信 サ ー ビスの 利 益 を享受 し

て い る 。 この よ うな事 業 の 拡 張 は 同 時 に ピ地 上 局 に 対 す る需 要 が 急 激 に増 加 す る

に つ れ て ・サ テ ライ ト設 備 メ ーカ の成 長 を促 が した。 も うひ とつ の 例 はGTE-

Telenetで,こ の 会社 は 従 来 の 専用 線 に よ る電 話 交 換 サ ー ビ スを通 し て,再 販 と

い う条 件 で,デ ータ伝 送 市 場 に便 利 な パ ケ ッ ト交 換 を持 ち込 む こ とを 可能 に した。

この よ うな 会 社 は単 に新 しい通 信 サ ー ビス を提 供 した だ け で な く,既 存 の 会 社 に

一 歩 先 ん じて き た
。 その うえ,再 販 や 共 同 利 用 は 小 口の 利 用 者 に 対 し て,以 前 は

大 口の カ ス トマ ーに しか 利 用 で きな か った 特 殊 な サ ー ビス を提供 で きる こ とを可

能 に した 。

14.わ れ わ れ は,再 販 は 別 の 方 法 で,既 存 の キ ャ リアに も大 きな 利 益 を生 む こ と

を経 験 に よ り知 って い る 。 利用 が拡 が るこ と(consolidation)に よ って,基 本

的 なサ ー ビスの 利用 が全 面 的 に減 少 した り,通 信収 入 が 減 少 す る こ とが な か った

ばか りで な く,反 対 に 増 収 効果 を もた ら した よ うに思 わ れ る。 大 量 の 利 用 に よ り

単 位 コ.ス トが 低 くな るのに 伴 い,単 位 料 金 が 安 くな るに つれ て,全 面 的 に通 信 の

利 用 が 刺 戟 され る こ とが は っ き り と証 明 され てい る 。 こ うして,ア メ リ'力国 内 に

お け る長 距 離 通 話 の コス トが 低 減 す る こ とに よ っ て,既 存 の バ ン ド巾 を超 え る大

量 の通 話 が で きる よ うな技 術 が 生 み 出 さ れ た。 低料 金 に よ り国 内 の 電 話 会 社 の 収

入 は事 実 上 増 加 した が,一 方 で同 じ時 期 に,専 用 線 の 利 用 も増加 し てい る。 この

理 由の ひ とつ と して,ユ ーザ が情 報 を送 る代替 手段 と して,電 気通 信 を利 用 す る

傾 向 が 強 い こ とを 挙 げ るこ とが で きる。 要 す るに,再 販 に 対 す る需 要 が増 え るに

つれ て,新 規 参 入 が 増 え,既 存 の キ ャ リアの設 備 の 利 用 が増 え,既 存 の キ ャ リ ア

の 業 務 が拡 大 す るとい う健 全 な(salutary)効 果 が生 まれ て きた の であ る 。

15.再 販や 共 同 利 用 の 基 本 的 な 形 態 に よ って 既存 の キ ャ リア ・サ ー ビスが どの よ
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うな 技 術的 影 響 も受 けな い と い う 点 に留 意 す る こ とが大 切 で あ る。 た だ ユ ー ザ の

実 態(identity)が,制 限 の 撤 廃 と い う こ とに よ って変 るだ け で あ る。 た と え ば,

専 用 線 の カ ス トマ ーが,ア メ リカの オ フ ィスか ら外 国 の 同 じ宛 先 に 通 信 を した が

って い る他 の人 を 見 つ け て,自 分 の チ ャン ネル の 空 い てい る部 分 を 再販 した り共

同 利 用 したい と望む 場 合,既 存 の キ ャ リアに よ って提 供 され てい るサ ー ビスは,

な に も変 更 され るこ とは な い し,そ の 設備 を通 る メ ッセ ー ジ は,あ た か も単 独 の

カ ス トマ ーに よ って 利用 され て い るか の ご と く伝 送 され る 。 確 か に,こ の よ うな

状 況 の下 で は,既 存 の キ ャ リア と外 国の 通 信 業 者間 で合 意 し て い るサ ー ビ スの 技

術 的 な 変 更 をす るこ とな く,あ るいは,外 国 の 相手方 に伝 送 され る メ ッセ ージが

技 術 的 に 問題 な く接 続 され た か ど うか を懸 念 す る心 配 もな く,再 販 や 共 同利 用 は

前 に述 べ た よ り安 い 利用 方 法 を選 択 す る ことが で きる。恐 ら く,外 国 の 通 信 業 者

は,こ の よ うな方 法 で運 用 して い る再 販 業者 や 共 同 利用 者 と個 別に 協 議 す る必 要

の な い こ とが 分 る で あ ろ う。 これ と違 う例 と して,再 販 の技 術 に よ って基本 的 な

コモ ン ・キ ャ リアの サ ー ビスの 利 用 方法 が 変 え られ る場 合 もあ る。

　 例 えば,マ ル チ化 に よっ て一 本 の 専 用 線 で も っ と大 量 の メ ッセ ー ジ を送 る こ と

がで き る し,MTSに よ っ て テ レ ック スを伝 送 す る こと もで き る。 この よ うな 場

合 で さえ も,再 販 業 者 は既 存 の 技 術 標 準 の枠 の中 で運 用 しな け れ ば な らな い し,

運 用 に 関 す る合意 を 別 に 作 る必 要 は全 然 ないで あ ろ う。 こ う して,よ り多 くの 柔

軟 性 を持 つ サ ー ビス を利 用 す る こ とに よ って,国 際 コモ ン ・キ ャ リア ・サ ー ビ ス

の 品質 を少 し も損 うこ とは な い,と わ れ われ は 信 じて い る。 反 対 に,加 入 者 は 一

般 的 に 低 い料 金 で,は るか に バ ラエ テ ィーに富 ん だ サ ー ビ スが受 け られ るだ ろ う。

弾 力 的 な料 金 で提 供 され る サ ー ビスに よ っ て,付 帯 的 な利 用 が誘 発 され て,国 内,

国 外 の 加 入者 は利 益 を受 け るよ うに な る で あ ろ う。

16.既 に 述 べ た よ うに,再 販 や共 同 利用 は,サ ー ビスの品 質 や 利 用 方 法 を 変 え る

の で,さ ま ざまな サ ー ビス間 の トラ ピ ックの流 れ を変 え るか も しれ な い とい うこ

と を最 近わ れ わ れ は 知 らされた。ト実 際,こ の よ うな 付加 価 値の 機 能 は12節 で述 べ た
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よ うに再 販 や 共 同 利用 を安 く利 用 す る方 法 よ り ,も っ と広 範 囲 に トラ ピ ックの 流

れ に影 響 を与 え るか もしれ な い 。 しか し,い ず れの 場 合 に も,ト ラ ピ ックの パ タ

ー ンが変 化 す る こ とに よ
って,現 在 定 め られ てい る協 定 の 再検 討 をす る必 要 が生

じて くるか もしれ な い。 サ ー ビスの 利 用 に 関 す る現 行 の タ リフ上 の 制 限 が 緩 和 さ

れ る こ とによ っ て,料 金 を設定 す るた めの ベ ー ス とな る コ ス トに
,よ り重 点 が 置

か れ るよ うに な るの で,新 しい料 金制 度(例 え ば ,す べ ての 利 用 者 は特 殊 な ア プ

リケ イ シ ョン とは無 関 係 に,利 用 され た実 際 の通 信 量 に 応 じて ,料 金 を支 払 うよ

うな従 量 制 の料 金 設定)の 採 用 が 促 進 され る よ うに な る ,と われ わ れ は信 じ て い

る。 こ うな る こ とで,カ ス トマ ーは,自 分 た ちの ニ ーズ をち ゃ ん と充 た し て くれ

るサ ー ビス を,最 低 の 価格 で正 確 に 選 べ るチ ャン スが 与 え られ るだ ろ う
。

田.キ ャ リア と して の 再 販 業 者 の地 位

17.再 販 と共 同利 用 の決 定 を下 す に あ た り,わ れ わ れは再 販 活 動 を コモ ン ・キ ャ

リアの 一種 と して,FCCの 管 轄 下 に置 くこ と と した。 その 結 果,再 販 業 者 は 現

在,通 信 法 第203条 に よ り,タ リフを提 出 す る こ と と,214条 に よ り,そ の 運 用

の 承認 を得 る こ と が義 務 づ け られ て い る。 この 度 の国 際 コモ ン ・キ ャ リアに 対 す

る決 定 も,こ の 先 例 に 従 い,再 販 に よ って 国 際 サ ー ビスを提 供 す る もの(entity)

は 第2章 の 規 制 を 全 面 的 に適 用 す る こ とと した 。 しか しな が ら,単 に安 い料 金 で

サ ー ビスを提 供 して るだ け の もの に,こ の 程 度 の 規制 を拡 げ る こ とに,わ れ われ

は疑 問 を もっ てい る。 わ れわ れ は,通 信 法 に もとつ い て 再 販 業者 の 規 制 を始 め る

こ とに したが,そ の 通信 法 の 基 本 的 な前提 な り解 釈 が 正 当 な もの か ど うか に つ い

て現 在検 討 を進 め て い る。

18.そ の プ ロ シー デ ング を発 表 し て以 来,国 内,国 際 の 再 販 業 者 に 対 す るFCC

の取 り扱 い に つ い て ・深 刻 な 疑 問 が 持 た れ る よ うに な った 。 第1に,FCCの 再

販 と共 同利 用 に 関 す る決 定 によ り,再 販 業 者 を コモ ン ・キ ャ リア と定 義 した こ と

が 果 た して妥 当 な もの で あ った か ど うか とい う疑 問 で あ る。第2にFCCの 権 限
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の範 囲 を越 え る もの と考 え るべ きか,ま た どの よ うな環 境 の 下で こ の権 限 を行 使

すべ きか とい う疑 問 で あ る。 第3に,コ モ ン ・キ ャ リア とい う言 葉 に 新 しい定 義

づ け を す る場 合,国 内 国 外 の 再 販 業者 を この 定 義 か ら外 し た場 合の 影 響 に つい て,

十 分検 討 す る こ とが で き るか,あ る い は検 討 す べ きか ど うか とい う疑 問 であ る。
●

19.提 起 され た 法律 上の 問 題 が 数 多 く論 議 され たが,こ れ らの 論点 はCtキ ャ リア

の競 争 体制原 理"の 中 に フ ァイ ル され て'いる。 そ し て この プ ロ シー デ ングに 名 を

つ らね てい る団体 は,"キ ャ リアの 競 争 体 制原 理"に つい て提 出 され た コメ ン ト

を参 考 に しな が ら,こ の問 題 に 対 す る意 見 を自 由 に述 べ る こ とが で き る。 各 団体

は この プ ロ シー デ ン グに特 に 関 係 して い る場 合,も う一度 議 論 す る こ とが認 め ら

れ て い る。 その 他 の 検討 事 項',特 に十 分 な 経 済分 析 を 含 め,国 際 再販 業 者 を完全

に規 制 か ら外 す こ とが,政 策 と して 間違 ってい ない か ど うか に つ い て,国 際 市場

に直 接 関 係 し て い る各 団体 は,以 前 の コ メ ン トを更 に 拡 げ て議 論 す る こ と を希 望

す る こ と もで き る。 この 問 題 に 関心 を持 つ 人 は,国 際 通 信 分野 で は独 特 の性 格 を

持 って い る ので,国 際 再 販 業 者 を 国 内再 販 業 者 と同 じよ うに取 り扱 うこ とに反 対

す る こ と も可能 で あ る。 同 様 に,団 体 の 中 には 国 際 再 販 業 者 を 規 制 の 対 象 か ら外

す 場 合 に,こ の プロ シ ー デ ン グの 中 で,全 然 別 個 の検 討 をし た方 が い い とい う新

しい問 題 を提 案 す る こ と もで き る。国 際 再 販業 者 を コモ ン ・キ ャ リア と して規 制

す る ことは,法 律 的,経 済 的,政 策 的 な 見地 か ら適 切 で もな い し,賢 明 で もな い

とい うわ れ わ れの信 念 は あ くま で最 終 的 な結論 では な い。

`

20.再 販業 者 を規 制 の 対 象 と して どの よ うに取 り扱 うか の検 討 に密 接 な 関連 が あ

る問 題 と して,再 販 業 者 の 範 疇に 入 る もの(entity)は 誰 か とい う こ とが あ る。

例 え ば,前 記 の"再 販 と共 同 利 用"の 中 で も述 べ てい る よ うに,自 分 の設 備(あ

るい は 自 分 の 設 備 と リー スした設 備 との混 用)を 通 して通 信 サ ー ビ スを 提供 して

い る もの は'基 幹(underlying)キ ャ リア"と み な され て い る。奪 うこ との で き

な い ユ ーザ(IRU)の 利 益権 を単 に もってい るだ けで,現 在 定 め られ てい る よ
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うに,"基 幹 キ ャ リア"と して の地 位 を保 証 す るに十 分 な 条 件 を持 っ てい る とみ

な し て いい か ど うか ・わ れ われ は関 係 団体 に 質 問す る こ と と した
。換 言 す れ ば,

IRUの 利 益 権 が基 本 的 な 通 信 設 備 の 要件 た りう るか,と い うこ とで あ る
。IR

Cは 再販 業 者 と しての 特 質 を備 え て い るとい う考 え方 を 支持 す る人 は ,ど の 程 度

IRCを 規 制 す れ ば公 衆 の 利益 に な るか に つい て意 見 を述 べ る必 要 が あ る。 そ う

すれ ば,わ れ わ れは 通 信 法 の 第2章 で国 際 再 販 業 者 を規 制 す るこ と は適 当 で な い

と判 断 す るで あ ろ う。

、

■

N.す べて の 国際 サ ー ビス に対 し て こ の 提案 を適 用 す る こ と 。

21.も ちろ ん,わ れ わ れ は 現 在 の再 販 と共 同 利 用 に 対 す るタ リフ上 の 制 限 を ,わ

れ わ れの 監 督 下 にあ る国 際 キ ャ リアに よ って現 在 提 供 され て↓・るすべ ての サ ー ビ

スか ら外 すべ きか ど うか に つ い て検 討 中 であ る 。 しか しな が ら,"公 衆 交 換 網 の

再 販"に 対 す る われ わ れ の研 究 を よ く調 べ た うえで,関 心 を持 つ 団体 は サ ー ビス

・ベ ー スに よ る サ ー ビス(service　 by　 s
ervice　 basis)に 関 して,こ の プ ロ シ

ーデ ィン グで われ わ れ が行 った 提 案 に 対 して意 見 を 申 し出 る こ とが で き る
。 例 え

ば,あ る人 は ひ とつの サ ー ビスに 対 し て,他 の サ ー ビ スよ り も っ と強 く再 販 や共

同 利 用 を させ る こ とに賛 成す る こ と もで き る し,あ る 人 は 特殊 な サ ー ビスに は 共

同 利 用 は 認 め るが,再 販 は 認 め るべ きで ない と主 張 す る こ と もで き る。

　 も しあ るサ ー ビスに 限定 して再 販 と共 同利 用 を認 め る こ とに 賛 成 であ れば,こ

れ らの 制 限 を緩 和 す る こ とが,ど うし てそ の サ ー ビスに他 の サ ー ビ スよ り違 った

影 響 を与 え るか,と い う技 術 的,経 済 的,法 律 的 あ るい は政 治 的理 由 を,く わ し

く説 明 す る必要 が あ る。

●

V.高 度 サ ー ビ スの 規定

22・1980年5月2日 に 発 表 した 第2次 コ ン ピ ュー タ調 査 に お け るわ れ われ の最

終 決 定 で,IRCが 高度 サ ー ビ ス を提 供 す る場 合,別 の子 会 社 を設 立 す る必要 が

あ るか ど うか の 問 題 は ・国 際 再 販 問 題 の検 討 の 中 で触 れ るだ ろ う とわ れ われ は 示
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唆 した。

　 過去 に作 られ た規 制 の枠 に よ っ て,IRCに よ る人 為 的 な 市場 の 支 配 力 が強 化

され て きた け れ ど も,1979年12月12日 にFCCが 行 った 決 定 に よ る影 響 は,

再 販 や共 同利 用 に 対 す る制 限 を緩 和 す るFCCの 提 案 とあ い ま っ て,IRCが 持

って い る市 場 の 支 配 力 を弱 め る よ うな変 化 を生 む ・ とわ れ われ は 予測 して い る。

に もか かわ らず,わ れ わ れ は 高 度 サ ー ビ スを提 供 す る ため に は,IRCに も子 会

社 を作 らせ る必 要 が あ るか ど うか に つ い て,関 係 の 団 体 に意 見 を出 して も ら うよ

う要 請 して い る。

、

L

、

禽

M.法 律 上 の義 務(Statutory　 Burden)

23.こ の プ ロ シ ーデ ィン グは通 信 法 の い くつ かの規 程 につ い て の検 討 も含 ん でい

る。 まず,問 題 の タ リフ上の 制 限 が その ま ま残 され ると すれ ば,同 法 の201条,

202条 の規 定 は正 当 な もの で あ り,合 理 的 な もの で あ り,か つ,不 合理 な差 別 を

して い ない と い うこ とが説 明 され な け れ ば な らな い。 し か しな が ら,わ れ わ れ は

同 法 の1条 に おい て 公共 の 利 益 を促 進 し なけ れ ば な らない とい う至 上 の 義 務 を 負

わ され てい る。最 後 に,係 争 中 の タ リ フ上の 制 約 が 正 当 であ り,合 理 的 で あ る こ

と を証 明 す る義 務 が,こ の制 限 を残 した い と願 って い る各 キ ャ リアお よ び,そ の

他の 人 に も負 わ さ れ てい る。勿 論,さ ま ざ まな国 際 サ ー ビ スの 再販 や 共 同 利用 を

無 制 限 に 認 め る こと に賛 成 す る団 体 は,彼 らの立 場 を支持 す る よ うな 論 拠 が 必 要

で あ る 。 い ず れに し て も,こ の プ ロ シ ーデ ン グの 目標 を達 成す るた め には 正 しい

情 報 と意 見 が問 題 を十 分 解 明 す るため に 必 要 で あ る とわれ わ れは確 信 して い る。

FCC

ウ ィ リ ア ム ・J・ ト リ カ ル コ

Sectretary.
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(別 　 紙)

国 際 通 信 の 競 争 体 制

Ferris委 員 長

　 現 在,FCCは 国 際 通 信 市場 に おけ る業 界 の慣 行 を適 当 に 調整 す る こ とか ら,

通信 業界 に 競 争原 理 を導 入す るよ うに 方 向 転 換 を 行 い つ つ あ る。 わ れわ れ は最 近

の 国際 キ ャ リアの 責 任 感 の 欠 除 を,強 力 に排 除 して きた と信 じてい る。 そ れ を実

行 す るに あ た り,わ れ わ れ は利 用 者 に 対 し,よ り安 い料 金 で も っと 多 様 な サ ー ビ

スが提 供 で き る よ うに した い と念願 して い る。

　 国 際通 信 サ ー ビ スの利 用 者 は,既 存 の キ ャ リヤ が い くつ かの サ ー ビスで,ア メ

リカで も最 高 の 部類 に属 す る利 益 を 挙 げ てい るた め に,あ ま りに も長 い 間被 害 を

受 け て きた 。 この こ とは 国 の経 済 や 外 交 が他 の 国 々 との 関連 を ます ます 深 め るに

つれ て,絶 対 に 認 め る こ との で きな い もの に な り,も は や許 す こ との で きない も

の とな って い る。

　 わ れ わ れ は まだ,ひ と つの 世 界(global　 vill　age)に 住 ん でい るわ け では な

い 。 し か し ・外 国 の 活 動 が わ が国 内 問 題 に ・いか に 直接 影 響 を与 え て い るか は ,

新 聞 を読 めば 容 易 に理 解 で きる。 通 信 とい う もの は これ らの 国 の 間 を リン クす る

もの で あ る。 そ の リンク の サ ー ビス効用 が 低 く,料 金 が 余 りに も高 い ため に,国

際 取 引 の効 用 性が 押 え込 ま れ るよ うに な る こ と を認 め るわ けに は い か ない 。 わ れ

われ の 提 案 が,も し も採 択 され るな らば,こ の よ うな ことを 引 き続 き行 うこ とは

不 可 能 に な る とい う確 信 の 下 に,私 は こ の問 題 に 賛 成 の一票 を投 じ る こ と と し た。

　 昨 年 の12月,わ れわれ は国 際 分野 の 通信 業務 を改 善 す るた め に は規 制 す る よ り

も競 争 させ るの が 一番 よい とい う結 論 に達 した 。昨 年 の12月 に わ れ われ が行 った

'ウ
ェス タ ン ・ユ ニ オ ンの イ ンタ ー ナ シ ョナ ル ・ゲ ー トウ ェイ と イ ン タ ーナ シ ョ

ナル ・デ ー タ ホ ンに 対 す る命 令"は(範 囲 は限 定 され て い るけれ ど も)こ の ヒロ

ソフィーに従 っ た もの で あ る。 現在,わ れ わ れ が 行 って い る こ と(コ ムサ ッ トの研
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究,国 際 再 販 業務 の 方 針 設 定,新 しい 国際 キ ャ リアの 認可)は 国 際 通信 サ ー ビ ス

の 利 用 者 に もっ と大 きな利 益 を もた らす 可 能 性 を秘 め て い る。

　 わ れ わ れが 提 出 し てい る改 正 案 に よ って,競 争 に よる利 益 が,今 後 この 業 界 に

大 巾 に導 入 され るよ うに な るで あ ろ う。 まず 第 一 に,衛 星 通信 の 分 野 の エ キ スパ

ー トで あ る コ ムサ ッ トが ,世 界 中 に メ ッセ ージ を送 る利用 者 に 対 し て直 接 サ ー ビ

ス を提 供 で き る よ うに な る見込 み で あ る。

　 利 用 者 は衛 星 通 信 の経 済 性 を全 面 的 に ベ ー スに した料 金 を払 え ば よ くな るだ ろ

う。 こ うして,他 の キ ャ リア も,同 じ よ うな サ ー ビ スに 対 す る料 金 が 高 過 ぎれ ば,

利 用 者 は 直接 コムサ ッ トを使 うよ うに な ると判 れ ば,コ ム サ ッ トと,競 争 す るよ

うに な るで あ ろ う。

　 も し,わ れ わ れ が 国際 通 信 の再 販 を認 めれ ば,そ の 他の 会 社 も新 しい市 場 や サ

テ ライ トの よ うな革 新 的 な サ ー ビス を望 む よ うに な るので,利 用 者 は もっ と多 く

の 利益 を得 る ことが 期 待 され る。 国 内通 信 にお け るわれ わ れ の 経 験 に よれ ば,再

販 業 者 や共 同 利用 者 が 出 現 すれ ば,既 存 の キ ャ リアの料 金体 系 が よ く分 る よ うに

な り,料 率 の 差 別 が な くな る こ とが 明 らかに な って い る。料 金 が 安 くな るた め に

利 益 を受 け るの は ア メ リカの通 信 利 用 者 で あ る。

　 わ れ わ れ の 国 際 通 信 シ ステ ムに は 多 くの 関 連 す る団体 が 含 ま れて い る こ と を私

は よ く承 知 して い る。FCCは,外 国 の パ ー トナ ーに 対 して新 しい 市場 形 態 を最

終 的 に押 しつ け る こ とは で きな い 。 そ れ を押 しつ け よ うと して い るの で は な く,

むし ろ,わ れ わ れ は ア メ リカの 公衆 の利 益 に な るこ と を,ま ず最 初 に 巾広 く提 案

したに す ぎ ない,と 私 は 考 え て い る。 わ れ わ れ が 最善 の 市場 構 成 と考 えて い る こ

と を,国 際 通 信 ネ ッ トワ ーク を提 供 してい る外 国 の 仲 間 に対 して,一 方 的 に押 し

つ け よ うと する意 図 は全 然 持 って い ない 。 しか し,今 日 こ の 問 題 を浮 きぼ りに す

るこ とが,あ らゆ る関 係 者 に と って有 益 な こ とで あ り,ア メ リカの 通 信 業 を もっ

と競 争 的 に する た め の 大事 な 第 一歩 に な る,と 私 は 信 じて い る。
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